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月 Ր 水 木 金 土 日 備考

4 ʗ 1

4 ʗ 2 4 ʗ 3 在学生オリエンテーション 4 ʗ 4 入学式 4 ʗ 5 オリエンテーション 4 ʗ 6 オリエンテーション 4 ʗ 7 4 ʗ 8

4 ʗ 9 ① 4 ʗ10 ① 4 ʗ11 ① 4 ʗ12 ① 4 ʗ13 ① 4 ʗ14 4 ʗ15 教育学科養護教་コース 3 年次
養護実習： 4 / 9 ～ 4 /27

4 ʗ16 ② 4 ʗ17 ② 4 ʗ18 ② 4 ʗ19 ② 4 ʗ20 ② 4 ʗ21 4 ʗ22

4 ʗ23 ③ 4 ʗ24 ③ 4 ʗ25 ③ 4 ʗ26 ③ 4 ʗ27 ③ 4 ʗ28 4 ʗ29 昭和の日

4 ʗ30 振ସٳ日 5 ʗ 1 7 /16の振ସٳ日 5 ʗ 2 9 /24の振ସٳ日 5 ʗ 3 憲法記念日 5 ʗ 4 みどりの日 5 ʗ 5 こどもの日 5 ʗ 6

5 ʗ 7 ④ 5 ʗ 8 ④ 5 ʗ 9 ④ 5 ʗ10 ④ 5 ʗ11 ④ 5 ʗ12 5 ʗ13

5 ʗ14 ⑤ 5 ʗ15 ⑤ 5 ʗ16 ⑤ 5 ʗ17 ⑤ 5 ʗ18 ⑤ 5 ʗ19 5 ʗ20 こども学科 2 年次
教育実習： 5 /14～ 6 / 1

5 ʗ21 ⑥ 5 ʗ22 ⑥ 5 ʗ23 ⑥ 5 ʗ24 ⑥ 5 ʗ25 ⑥ 5 ʗ26 5 ʗ27

5 ʗ28 ⑦ 5 ʗ29 ⑦ 5 ʗ30 ⑦ 5 ʗ31 ⑦ 6 ʗ 1 ⑦ 6 ʗ 2 6 ʗ 3 健康福祉学科ï介護） 4 年次
訪問介護実習： 6 /18～ 6 /29

6 ʗ 4 ⑧ 6 ʗ 5 ⑧ 6 ʗ 6 ⑧ 6 ʗ 7 ⑧ 6 ʗ 8 ⑧ 6 ʗ 9 6 ʗ10 健康福祉学科ï介護） 2 年次
介護基礎実習： 6 /27～ 6 /29

6 ʗ11 ᶋ 6 ʗ12 ᶋ 6 ʗ13 ᶋ 6 ʗ14 ᶋ 6 ʗ15 ᶋ 6 ʗ16 6 ʗ17

6 ʗ18 ᶌ 6 ʗ19 ᶌ 6 ʗ20 ᶌ 6 ʗ21 ᶌ 6 ʗ22 ᶌ 6 ʗ23 6 ʗ24

6 ʗ25 ᶍ 6 ʗ26 ᶍ 6 ʗ27 ᶍ 6 ʗ28 ᶍ 6 ʗ29 ᶍ 6 ʗ30 7 ʗ 1

7 ʗ 2 ᶎ 7 ʗ 3 ᶎ 7 ʗ 4 ᶎ 7 ʗ 5 ᶎ 7 ʗ 6 ᶎ 7 ʗ 7 7 ʗ 8

7 ʗ 9 ᶏ 7 ʗ10 ᶏ 7 ʗ11 ᶏ 7 ʗ12 ᶏ 7 ʗ13 ᶏ 7 ʗ14 7 ʗ15

7 ʗ16 海の日ᶐ 7 ʗ17 ᶐ 7 ʗ18 ᶐ 7 ʗ19 ᶐ 7 ʗ20 ᶐ 7 ʗ21 7 ʗ22

7 ʗ23 ᶑ 7 ʗ24 ᶑ 7 ʗ25 ᶑ 7 ʗ26 ᶑ 7 ʗ27 ᶑ 7 ʗ28 7 ʗ29 教育学科 4 年次
保育実習Ⅱຢは保育実習Ⅲ： 8 月

7 ʗ30 補講・試験日  7 ʗ31 補講・試験日  8 ʗ 1 補講・試験日  8 ʗ 2 補講・試験日  8 ʗ 3 補講・試験日  8 ʗ 4 8 ʗ 5 教育学科養護教་コース 2 年次
看護学ྟ床実習： 8 月中

8 ʗ 6 8 ʗ 7 8 ʗ 8 8 ʗ 9 8 ʗ10 8 ʗ11 山の日 8 ʗ12 健康福祉学科ï介護） 3 年次
介護実習Ⅱ： 8 /20～ 9 /28

8 ʗ13 8 ʗ14 8 ʗ15 8 ʗ16 8 ʗ17 8 ʗ18 8 ʗ19 健康福祉学科 3 年次
相談援助実習： 8 月～ 9 月

8 ʗ20 8 ʗ21 8 ʗ22 8 ʗ23 8 ʗ24 8 ʗ25 8 ʗ26 教育学科 3 年次
教育実習Ⅰï幼ŋ小ð：
　　　　　ç幼ஓԂ　 8 /20～ 9 / 7
　　　　　ç小学校　 8 /20～ 9 /148 ʗ27 8 ʗ28 8 ʗ29 8 ʗ30 8 ʗ31 9 ʗ 1 9 ʗ 2

9 ʗ 3 9 ʗ 4 9 ʗ 5 学Ԃ創立記念日 9 ʗ 6 9 ʗ 7 9 ʗ 8 9 ʗ 9 心理カウンセリング学科 4 年次
精神保健福祉援助実習： 8 月～ 9 月

9 ʗ10 9 ʗ11 9 ʗ12 9 ʗ13 9 ʗ14 9 ʗ15 9 ʗ16 こども学科 2 年次
保育実習（保育所）： 8 月～ 9 月

9 ʗ17 老の日ܟ 9 ʗ18 9 ʗ19 9 ʗ20 オリエンテーション 9 ʗ21 ① 9 ʗ22 9 ʗ23 ळ分の日 こども学科 2 年次
保育実習（施設）： 9 月～12月　

9 ʗ24 振ସٳ日① 9 ʗ25 ① 9 ʗ26 ① 9 ʗ27 ① 9 ʗ28 9 ʗ29 大学ࡇ 9 ʗ30

10ʗ 1 ② 10ʗ 2 ② 10ʗ 3 ② 10ʗ 4 ② 10ʗ 5 ② 10ʗ 6 10ʗ 7

10ʗ 8 体育の日 10ʗ 9 ③ 10ʗ10 ③ 10ʗ11 ③ 10ʗ12 ③ 10ʗ13 10ʗ14

10ʗ15 ③ 10ʗ16 ④ 10ʗ17 ④ 10ʗ18 ④ 10ʗ19 ④ 10ʗ20 10ʗ21

10ʗ22 ④ 10ʗ23 ⑤ 10ʗ24 ⑤ 10ʗ25 ⑤ 10ʗ26 ⑤ 10ʗ27 10ʗ28

10ʗ29 ⑤ 10ʗ30 ⑥ 10ʗ31 ⑥ 11ʗ 1 ⑥ 11ʗ 2 ⑥ 11ʗ 3 文化の日 11ʗ 4

11ʗ 5 ⑥ 11ʗ 6 ⑦ 11ʗ 7 ⑦ 11ʗ 8 ⑦ 11ʗ 9 ⑦ 11ʗ10 11ʗ11

11ʗ12 ⑦ 11ʗ13 ⑧ 11ʗ14 ⑧ 11ʗ15 ⑧ 11ʗ16 ⑧ 11ʗ17 11ʗ18

11ʗ19 ⑧ 11ʗ20 ᶋ 11ʗ21 ᶋ 11ʗ22 ᶋ 11ʗ23 労感謝の日ᶋۈ 11ʗ24 11ʗ25

11ʗ26 ᶋ 11ʗ27 ᶌ 11ʗ28 ᶌ 11ʗ29 ᶌ 11ʗ30 ᶌ 12ʗ 1 12ʗ 2

12ʗ 3 ᶌ 12ʗ 4 ᶍ 12ʗ 5 ᶍ 12ʗ 6 ᶍ 12ʗ 7 ᶍ 12ʗ 8 12ʗ 9

12ʗ10 ᶍ 12ʗ11 ᶎ 12ʗ12 ᶎ 12ʗ13 ᶎ 12ʗ14 ᶎ 12ʗ15 12ʗ16

12ʗ17 ᶎ 12ʗ18 ᶏ 12ʗ19 ᶏ 12ʗ20 ᶏ 12ʗ21 ᶏ 12ʗ22 12ʗ23 天ߖ誕生日

12ʗ24 振ସٳ日 12ʗ25 12ʗ26 12ʗ27 12ʗ28 12ʗ29 12ʗ30

12ʗ31 1 ʗ 1 元୴ 1 ʗ 2 1 ʗ 3 1 ʗ 4 1 ʗ 5 1 ʗ 6

1 ʗ 7 ᶏ 1 ʗ 8 ᶐ 1 ʗ 9 ᶐ 1 ʗ10 ᶐ 1 ʗ11 ᶐ 1 ʗ12 1 ʗ13

1 ʗ14 成人の日 1 ʗ15 11/23の振ସٳ日 1 ʗ16 ᶑ 1 ʗ17 ᶑ 1 ʗ18 ᶑ 1 ʗ19 1 ʗ20

1 ʗ21 ᶐ 1 ʗ22 ᶑ 1 ʗ23 補講・試験日  1 ʗ24 補講・試験日  1 ʗ25 補講・試験日  1 ʗ26 1 ʗ27

1 ʗ28 ᶑ 1 ʗ29 補講・試験日  1 ʗ30 1 ʗ31 2 ʗ 1 2 ʗ 2 2 ʗ 3

2 ʗ 4 補講・試験日  2 ʗ 5 2 ʗ 6 2 ʗ 7 2 ʗ 8 2 ʗ 9 2 ʗ10 健康福祉学科ï介護） 2 年次
介護実習Ⅰ： 2 /12～ 3 /11

2 ʗ11 建国記念の日 2 ʗ12 2 ʗ13 2 ʗ14 2 ʗ15 2 ʗ16 2 ʗ17 心理カウンセリング学科 3 年次
精神保健福祉援助実習： 2 月～ 3 月

2 ʗ18 2 ʗ19 2 ʗ20 2 ʗ21 2 ʗ22 2 ʗ23 2 ʗ24 教育学科 3 年次
保育実習Ⅰï保育所ð ： 2 月

2 ʗ25 2 ʗ26 2 ʗ27 2 ʗ28 3 ʗ 1 3 ʗ 2 3 ʗ 3 教育学科 3 年次
保育実習Ⅰï施設ð： 3 月

3 ʗ 4 3 ʗ 5 3 ʗ 6 3 ʗ 7 3 ʗ 8 3 ʗ 9 3 ʗ10

3 ʗ11 3 ʗ12 3 ʗ13 3 ʗ14 3 ʗ15 3 ʗ16 3 ʗ17

3 ʗ18 3 ʗ19 学位記授与式 3 ʗ20 3 ʗ21 春分の日 3 ʗ22 3 ʗ23 3 ʗ24

3 ʗ25 3 ʗ26 3 ʗ27 3 ʗ28 3 ʗ29 3 ʗ30 3 ʗ31

平成30年度　北翔大学・北翔大学短期大学　学事日程



講義要綱 SYLLABUS の利用にあたって
この࡭子は、2018（平成30）年度に開講される授業科目の概要が記ࡌされています。
授業の概要や到達目標をよく確認して授業を選択する参考にしてください。シラバスには、授
業の担当教員名や、単位数等の他、次のような事項が記ࡌされています。シラバスに記ࡌされ
た内容をよく理解し、授業にྟんでください。

・授業のねらい
・到達目標
・授業計画
・準備学習の内容（事前・事後の学習）
・使用するテキスト（教科書）や、参考書
・成績評価の方法（どのような基準で評価が決まるのか）
・質問への対応（連絡先など）
・その他（履修に当たっての特に注意すべき事項が記ࡌされています）

《学習形態》

「授業の計画」各回のӈཝに書かれている記号は学習形態を表し、授業の進め方、指導方法を
表しています。

学習形態の用語説明

記号 学習形態 概要説明

A 講義

# 演習

C 実験

D 実習

E 実技

F プレゼンテーション 学生が、指示されたテーマや課題について、グループもしくは単独で調査・
学習・実習等を行い、そのことについて他の受講生や教員等聴ऺの前で発表
する学習方法である。発表形式は、パワーポイントなどの情報機器を活用し
たものやポスターセッションなど様々である。発表後は、聴ऺからの質疑に
応答する。˓˓発表会、˓˓報告会等を含む。

G レポートライティング 与えられたテーマや課題について調査や実験等を行い、調べた事実やデータ
を分析して、その過程と結果・考察などを文書にまとめる。あるいは、授業
で学習したことを自分の言葉でまとめたり、自分の経験したことや体験した
ことなどについて、感じたことを理由とともにまとめるなど、知識や経験を
自分の力で文書で表現する学習方法である。

H グループワーク 教員から与えられた課題に対して、小グループ（ 3 人から 6 人程度が一般
的）内で共同作業やコミュニケーションをとりながら学修を進めていく協同
学習である。コミュニケーション能力、メンバーが役割を分担した上で相互
に協力・協働して課題に取り組む姿勢、自分の意見を主ுする力と他人の意
見を受け入れる力、決められた時間内に課題を解決して答えを出す力などを
養成し、学生が社会に出てから活動するために必要な力を身につける。



I ディベート ある公的な主題について異なる立場（ߠ定側と൱定側）に分かれ議論するこ
とを通して、第三者を客観的な証拠に基づいて説得するコミュニケーション
形態（討論をする形式）である。
ディベートを通して学生の思考が活性化され、自分の意見や問題意識を持っ
たり、より論理的な考え方ができるようになるといった効果が期待される。

J 事例研究 ある事例について調査・研究し、問題の所在・原因を究明し、どのように対
処するか解決策を見出す学習活動である。指導者は、学生の個別または集団
研究に対して、研究の場を設定し、具体的な助言をしたり、事例を紹介した
り、研究をコーディネートしたりして、学生の研究を導く立場で関わる。

, ワークシート 授業前あるいは授業中に、学習の課題や問題等を提示した用ࢴを用い、調べ
たことや理解したことを確認し、理解の深化を促す学習方法である。また、
講義の内容を書き込めるように準備された用ࢴ等で理解の確認を行ったり、
ワークシートに記入された個々の考えをもとに、ペアやグループワークで話
し合い、学習内容を共有することもある。

L ふり返り 授業の途中や終了時に、理解したことや分からなかったこと等について確認
を行い、理解の促進を図る学習方法である。確認の方法としては、振り返り
シート等の記入、ペア・グループワークによる意見の共有などがある。

M フィールドワーク 社会調査における情報収集技法の一つである。研究者が直接現場へ出かけ一
定期間଺在し、人々の生活に密着しながら出来事を観察・記述し、その空間
の社会的構造をリアルに分析しようとするものである。
アクティブ・ラーニングの視点から、本学での「フィールドワーク」とは教
員が提示したテーマや課題等について、学生が直接現場へ出かけ実地調査や
研究等を通して、より深く分析し課題解決に向かうことをねらいとした学習
形態である。

N ロールプレイ 現実に起こる場面を想定して、参加者がそれぞれに与えられた役割を演じ
ïロールプレイð、疑ࣅ体験（シミュレート）をする学習方法である。技術・
技能の修得や、現実的なケースにおける多面的な見方、態度・姿勢のᔻ養、
他人の立場への理解などを促進する際に効果的である。





教 育 課 程 表





生涯スポーツ学部　全学共通科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

教養科目

情 報 処 理 ï 中 級 ð 演習 2 দ　澤　　　衛
1

小　杉　直　美

情 報 処 理 ï 上 級 ð 演習 2 দ　澤　　　衛 2

就業力養成科目

キ ャ リ ア 演 習 Ⅰ 演習 ① ઍ　葉　直　थ

3
水　野　信太郎

小　川　美　夏

本　村　規　子

キ ャ リ ア 演 習 Ⅱ 演習・講義 ① 小　川　美　夏 4

就 業 力 特 別 講 義 Ⅱ 講義 ① 小　室　晴　ཅ
5

菊　池　隆　夫

イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 ˡ 2  ˠ キャリア支援センター長 集中講義 6

生涯スポーツ学部　スポーツ教育学科　発展科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

社会と生活に関する科目群

社 会 保 障 論 Ⅰ 講義 2 林　　　恭　裕 健康福祉学科ŋ

心理カウンセリング学科

専門科目

Ģ健Ĥ介護福祉士_必修Ŋ社会福祉士_必修Ŋ

社会福祉主事_選必

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必Ŋ

社会福祉主事_選必

7

地 域 福 祉 論 Ⅰ 講義 2 দ　下　守　๜ 健康福祉学科専門科目 ĢスĤĢ教ĤĢ芸Ĥ社会教育主事_選必 8

高 齢 社 会 の ֗ づ く り 講義 2 佐　藤　克　之 健康福祉学科専門科目 ĢスĤĢ教ĤĢ心Ĥ社会教育主事_選必

Ģ健Ĥ介護福祉士_選必Ŋ社会教育主事_選必

Ģ芸Ĥ社会教育主事_選必Ŋ 1 ŋ 2 級建築士_選必

9

青少年学習コーチング論 講義 2 佐々木　๜　子 教育文化学部共通科目 ĢスĤĢ健ĤĢ教ĤĢ芸ĤĢ心Ĥ社会教育主事_選必 10

文化と芸術に関する科目群

美 学 講義 2 北　村　清　彦 芸術学科専門科目 Ģ芸Ĥ中ŋ高 1 種ï美術ð_必修 11

教
育
課
程
表

ʬ免ڐŋ資格ཝ標記ʭçĢスĤ：スポーツ教育学科ŊĢ健Ĥ：健康福祉学科ŊĢ教Ĥ：教育学科ŊĢ芸Ĥ：芸術学科ŊĢ心Ĥ：心理カウンセリング学科



生涯スポーツ学部　健康福祉学科　発展科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

社会と生活に関する科目群

社 会 教 育 概 論 講義 2 谷　川　দ　๕ スポーツ教育学科専門科目 Ģ健ĤĢ教ĤĢ芸ĤĢ心Ĥ社会教育主事_必修

ĢスĤ社会教育主事_必修Ŋレクŋコーディ_必修
12

青少年学習コーチング論 講義 2 佐々木　๜　子 教育文化学部共通科目 ĢスĤĢ健ĤĢ教ĤĢ芸ĤĢ心Ĥ社会教育主事_選必 10

文化と芸術に関する科目群

美 学 講義 2 北　村　清　彦 芸術学科専門科目 Ģ芸Ĥ中ŋ高 1 種ï美術ð_必修 11

生涯スポーツ学部　学部共通科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

生 涯 学 習 展 開 論 講義 2 藤　川　和　信 ĢスĤĢ健Ĥ社会教育主事_必修 13

健 康 運 動 指 導 演 習 演習 2 花　井　篤　子
14

菊　地　はるひ

ス ポ ー ツ 史 講義 2 金　　　　　誠 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_選択 15

就 業 力 特 別 演 習 Ⅰ 演習 1 上　田　知　行 健康運動指導士Ŋ健康運動実践指導者 16

尾　形　良　子 社会福祉士 17

菊　地　はるひ エアロビック指導員 18

瀧　澤　　　૱ 特別支援 19

本　間　美　幸 介護福祉士 20

吉　田　昌　弘 AT 21

渡　部　　　峻 教職ï保健体育ð 22

教
育
課
程
表



スポーツ教育学科　学科専門科目　コース共通科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

社 会 教 育 概 論 講義 2 谷　川　দ　๕ 発展科目 ĢスĤ社会教育主事_必修Ŋレクŋコーディ_必修

Ģ健ĤĢ教ĤĢ芸ĤĢ心Ĥ社会教育主事_必修
23

身 体 発 育 ŋ 発 達 論 講義 2 若　林　　　斉 健康福祉学科同時展開 24

体 力 測 定 評 価 演 習 演習 2 上　田　知　行 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

公認スポーツ指導者ïⅠŋⅡŋⅢð_必修

Ģ健Ĥ実践指導者_必修Ŋ公認スポーツ指

導者ïⅠŋⅡŋⅢð_必修

25
近　藤　雄一郎

瀧　澤　一　騎

渡　部　　　峻

ス ポ ー ツ 内 科 学 講義 2 沖　田　孝　一 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ指導士_必修Ŋ認定トレーニング_選必Ŋ

ア ス レ テ ィ ッ ク ト レ ー ナ ー _ 必 修 Ŋ 

レクŋコーディ_必修

26

衛 生 学 及 び 公 ऺ 衛 生 学 講義 2 佐々木　浩　子 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修 27

ス ポ ー ツ 整 形 外 科 学 講義 2 小　畠　昌　規 健康福祉学科同時展開

集中講義

ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

認定トレーニング_選必Ŋアスレティッ

クトレーナー_必修

Ģ健Ĥ実践指導者_必修

28
谷　　　雅　彦

廣　瀬　聰　明

渡　邉　耕　太

メンタルトレーニング演習 演習 2 吉　田　૱　美 ĢスĤアスレティックトレーナー_必修 29

ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 論 講義 2 畠　山　孝　子 健康福祉学科同時展開 ĢスĤĢ健Ĥ公認スポーツ指導者ïⅠŋⅡŋ

Ⅲð_必修Ŋジュニアスポーツ指導員_必修
30

障 が い 者 ス ポ ー ツ 論 講義 2 阿　部　達　彦 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ指導士_必修Ŋ障がい者スポ指導員_必修

Ģ健Ĥ障がい者スポ指導員_必修
31

レクリエーションマネジメント 講義 2 德　田　真　彦 健康福祉学科同時展開 Ģ ス Ĥ ア シ ス タ ン ト マ ネ _ 必 修 Ŋ 

レクŋコーディ_必修

Ģ健Ĥアシスタントマネ_必修

32

野 外 教 育 指 導 演 習 演習 2 德　田　真　彦 ĢスĤレクŋコーディ_必修Ŋキャンプ

ディレク_必修 33粥　川　道　子

安　原　政　志

生涯スポーツ指導演習（サッカーð 演習 2 安　部　久　貴 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_選択Ŋ 

ジュニアスポーツ指導員_必修
34

生涯スポーツ指導演習ï体つくり運動ð 演習 2 増　山　ঘ　美 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修Ŋ 

実 践 指 導 者 _ 必 修 Ŋ 指 導 士 _ 必 修 Ŋ 

ジュニアスポーツ指導員_必修

35
作　田　文　子

生涯スポーツ指導演習（ダンス） 演習 2 増　山　ঘ　美 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修
36

長谷川　由　थ

生涯スポーツ指導演習ï武道ð 演習 2 吉　澤　正　৳ ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修
37

小　山　ਘ　明

生涯スポーツ指導演習ï陸上競技ð 演習 2 大　ٶ　真　一 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修Ŋ 

実践指導者_必修Ŋ指導士_必修 38重　成　敏　史

品　田　吉　ത

教
育
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スポーツ教育学科　学科専門科目　コース共通科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

生涯スポーツ指導演習ïバスケットボールð 演習 2 ԣ　山　ѯ　理 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修
39

੊　中　ஐ　志

生涯スポーツ指導演習ïバレーボールð 演習 2 Ӭ　谷　　　ູ ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修
40

工　藤　　　憲

生涯スポーツ指導演習ï水泳ŋ水中運動ð 演習 2 花　井　篤　子 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ

ジュニアスポーツ指導員_必修

Ģ健Ĥ実践指導者_必修Ŋジュニアスポー

ツ指導員_必修

41

専 門 演 習 Ⅰ 演習 ② 担　当　教　員 集中講義 42

専 門 演 習 Ⅱ 演習 ② 担　当　教　員 集中講義 43

知 的 障 害 教 育 Ⅰ 講義 2 青　山　ᚸ　二 教育学科同時展開 ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修 44

肢 体 不 自 由 教 育 Ⅰ 講義 2 阿　部　達　彦 教育学科同時展開 ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修 45

病 弱 教 育 講義 2 中　澤　幸　子 教育学科同時展開

集中講義

ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修
46

視覚ŋ聴覚障害者の心理ŋ生理ŋ病理 講義 1 佐　藤　至　ӳ 教育学科同時展開 ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修 47

視覚ŋ聴覚障害者の教育課程及び指導法 講義 1 佐　藤　至　ӳ 教育学科同時展開 ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修 48

重複障害者の心理ŋ生理ŋ病理 講義 1 任　　　ཾ　在 教育学科同時展開　

集中講義

ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修
49

重複障害者の教育課程及び指導法 講義 1 阿　部　美穂子 教育学科同時展開

集中講義

ĢスĤĢ教Ĥ特支 1 種_必修
50

特別支援教育実習事前指導 講義 1 阿　部　達　彦 ĢスĤ特支 1 種_必修
51

瀧　澤　　　૱

教
育
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表



スポーツ教育学科　学科専門科目　スポーツ教育コース専門科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

運 動 方 法 演 習 演習 ② 竹　内　雅　明 ĢスĤ認定トレーニング_選必 52

ス ポ ー ツ 教 育 演 習 Ａ 演習 2 近　藤　雄一郎 53

学 校 教 育 研 究 Ａ 演習 2 近　藤　雄一郎 集中講義 54

スポーツ教育学科　学科専門科目　スポーツトレーナーコース専門科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

中 高 年 ス ポ ー ツ 論 講義 2 上　田　知　行 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ指導士_必修 55

ྟ 床 ス ポ ー ツ 医 学 講義 2 小　畠　昌　規 集中講義 ĢスĤアスレティックトレーナー_必修

56
谷　　　雅　彦

廣　瀬　聰　明

渡　邉　耕　太

運 動 処 方 講義 ② 小　田　史　郎 健康福祉学科同時展開 ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

認定トレーニンング_選必

Ģ健Ĥ実践指導者_必修

57

コンディショニング理論 講義 ② 吉　田　　　真 ĢスĤアスレティックトレーナー_必修
58

吉　田　昌　弘

コンディショニング演習 演習 2 ૔　　　一　ח ĢスĤアスレティックトレーナー_必修 59

アスレティックリハビリテーション演習Ⅰ 演習 2 Տ　合　　　誠 ĢスĤアスレティックトレーナー_必修
60

田　　　創　ށ

アスレティックリハビリテーション演習Ⅱ 演習 2 吉　田　昌　弘 ĢスĤアスレティックトレーナー_必修
61

山　本　ହ　雄

スポーツ教育学科　学科専門科目　競技スポーツコース専門科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

スポーツの戦術ŋ戦ུ論 講義 2 大　੢　昌　美 62

競技スポーツコーチング演習Ⅰ 演習 2 ੊　中　ஐ　志 集中講義

63

大　੢　昌　美

大　ٶ　真　一

菊　地　はるひ

竹　内　雅　明

Ӭ　谷　　　ູ

畠　山　孝　子

廣　田　修　平

ԣ　山　ѯ　理
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生涯スポーツ学部　スポーツ教育学科　教職に関する科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

教 育 経 営 学 講義 ② ੢　村　貴　之 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修 65

教 育 課 程 論 講義 ② ਡ　江　康　夫 教育学科ïԻð同時展開 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修

Ģ教Ĥ中ŋ高 1 種ïԻ楽ð_必修
66

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 講義 ② 杉　岡　品　子 ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修 67

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 講義 2 吉　澤　正　৳ ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_選択 68

道 ಙ 教 育 論 講義 ② 高　橋　さおり ĢスĤ中 1 種ï保健体育ð_必修Ŋ 

高 1 種ï保健体育ð_選択
69

教育方法論ï情報機器ŋ教材活用を含むð 講義 ② ੢　出　　　ษ ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修 70

教 育 実 習 事 前 指 導 講義 ① 吉　澤　正　৳ ĢスĤ中ŋ高 1 種ï保健体育ð_必修

71
阿　部　達　彦

瀧　澤　　　૱

੢　村　貴　之

生涯スポーツ学部　スポーツ教育学科　教科又は教職に関する科目

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

学校ボランティア活動Ⅰ 実習 ˡ 1 ˠ ੢　村　貴　之 集中講義 72

学校ボランティア活動Ⅱ 実習 ˡ 1 ˠ ੢　村　貴　之 集中講義 73

介 護 等 体 験 実習 ˡ 1 ˠ 瀧　澤　　　૱ 集中講義

74੢　村　貴　之

吉　澤　正　৳

教
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健康福祉学科　学科専門科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

ス ポ ー ツ 内 科 学 講義 2 沖　田　孝　一 スポーツ教育学科同時展開 ĢスĤ指導士_必修Ŋ認定トレーニング_選必Ŋ

ア ス レ テ ィ ッ ク ト レ ー ナ ー _ 必 修 Ŋ

レクŋコーディ_必修

75

ス ポ ー ツ 整 形 外 科 学 講義 2 小　畠　昌　規 スポーツ教育学科同時展開

集中講義

Ģ健Ĥ実践指導者_必修

ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

認定トレーニング_選必Ŋアスレティッ

クトレーナー_必修

76
谷　　　雅　彦

廣　瀬　聰　明

渡　邉　耕　太

ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 論 講義 2 畠　山　孝　子 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健ĤĢスĤ公認スポーツ指導者ïⅠŋⅡŋ

Ⅲð_必修Ŋジュニアスポーツ指導員_必修
77

中 高 年 ス ポ ー ツ 論 講義 2 上　田　知　行 スポーツ教育学科同時展開 ĢスĤ指導士_必修 78

障 が い 者 ス ポ ー ツ 論 講義 2 阿　部　達　彦 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健Ĥ障がい者スポ指導員_必修

ĢスĤ指導士_必修Ŋ障がい者スポ指導員_必修
79

身 体 発 育 ŋ 発 達 論 講義 2 若　林　　　斉 スポーツ教育学科同時展開

集中講義
80

レクリエーションマネジメント 講義 2 德　田　真　彦 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健Ĥアシスタントマネ_必修

Ģ ス Ĥ ア シ ス タ ン ト マ ネ _ 必 修 Ŋ 

レクŋコーディ_必修

81

生涯スポーツ指導演習ï水泳ŋ水中運動ð 演習 2 花　井　篤　子 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健Ĥ実践指導者_必修Ŋジュニアスポー

ツ指導員_必修

ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ

ジュニアスポーツ指導員_必修

82

健 康 栄 養 学 講義 2 土　屋　律　子 83

精 神 保 健 講義 2 杉　岡　品　子 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 84

運 動 処 方 講義 2 小　田　史　郎 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健Ĥ実践指導者_必修

ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

認定トレーニング_選必

85

体 力 測 定 評 価 演 習 演習 2 上　田　知　行 スポーツ教育学科同時展開 Ģ健Ĥ実践指導者_必修Ŋ公認スポーツ指

導者ïⅠŋⅡŋⅢð_必修

ĢスĤ実践指導者_必修Ŋ指導士_必修Ŋ 

公認スポーツ指導者ïⅠŋⅡŋⅢð_必修

86
近　藤　雄一郎

瀧　澤　一　騎

渡　部　　　峻

認 知 症 予 防 演習 2 小　田　史　郎 集中講義
87

小坂井　留　美

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅳ 講義 2 黒　澤　直　子 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 88

地 域 福 祉 論 Ⅰ 講義 2 尾　形　良　子 発展科目

心理カウンセリング学科

同時展開

Ģ健Ĥ介護福祉士_選必Ŋ社会福祉士_必修Ŋ 

社会福祉主事_選必Ŋ社会教育主事_選必

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必Ŋ

社会福祉主事_選必Ŋ社会教育主事_選必

89
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健康福祉学科　学科専門科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

地 域 福 祉 論 Ⅱ 講義 2 尾　形　良　子 心理カウンセリング学科

同時展開

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修Ŋ社会福祉主事_選必

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必Ŋ

社会福祉主事_選必

90

社 会 保 障 論 Ⅰ 講義 2 林　　　恭　裕 発展科目

心理カウンセリング学科

同時展開

Ģ健Ĥ介護福祉士_必修Ŋ社会福祉士_必修Ŋ

社会福祉主事_選必

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必Ŋ

社会福祉主事_選必

91

社 会 保 障 論 Ⅱ 講義 2 林　　　恭　裕 心理カウンセリング学科

同時展開

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修Ŋ社会福祉主事_選必

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必Ŋ

社会福祉主事_選必

92

医 療 福 祉 論 講義 2 黒　澤　直　子 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修Ŋ社会福祉主事_選必 93

就 労 支 援 論 講義 1 橋　本　菊次郎 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 94

権利擁護と成年後見制度 講義 2 森　田　弘　之 心理カウンセリング学科

同時展開

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修

Ģ心Ĥ精神保健福祉士_必修Ŋ福祉心理士_選必
95

司 法 福 祉 論 講義 1 二階堂　　　惠 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 96

相 談 援 助 演 習 Ⅲ 演習 2 岩　本　　　希 介護福祉士養成課程以外 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 97

相 談 援 助 演 習 Ⅳ 演習 2 吉　田　修　大 介護福祉士養成課程以外 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 98

相 談 援 助 演 習 Ⅴ 演習 2 吉　田　修　大 介護福祉士養成課程以外 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修 99

相 談 援 助 実 習 指 導 Ⅱ 演習 ˡ 4 ˠ 尾　形　良　子 介護福祉士養成課程以外 Ģ健Ĥ社会福祉士_必修

100岩　本　　　希

黒　澤　直　子

相 談 援 助 実 習 実習 ˡ 6 ˠ 尾　形　良　子 介護福祉士養成課程以外

学外実習：180時間以上実施

集中講義

Ģ健Ĥ社会福祉士_必修

101岩　本　　　希

黒　澤　直　子

高 齢 社 会 の ֗ づ く り 講義 2 佐　藤　克　之 発展科目 Ģ健Ĥ介護福祉士_選必Ŋ社会教育主事_選必

ĢスĤĢ教ĤĢ心Ĥ社会教育主事_選必

Ģ芸Ĥ社会教育主事_選必Ŋ 1 ŋ 2 級建築士_選必

102

介 護 福 祉 と 生 活 文 化 講義 2 八　巻　貴　穂 Ģ健Ĥ介護福祉士_選必
103

佐　藤　克　之

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 講義 2 小　玉　武　志 介護福祉士養成課程以外

集中講義

Ģ健Ĥ社会福祉主事_選必
104

大須田　祐　亮

大須田　祐　亮 介護福祉士養成課程

集中講義

Ģ健Ĥ介護福祉士_必修Ŋ社会福祉主事_選必
105

小　玉　武　志

食 生 活 学 講義・演習 2 小田嶋　政　子 介護福祉士養成課程以外 106

小田嶋　政　子 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 107

衣 生 活 学 講義・演習 2 泉　山　幸　代 介護福祉士養成課程以外 108

泉　山　幸　代 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 109

住 生 活 学 講義 2 佐　藤　克　之 介護福祉士養成課程以外 110

佐　藤　克　之 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 111

教
育
課
程
表



健康福祉学科　学科専門科目 ˓単位は必修

科目名
授業

形態

年次・単位数

教員名 展開他 免許・資格 ページ3 年次

前 後

障 害 の あ る 人 の 理 解 講義 2 山　道　祐　子 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 112

専 門 演 習 Ⅰ 演習 ② 担　当　教　員 集中講義 113

専 門 演 習 Ⅱ 演習 ② 担　当　教　員 集中講義 114

介 護 技 術 演 習 Ⅳ 演習 1 笹　木　笑　子 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 115

介 護 技 術 演 習 Ⅴ 演習 1 梶　　　晴　美 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修

116菅　原　ひとみ

吉　田　重　子

介護過程Ⅳï知的ŋ精神障害者、内部疾患者ð 演習 1 藤　原　素　子 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 117

介 護 過 程 Ⅴ ï 在 宅 支 援 ð 演習 1 佐　藤　郁　子 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修 118

介 護 実 習 指 導 Ⅱ 演習 ˡ 2 ˠ 本　間　美　幸 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修

119

梶　　　晴　美

佐　藤　郁　子

八　巻　貴　穂

小　川　好　子

介 護 実 習 Ⅱ 実習 6 本　間　美　幸 介護福祉士養成課程

学外実習: 6 週間実施

集中講義

Ģ健Ĥ介護福祉士_必修

120八　巻　貴　穂

小　川　好　子

医 療 的 ケ ア Ⅰ 講義 2 梶　　　晴　美 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修
121

竹　内　美　幸

医 療 的 ケ ア Ⅱ 講義 2 竹　内　美　幸 介護福祉士養成課程 Ģ健Ĥ介護福祉士_必修
122

梶　　　晴　美

教
育
課
程
表





全 学 共 通 科 目





1

全
学
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   35% 15%
補 足             

質問への対応 質問等は、E-Mail:mmamoru@hokusho-u.ac.jp までメールをください。
マイクロソフト　チームを利用した授業を行います。

資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

どのような社会分野でも情報処理の技術が、求められる時代になってきた。本学でも情報処理の基礎としての
科目を用意しており、社会人生活で最低限必要な知識と技術を身につけることができる。情報処理（中級）では、
基礎技術をベースとして、より高い社会の要求に対応できる人材育成を目的として、アプリケーションを自在
に操るマクロ、情報の整理整಴を行うデーターベースを中心に、コンピュータでのデータ処理の知識、技術を習
得することを目的とする。

到
達
目
標

⑴アプリケーションを操るマクロを理解できる。
⑵データの収集、整理、解析の方法が理解できる。
⑶データベースの構築の方法が理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】15回の授業の流れを説明し、身につけるべき知識、技術について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】マクロを使った簡単な表計ࢉ制1ޚ
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用して、簡単な制ޚについて学ぶ。
【準備学習の内容】第1回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】マクロを使った簡単な表計ࢉ制2ޚ
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用して、セルの制ޚ、演ࢉの方法を学ぶ。
【準備学習の内容】第2回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】マクロを使った簡単な表計ࢉ制3ޚ
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用して、条件文による分岐処理について学ぶ。
【準備学習の内容】第3回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】データベースとは ?
【計画内容】faceCook、TXitter などのバックエンドで動いているデータベースについて学ぶ。
【準備学習の内容】第4回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】表計ࢉを使ったデータベース1
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用した簡単なデータベース作成を学ぶ。
【準備学習の内容】第5回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】表計ࢉを使ったデータベース2
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用したデータベース制ޚについて学ぶ。
【準備学習の内容】第6回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】表計ࢉを使ったデータベース3
【計画内容】表計ࢉアプリケーションを使用したデータベースの様々な出力処理について学ぶ。
【準備学習の内容】第7回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】表計ࢉを使ったデータベース4
【計画内容】自分取材、収集したデータをデータベース化する方法について学ぶ。
【準備学習の内容】第8回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】マクロを使ったデータベースソフト作成1
【計画内容】パソコンにおけるデータ処理について学ぶ。
【準備学習の内容】第9回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】マクロを使ったデータベースソフト作成2
【計画内容】データ入力処理について学ぶ。
【準備学習の内容】第10回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】マクロを使ったデータベースソフト作成3
【計画内容】データ処理を学ぶ。
【準備学習の内容】第11回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】マクロを使ったデータベースソフト作成4
【計画内容】データ出力処理について学ぶ。
【準備学習の内容】第12回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】マクロを使ったデータベースソフト作成5
【計画内容】ボタンなどを利用してユーザーインターフェイスについて学ぶ。
【準備学習の内容】第13回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめ・発表
【計画内容】他の履修者とデータベースを共有する。
【準備学習の内容】第14回目に配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

科 目 名 情報処理（中級） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 দ澤　衛、小杉　直美



2

全
学
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 30% 25% 15%
補 足             

質問への対応 担当：দ澤までメールをしてください。E-Mail:mmamoru@hokusho-u.ac.jp
マイクロソフト　チームを使用して授業を行います。

資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

どのような分野でも仕事を行う上での必須アイテムがコンピュータである。
この科目は、コンピュータ、スマホに代表される携帯端末、ネットワーク、ユーザーインターフェイスの仕組み
を理解し、実際のプログラミングの方法を学ぶ。
アプリケーションを使うだけではない、より高度な情報処理技術を学ぶ。

到
達
目
標

⑴コンピュータの仕組みを理解できる。
⑵ネットワークの仕組みを理解できる。
⑶コンピュータ、スマホのプログラミングが理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション : コンピュータはどのように動いているのか ?
【計画内容】この授業で何をやるのか他履修生と簡単なグループワークを行い、プログラミングや授業の意
義について共有します。

【準備学習の内容】シラバスを読んで、自分なりに授業について考えてきてください。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】コンピュータ言語の説明1
【計画内容】コンピュータでプログラムを行う上での言語の特徴とプログラムの基礎知識を学びます。
【準備学習の内容】第1回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】コンピュータ言語の説明2
【計画内容】簡単なプログラムを作成し、コンピュータでの動きを学びます。
【準備学習の内容】第2回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】プログラムの文法1
【計画内容】定数と変数について学びます。
【準備学習の内容】第3回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】プログラムの文法3
【計画内容】܁り返し文について学びます。
【準備学習の内容】第4回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】プログラムの文法4
【計画内容】条件文について学びます。
【準備学習の内容】第5回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】スマホアプリの構造1
【計画内容】iPhone と Android の違いについて学びます。
【準備学習の内容】第6回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】スマホアプリの構造2
【計画内容】スマホの簡単なユーザーインターフェイスを持ったアプリ開発を学びます。
【準備学習の内容】第7回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】スマホアプリの構造3
【計画内容】ユーザーインタフェースを使用した画面遷移について学びます。
【準備学習の内容】第8回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発1
【計画内容】オリジナルアプリの構想をします。他の履修者と知識、情報を共有し、自分で作るものを決めま
す。

【準備学習の内容】第9回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発2
【計画内容】構想を形にしていきます。アプリの流れを考えます。
【準備学習の内容】第10回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発3
【計画内容】プログラミングを行い実際にシュミレーターで動かします。
【準備学習の内容】第11回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発4
【計画内容】自分の構想とシミュレーターでの違いを把握し、構想に近づけます。
【準備学習の内容】第12回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発5
【計画内容】プログラムを完成させます。
【準備学習の内容】第13回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】作品発表と好評
【計画内容】完成したアプリを発表し、他の履修者と共有します。
【準備学習の内容】第14回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 情報処理（上級） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 দ澤　衛



3

全
学
共
通
科
目

テキスト   プリント等を使用します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 30% 40%   
補 足     中間 中間 平時   

質問への対応 講義終了後、質問を随時受け付ける。
資 格   

そ の 他 日々、ニュースを観る、新聞を読むという社会人の基本は継続すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、自らのキャリア構築のための実践的な対自己基礎力、対人基礎力、コミュニケーション基礎力の向上
を目指す。対自己基礎力では、就職活動の自己アピール文を作るための自己分析を行い、自分の強みを正しく
理解する。対人基礎力では、他者へૌ求できることを目指し、実践的な自己 PR 演習を行う。また就職活動に
欠かせない履歴書の作成を通して、言語的コミュニケーション基礎力の向上を目指す。まとめとして、就職活
動で成ޭするために自らの目標を設定し、実現のための具体的な行程表を作成する。

到
達
目
標

⑴自分の強みを正しく理解し、他者へૌ求できるようになる。
⑵受講生が見ている場面で、自己 PR できるようになる。
⑶履歴書を正しく記ࡌすることができるようになる。
⑷成ޭするために、自ら｢目標｣を設定し、｢実現のための具体的な行程表｣を作成する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】自分の強みを知る自己分析①
【計画内容】課題のワークシートをもとに具体的な自己 PR を作り上げる。
【準備学習の内容】課題を完成させたうえで、講義にྟむこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】自分の強みを知る自己分析②
【計画内容】自己分析を行い、2分間のプレゼンテーションができるための自己 PR 文を完成させる。
【準備学習の内容】この回で完成できない場合は自宅で完成させてくること。

Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】自己 PR 大会①　前半
【計画内容】一人ひとり全員の前で、2分間の自己 PR 発表を行う。
【準備学習の内容】当日の発表者以外も練習を重ねてྟむこと。

Ｆ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】自己 PR 大会②　中盤
【計画内容】一人ひとり全員の前で、2分間の自己 PR 発表を行う。
【準備学習の内容】当日の発表者以外も練習を重ねてྟむこと。

Ｆ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】自己 PR 大会③　後半
【計画内容】一人ひとり全員の前で、2分間の自己 PR 発表を行う。
【準備学習の内容】当日の発表者以外も練習を重ねてྟむこと。

Ｆ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】履歴書を書いてみよう①
【計画内容】履歴書の基本を理解し、ルール通りに書くことを意識する。事前に配付した進࿏ొ録ථも提出
する。

【準備学習の内容】事前配付のワークシートを記ࡌしておくこと。進࿏ొ録ථを完成させてྟむこと。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】履歴書を書いてみよう②
【計画内容】人事担当者に評価される履歴書を意識し、ૌ求する履歴書を完成させる。
【準備学習の内容】前回の進み具合で、進度が遅い学生は自宅で内容を٧めた上で参加すること。

Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】まとめ : 私が内定した理由を教えます
【計画内容】希望先に内定したと仮定。成ޭイメージからࢉٯして、やるべきことを自ら整理・設定する。
【準備学習の内容】十分に準備・整理した上で、出席すること。準備の度合いも評価対象とする。

Ｈ、Ｌ

科 目 名 キャリア演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 ઍ葉　直थ、水野　信太郎、小川　美夏、本村　規子

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 30% 25% 15%
補 足             

質問への対応 担当：দ澤までメールをしてください。E-Mail:mmamoru@hokusho-u.ac.jp
マイクロソフト　チームを使用して授業を行います。

資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

どのような分野でも仕事を行う上での必須アイテムがコンピュータである。
この科目は、コンピュータ、スマホに代表される携帯端末、ネットワーク、ユーザーインターフェイスの仕組み
を理解し、実際のプログラミングの方法を学ぶ。
アプリケーションを使うだけではない、より高度な情報処理技術を学ぶ。

到
達
目
標

⑴コンピュータの仕組みを理解できる。
⑵ネットワークの仕組みを理解できる。
⑶コンピュータ、スマホのプログラミングが理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション : コンピュータはどのように動いているのか ?
【計画内容】この授業で何をやるのか他履修生と簡単なグループワークを行い、プログラミングや授業の意
義について共有します。

【準備学習の内容】シラバスを読んで、自分なりに授業について考えてきてください。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】コンピュータ言語の説明1
【計画内容】コンピュータでプログラムを行う上での言語の特徴とプログラムの基礎知識を学びます。
【準備学習の内容】第1回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】コンピュータ言語の説明2
【計画内容】簡単なプログラムを作成し、コンピュータでの動きを学びます。
【準備学習の内容】第2回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】プログラムの文法1
【計画内容】定数と変数について学びます。
【準備学習の内容】第3回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】プログラムの文法3
【計画内容】܁り返し文について学びます。
【準備学習の内容】第4回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】プログラムの文法4
【計画内容】条件文について学びます。
【準備学習の内容】第5回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】スマホアプリの構造1
【計画内容】iPhone と Android の違いについて学びます。
【準備学習の内容】第6回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】スマホアプリの構造2
【計画内容】スマホの簡単なユーザーインターフェイスを持ったアプリ開発を学びます。
【準備学習の内容】第7回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】スマホアプリの構造3
【計画内容】ユーザーインタフェースを使用した画面遷移について学びます。
【準備学習の内容】第8回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発1
【計画内容】オリジナルアプリの構想をします。他の履修者と知識、情報を共有し、自分で作るものを決めま
す。

【準備学習の内容】第9回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発2
【計画内容】構想を形にしていきます。アプリの流れを考えます。
【準備学習の内容】第10回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発3
【計画内容】プログラミングを行い実際にシュミレーターで動かします。
【準備学習の内容】第11回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発4
【計画内容】自分の構想とシミュレーターでの違いを把握し、構想に近づけます。
【準備学習の内容】第12回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】オリジナルアプリ開発5
【計画内容】プログラムを完成させます。
【準備学習の内容】第13回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】作品発表と好評
【計画内容】完成したアプリを発表し、他の履修者と共有します。
【準備学習の内容】第14回で配付した資料を読んでおくこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 情報処理（上級） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 দ澤　衛



4

全
学
共
通
科
目

テキスト『  キャリアガイドブック      』
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     第4回・第5回   平時   

質問への対応 講義終了後、質問を随時受け付けます。
資 格   

そ の 他 日々、ニュースを観る、新聞を読むという社会人の基本を継続すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、進࿏決定のための実践的な就職活動の基本について、学ぶ。模擬面接、模擬グループディスカッショ
ン等の実践的な演習を通じて、自己のコミュニケーション能力を正しく把握し、さらなる自主努力の必要性を
理解し、自発的行動への意識をש起する。民間企業、福祉施設、教員、公務員など、志望分野は異なっていても、
社会・職業への移行に必要な力・本質は同じである、という大原則を正しく理解する。また、ビジネスマナーを
通じて、社会人としての立ち居振る෣いの修得を目指す。

到
達
目
標

⑴就職活動の基本を理解する。
⑵ビジネスマナーを通じて、社会人（大人）の立ち居振る෣いを修得する。
⑶現在の自分のコミュニケーション能力を正しく把握し、さらなる自主努力の必要性を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】就職活動の基本
【計画内容】具体的なスケジュールの確認など就職活動の基本をおさえる。
【準備学習の内容】シラバスをよく読んでおくこと

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】自己理解（1）　社会人基礎力測定（リテラシー：問題解決力、言語・非言語処理能力）
【計画内容】自分の基礎力の現状を客観的に把握するために、社会人基礎力診断 PROG（リテラシー）を受験
する。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ

第
3
回

【テーマ】自己理解（2）　社会人基礎力測定（コンピテンシー：対人基礎力、対自己基礎力、対課題基礎力）
【計画内容】自分の基礎力の現状を客観的に把握するために、社会人基礎力診断 PROG（コンピテンシー）を
受験する。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ

第
4
回

【テーマ】ビジネスマナー（1）
【計画内容】ビジネスマナーがコミュニケーションの基本であることを理解する。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】ビジネスマナー（2）
【計画内容】コミュニケーションの基本であるビジネスマナーを実践する。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】グループディスカッション対策
【計画内容】グループディスカッションの概要、ポイントを学ぶ。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】自己理解（3）　社会人基礎力測定結果報告
【計画内容】社会人基礎力で測定した主観的結果と客観的結果を統合し、自己理解を深める。検査の結果を
もとに、自分の行動目標を立てる。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】面接対策
【計画内容】面接の概要、ポイントを学ぶ。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｋ

科 目 名 キャリア演習Ⅱ 授業形態 演習・講義 単 位 数 1
教 員 名 小川　美夏



5

全
学
共
通
科
目

テキスト   自作の講義テキストを配付します      
参 考 書 Ǿ4PI 問題集』      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   30% 20%
補 足             

質問への対応 講義時や講義の前後に質問を受け付けます。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会人は常に変化・成長を求められるため、｢はじめて｣の出来事を経験することも多い。新しい知識を学習し
続けるのはもちろんのこと、今持つ知識だけでは対応しきれないことも多々ある。社会人として仕事をするた
めに、その都度、自分の置かれた状況を考慮しながら、論理的に道筋を立てて考え、行動することが求めらてい
れる。
そこで、本講義では社会人基礎力の一つである論理的思考力の醸成を図ることを授業のねらいとする。具体的
には、4PI 非言語の頻出単元である｢推論｣ ｢分割｣ ｢割合｣ ｢確཰｣の4項目を扱いながら、೪り強く筋道を立て
て論理的に考える思考習慣を持つ人材となることを目指す。

到
達
目
標

⑴ᐆ昧さを排除し、೪り強く論理的に考えることができる。
⑵状況を的確に把握し、与えられた状況から数式・数字を使って、適切に解釈することができる。
⑶決められた課題を毎回提出することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・論理的思考ろは、基礎計ࢉ力チェック
【計画内容】本講義の概要説明を行い、論理的思考とはどういうことかについて考えます。また、推論基礎問
題・基礎計ࢉ力のチェックを行います。（小室晴ཅ）

【準備学習の内容】中学生レベルまでの計ࢉ力に自信のない学生はよく復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】『推論』
【計画内容】根拠に基づいて判断する練習を行います。｢数字シミュレーション｣ ｢数式解釈｣ ｢条件整理｣を
学びます。（小室晴ཅ）

【準備学習の内容】4PI 非言語｢推論｣を学習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】『分割』
【計画内容】分けて考えてみよう。｢仕事ࢉ｣ ｢水૧ࢉ｣ ｢分割支෷い｣を通じて分けて考える思考を学びます。
（菊池隆夫）
【準備学習の内容】4PI 非言語｢仕事ࢉ｣ ｢水૧ࢉ｣ ｢分割支෷い｣を学習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】『割合』
【計画内容】割合のおさらいをします。｢損益ࢉ｣ ｢ೱ度ࢉ｣ ｢速度ࢉ｣等を用いて割合について考えます。
（菊池隆夫）
【準備学習の内容】4PI 非言語｢損益ࢉ｣ ｢ೱ度ࢉ｣ ｢速度ࢉ｣等を学習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】『図形』
【計画内容】角度・面積・展開図・空間図形の問題について。（菊池隆夫）
【準備学習の内容】各種図形の面積や角度を求めるための公式について確認をしておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】『確཰』
【計画内容】順ྻと組み合わせ、確཰、余事象など。（菊池隆夫）
【準備学習の内容】小中高までの教科書などを使って｢確཰｣（順 ・ྻ組合せ）を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】『確཰・総合演習』
【計画内容】順ྻと組み合わせ、確཰、余事象など。（菊池隆夫）
【準備学習の内容】小中高までの教科書などを使って｢確཰｣（確཰・余事象）を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】復習解説及び総合的な問題を出題し理解状況を確認
【計画内容】これまでの講義内容の復習と理解状況の確認問題（菊池隆夫・小室晴ཅ）
【準備学習の内容】本授業全体の総復習をしておくこと。類題を解いておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｋ

科 目 名 就業力特別講義Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 小室　晴ཅ、菊池　隆夫

テキスト『  キャリアガイドブック      』
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     第4回・第5回   平時   

質問への対応 講義終了後、質問を随時受け付けます。
資 格   

そ の 他 日々、ニュースを観る、新聞を読むという社会人の基本を継続すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、進࿏決定のための実践的な就職活動の基本について、学ぶ。模擬面接、模擬グループディスカッショ
ン等の実践的な演習を通じて、自己のコミュニケーション能力を正しく把握し、さらなる自主努力の必要性を
理解し、自発的行動への意識をש起する。民間企業、福祉施設、教員、公務員など、志望分野は異なっていても、
社会・職業への移行に必要な力・本質は同じである、という大原則を正しく理解する。また、ビジネスマナーを
通じて、社会人としての立ち居振る෣いの修得を目指す。

到
達
目
標

⑴就職活動の基本を理解する。
⑵ビジネスマナーを通じて、社会人（大人）の立ち居振る෣いを修得する。
⑶現在の自分のコミュニケーション能力を正しく把握し、さらなる自主努力の必要性を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】就職活動の基本
【計画内容】具体的なスケジュールの確認など就職活動の基本をおさえる。
【準備学習の内容】シラバスをよく読んでおくこと

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】自己理解（1）　社会人基礎力測定（リテラシー：問題解決力、言語・非言語処理能力）
【計画内容】自分の基礎力の現状を客観的に把握するために、社会人基礎力診断 PROG（リテラシー）を受験
する。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ

第
3
回

【テーマ】自己理解（2）　社会人基礎力測定（コンピテンシー：対人基礎力、対自己基礎力、対課題基礎力）
【計画内容】自分の基礎力の現状を客観的に把握するために、社会人基礎力診断 PROG（コンピテンシー）を
受験する。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ

第
4
回

【テーマ】ビジネスマナー（1）
【計画内容】ビジネスマナーがコミュニケーションの基本であることを理解する。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】ビジネスマナー（2）
【計画内容】コミュニケーションの基本であるビジネスマナーを実践する。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】グループディスカッション対策
【計画内容】グループディスカッションの概要、ポイントを学ぶ。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】自己理解（3）　社会人基礎力測定結果報告
【計画内容】社会人基礎力で測定した主観的結果と客観的結果を統合し、自己理解を深める。検査の結果を
もとに、自分の行動目標を立てる。

【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】面接対策
【計画内容】面接の概要、ポイントを学ぶ。
【準備学習の内容】『キャリアガイドブック』を読んで出席すること

Ａ、Ｋ

科 目 名 キャリア演習Ⅱ 授業形態 演習・講義 単 位 数 1
教 員 名 小川　美夏
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全
学
共
通
科
目

テキスト   必要に応じて随時資料を配付します          
参 考 書   必要に応じて随時資料を配付します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30% 50% 20%   
補 足     報告書 実習先の評価 平時   

質問への対応
キャリア支援センター૭口（7号౩1F）にて、随時質問対応します。
企業とのマッチング等の業務はキャリア支援センターが担当します。
インターンシップ説明会にて詳細は説明しますが、不安なこと、心配なことはキャリア支援センター職員にԕ慮な
くおਘねください。

資 格   

そ の 他

インターンシップ希望者は、前学期のうちに実施される｢インターンシップ説明会｣に必ず出席のこと。日程は別途
キャリア支援センターより明示します。希望者には申込書と志望理由書作成を課します（必要に応じて面談を実施
する場合もあります）。学内選考を経て、インターンシップに参加となります。インターンシップ参加前のマナー
講座は必修です。大学を通しての೿ݣになりますので、相応しい服装、൅型、礼儀を守ることを約束できることが前
提です。なお、インターンシップにかかる交通費、食費等は自己負担となりますのでご了ঝください。
< 履修上の注意 >
夏期ٳ暇を利用して2週間程度で行うインターンシップ、もしくは数ϲ月にわたり組織の中で一つのプロジェクト
を਱行するプロジェクト型インターンシップなど、インターンシップにも様々なスタイルがあります。受け入れ先
企業との連絡・調整などを経て、インターンシップ体験となりますので、その都度キャリア支援センターの指示に
従ってください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

インターンシップは、企業等での研修を通じて、就業力を育成することを目的としている。インターンシップは、
①日々学んでいる専門性を実践の場で発شする機会として、②自ら選択した職種の適性を判断する機会として、
③進࿏とは異なる業種、職種を経験する機会として等、各自の目的に応じて活用することが可能であり、将来の
進࿏選択の際に必要となるさまざまな知識の吸収や社会に通用する価値観の獲得、および社会人としての基礎
力を培うことを目指す。

到
達
目
標

⑴ビジネスマナーを身につける。
⑵自己の適性について理解を深める。
⑶適切な職業観を養う。
⑷行動力やコミュニケーション能力を身につける。
⑸各業界の取組を通じて、企業（団体含む）理解を深める｡

授 業 の
計 画

【インターンシップ事前指導】
（1）4月の就職ガイダンスに出席し、自己の進࿏について考え、就職に向けて意識を高める。インターンシップの

概要を理解する。
（2）インターンシップ説明会（必須）に出席し、インターンシップの意義、概要、流れを理解する。
（3）希望実習先の企業研究を行い、実習先の希望業種と希望職種について検討する。
（4）希望実習先の選定と志望理由書を作成し、期日までにキャリア支援センターにてインターンシップの申込み

を行う。
（5）キャリア支援センターにて必要に応じて個人面談を受けながら、インターンシップ中の自己のテーマや目標

を考え、実習先の学内選考を受ける。
（6）ビジネスマナー講座を受講（必須）し、社会人としての最低限のマナーを身につける。

【インターンシップ実習】
就労体験を通じて、自らの適性と仕事についての理解を深め、就業力を養う。

（1）仕事とはどういうものかを感じ取り、理解する。
（2）企業・組織を知り、社会のしくみを理解する。
（3）企業・組織の一員として、できることを明確にする。
（4）社会人としての価値観や基礎を身につける。

【インターンシップ事後指導】
（1）インターンシップ実習を振り返り、自己評価および報告書を作成し、期日までにキャリア支援センターに提出

する。
（2）インターンシップ報告会のプレゼンテーションの準備をする。
（3）インターンシップ報告会で自分の実習体験を発表（必須）し、プレゼンテーションを学ぶ。
（4）指定テーマに基づきグループワークを行い、結果を発表する。その際、グループ内の役割課題に取り組む。
  
希望実習先の企業研究を行う。

Ａ、Ｄ、Ｌ、
Ｎ

Ｆ、Ｌ

Ｆ、Ｇ、Ｈ

科 目 名 インターンシップ 授業形態 実習 単 位 数 2
教 員 名 キャリア支援センター長



発 展 科 目
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発

展

科

目

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2017年、『社会保障』、中央法規、9784805853009    

参 考 書 社会保障入門編集委員会、2017年、『社会保障入門2017』、中央法規  
香取　照幸、『教養としての社会保障』、東洋経済新聞社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 80%       20%   
補 足             

質問への対応 E-Mail：snd29262@nifty.com

資 格［健］介護福祉士 _ 必修、社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 必ず予習をしてくること。社会保障と税の一体改革等にあるように税制度との関係も強いので新聞等のニュース
をチェックするように。評価については、追試験はしないので留意すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会保障制度は、福祉国家の根幹であり、社会の安定にとって必要不可欠なものである。しかし、わが国の社会
保障制度は、少子高齢化と人口減社会の到来、日本型雇用の終焉等により制度そのものの見直しが求められて
いる。
本講義では、なぜ社会保障制度が現代において必要不可欠なのか、ということに主眼をおいて社会保障の理念、
歴史、構造等について学ぶとともに国際比較を通してわが国の社会保障制度の特徴と課題について考える。

到
達
目
標

⑴現代社会における社会保障制度の課題（少子高齢化と社会保障制度の関係を含む）について理解する。
⑵社会保障の概念・対象・理念・歴史的発達について理解する。
⑶公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
⑷社会保障制度の国際比較を通してわが国の社会保障制度の意義について学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の展開内容と方法、ねらいについて説明するとともにビデオにより現在の社会保障の課題について概
観する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を確認しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会と社会保障①
【計画内容】現代社会の変化と特徴について学ぶとともに社会保障の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】現代社会と社会保障②
【計画内容】社会保障の理念と機能について学び、現代社会における社会保障の役割を考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会保障の歴史①
【計画内容】欧米における社会保障の歴史を学び、社会の発展の中で社会保障制度がどのようにして生まれてきたかを
学ぶ。

【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会保障の歴史②
【計画内容】近代から戦前までの社会体制と社会保障の歴史を学び、社会保障の本質的な役割について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】社会保障の歴史③
【計画内容】戦後から現在までの社会保障の発展を学ぶとともに現在の社会保障基礎構造改革について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
7
回

【テーマ】社会保障の構造①
【計画内容】社会保障制度の体系について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】社会保障の構造②
【計画内容】社会保障制度の根幹をなす社会保険制度と社会扶助の構造について学ぶ
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会保障の財源と費用①
【計画内容】社会保障の費用について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会保障の財源と費用②
【計画内容】社会保障の財源について学び、国民の負担について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会保障と民間保険
【計画内容】民間保険が担う役割と社会保険制度との関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会保障の国際比較①
【計画内容】ヨーロッパを中心とした社会保障の類型とモデルについて学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】社会保障の国際比較②
【計画内容】北欧モデルのスウェーデン、欧州大陸型モデルのドイツ、フランスの社会保障に学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
14
回

【テーマ】社会保障の国際比較③
【計画内容】イギリス、アメリカ、東アジア（中国・韓国）の社会保障と社会保障の国際化について学ぶ。
【準備学習の内容】参考書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ（課題と展望）
【計画内容】第14回までの内容を踏まえ、現代社会と社会保障制度のかかわりと今後の課題についてまとめる。
【準備学習の内容】教科書・ノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会保障論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 林　恭裕
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発

展

科

目

テキスト 上野谷Ղ代子・ࡈ藤໻生、2018年、『地域福祉の現状と課題』、放送大学教育振興会、9784595318740    

参 考 書 日本地域福祉学会、2006年、『新版　地域福祉事య』、中央法規、9784805825198
ҏ藤守・小泉लथほか、2017年、『コミュニティ事య』、春෩社、9784861105388    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   10% 10%
補 足 筆記試験   作業シート   協働学習に参加 ノート作成

質問への対応 初回授業の際に説明をします。
資 格   ［ス］［教］［芸］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 授業では関心（興味を持つ）、意欲（学びつづける）、態度（協働的学習に参加する）を高めあうこと、ていねいな、深い
学びを評価します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会福祉学の一分野である地域福祉学の授業では、地域住民による社会福祉のあり方を学びます。基礎理論（福
祉コミュニティ、地域福祉の源流）、推進主体（民生委員、児童委員、ボランティア、社会福祉協議会）、実践方法

（コミュニティワーク、コミュニティ・ソーシャルワーク）、地域福祉の展開（地域住民による主体的福祉活動）な
ど、地域福祉の役割、現状と課題について学習をすすめます。

到
達
目
標

⑴地域福祉学の基本的概念を理解し、説明（記述）ができる。
⑵地域福祉学の基本的用語を使い、説明（記述）ができる。
⑶地域社会の生活課題について、その問題点と対策を、説明（記述）ができる。
⑷知識の外化（3手法：書く、話す、発表する）を使い、表現ができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】地域福祉を学ぶこと
【計画内容】本科目の授業における教材は、テキスト、配付資料、ө像資料などになります。テキスト、資料整理（3色線引
き作業）、テキスト演習課題などの学び方について学習します。

【準備学習の内容】シラバスとテキストのまえがきを読み、予習してください。

Ａ

第
2
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ福祉コミュニティ
【計画内容】私たちの生活の場所である地域社会において、生活がബくなること（生活課題）の解決をおこなう、地域福祉
の概念のひとつ、福祉コミュニティについて学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章を読み、予習してください。

Ａ

第
3
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ源流としての共同ื金、社会福祉協議会
【計画内容】地域福祉の先駆的活動である、共同ื金、社会福祉協議会の歴史と現状について学習します。
【準備学習の内容】テキスト第2章を読み、予習してください。

Ａ

第
4
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ施設生活、脱施設化
【計画内容】｢施設｣と地域の｢在宅生活｣問題、｢施設の中で暮らす｣ことの生活形態と脱施設化について学習します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ

第
5
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ自立生活運動
【計画内容】重度身体障がい者の活動である｢自立生活運動｣について学習します。
【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト、配付資料、オリジナルノートを確認してください。

Ａ

第
6
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵボランティア活動
【計画内容】ボランティアと自発的福祉活動について、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第3章と配付資料を読み、予習してください。

Ａ

第
7
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵ福祉教育
【計画内容】社会福祉の理念、貧困的な福祉観、福祉教育プログラムのあり方について、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第3章と配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ

第
8
回

【テーマ】地域福祉の主体ʵ民生委員、児童委員
【計画内容】住民福祉活動としての民生委員、児童委員について、その理念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第4章を読み、予習してください。

Ａ

第
9
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵコミュニティワーク
【計画内容】地域福祉実践の方法である、地域組織化（コミュニティワーク）ついて、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第5章について、予習してください。

Ａ

第
10
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵコミュニティソーシャルワーク
【計画内容】地域福祉実践の方法である、地域自立生活支援（コミュニティソーシャルワーク）の方法について、その概念
と課題を学習します。

【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト、配付資料、オリジナルノートを確認してください。

Ａ

第
11
回

【テーマ】地域福祉と生活指標ʵ社会生活統計資料、北海道統計書
【計画内容】地域福祉の生活基礎的単位となる市町村について、政෎資料をもとに地域特性について、学習します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】地域福祉と実践事例ʵ都市化と団地
【計画内容】都市の人間関係の希ബ化、集合団地の局地的高齢化、中心市֗地の過ૄ化などについて、地域福祉の課題に
ついて学習します。

【準備学習の内容】テキスト第9章を読み、予習してください。

Ａ

第
13
回

【テーマ】地域福祉の実践事例ʵ人口減少と自治体ഁ୼
【計画内容】『縮小ニッポンのিܸ』（NH, スペシャル取材班）『町をすみこなす』（大月敏雄）について、資料を検討しま
す。

【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】地域福祉の実践事例ʵ自ࡴ希少地域
【計画内容】『生き心地の良い町』（岡ஃ）について、資料を検討します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】地域福祉の論点と展望
【計画内容】地域福祉における地域は、地理的範域だけをとらえるものではありません。これまでの授業のまとめをお
こない、論点を整理します。

【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト第15章を読み、予習してください。

Ａ、Ｋ

科 目 名 地域福祉論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 দ下　守๜
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発

展

科

目

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60% 20% 20%   
補 足     課題1・2・3 住宅レポート     

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］［教］［心］社会教育主事 _ 選必　　［健］介護福祉士 _ 選必、社会教育主事 _ 選必
［芸］社会教育主事 _ 選必、1・2級建築士 _ 選必

そ の 他 講義では、各グループで調査結果のポスター化を行います。
その際に、のり、三角定規、シャープペン、色鉛筆、消しゴム等の文房具を必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の福祉環境整備における国及び自治体の制度・政策について学ぶ。特に重要な公共的建築物の福祉環境整
備調査項目、①駐車場・アプローチ・玄関出入り口・手すり・スロープ等、②トイレ・エレベーター・エスカレー
ター等、③自動販売機・コンセント・スイッチ・標示板等について、大学のキャンパス内で検証し、バリアフリー・
ユニバーサルデザインについての考え方をグループにより調査・研究を行い、その成果をポスター発表する。
また、住宅の整備項目についてはホームワークとして各自がレポートを作成し提出する。

到
達
目
標

⑴福祉環境整備の国・自治体の制度・政策の理解
⑵バリアフリーの理解
⑶ユニバーサルデザインの理解
⑷公共的建築物の整備項目及び住まいの整備項目の理解
⑸グループ研究のあり方の理解

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション1
【計画内容】講義の紹介、15回の講義計画・テキスト・参考書・成績評価の方法について解説する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション2
【計画内容】北海道での福祉環境整備についてビデオ教材により学ぶ。その後グループ化を行う。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読する。

Ａ

第
3
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。
【準備学習の内容】ポスター化を行うので文房具等を用意し、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。また、住宅の整備項目についても
解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】北方圏学術情報センター・ポルトでのポスター発表
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査結果についてのポスター・パワーポイントで発表（追加）等を北方圏学術情報センター・ポルトで行う。
発表者は作成した内容について要領よく丁寧に説明する。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を含め述べる。また、ホームワー
クのレポートを提出する。

【準備学習の内容】ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ｆ

科 目 名 高齢社会の街づくり 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之

テキスト 上野谷Ղ代子・ࡈ藤໻生、2018年、『地域福祉の現状と課題』、放送大学教育振興会、9784595318740    

参 考 書 日本地域福祉学会、2006年、『新版　地域福祉事య』、中央法規、9784805825198
ҏ藤守・小泉लथほか、2017年、『コミュニティ事య』、春෩社、9784861105388    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   10% 10%
補 足 筆記試験   作業シート   協働学習に参加 ノート作成

質問への対応 初回授業の際に説明をします。
資 格   ［ス］［教］［芸］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 授業では関心（興味を持つ）、意欲（学びつづける）、態度（協働的学習に参加する）を高めあうこと、ていねいな、深い
学びを評価します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会福祉学の一分野である地域福祉学の授業では、地域住民による社会福祉のあり方を学びます。基礎理論（福
祉コミュニティ、地域福祉の源流）、推進主体（民生委員、児童委員、ボランティア、社会福祉協議会）、実践方法

（コミュニティワーク、コミュニティ・ソーシャルワーク）、地域福祉の展開（地域住民による主体的福祉活動）な
ど、地域福祉の役割、現状と課題について学習をすすめます。

到
達
目
標

⑴地域福祉学の基本的概念を理解し、説明（記述）ができる。
⑵地域福祉学の基本的用語を使い、説明（記述）ができる。
⑶地域社会の生活課題について、その問題点と対策を、説明（記述）ができる。
⑷知識の外化（3手法：書く、話す、発表する）を使い、表現ができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】地域福祉を学ぶこと
【計画内容】本科目の授業における教材は、テキスト、配付資料、ө像資料などになります。テキスト、資料整理（3色線引
き作業）、テキスト演習課題などの学び方について学習します。

【準備学習の内容】シラバスとテキストのまえがきを読み、予習してください。

Ａ

第
2
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ福祉コミュニティ
【計画内容】私たちの生活の場所である地域社会において、生活がബくなること（生活課題）の解決をおこなう、地域福祉
の概念のひとつ、福祉コミュニティについて学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章を読み、予習してください。

Ａ

第
3
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ源流としての共同ื金、社会福祉協議会
【計画内容】地域福祉の先駆的活動である、共同ื金、社会福祉協議会の歴史と現状について学習します。
【準備学習の内容】テキスト第2章を読み、予習してください。

Ａ

第
4
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ施設生活、脱施設化
【計画内容】｢施設｣と地域の｢在宅生活｣問題、｢施設の中で暮らす｣ことの生活形態と脱施設化について学習します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ

第
5
回

【テーマ】地域福祉の基礎理論ʵ自立生活運動
【計画内容】重度身体障がい者の活動である｢自立生活運動｣について学習します。
【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト、配付資料、オリジナルノートを確認してください。

Ａ

第
6
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵボランティア活動
【計画内容】ボランティアと自発的福祉活動について、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第3章と配付資料を読み、予習してください。

Ａ

第
7
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵ福祉教育
【計画内容】社会福祉の理念、貧困的な福祉観、福祉教育プログラムのあり方について、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第3章と配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ

第
8
回

【テーマ】地域福祉の主体ʵ民生委員、児童委員
【計画内容】住民福祉活動としての民生委員、児童委員について、その理念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第4章を読み、予習してください。

Ａ

第
9
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵコミュニティワーク
【計画内容】地域福祉実践の方法である、地域組織化（コミュニティワーク）ついて、その概念と課題を学習します。
【準備学習の内容】テキスト第5章について、予習してください。

Ａ

第
10
回

【テーマ】地域福祉の実践ʵコミュニティソーシャルワーク
【計画内容】地域福祉実践の方法である、地域自立生活支援（コミュニティソーシャルワーク）の方法について、その概念
と課題を学習します。

【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト、配付資料、オリジナルノートを確認してください。

Ａ

第
11
回

【テーマ】地域福祉と生活指標ʵ社会生活統計資料、北海道統計書
【計画内容】地域福祉の生活基礎的単位となる市町村について、政෎資料をもとに地域特性について、学習します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】地域福祉と実践事例ʵ都市化と団地
【計画内容】都市の人間関係の希ബ化、集合団地の局地的高齢化、中心市֗地の過ૄ化などについて、地域福祉の課題に
ついて学習します。

【準備学習の内容】テキスト第9章を読み、予習してください。

Ａ

第
13
回

【テーマ】地域福祉の実践事例ʵ人口減少と自治体ഁ୼
【計画内容】『縮小ニッポンのিܸ』（NH, スペシャル取材班）『町をすみこなす』（大月敏雄）について、資料を検討しま
す。

【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】地域福祉の実践事例ʵ自ࡴ希少地域
【計画内容】『生き心地の良い町』（岡ஃ）について、資料を検討します。
【準備学習の内容】配付資料を読み、予習をしてください

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】地域福祉の論点と展望
【計画内容】地域福祉における地域は、地理的範域だけをとらえるものではありません。これまでの授業のまとめをお
こない、論点を整理します。

【準備学習の内容】これまでの学習内容を整理し、テキスト第15章を読み、予習してください。

Ａ、Ｋ

科 目 名 地域福祉論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 দ下　守๜
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発

展

科

目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］［健］［教］［芸］［心］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 グループワークや個別のプレゼンテーションにより授業を展開します。他の人と討議をしたり、表現したりする力
をつけることを目的の一つにしています。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

青少年の学習活動は学校教育を中心とするが、地域における生涯学習活動の一環として捉えることも重要な視
点である。特にࡢ今は、青少年の健全な育成のため、学校教育と地域社会の連携に注目が集まっている。本講
義では、学習や仕事に対する青少年の心理を探るために、青少年を取り巻く環境を把握し、青少年に対する教育
の効果を考察する。

到
達
目
標

⑴家庭教育、学校教育、社会教育が青少年の心理や生活に与える影響を理解する。
⑵青少年の行動や心理を次の3つの視点を中心に考察し、理解する。少年犯罪、成人年齢、就業。
⑶青少年に対する支援の必要性と具体を理解する。
⑷学習課題について、レジュメ作成によるプレゼンテーションで表現力を身につける。
⑸諸外国の若者の状況を知る。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】講義の目標と進め方を説明する。
【準備学習の内容】シラバスをよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】歴史にみる青少年
【計画内容】青年心理学を中心に、青少年に関する捉え方の歴史的変遷を学習する。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】社会の変遷が青少年に及ぼした影響
【計画内容】青少年を取り巻く社会環境の変化を学習する。高度経済成長による生活水準の向上、進学཰の
増加など。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｉ

第
4
回

【テーマ】データでみる現代社会の若者
【計画内容】中等教育後の青少年の生活を学習する。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】学生のプレゼンテーションに対する説明と準備
【計画内容】次々回以降の授業展開では学生のプレゼンテーションを行うため、学生に指定するテーマの中
から選択をさせる。グループに分けて内容の調整をする。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】次回からのプレゼンテーションの準備
【計画内容】発表の準備として次のことを行う。グループ別に内容調整、表現、パワーポイント作成の確認。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　成人年齢引き下げの可൱について①
【計画内容】成人年齢引き下げの可൱について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】新聞等で幅広く情報を集めておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
8
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　成人年齢引き下げの可൱について②
【計画内容】成人年齢引き下げの可൱について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
9
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　若者の就業について①
【計画内容】若者の就業について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
10
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　若者の就業について②
【計画内容】若者の就業について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
11
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　少年犯罪について①
【計画内容】少年犯罪について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
12
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　少年犯罪について②
【計画内容】少年犯罪について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前配付のプリントを必ず読んでくること。

Ｆ、Ｉ

第
13
回

【テーマ】現代の若者（グループ・ワーク）
【計画内容】学生のプレゼンテーションで学習した内容に即して論点を立て、グループで討論をする。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ、Ｉ

第
14
回

【テーマ】国際的な若者の状況
【計画内容】若者の苦境が多くの国に共通していることを、データを通じて確認し、ディーセント・ワークを
ILO がとりいれた背景をみる。また、若者に関してこれま ILO や E6 の若者支援対策について学習する。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】若者に関する学習を総合的に振り返り、今後の課題を確認する
【計画内容】振り返り確認をしてグループで討議をし、その後自分の考察を記述する。
【準備学習の内容】これまでの復習をした上で、使用プリントを参照する。

Ｇ、Ｈ

科 目 名 青少年学習コーチング論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐々木　๜子
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発

展

科

目

テキスト   プリントを使用する  
  講義時に適宜説明する      

参 考 書
  プリントを使用する  
文部科学省、『中学校指導要領解説美術編  』
文部科学省、『高等学校指導要領解説芸術・Ի楽・美術編  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60% 20% 20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［芸］中・高1種（美術）_ 必修

そ の 他
第1回目の講義で、レポートの課題への取り組み方、提出の仕方などについて詳しく説明しますので、必ず出席して
ください。毎回の講義でプリントを配付しますが、特別な理由なく欠席した学生に後日改めて配付することはしま
せん。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

TED にはԻ楽やֆ画、建築、文学など芸術に関する興味深いスピーチが数多くある。この講義ではそれらを取
り上げながら、芸術論として一般化できる問題をந出し、講述する。それによって現代の社会が芸術無しには
成立しないこと、芸術がさまざまな社会的課題にアプローチする有力なツールであることを理解する。

到
達
目
標

⑴芸術と社会との関係について、さまざまな実例をもとに考察できるようになる。
⑵੢洋における芸術概念の変遷について理解する。
⑶芸術と美との関係性について理解する。
⑷人間の心的能力としての想像力や創造力が芸術と関係していることを理解する。
⑸私たちの周囲にある芸術的活動や行為についての関心を深める。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス（履修上の注意事項など）/ 芸術の存在理由について
【計画内容】講義の目的、概要及び成績評価の方法、提出するレポートの書き方、質問の仕方などを説明する。
また芸術がこの現代社会においてなぜ必要とされているのかについて考察する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読し、この講義のためのノートを用意すること。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】芸術と生
【計画内容】芸術が私たちの｢生｣にとって不可欠なものであることを考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
3
回

【テーマ】芸術と世界
【計画内容】芸術と私たちの認識能力及び世界の成立との関係について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
4
回

【テーマ】芸術の公共性
【計画内容】現代社会における芸術の公共的機能について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
5
回

【テーマ】芸術概念の変遷
【計画内容】੢洋における｢芸術｣概念史を概観し、私たちの思Ҙの歴史的限定性について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
6
回

【テーマ】芸術の分類
【計画内容】さまざまな芸術の分類法を通じ、各芸術の本質がどこにあるのかを考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
7
回

【テーマ】芸術の起源
【計画内容】芸術の起源をたどることによって、芸術の本質について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
8
回

【テーマ】中間まとめ（芸術と社会）
【計画内容】これまでの講義を振り返り、問題点についてまとめる。
【準備学習の内容】中間まとめのためにノートを整理すること。

  Ａ  

第
9
回

【テーマ】美の客観性
【計画内容】｢美｣と｢美的なるもの｣を整理した上で、客観的な美の存在可能性について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
10
回

【テーマ】美の主観的普ว性
【計画内容】カント美学に基づき、美が真や善と異なった普ว的な様態の価値であることを考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

  Ａ  

第
11
回

【テーマ】芸術と創造力
【計画内容】芸術における創造力の重要性について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

    Ａ

第
12
回

【テーマ】芸術と修ࣙ学
【計画内容】ݹయ的修ࣙ学の概要を理解した上で、修ࣙ学の現代的可能性について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

    Ａ

第
13
回

【テーマ】イメージと言語
【計画内容】イメージを形成する上で、言語が果たしている機能について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

    Ａ

第
14
回

【テーマ】物語的想像力
【計画内容】物語を作る際に作用している想像力の機能について考察する。
【準備学習の内容】講義終了時に提示する発展的課題についてのレポートを作成すること。

    Ａ

第
15
回

【テーマ】最終まとめ（芸術と人間）
【計画内容】4月以降の講義内容を振り返り、何をどのように理解したのかを復習する。
【準備学習の内容】最終のまとめのためにこれまでのノートを整理すること。

    Ａ

科 目 名 美学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 北村　清彦

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］［健］［教］［芸］［心］社会教育主事 _ 選必

そ の 他 グループワークや個別のプレゼンテーションにより授業を展開します。他の人と討議をしたり、表現したりする力
をつけることを目的の一つにしています。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

青少年の学習活動は学校教育を中心とするが、地域における生涯学習活動の一環として捉えることも重要な視
点である。特にࡢ今は、青少年の健全な育成のため、学校教育と地域社会の連携に注目が集まっている。本講
義では、学習や仕事に対する青少年の心理を探るために、青少年を取り巻く環境を把握し、青少年に対する教育
の効果を考察する。

到
達
目
標

⑴家庭教育、学校教育、社会教育が青少年の心理や生活に与える影響を理解する。
⑵青少年の行動や心理を次の3つの視点を中心に考察し、理解する。少年犯罪、成人年齢、就業。
⑶青少年に対する支援の必要性と具体を理解する。
⑷学習課題について、レジュメ作成によるプレゼンテーションで表現力を身につける。
⑸諸外国の若者の状況を知る。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】講義の目標と進め方を説明する。
【準備学習の内容】シラバスをよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】歴史にみる青少年
【計画内容】青年心理学を中心に、青少年に関する捉え方の歴史的変遷を学習する。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】社会の変遷が青少年に及ぼした影響
【計画内容】青少年を取り巻く社会環境の変化を学習する。高度経済成長による生活水準の向上、進学཰の
増加など。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｉ

第
4
回

【テーマ】データでみる現代社会の若者
【計画内容】中等教育後の青少年の生活を学習する。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】学生のプレゼンテーションに対する説明と準備
【計画内容】次々回以降の授業展開では学生のプレゼンテーションを行うため、学生に指定するテーマの中
から選択をさせる。グループに分けて内容の調整をする。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】次回からのプレゼンテーションの準備
【計画内容】発表の準備として次のことを行う。グループ別に内容調整、表現、パワーポイント作成の確認。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　成人年齢引き下げの可൱について①
【計画内容】成人年齢引き下げの可൱について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】新聞等で幅広く情報を集めておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
8
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　成人年齢引き下げの可൱について②
【計画内容】成人年齢引き下げの可൱について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
9
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　若者の就業について①
【計画内容】若者の就業について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
10
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　若者の就業について②
【計画内容】若者の就業について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
11
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　少年犯罪について①
【計画内容】少年犯罪について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｆ、Ｉ

第
12
回

【テーマ】学生のプレゼンテーション　少年犯罪について②
【計画内容】少年犯罪について、学生のプレゼンテーションを行う。発表と質疑応答。
【準備学習の内容】事前配付のプリントを必ず読んでくること。

Ｆ、Ｉ

第
13
回

【テーマ】現代の若者（グループ・ワーク）
【計画内容】学生のプレゼンテーションで学習した内容に即して論点を立て、グループで討論をする。
【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ｂ、Ｉ

第
14
回

【テーマ】国際的な若者の状況
【計画内容】若者の苦境が多くの国に共通していることを、データを通じて確認し、ディーセント・ワークを
ILO がとりいれた背景をみる。また、若者に関してこれま ILO や E6 の若者支援対策について学習する。

【準備学習の内容】事前に配付プリントに目を通しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】若者に関する学習を総合的に振り返り、今後の課題を確認する
【計画内容】振り返り確認をしてグループで討議をし、その後自分の考察を記述する。
【準備学習の内容】これまでの復習をした上で、使用プリントを参照する。

Ｇ、Ｈ

科 目 名 青少年学習コーチング論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐々木　๜子
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発

展

科

目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート       

質問への対応 講義の前後で行います。
資 格［健］［教］［芸］［心］社会教育主事 _ 必修　　［ス］社会教育主事 _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修

そ の 他 社会教育主事（任用資格）取得に意欲ある学生を求む。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講は社会教育主事の資格を取得するための必修科目です。社会教育の本質を学び、社会教育主事として必要
な知識を習得します。さらに、生涯学習社会における社会教育の位置づけと役割を学び、将来教育委員会の社
会教育行政や社会教育施設などへ就職していくための知識と技能を習得します。

到
達
目
標

⑴社会教育の本質を理解する。
⑵社会教育主事としての役割を理解する。
⑶生涯学習社会における社会教育の役割を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の内容、15回の授業計画・成績評価の方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習と生涯学習社会
【計画内容】生涯学習とは何か、生涯学習社会とはどのような社会なのかについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】生涯学習の意義と理念
【計画内容】生涯学習の現代的意義及び生涯教育・生涯学習の系ේについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
4
回

【テーマ】生涯学習と社会教育
【計画内容】生涯学習と社会教育の関係について学びます。
【準備学習の内容】教育基本法（第3条）を熟読しておくこと。配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ、Ｆ

第
5
回

【テーマ】社会教育の意義
【計画内容】我が国の社会教育の歴史を踏まえながら、社会教育の意義と特質、社会教育の実際について学び
ます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
6
回

【テーマ】教育基本法及び社会教育法の概要
【計画内容】教育基本法及び社会教育法が制定されてから今日に至るまでのあゆみを踏まえながら、教育基
本法及び社会教育法の主な内容について学びます。

【準備学習の内容】教育基本法及び社会教育法を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
7
回

【テーマ】社会教育と社会教育行政
【計画内容】社会教育行政の果たす役割と現状・課題について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
8
回

【テーマ】社会教育の内容と方法・形態Ⅰ
【計画内容】社会教育の内容の具体例、教育・学習内容の分類とその視点について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会教育の内容と方法・形態Ⅱ
【計画内容】社会教育の方法、学習形態、方法の開発と成果の評価などについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会教育における専門的職員
【計画内容】社会教育主事及び図書館司書、学芸員の果たす役割とその専門性について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会教育委員、社会教育関係団体と社会教育
【計画内容】社会教育委員の果たすべき役割と現状・課題について学びます。社会教育関係団体の意義及び
目的について、また社会教育関係団体と行政との関わりについて学びます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会教育施設の役割
【計画内容】社会教育施設としての公民館、図書館、ത物館、体育館等の役割について学びます。
【準備学習の内容】社会教育法（第5章）を熟読しておくこと。配付する資料をみ、疑問点をまとめる。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】学社連携・༥合
【計画内容】学社連携・༥合の意義及び内容について学びます。また社会教育と学校教育との関わりを通し
て現状・課題について学びます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
14
回

【テーマ】地方自治体におけるまちづくりと社会教育活動の関係
【計画内容】住民による社会教育実践活動とまちづくりの関係性について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめを行います。
【準備学習の内容】これまで配付した資料をまとめておくこと。

Ａ

科 目 名 社会教育概論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 谷川　দ๕



学 部 共 通 科 目
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学
部
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   40% 10%
補 足     レポート等   出欠等 毎回のワークシート

質問への対応 講義時に受け付けます。
資 格［ス］［健］社会教育主事 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

生涯学習とは、人々が生涯にわたって行われるさまざまな学びの総称です。近年、だれでもが、いつでも、どこ
でも学ぶことができ、学んだことが適切に評価される社会の実現が強く求められています。そのために本講義
では、R.J. ハヴィーガーストの発達課題を中心に学習し、人々の成長に応じた学習課題について学びます。

到
達
目
標

⑴人々の学びの本質を理解する。
⑵人々の発達に必要な課題を理解する。
⑶さまざまな学びから自己実現が図られることを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・生涯学習と人間の発達課題
【計画内容】講義内容について説明します。人間の成長に伴う発達課題と生涯学習の関連性について学びます。
【準備学習の内容】生涯学習について事前に調べておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習の目的
【計画内容】生涯学習の目的を理解するとともに、ポール・ラングランの生涯教育と人間の発達課題及び学習
課題について学びます。

【準備学習の内容】ポールラングランの生涯教育を熟読しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの教育理論（発達課題と教育）
【計画内容】R.J. ハヴィーガーストの人間の発達課題について学びます。
【準備学習の内容】配付された発達課題一ཡ資料を熟読しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢幼児期｣における発達課題
【計画内容】｢幼児期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】配付された発達課題一ཡ資料を熟読しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢児童期｣における発達課題
【計画内容】｢児童期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】配付された発達課題一ཡ資料を熟読しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】｢児童期｣における発達課題の演習
【計画内容】｢児童期｣における発達課題について演習を通して学びます。自己の児童期に関するレポートを
作成します。

【準備学習の内容】自己の｢児童期｣の体験をまとめておくこと。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢青年期｣における発達課題
【計画内容】｢青年期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】配付された発達課題一ཡ資料を熟読しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢青年期｣における発達課題の演習
【計画内容】｢青年期｣における発達課題について学びます。自己の中学生、高校生時代の発達課題について
レポートを作成します。

【準備学習の内容】自己の中学生・高校生時代の体験的学習をまとめておくこと。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢成人期｣における発達課題
【計画内容】｢成人期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】地域の大人たちの学習活動を観察しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢青年期｣と｢成人期｣における職業に関する課題
【計画内容】｢青年期｣及び｢成人期｣における職業に関する諸課題について学びます。
【準備学習の内容】自己の将来的職業観をまとめておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】｢成人期｣における職業選択の課題
【計画内容】｢成人期｣における発達課題と職業選択の課題について学びます。職業選択に関するレポートを
作成します。

【準備学習の内容】自己の将来的職業選択を考えておくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢中年期｣における発達課題
【計画内容】｢中年期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】自分の෕母の諸活動及び学習活動を調べておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】R.J. ハヴィーガーストの｢老年期｣における発達課題
【計画内容】｢老年期｣における発達課題について学びます。
【準備学習の内容】地域の高齢者たちの学習活動等を観察しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】人間の発達課題と生涯学習の関係性
【計画内容】人間として生きるための学習と各発達段階に応じた学習課題について学びます。自己の発達課
題に伴う体験学習について学びます。

【準備学習の内容】R.J. ハヴィーガーストの発達課題一ཡを熟読しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】生涯学習展開論のまとめと振り返り
【計画内容】R.J. ハヴィーガーストの生涯各期の発達課題についてまとめます。
【準備学習の内容】R.J. ハヴィーガーストの生涯各期の発達課題をまとめておくこと。

Ａ

科 目 名 生涯学習展開論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 藤川　和信
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学
部
共
通
科
目

テキスト 健康・体力づくり事業財団、2015年、『健康運動実践指導者用テキスト』、南江堂      
参 考 書 NE4TA JAPAN、2012年、『健康運動実践指導者試験』、JMAM      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   70%     30%   
補 足             

質問への対応 花井篤子 E-Mail:atsuko871@hokusho-u.ac.jp
菊地はるひ E-Mail:haruhi@hokusho-u.ac.jp

資 格   

そ の 他 健康運動実践指導者資格の受験者を受け入れます。指導者となるための意欲が高く、積極的に学習に取り組む姿勢を持っている
学生の受講を望みます。授業は、実技試験日に合わせて、一部集中となります。北方圏生涯スポーツ研究センターの被験授業です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

健康づくりのための運動指導者の役割を理解し、必要とされる知識と技能を身につけることを目的とする。健
康と運動に関する知識を深めるとともに、｢運動プログラムを作る｣ ｢動きを指導する｣ ｢動きの見本を示す｣と
いう指導の基本理論を学ぶ。特に、エアロビックダンス、レジスタンス運動、水泳・水中運動に関しては、指導の
実践を通じ、集団に対する安全で効果的な指導の方法について学習を深めていく。

到
達
目
標

⑴エアロビックダンスとレジスタンス運動のグループ学習を行い、指導力を身につける。
⑵水中ウォーキングと水中レジスタンス運動のグループ学習を行い、指導力を身につける。
⑶健康づくり理論、スポーツ生理学、スポーツ栄養学など幅広いスポーツ科学理論を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】健康運動実践者制度と、今後の授業展開について説明をします。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】実技指導の実際1
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導法について養成用 DVD をؑ৆し、指導内容を学びます。

【準備学習の内容】テキストを熟読し、養成用 DVD を予習しておくこと

Ａ、Ｅ

第
3
回

【テーマ】実技指導の実際2
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の運動特性と指導者の心得を学びます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】実技指導の実際3
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の言語的指導と視覚的指導とその留意点について学びます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】実技指導の実際4
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導の際の指導者の位置、向き、指導のୂྻについて留意点を学び、指導練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】実技指導の実際5
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の運動強度を考慮した指導の練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】実技指導の実際6
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の安全性、体力を考慮したプログラムの指導の練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】実技指導の実際7
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムを作成し、練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】実技指導の実際8
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】実技指導の実際9
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行い、改善点を確認します。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】実技指導の実際10
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行い、改善点を指導に反өさせます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】実技指導の実際11
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、実技試験に向けて、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中
ウォーキング、水中レジスタンス運動の指導内容の確認と修正を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】実技指導の実際12
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導の指導内容の最終確認と修正を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】実技内容の総復習と模擬実技テスト
【計画内容】これまでのまとめを行い、模擬実技の実演および評価を行います。
【準備学習の内容】テキストを熟読し、授業内容を予習・復習して理解しておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】実技試験に向けてのまとめ
【計画内容】実技試験内容についての自己評価を行い、これまでのまとめを行います。
【準備学習の内容】実技試験内容の反省点等について各自まとめておくこと。

Ｂ、Ｌ、Ｎ

科 目 名 健康運動指導演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 花井　篤子、菊地　はるひ
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学
部
共
通
科
目

テキスト   プリント等を適宜配付します      

参 考 書 文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編  』
  講義時に紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       60%   
補 足             

質問への対応 講義時に対応します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 選択

そ の 他 講義のअຐになる行為をする人はୀ室してもらいます。きちんとした態度で講義にྟむことを期待します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツの歴史とはなんだろうか ? さまざまな競技の歴史を知ることも重要だが、スポーツそのものが社会や
国家と切り離せない関係にあることの認識は不可欠である。そのため本講義ではオリンピックを࣠にスポー
ツが社会においてどのような位置づけにあり、またなぜそうなってきたのかについて考える。講義内ではなる
べく多くの資料を提示することにより、理解を深めていけるようにしたい。

到
達
目
標

⑴スポーツの成り立ちや変遷に関する基礎的な知識を身に付ける。
⑵スポーツを文化・社会科学的見地から考察できるようになる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義内容・単位認定についての説明、スポーツの歴史を学ぶことの意義について。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ史とは ?
【計画内容】スポーツの概念、スポーツの多様性について。
【準備学習の内容】｢スポーツ｣ということばの語源について調べておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】オリンピックはなぜ始まったのか ?
【計画内容】オリンピックムーブメントについて。
【準備学習の内容】クーベルタンがどんな人物だったのかを調べておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】オリンピックのルーツは ?
【計画内容】ݹ代のスポーツ文化について。
【準備学習の内容】ݹ代ギリシア・ݹ代ローマの歴史や文化について調べておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】オリンピックの変遷①
【計画内容】近代オリンピックのアテネ～ローマ大会について学習。
【準備学習の内容】近代オリンピックの૲創期について調べておく。

Ａ、Ｉ

第
6
回

【テーマ】背面௓びはどのようにして生まれたのか ?
【計画内容】スポーツ技術の変遷について。
【準備学習の内容】スポーツの技術史とは何かを考察しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】੟Րリレーはなぜ始まったのか ?
【計画内容】スポーツと政治、スポーツとナショナリズムの関係。
【準備学習の内容】ナチスやヒトラー、第二次世界大戦のことについて調べておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】オリンピックの変遷②
【計画内容】近代オリンピックの東京～モスクワ大会について。
【準備学習の内容】東京オリンピックや札幌オリンピックについて調べておく。

Ａ、Ｉ

第
9
回

【テーマ】黒人アスリート、抗議の表彰台が意味するものは ?
【計画内容】スポーツと人種差別問題について。
【準備学習の内容】アメリカの人種差別の歴史について調べておく。

Ａ

第
10
回

【テーマ】体操競技はどのように変化してきたのか ?
【計画内容】体育・体操の変遷について。
【準備学習の内容】日本の体育の歴史について調べておく。

Ａ

第
11
回

【テーマ】オリンピックの変遷③
【計画内容】近代オリンピックのロサンゼルス～アトランタ大会について。
【準備学習の内容】スポーツの঎業化について調べておく。

Ａ、Ｉ

第
12
回

【テーマ】｢柔道｣と｢J6DO｣の違いは ?
【計画内容】日本武道の世界化とその問題について。
【準備学習の内容】日本武道の歴史について調べておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】水泳競技のルールはなぜ変わる ?
【計画内容】スポーツルール・戦術の変遷について。
【準備学習の内容】スポーツルールの機能について考察しておく。

Ａ

第
14
回

【テーマ】ドーピングは誰がѱい ?
【計画内容】ドーピング問題とアンチ・ドーピングについて。
【準備学習の内容】ドーピングについて調べておく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】スポーツの歴史から見えてくる社会（まとめ）
【計画内容】スポーツの歴史からスポーツ振興の在り方について考察。
【準備学習の内容】講義内容の総復習。

Ｌ、Ｇ

科 目 名 スポーツ史 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 金　誠

テキスト 健康・体力づくり事業財団、2015年、『健康運動実践指導者用テキスト』、南江堂      
参 考 書 NE4TA JAPAN、2012年、『健康運動実践指導者試験』、JMAM      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   70%     30%   
補 足             

質問への対応 花井篤子 E-Mail:atsuko871@hokusho-u.ac.jp
菊地はるひ E-Mail:haruhi@hokusho-u.ac.jp

資 格   

そ の 他 健康運動実践指導者資格の受験者を受け入れます。指導者となるための意欲が高く、積極的に学習に取り組む姿勢を持っている
学生の受講を望みます。授業は、実技試験日に合わせて、一部集中となります。北方圏生涯スポーツ研究センターの被験授業です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

健康づくりのための運動指導者の役割を理解し、必要とされる知識と技能を身につけることを目的とする。健
康と運動に関する知識を深めるとともに、｢運動プログラムを作る｣ ｢動きを指導する｣ ｢動きの見本を示す｣と
いう指導の基本理論を学ぶ。特に、エアロビックダンス、レジスタンス運動、水泳・水中運動に関しては、指導の
実践を通じ、集団に対する安全で効果的な指導の方法について学習を深めていく。

到
達
目
標

⑴エアロビックダンスとレジスタンス運動のグループ学習を行い、指導力を身につける。
⑵水中ウォーキングと水中レジスタンス運動のグループ学習を行い、指導力を身につける。
⑶健康づくり理論、スポーツ生理学、スポーツ栄養学など幅広いスポーツ科学理論を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】健康運動実践者制度と、今後の授業展開について説明をします。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】実技指導の実際1
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導法について養成用 DVD をؑ৆し、指導内容を学びます。

【準備学習の内容】テキストを熟読し、養成用 DVD を予習しておくこと

Ａ、Ｅ

第
3
回

【テーマ】実技指導の実際2
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の運動特性と指導者の心得を学びます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】実技指導の実際3
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の言語的指導と視覚的指導とその留意点について学びます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】実技指導の実際4
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導の際の指導者の位置、向き、指導のୂྻについて留意点を学び、指導練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】実技指導の実際5
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の運動強度を考慮した指導の練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】実技指導の実際6
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の安全性、体力を考慮したプログラムの指導の練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】実技指導の実際7
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムを作成し、練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】実技指導の実際8
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】実技指導の実際9
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行い、改善点を確認します。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】実技指導の実際10
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導プログラムの練習を行い、改善点を指導に反өさせます。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】実技指導の実際11
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、実技試験に向けて、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中
ウォーキング、水中レジスタンス運動の指導内容の確認と修正を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】実技指導の実際12
【計画内容】実技選択別のグループに分かれ、エアロビックダンス、レジスタンス運動もしくは、水中ウォーキング、水中
レジスタンス運動の指導の指導内容の最終確認と修正を行います。

【準備学習の内容】前回の実技指導方法の復習をしておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】実技内容の総復習と模擬実技テスト
【計画内容】これまでのまとめを行い、模擬実技の実演および評価を行います。
【準備学習の内容】テキストを熟読し、授業内容を予習・復習して理解しておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、
Ｌ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】実技試験に向けてのまとめ
【計画内容】実技試験内容についての自己評価を行い、これまでのまとめを行います。
【準備学習の内容】実技試験内容の反省点等について各自まとめておくこと。

Ｂ、Ｌ、Ｎ

科 目 名 健康運動指導演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 花井　篤子、菊地　はるひ
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学
部
共
通
科
目

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書 健康・体力づくり事業財団、『健康運動実践指導者用テキスト』、南江堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%       50%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、志望す
る職業と関連する免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。具体的な免ڐ・資格は、介護
福祉士、社会福祉士、アスレティックトレーナー、健康運動指導士、健康運動実践指導者、保健体育科教་（特別
支援学校を含む）、エアロビック指導員である。　このうち本科目は健康運動実践指導者の資格取得に向け学
習を進める。

到
達
目
標

⑴健康運動実践指導者に必要な知識を修得する。
⑵健康運動指導士に必要な知識を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】）健康づくり施策
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる

Ｂ

第
3
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】体力の測定と評価
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】運動生理学（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】運動生理学（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】機能解剖とバイオメカニクス
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】栄養摂取と運動
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくりのための身体活動・運動量増加と体力向上の指導法（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくりのための身体活動・運動量増加と体力向上の指導法（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる̺と。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（3）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】運動指導の心理学・社会学的基礎
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】運動障害と予防・応急処置
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 上田　知行
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学
部
共
通
科
目

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         60% 40%
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 社会福祉士国家資格の受験資格のみ必要な学生は履修できません。あくまで実際に4年次に受験し、合格すること
を目的とした学生のみ受講をڐします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。社会福祉士を目指す自己の進࿏
を見据えて、志望する職業と関連する免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。

到
達
目
標

⑴社会福祉士としての進࿏を検討するために必要な知識を修得する。
⑵実際に社会で働く社会福祉士の話を直接聞くことによりモデル形成を図る。
⑶社会福祉士国家試験の概要を理解する。
⑷自らのษ強方法やこれまでの実績を振り返り、今後の受験ษ強の基盤を作り始める。
⑸受験ษ強レベルの授業を受講し、受験ษ強を経験的にかつ対象化して理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】社会福祉士国家試験とは
【計画内容】国家試験概要を説明し、試験対策の準備を始めます。
【準備学習の内容】自分なりに国家試験について調べてくる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】これまでの受験ษ強の経験を振り返る
【計画内容】これまでに経験してきた受験ษ強の内容や方法、達成度や効果等についてまず自分で確認シートを記入し
て振り返り、グループワークでその理解を深化させる。

【準備学習の内容】関連資料を通読してくる。

Ｈ

第
4
回

【テーマ】受験レベルの授業を体験し復習する①
【計画内容】｢問題文の読み方｣のコツを学習します。予備校授業を体験し受験ษ強レベルの学習を意識化するために、
クラス全体で大学の授業との違いを出し合い認識を促します。

【準備学習の内容】資料を熟読してくる。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】受験レベルの授業を体験し復習する②
【計画内容】｢選択肢の検討～答えを導き出す｣ためのコツを学習します。また実際のテキストと資料で｢自習｣してみま
す。そして何をどのようにษ強することが受験ษ強なのかを振り返ります。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】受験レベルの授業を体験し復習する③
【計画内容】受験ษ強をする際の｢ノートの作り方｣の基礎を学習します。また前回検討した内容を੝り込んで実際のテ
キストと資料で｢自習｣してみます。その成果を確認します。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】模試の復習
【計画内容】模試の受験経験から学ぶべきことを意識化してみます。その上で問題文の読み方や選択肢の検討など振り
返ってみます。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】社会福祉士から学ぶ①社会福祉協議会
【計画内容】資格を得て社会で活躍している社会福祉士の業務の実際を聞くことにより、モデル形成の機会とし受験ษ
強の動機づけとします。また、社会福祉協議会の業務を聞くことにより、自らの進࿏を検討する機会ともなります。受
験ษ強の方法についても学びます。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会福祉士から学ぶ②医療機関
【計画内容】相談援助実習では経験できない領域の二つ目として、医療機関のソーシャルワーカーの話を聞きます。モ
デル形成および進࿏の検討、そして受験ษ強を理解する機会ともなります。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会福祉士から学ぶ③まとめ
【計画内容】2人の社会福祉士の話を聞いたうえで、モデル形成の効果と進࿏についての検討を全員で実施します。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】福祉実践実習報告会を聞く
【計画内容】社会福祉士養成課程4年目に行う実践実習の報告会に参加し、1学年先ഐの実習の取り組みから進࿏検討の
ヒントを得ます。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる̺と。

Ａ

第
12
回

【テーマ】本学のଔ業生から国家試験対策学習の方法を学ぶ
【計画内容】身近なモデルとなり得る本学のଔ業生を二人টき、学生生活、4年次の就職活動、現在の社会福祉士としての
仕事や受験ษ強について詳細に語ってもらいます。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】これからの国試対策について
【計画内容】国家試験のための合॓のオリエンテーションを実施します。
【準備学習の内容】資料を精読してくること。

  Ａ

第
14
回

【テーマ】国試合॓
【計画内容】1ധ2日の国試合॓で受験レベルの授業を受けた上で自分の受験スキルを実際に点検してみます。またグ
ループ学習の方法を理解し、4年次に学生同士で実施できるように準備します。なお、春ٳみの॓題を提示し、4年生に続
く学習計画を理解していただきます。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 尾形　良子

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書 健康・体力づくり事業財団、『健康運動実践指導者用テキスト』、南江堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%       50%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、志望す
る職業と関連する免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。具体的な免ڐ・資格は、介護
福祉士、社会福祉士、アスレティックトレーナー、健康運動指導士、健康運動実践指導者、保健体育科教་（特別
支援学校を含む）、エアロビック指導員である。　このうち本科目は健康運動実践指導者の資格取得に向け学
習を進める。

到
達
目
標

⑴健康運動実践指導者に必要な知識を修得する。
⑵健康運動指導士に必要な知識を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】）健康づくり施策
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる

Ｂ

第
3
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】体力の測定と評価
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】運動生理学（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】運動生理学（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】機能解剖とバイオメカニクス
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】栄養摂取と運動
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくりのための身体活動・運動量増加と体力向上の指導法（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくりのための身体活動・運動量増加と体力向上の指導法（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（1）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（2）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる̺と。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】健康づくり運動の実際（3）
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】運動指導の心理学・社会学的基礎
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】運動障害と予防・応急処置
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 上田　知行
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学
部
共
通
科
目

テキスト   1995年、『エアロビック指導教本』、（公社）日本エアロビック連ໍ      
参 考 書『  エアロビック技術協定ガイド』、（公社）日本エアロビック連ໍ      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 60%     20%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 エアロビック指導員資格取得を希望する学生は必ず受講すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置し、日本体育協会公認エアロビック指
導員、日本エアロニック連ໍ認定エアロビックリーダーの資格取得を目指す。生涯スポーツとしてのエロビッ
クを対象や目的に応じてプログラムを提供し、人々の健康や生きがいに貢献できる指導をすることの意味を考
える。

到
達
目
標

⑴エアロビック指導員に必要な見本となる実技能力を修得する。
⑵エアロビック指導員に必要なプログラム作成能力を修得する。
⑶エアロビック指導員に必要な言語的指導・資格指導を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本技術の修得（1）
エアロビックの基礎理論と基本動作の理解（1）

【計画内容】エアロビックの起源と歴史について学ぶとともにエアロビック技能教程の内容を理解する。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本技術の修得（2）
【計画内容】エアロビックの運動特性について学ぶとともにエアロビック技能検定4級の課題動作を理解する
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本動作の修得（3）
【計画内容】エアロビックの技術の基礎理論を学び、エアロビック技能検定4級の課題動作を明確に動くための技
術を身につける。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本動作の修得（4）
【計画内容】エアロビックの技術の基礎理論を学び、エアロビック技能検定4級の課題動作で用いられる動きの質
を高める。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（1）
【計画内容】言語的指導、資格指導の留意点と指導技術を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（2）
【計画内容】エアロビック技能検定5級の動きを理解し、指導の留意点を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（3）
【計画内容】明確な動きで的確に動きを伝える技術を学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（4）
【計画内容】指導者の位置、向きを工夫した指導について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（5）
【計画内容】エアロビックのプログラム作成方法について学び、課題動作を指導するためのプログラムを作成す
る。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（6）
【計画内容】エアロビックのプログラム作成方法について学び、課題動作を指導するためのプログラムを作成す
る。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる̺と。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）
エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）

【計画内容】集団指導の留意点を理解し、指導ୂ形を工夫してプログラムを指導する方法を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）
【計画内容】指導者に必要なとコミュニケーション能力について学び、コミュニケーション・スキルを身につける。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（8）
【計画内容】エアロビック指導に必要な安全上の留意点について学び、安全性を配慮した指導方法を身につける。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】エアロビック技能検定4級、指導実技、理論のまとめを行う。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｂ、Ｋ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 菊地　はるひ
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学
部
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30% 70%         
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明する。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、志望す
る職業と関連する免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。具体的な免ڐ・資格は、特別
支援学校教員である。

到
達
目
標

⑴特別支援学校教員として働くための背景（諸制度・諸課題・現状等）の知識を修得する。
⑵特別支援学校教員に必要な障がいの特性理解を深める。
⑶特別支援学校教員に必要な指導の実践的知識を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明する
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】特別支援教育の課題
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】特別支援教育の歴史
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】特別支援教育の制度
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】資格の基礎的内容の理解
【計画内容】特別支援教育の4つの場
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】知的障害児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】肢体不自由児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】病弱児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】聴覚障害児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】視覚障害児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】重度・重複障害児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】発達障害児教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】親支援とࣷ॓د教育
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】資格の実践的内容の理解
【計画内容】インクルーシブ教育システム
【準備学習の内容】配付プリントを精読してくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行う。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 瀧澤　૱

テキスト   1995年、『エアロビック指導教本』、（公社）日本エアロビック連ໍ      
参 考 書『  エアロビック技術協定ガイド』、（公社）日本エアロビック連ໍ      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 60%     20%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 エアロビック指導員資格取得を希望する学生は必ず受講すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置し、日本体育協会公認エアロビック指
導員、日本エアロニック連ໍ認定エアロビックリーダーの資格取得を目指す。生涯スポーツとしてのエロビッ
クを対象や目的に応じてプログラムを提供し、人々の健康や生きがいに貢献できる指導をすることの意味を考
える。

到
達
目
標

⑴エアロビック指導員に必要な見本となる実技能力を修得する。
⑵エアロビック指導員に必要なプログラム作成能力を修得する。
⑶エアロビック指導員に必要な言語的指導・資格指導を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本技術の修得（1）
エアロビックの基礎理論と基本動作の理解（1）

【計画内容】エアロビックの起源と歴史について学ぶとともにエアロビック技能教程の内容を理解する。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本技術の修得（2）
【計画内容】エアロビックの運動特性について学ぶとともにエアロビック技能検定4級の課題動作を理解する
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本動作の修得（3）
【計画内容】エアロビックの技術の基礎理論を学び、エアロビック技能検定4級の課題動作を明確に動くための技
術を身につける。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】エアロビックの基礎理論と基本動作の修得（4）
【計画内容】エアロビックの技術の基礎理論を学び、エアロビック技能検定4級の課題動作で用いられる動きの質
を高める。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（1）
【計画内容】言語的指導、資格指導の留意点と指導技術を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（2）
【計画内容】エアロビック技能検定5級の動きを理解し、指導の留意点を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（3）
【計画内容】明確な動きで的確に動きを伝える技術を学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（4）
【計画内容】指導者の位置、向きを工夫した指導について学ぶ。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（5）
【計画内容】エアロビックのプログラム作成方法について学び、課題動作を指導するためのプログラムを作成す
る。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（6）
【計画内容】エアロビックのプログラム作成方法について学び、課題動作を指導するためのプログラムを作成す
る。

【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくる̺と。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）
エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）

【計画内容】集団指導の留意点を理解し、指導ୂ形を工夫してプログラムを指導する方法を学ぶ
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（7）
【計画内容】指導者に必要なとコミュニケーション能力について学び、コミュニケーション・スキルを身につける。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】エアロビック指導の基礎理論と指導方法の修得（8）
【計画内容】エアロビック指導に必要な安全上の留意点について学び、安全性を配慮した指導方法を身につける。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】エアロビック技能検定4級、指導実技、理論のまとめを行う。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｂ、Ｋ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 菊地　はるひ
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学
部
共
通
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         50% 50%
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 介護福祉士国家試験受験準備のための科目です。予習・復習など積極的に取り組む姿勢を求めます。
授業とは別日程で、国家試験と同じ形態での模擬試験を前後学期を通じて3回程度実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、介護福祉士国家資格取得のために介護福祉士養成課程で学ぶ知識の予習・復習・確認を行います。そ
れらを通して、国家試験受験に向けた学習習慣と学習方法を身につけることをねらいとします。

到
達
目
標

⑴介護福祉士国家試験に向けて学習習慣と学習方法を身につける。
⑵介護福祉士国家試験科目の予習・復習を行うことで理解を深める。
⑶模擬試験を通して、介護福祉士国家試験に合格できる力をつける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンスと介護福祉士国家資格の概要説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開および受講の心得を説明します。
介護福祉士国家資格の概要について解説します。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】模試（前学期に実施）の振返り
【計画内容】模試の復習を行い、効果的な学習方法について確認します。
【準備学習の内容】模試の復習をしてくること。

Ａ、Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】社会の理解①
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】社会の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】社会の理解②
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】社会の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】発達と老化の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】発達と老化の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】こころとからだのしくみ①
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】こころとからだのしくみの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】こころとからだのしくみ②
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】こころとからだのしくみの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】障害の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】障害の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】人間の尊厳と自立・介護の基本
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】人間の尊厳と自立・介護の基本の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】生活支援技術・介護過程
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】生活支援技術・介護過程の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】認知症の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】認知症の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】医療的ケア・総合問題
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】医療的ケアの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】介護福祉士国家試験模試 A 受験
【計画内容】範囲科目の模擬問題を解き、解答方法および学習内容の定着度を確認します。
【準備学習の内容】範囲科目の復習をしてくること。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】介護福祉士国家試験模試 # 受験
【計画内容】範囲科目の模擬問題を解き、解答方法および学習内容の定着度を確認します。
【準備学習の内容】範囲科目の復習をしてくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】模試の解説と4年次の受験対策について
【計画内容】模試の解答のポイントを解説します。これまでの講義の振返りを踏まえて、4年次の学習方法に
ついて確認します。

【準備学習の内容】模試の復習をしてくること。

Ａ、Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 本間　美幸

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   30%   40%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、アスレ
ティックトレーナーの免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。

到
達
目
標

⑴アスレティックトレーナー（AT）の職域について理解する。
⑵アスレティックトレーナー（AT）の資格・取得に必要な知識を修得する。
⑶アスレティックトレーナー（AT）の資格・取得に必要な実践力を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】AT の役割
【計画内容】AT の役割、資格取得の意義について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト1巻の関連するページを精読してくる

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】AT に必要な解剖の知識
【計画内容】AT に必要な機能解剖学について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト2巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ外傷・障害の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ外傷・障害について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト3巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ内科の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ内科について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト4巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】AT に必要な評価・測定の知識
【計画内容】AT に必要な評価・測定について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト5巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】AT に必要なコンディショニングの知識
【計画内容】AT に必要なコンディショニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト6巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】AT に必要なアスレティックリハビリテーションの知識
【計画内容】AT に必要なアスレティックリハビリテーションについて学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト7巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】AT に必要な救急処置の知識
【計画内容】AT に必要な救急処置について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト8巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ栄養の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ栄養について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト9巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】AT に必要なスポーツバイオメカニクスの知識
【計画内容】AT に必要なスポーツバイオメカニクスについて学ぶ。
【準備学習の内容】テキストおよび参考書の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】プレゼンテーション1
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションの資料作成を行う。
【準備学習の内容】第11回までの内容を復習すること。

Ｈ、Ｉ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】プレゼンテーション2
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションの資料作成を行う。
【準備学習の内容】第11回までの内容を復習すること。

Ｈ、Ｉ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】プレゼンテーション3
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】作成したプレゼンテーション資料を熟読すること。

Ｆ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行う。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 吉田　昌弘
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学
部
共
通
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分         50% 50%
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 介護福祉士国家試験受験準備のための科目です。予習・復習など積極的に取り組む姿勢を求めます。
授業とは別日程で、国家試験と同じ形態での模擬試験を前後学期を通じて3回程度実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、介護福祉士国家資格取得のために介護福祉士養成課程で学ぶ知識の予習・復習・確認を行います。そ
れらを通して、国家試験受験に向けた学習習慣と学習方法を身につけることをねらいとします。

到
達
目
標

⑴介護福祉士国家試験に向けて学習習慣と学習方法を身につける。
⑵介護福祉士国家試験科目の予習・復習を行うことで理解を深める。
⑶模擬試験を通して、介護福祉士国家試験に合格できる力をつける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンスと介護福祉士国家資格の概要説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開および受講の心得を説明します。
介護福祉士国家資格の概要について解説します。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】模試（前学期に実施）の振返り
【計画内容】模試の復習を行い、効果的な学習方法について確認します。
【準備学習の内容】模試の復習をしてくること。

Ａ、Ｂ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】社会の理解①
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】社会の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】社会の理解②
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】社会の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】発達と老化の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】発達と老化の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】こころとからだのしくみ①
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】こころとからだのしくみの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】こころとからだのしくみ②
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】こころとからだのしくみの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】障害の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】障害の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】人間の尊厳と自立・介護の基本
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】人間の尊厳と自立・介護の基本の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】生活支援技術・介護過程
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】生活支援技術・介護過程の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】認知症の理解
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】認知症の理解の予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】医療的ケア・総合問題
【計画内容】テーマの科目の模擬問題を解き、自己学習を行います。解答のポイントを学びます。
【準備学習の内容】医療的ケアの予習・復習をしてくること。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】介護福祉士国家試験模試 A 受験
【計画内容】範囲科目の模擬問題を解き、解答方法および学習内容の定着度を確認します。
【準備学習の内容】範囲科目の復習をしてくること。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】介護福祉士国家試験模試 # 受験
【計画内容】範囲科目の模擬問題を解き、解答方法および学習内容の定着度を確認します。
【準備学習の内容】範囲科目の復習をしてくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】模試の解説と4年次の受験対策について
【計画内容】模試の解答のポイントを解説します。これまでの講義の振返りを踏まえて、4年次の学習方法に
ついて確認します。

【準備学習の内容】模試の復習をしてくること。

Ａ、Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 本間　美幸

テキスト   講義時に説明する      
参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   30%   40%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、アスレ
ティックトレーナーの免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。

到
達
目
標

⑴アスレティックトレーナー（AT）の職域について理解する。
⑵アスレティックトレーナー（AT）の資格・取得に必要な知識を修得する。
⑶アスレティックトレーナー（AT）の資格・取得に必要な実践力を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】AT の役割
【計画内容】AT の役割、資格取得の意義について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト1巻の関連するページを精読してくる

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】AT に必要な解剖の知識
【計画内容】AT に必要な機能解剖学について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト2巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ外傷・障害の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ外傷・障害について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト3巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ内科の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ内科について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト4巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】AT に必要な評価・測定の知識
【計画内容】AT に必要な評価・測定について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト5巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】AT に必要なコンディショニングの知識
【計画内容】AT に必要なコンディショニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト6巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】AT に必要なアスレティックリハビリテーションの知識
【計画内容】AT に必要なアスレティックリハビリテーションについて学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト7巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】AT に必要な救急処置の知識
【計画内容】AT に必要な救急処置について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト8巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】AT に必要なスポーツ栄養の知識
【計画内容】AT に必要なスポーツ栄養について学ぶ。
【準備学習の内容】AT テキスト9巻の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】AT に必要なスポーツバイオメカニクスの知識
【計画内容】AT に必要なスポーツバイオメカニクスについて学ぶ。
【準備学習の内容】テキストおよび参考書の関連するページを精読してくること。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】プレゼンテーション1
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションの資料作成を行う。
【準備学習の内容】第11回までの内容を復習すること。

Ｈ、Ｉ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】プレゼンテーション2
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションの資料作成を行う。
【準備学習の内容】第11回までの内容を復習すること。

Ｈ、Ｉ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】プレゼンテーション3
【計画内容】講義で学んだ内容に関するプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】作成したプレゼンテーション資料を熟読すること。

Ｆ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行う。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 吉田　昌弘
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学
部
共
通
科
目

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書 協同研究研究会、2019年、『北海道・札幌市の専門教養保健体育科2019年度版』、協同出版      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足     学習計画表の提出       

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 保健体育教員を目指す学生は必ず受講すること

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、体系的に開講される本学キャリア教育の中で実践教育に位置する。自己の進࿏を見据えて、志望す
る職業と関連する免ڐ・資格について学び、当該分野で働くことの意味を考える。本授業では、保健体育教師を
目指す学生を対象とする（中学校・高等学校・特別支援学校）

到
達
目
標

⑴体育実技に関するルール、技術、指導方法を理解・習得する。
⑵教員࠾用試験の出題傾向を理解する。
⑶理論試験合格に向けた学習方法を理解・習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと資格概要の説明
【計画内容】授業のねらいと到達目標、15回の授業展開及び受講の心得を説明します。過去の教員࠾用試験
結果データの提示。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読してくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】体ほ͙し運動
【計画内容】体ほ͙し運動・体力を高める運動についての理解。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】体力測定と体育理論
【計画内容】体力の測定と評価と体育理論についての理解。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】器械運動
【計画内容】運動生理学と器械運動の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】陸上競技
【計画内容】スポーツ科学と陸上競技の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】水泳
【計画内容】水泳の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】球技（ネット型）
【計画内容】球技（ネット型）の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】球技（ゴール型）
【計画内容】球技（ゴール型）の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】球技（ベースボール型）
【計画内容】球技（ベースボール型の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】武道
【計画内容】武道の技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】ダンス
【計画内容】ダンスの技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】ౙ季スポーツ
【計画内容】ౙ季スポーツの技術、ルール、指導方法について。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】保健
【計画内容】健康で安全に生活するための実践的な知識を習得する。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】保健（健康な生活と疾病の予防）
【計画内容】健康な生活と疾病の予防について学習する。
【準備学習の内容】テキストの関連するページを精読してくること。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就業力特別演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 渡部　峻



スポーツ教育学科
学 科 専 門 科 目
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     レポート       

質問への対応 講義の前後で行います。
資 格［ス］社会教育主事 _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修　　［健］［教］［芸］［心］社会教育主事 _ 必修

そ の 他 社会教育主事（任用資格）取得に意欲ある学生を求む。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講は社会教育主事の資格を取得するための必修科目です。社会教育の本質を学び、社会教育主事として必要
な知識を習得します。さらに、生涯学習社会における社会教育の位置づけと役割を学び、将来教育委員会の社
会教育行政や社会教育施設などへ就職していくための知識と技能を習得します。

到
達
目
標

⑴社会教育の本質を理解する。
⑵社会教育主事としての役割を理解する。
⑶生涯学習社会における社会教育の役割を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の内容、15回の授業計画・成績評価の方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生涯学習と生涯学習社会
【計画内容】生涯学習とは何か、生涯学習社会とはどのような社会なのかについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
3
回

【テーマ】生涯学習の意義と理念
【計画内容】生涯学習の現代的意義及び生涯教育・生涯学習の系ේについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
4
回

【テーマ】生涯学習と社会教育
【計画内容】生涯学習と社会教育の関係について学びます。
【準備学習の内容】教育基本法（第3条）を熟読しておくこと。配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ、Ｆ

第
5
回

【テーマ】社会教育の意義
【計画内容】我が国の社会教育の歴史を踏まえながら、社会教育の意義と特質、社会教育の実際について学び
ます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
6
回

【テーマ】教育基本法及び社会教育法の概要
【計画内容】教育基本法及び社会教育法が制定されてから今日に至るまでのあゆみを踏まえながら、教育基
本法及び社会教育法の主な内容について学びます。

【準備学習の内容】教育基本法及び社会教育法を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ

第
7
回

【テーマ】社会教育と社会教育行政
【計画内容】社会教育行政の果たす役割と現状・課題について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
8
回

【テーマ】社会教育の内容と方法・形態Ⅰ
【計画内容】社会教育の内容の具体例、教育・学習内容の分類とその視点について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会教育の内容と方法・形態Ⅱ
【計画内容】社会教育の方法、学習形態、方法の開発と成果の評価などについて学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会教育における専門的職員
【計画内容】社会教育主事及び図書館司書、学芸員の果たす役割とその専門性について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会教育委員、社会教育関係団体と社会教育
【計画内容】社会教育委員の果たすべき役割と現状・課題について学びます。社会教育関係団体の意義及び
目的について、また社会教育関係団体と行政との関わりについて学びます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会教育施設の役割
【計画内容】社会教育施設としての公民館、図書館、ത物館、体育館等の役割について学びます。
【準備学習の内容】社会教育法（第5章）を熟読しておくこと。配付する資料をみ、疑問点をまとめる。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】学社連携・༥合
【計画内容】学社連携・༥合の意義及び内容について学びます。また社会教育と学校教育との関わりを通し
て現状・課題について学びます。

【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
14
回

【テーマ】地方自治体におけるまちづくりと社会教育活動の関係
【計画内容】住民による社会教育実践活動とまちづくりの関係性について学びます。
【準備学習の内容】配付する資料を読み、疑問点をまとめる。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの講義のまとめを行います。
【準備学習の内容】これまで配付した資料をまとめておくこと。

Ａ

科 目 名 社会教育概論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 谷川　দ๕
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト プリントを使用する      
参 考 書 高石昌弘監修、樋口満、佐竹隆編著、2012年、『からだの発達と加齢の科学』、大修館書店      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 講義にて、口頭・文書などで対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義のねらいは、生涯スポーツとりわけスポーツ教育分野を実践するうえで必須の身体の発育および発達の
法則性を理解することである。まず、身体の発育や発達に関する用語を整理し、先人達による発育・発達段階の
区分わけとその暦年齢の概要を理解する。次に、各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解
する。また、現代社会特有の生活習慣やライフスタイルの変容が子どもの健康や発育・発達に及ぼす影響につ
いて理解する。

到
達
目
標

⑴発育・発達に関する学術用語および区分と対応する暦年齢の概要を理解する
⑵各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解する
⑶筋器官について、筋線維の増強や萎縮の変化原理を理解する
⑷神経系器官、骨器官、生殖器系器官などの発育・発達特性を理解する
⑸現代社会が子どもの健康におよぼす影響について理解する

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】本講義の紹介と15回の展開を説明する。成績評価の方法やレポートの内容について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】発育・発達などの定義と位置づけ
【計画内容】発育・発達などの学術用語の定義とそれぞれの位置づけについて説明する。特に相対成長と生物学的年齢に
ついては詳しく説明する。

【準備学習の内容】身体の発育・発達のプロセスについて考えておく。

  Ａ  

第
3
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】身体発育の順序性、不均一性などの原則について説明する。胎児期から新生児、乳児期などの発育段階につ
いて説明する。

【準備学習の内容】スキャモンの発育発達曲線について調べておく。

  Ａ  

第
4
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】出生後から、思春期を経て、成人期にいたるまでの発育段階について説明する。思春期スパートや最高身長
成長速度について説明する。

【準備学習の内容】思春期スパートについて調べておく。

  Ａ  

第
5
回

【テーマ】発育・発達に影響を及ぼす因子
【計画内容】発育・発達に影響を及ぼす因子について、栄養、遺伝、運動習慣などを中心に説明する。成人身長予測式を紹
介し、自身の実データに基づき検証する。

【準備学習の内容】自身の小学生当時の身長、体重を調べておく。

  Ａ  

第
6
回

【テーマ】運動能力と発育・発達の関係
【計画内容】発育・発達状況と運動能力との関係性について、早熟、晩熟、生まれ月による影響などを説明する。
【準備学習の内容】運動能力と発育・発達の関係について調べておく。

  Ａ  

第
7
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】モータリゼーションや情報化社会等が子どもの生活・運動習慣や発育・発達に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の運動習慣について調べておく。

  Ａ  

第
8
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】人工照明の多様化や親のライフスタイル等が子どもの生活習慣、特に睡眠に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の子どもの睡眠習慣について調べておく。

  Ａ  

第
9
回

【テーマ】体温調節機能の発育・発達と老化
【計画内容】発汗などの体温調節機能の発育・発達や、体格が体温調節に及ぼす影響について、若年成人と子どもを比較し
ながら説明する。また、高齢者における体温調節機能の低下について説明する。

【準備学習の内容】発汗について調べておく。

  Ａ  

第
10
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】成熟期に獲得された身体機能の老化現象について説明する。子ども期の身体活動や体力が成人期以降の運
動習慣や体力に及ぼす影響を解説する。

【準備学習の内容】身体機能の老化について調べておく。

  Ａ  

第
11
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】加齢に伴う筋量や骨量等に見られる生理的変化の概要を説明し、老化現象や最大寿命、健康寿命などについ
て解説する。

【準備学習の内容】サルコペニアについて調べておく。

  Ａ  

第
12
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う筋器官の発育・発達について説明する。また、トレーニングを行えない場合におこる廃
用症候群について解説する。

【準備学習の内容】トレーニングの原理・原則を調べておく。

  Ａ  

第
13
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、有酸素能力、持久力の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】最大酸素摂取量について調べておく。

  Ａ  

第
14
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、運動技能の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】運動技能について調べておく。

  Ａ  

第
15
回

【テーマ】振り返りとレポート
【計画内容】現代社会特有の発育・発達に関わる問題について、レポート課題をもとに紹介し、情報共有を行う。
【準備学習の内容】レポート課題をまとめておく。

Ｆ、Ｇ  

科 目 名 身体発育 ･発達論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 若林　斉
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
①首都大学東京体力標準値研究会編、2007年、『新・日本人の体力標準値』、不昧堂出版  

『  健康運動指導士テキスト』、健康・体力づくり事業財団  
『  健康運動実践指導者テキスト』、健康・体力づくり事業財団  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     ① 60％　② 40％   ① 40％　② 60％   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修
［健］健康運動実践指導者 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修

そ の 他 ｢体力測定評価｣の単位取得者が履修できます。北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

運動指導を実施する際に、個々の体力の状況を的確に評価することは非常に重要な意義を持っている。本授業
では、①スポーツ選手の競技成績に関わる専門的体力、幅広い年齢層に対するフィールドテストによる一般的
体力の把握、｢文部科学省新体力テスト｣や形態測定の測定とその評価、②高齢者に対する介護予防を目的とし
た体力測定とその評価について学ぶ。それぞれの基本的な技術を身につけ、正しく安全管理に留意して実施で
きる指導者を目指す。

到
達
目
標

⑴体力測定における計画および運営を組み立てて実施していく。
⑵体力測定の結果を処理し、分析・評価までの一連の流れが理解できる。
⑶種々の測定において用具の使用および機器類の操作方法を学び、測定に活用できる。
⑷個人および集団に対して測定を実施し、その結果を分析し、フィードバックできる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】演習の展開方法、準備する物、評価方法について説明する。（上田知行・近藤雄一郎・瀧澤一騎・渡部峻）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（1）　②高齢者の体力に関する特徴について
【計画内容】①最大筋力について測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）
②高齢者の身体的特徴と体力測定法について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ａ

第
3
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（2）　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①パワー測定として最大無酸素パワー、乳酸性パワーについて測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

Ｂ
Ｂ  

第
4
回

【テーマ】①呼吸循環機能に関する測定方法および評価について　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①呼吸代謝測定装置と心拍計による酸素摂取量の測定および推定方法、評価方法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

Ｂ
Ｂ  

第
5
回

【テーマ】①神経機能・関節機能に関する測定方法および評価について　②体力測定会の計画・準備
【計画内容】①反応スピードおよび関節可動性の測定および評価方法について学ぶ。（渡部峻）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会を安全に実施する計画と準備を行う。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
6
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（1）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの意義と測定方法について学び、実践を通して各種運動種目に適したテスト内容について考える。
（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
7
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（2）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
8
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（3）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
9
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（4）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの実践を通して学んだ内容を参考に、独自の視点から各種運動種目に適したフィールドテストの作成を行
う。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①これまで実施したフィールドテストを参考に、各自対象運動種目に有効なフィールドテスト内容についてまとめてお
くこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
10
回

【テーマ】①形態計測について : 身体組成も含む　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①形態計測によってからだの健康度および体力の機能面について推測ができる。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①形態計測に関係する文献を収集し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
11
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 小学生、青少年、成人向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①小学生、青少年、成人向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
12
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 青少年、成人、高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
13
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
14
回

【テーマ】①評価方法について（1）　②介護予防に関する体力測定評価（1）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
15
回

【テーマ】①評価方法について（2）　②介護予防に関する体力測定評価（2）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

科 目 名 体力測定評価演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行、近藤　雄一郎、瀧澤　一騎、渡部　峻

テキスト プリントを使用する      
参 考 書 高石昌弘監修、樋口満、佐竹隆編著、2012年、『からだの発達と加齢の科学』、大修館書店      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 講義にて、口頭・文書などで対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義のねらいは、生涯スポーツとりわけスポーツ教育分野を実践するうえで必須の身体の発育および発達の
法則性を理解することである。まず、身体の発育や発達に関する用語を整理し、先人達による発育・発達段階の
区分わけとその暦年齢の概要を理解する。次に、各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解
する。また、現代社会特有の生活習慣やライフスタイルの変容が子どもの健康や発育・発達に及ぼす影響につ
いて理解する。

到
達
目
標

⑴発育・発達に関する学術用語および区分と対応する暦年齢の概要を理解する
⑵各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解する
⑶筋器官について、筋線維の増強や萎縮の変化原理を理解する
⑷神経系器官、骨器官、生殖器系器官などの発育・発達特性を理解する
⑸現代社会が子どもの健康におよぼす影響について理解する

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】本講義の紹介と15回の展開を説明する。成績評価の方法やレポートの内容について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】発育・発達などの定義と位置づけ
【計画内容】発育・発達などの学術用語の定義とそれぞれの位置づけについて説明する。特に相対成長と生物学的年齢に
ついては詳しく説明する。

【準備学習の内容】身体の発育・発達のプロセスについて考えておく。

  Ａ  

第
3
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】身体発育の順序性、不均一性などの原則について説明する。胎児期から新生児、乳児期などの発育段階につ
いて説明する。

【準備学習の内容】スキャモンの発育発達曲線について調べておく。

  Ａ  

第
4
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】出生後から、思春期を経て、成人期にいたるまでの発育段階について説明する。思春期スパートや最高身長
成長速度について説明する。

【準備学習の内容】思春期スパートについて調べておく。

  Ａ  

第
5
回

【テーマ】発育・発達に影響を及ぼす因子
【計画内容】発育・発達に影響を及ぼす因子について、栄養、遺伝、運動習慣などを中心に説明する。成人身長予測式を紹
介し、自身の実データに基づき検証する。

【準備学習の内容】自身の小学生当時の身長、体重を調べておく。

  Ａ  

第
6
回

【テーマ】運動能力と発育・発達の関係
【計画内容】発育・発達状況と運動能力との関係性について、早熟、晩熟、生まれ月による影響などを説明する。
【準備学習の内容】運動能力と発育・発達の関係について調べておく。

  Ａ  

第
7
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】モータリゼーションや情報化社会等が子どもの生活・運動習慣や発育・発達に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の運動習慣について調べておく。

  Ａ  

第
8
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】人工照明の多様化や親のライフスタイル等が子どもの生活習慣、特に睡眠に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の子どもの睡眠習慣について調べておく。

  Ａ  

第
9
回

【テーマ】体温調節機能の発育・発達と老化
【計画内容】発汗などの体温調節機能の発育・発達や、体格が体温調節に及ぼす影響について、若年成人と子どもを比較し
ながら説明する。また、高齢者における体温調節機能の低下について説明する。

【準備学習の内容】発汗について調べておく。

  Ａ  

第
10
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】成熟期に獲得された身体機能の老化現象について説明する。子ども期の身体活動や体力が成人期以降の運
動習慣や体力に及ぼす影響を解説する。

【準備学習の内容】身体機能の老化について調べておく。

  Ａ  

第
11
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】加齢に伴う筋量や骨量等に見られる生理的変化の概要を説明し、老化現象や最大寿命、健康寿命などについ
て解説する。

【準備学習の内容】サルコペニアについて調べておく。

  Ａ  

第
12
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う筋器官の発育・発達について説明する。また、トレーニングを行えない場合におこる廃
用症候群について解説する。

【準備学習の内容】トレーニングの原理・原則を調べておく。

  Ａ  

第
13
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、有酸素能力、持久力の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】最大酸素摂取量について調べておく。

  Ａ  

第
14
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、運動技能の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】運動技能について調べておく。

  Ａ  

第
15
回

【テーマ】振り返りとレポート
【計画内容】現代社会特有の発育・発達に関わる問題について、レポート課題をもとに紹介し、情報共有を行う。
【準備学習の内容】レポート課題をまとめておく。

Ｆ、Ｇ  

科 目 名 身体発育 ･発達論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 若林　斉
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書 安部孝・琉子友男、2005年、『これからの健康とスポーツの科学』、講談社サイエンティフィク      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足             

質問への対応 随時対応あるいはメール対応します。E-Mail: okitak@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修

そ の 他 学問は聞き流すものでない。積極的に考え、講義に参加する姿勢が大切である。小グループでの討論およびディベー
トも行う。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

わが国では、機械化および食生活の変化から生活習慣病が増加し、また一方で、高齢化が加速している。国民一
人一人が、自立性と健康を保つためには、運動・スポーツによる生活習慣病の予防、身体機能および健康の維持・
増進が必要である。運動・スポーツは、安全にかつ適切に行われなければならず、指導に携わる職種者は、必要
な知識を身に付け、発展させなければならない。本講義では、健康・スポーツ指導者、競技者に必要なスポーツ
内科学の基本と最新の知見を学ぶ。講義は常にトピックを提供しながら進める。講義には PC、動画、プリント
などを用いる。

到
達
目
標

⑴内科的スポーツ障害の予防・改善など運動・スポーツ指導者に必須の知識を得る。
⑵ 個々が運動・スポーツ活動や指導を生涯続けていく上で自分の得意競技、方向性に合ったテーマを持ち、探究

していく姿勢を身に付けていく。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】総論：スポーツ医学・内科学とは ?
【計画内容】スポーツ内科学総論：本講義で学ぶ概要（1︲15回）を説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容に目を通しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】運動・スポーツと健康・長寿
【計画内容】Why exercise and sport? スポーツで健康になれるのか、スポーツ選手は長生きか ? ー運動
と健康の疫学について知る。

【準備学習の内容】運動がどうして健康につながるのか各自調べ、考えておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】内科的運動障害と予防1：運動・スポーツにおける急性疾患
【計画内容】運動によって急性に起こる突然死、不整脈、喘息、アナフィラキシーなどについて知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】内科的運動障害と予防2：運動・スポーツにおける慢性疾患
【計画内容】運動によって慢性的に起こるスポーツ貧血、オーバートレーニングなどを理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】スポーツ心臓
【計画内容】特に持久系競技者にみられるスポーツ心臓の定義、生理学的意義について理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】環境とスポーツ内科学
【計画内容】低圧環境および降圧環境における気圧障害、暑熱障害など理解し、対策を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】メディカルチェックと運動負荷試験
【計画内容】スポーツを安全に行うために必要なメディカルチェックと運動負荷試験の実際について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】運動・スポーツに関連する疾患
【計画内容】消化器疾患、腎障害、感染症などスポーツに関連して問題となる疾患と対処方法を理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】スポーツと栄養・食事・飲料
【計画内容】競技者の栄養摂取における問題点、食事の取り方、水分補給の必要性と方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】トレーニング科学 ︲ 運動器系
【計画内容】骨格筋トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】トレーニング効果 ︲ 呼吸と循環系
【計画内容】呼吸・循環器系トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】トレーニングの応用1（近代的トレーニング）
【計画内容】今や一流競技者では一般化されつつある低酸素・高地トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】トレーニングの応用2（最先端のトレーニング）
【計画内容】血流制限を併用した虚血トレーニング、両側トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｉ、
Ｊ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】ドーピングについて
【計画内容】ドーピングの意味・現状、検査の方法、禁止薬剤などを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】女性とスポーツ、性差・年齢別のスポーツ内科学
【計画内容】性差、年齢に特有なスポーツ障害の諸問題を知る。またこれまでの知識の確認を行う。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

科 目 名 スポーツ内科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 沖田　孝一



27

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト ླ木ঙ亮・久道茂編集、2018年、『シンプル衛生公ऺ衛生学2018』、南江堂、9784524255535    

参 考 書
文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814637
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814811
子ほか編著、2012年、『NeXྰ؛ 予防医学・公ऺ衛生学　改訂第3版』、南江堂、9784524263158

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%   10%   10% 10%

補 足     レポート   発言の積極性、
確認シートの記入

討論、考察、
小レポート

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他

第16回には筆記試験を行います。
教職の必修科目のため、講義内容も資格取得を目指した内容となっており、一定水準以上の到達レベルを目指して
います。しかし、対象者の進度やその時点での社会的な話題によって内容の変更の可能性があります。
テキストに記ࡌされている図表を使用するため、テキスト購入は必須です。テキストは年度版になっていますので、
毎年更新されています。また小レポートの課題はテキストより出題する予定です。アクティブ・ラーニングでのグ
ループ討論には積極的に参加してください。
受講にあたっては、教員を目指す学生として相応しい受講態度を望みます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義の目的は、医療・保健・福祉の連携の重要性が増す中、特に教育の現場において必要な環境衛生・公ऺ衛生
学の意義と基本的知識について学ぶとともに、集団と個人の健康に関する事項について認識を深めることを目
標とする。また、それらから、生涯を通した健康づくりについて考察することを目標としている。さらに、統計
資料から読み取ることができる現代の保健・健康課題や、生活環境が及ぼす健康影響について認識を深めるこ
とに重点をおいている。

到
達
目
標

⑴健康に関する現代的課題について理解する。
⑵その課題の解決へ向けた方策について理解する。
⑶生涯を通した健康づくりについて考察できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】全体オリエンテーション 衛生・公ऺ衛生序論、健康の定義
【計画内容】15回の流れについて説明します。衛生・公ऺ衛生学序論として、健康とはどういうことかを考えます。
また、健康づくりの施策について学びます。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】健康指標、保健統計
【計画内容】健康レベルの測定には、地域の衛生状態や様々な環境整備などの項目が関係しています。それら健康レベルの測定について学びます。
また、保健統計から乳幼児および学童期の死因について考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】人口統計
【計画内容】人口静態統計、人口動態統計を元に、年次推移や様々な指標がࢉ出されています。それら統計から読み取れることを考えます。
特に、出生཰の動向から少子化について考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】疫学の基礎
【計画内容】疫学の基礎として、疫学の目的や方法について学びます。疫学の方法としての、記述疫学、分析疫学について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】環境と健康1
【計画内容】室内空気環境を衛生的に保つ意義と学校環境衛生について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】環境と健康2
【計画内容】室内環境を良好に保つ意義と学校環境衛生について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】環境と健康3
【計画内容】生活環境を中心に、環境と健康との関係について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】感染症と健康
【計画内容】感染症発症には3つの要因が関わっています。感染症発症の要因である、病原体、感染経࿏、॓ 主の感受性について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】感染症の対策と法規
【計画内容】感染症の法律と個別の感染症対策に関して、現状とその予防について学び、アクティブ・ラーニングを通して理解を深めます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】感染症予防
【計画内容】個別の感染症に関して、現状とその予防について学び、アクティブ・ラーニングを通して理解を深めます。
とりあげる感染症はその時点での重要な感染症を対象とします。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｈ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】生活習慣病と健康1
【計画内容】現在の日本人の死因の上位になっているѱ性新生物、心疾患、脳血管疾患の現状と予防について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】生活習慣病と健康2
【計画内容】メタボリックシンドロームを含む、代謝性疾患などを中心に現状とその予防について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】食生活と健康
【計画内容】生活習慣の1つである食習慣や食品衛生と健康について学びます。特に、近年増加しているౙ場に多い食中毒について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】職業生活と健康
【計画内容】職業生活と健康について学びます。外因死や近年問題となっている長時間労働、うつ、アルコール摂取という問題を考えます。
場合によっては討論を行います。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ・現代的健康課題の考察
【計画内容】講義のまとめと振り返りを行います。健康に関わる現代的課題について考察します。
【準備学習の内容】まとめのプリントについて理解を深めておくこと。必要な資料を準備しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｋ、Ｌ

科 目 名 衛生学及び公衆衛生学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐々木　浩子

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書 安部孝・琉子友男、2005年、『これからの健康とスポーツの科学』、講談社サイエンティフィク      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足             

質問への対応 随時対応あるいはメール対応します。E-Mail: okitak@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修

そ の 他 学問は聞き流すものでない。積極的に考え、講義に参加する姿勢が大切である。小グループでの討論およびディベー
トも行う。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

わが国では、機械化および食生活の変化から生活習慣病が増加し、また一方で、高齢化が加速している。国民一
人一人が、自立性と健康を保つためには、運動・スポーツによる生活習慣病の予防、身体機能および健康の維持・
増進が必要である。運動・スポーツは、安全にかつ適切に行われなければならず、指導に携わる職種者は、必要
な知識を身に付け、発展させなければならない。本講義では、健康・スポーツ指導者、競技者に必要なスポーツ
内科学の基本と最新の知見を学ぶ。講義は常にトピックを提供しながら進める。講義には PC、動画、プリント
などを用いる。

到
達
目
標

⑴内科的スポーツ障害の予防・改善など運動・スポーツ指導者に必須の知識を得る。
⑵ 個々が運動・スポーツ活動や指導を生涯続けていく上で自分の得意競技、方向性に合ったテーマを持ち、探究

していく姿勢を身に付けていく。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】総論：スポーツ医学・内科学とは ?
【計画内容】スポーツ内科学総論：本講義で学ぶ概要（1︲15回）を説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容に目を通しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】運動・スポーツと健康・長寿
【計画内容】Why exercise and sport? スポーツで健康になれるのか、スポーツ選手は長生きか ? ー運動
と健康の疫学について知る。

【準備学習の内容】運動がどうして健康につながるのか各自調べ、考えておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】内科的運動障害と予防1：運動・スポーツにおける急性疾患
【計画内容】運動によって急性に起こる突然死、不整脈、喘息、アナフィラキシーなどについて知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】内科的運動障害と予防2：運動・スポーツにおける慢性疾患
【計画内容】運動によって慢性的に起こるスポーツ貧血、オーバートレーニングなどを理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】スポーツ心臓
【計画内容】特に持久系競技者にみられるスポーツ心臓の定義、生理学的意義について理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】環境とスポーツ内科学
【計画内容】低圧環境および降圧環境における気圧障害、暑熱障害など理解し、対策を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】メディカルチェックと運動負荷試験
【計画内容】スポーツを安全に行うために必要なメディカルチェックと運動負荷試験の実際について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】運動・スポーツに関連する疾患
【計画内容】消化器疾患、腎障害、感染症などスポーツに関連して問題となる疾患と対処方法を理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】スポーツと栄養・食事・飲料
【計画内容】競技者の栄養摂取における問題点、食事の取り方、水分補給の必要性と方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】トレーニング科学 ︲ 運動器系
【計画内容】骨格筋トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】トレーニング効果 ︲ 呼吸と循環系
【計画内容】呼吸・循環器系トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】トレーニングの応用1（近代的トレーニング）
【計画内容】今や一流競技者では一般化されつつある低酸素・高地トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】トレーニングの応用2（最先端のトレーニング）
【計画内容】血流制限を併用した虚血トレーニング、両側トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｉ、
Ｊ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】ドーピングについて
【計画内容】ドーピングの意味・現状、検査の方法、禁止薬剤などを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】女性とスポーツ、性差・年齢別のスポーツ内科学
【計画内容】性差、年齢に特有なスポーツ障害の諸問題を知る。またこれまでの知識の確認を行う。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

科 目 名 スポーツ内科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 沖田　孝一
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修
［健］健康運動実践指導者 _ 必修

そ の 他 ｢機能解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣を履修済みであることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツにおけるパフォーマンスは日常生活活動動作と比較して非常に大きなエネルギーを伴うため、特異的
なケガが発生することからスポーツ活動中に生じるケガをスポーツ外傷・障害と呼ぶ。本科目では、スポーツ
外傷・障害に関する理解を深めるために、体幹・上肢・下肢のスポーツ外傷・障害について代表的な運動器疾患を
中心に、病態や発生機転、診断方法について解説する。

到
達
目
標

⑴上肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑵体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑶下肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑷重篤な外傷の病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑸年齢、性別によるスポーツ外傷・障害の特徴を理解できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ外傷・障害総論
【計画内容】スポーツ傷害と外傷について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ外傷・障害総論』を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨
盤』を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1～3回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害
【計画内容】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5～7回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】手・指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 2. 膝関節』『下肢のスポーツ外傷・障害 3. 下腿部』を
読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】ケースカンファレンス3
【計画内容】第12～13回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 スポーツ整形外科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 吉田૱美、2016年、『資格に役立つスポーツ心理学ワークブック　改訂版』、中੢出版  
ຸ内豊・竹田།史・吉田૱美、2016年、『基礎から学ぶスポーツ心理学　改訂版』、中੢出版      

参 考 書 日本スポーツ心理学会、2016年、『スポーツメンタルトレーニング教本』、大修館書店      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足 ワークブック   レポート   質問・プリント   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。E-Mail:ssyyy@juno.ocn.ne.jp
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 自らスポーツメンタルトレーニングを実施できる受講生対象です。
シラバスの順൪は前後することがあります。講義で説明いたします。ٳ講の場合は補講日で実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツ心理学におけるメンタルトレーニングについて理解を深め、基本的なメンタルトレーニングを実施で
きる知識・技術を身につけることを目的とする。また、この授業では実際にメンタルトレーニングを実施し、そ
の内容・結果・考察を行い、スポーツ選手がどのような問題を抱え競技しているのかその対処法を学ぶ。

到
達
目
標

⑴メンタルトレーニングの基本的な内容を理解し、実践できる。
⑵メンタルトレーニングの実施結果をまとめ、分析・考察することができる。
⑶スポーツ場面の心理的問題点に対して、心理的スキルにয点を当て対処法を考えることができる。
⑷アスレチックトレーナーに必要な心理的問題を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業の実施方法、評価方法などについて紹介し、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】ワークブック第1章とシラバスの内容を熟知しておくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】心理的スキルと自己分析
【計画内容】メンタルトレーニングに必要な心理スキルを学び、実際に心理テストを利用して自分の心理的特性を把握
する。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第2章を読んで確認しておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】心の問題と動機づけの理論
【計画内容】心理的な問題（バーンアウト・スランプ）に直面した時の対処法の検討及び認知、情動、欲求の側面から動機
づけ理論について学ぶ。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第3章を読んでおくこと。

Ｂ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】目標設定の種類と方法
【計画内容】目標設定の原理・原則、目標種類とその方法を学び、効果的な目標設定方法とはどのようなものか理解し、実
際に目標設定を体験する。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第4章を読み、自分の目標を表現できるようにしておくこと。

Ｂ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】心のコンディショニングの必要性
【計画内容】心理的スキについて確認し、心のコンディショニングの調整方法、ピークパフォーマンスの状態と特徴、感
情の状態を把握するためのモデリング技法について学ぶ。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第9章を読み、心のコンディショニングについて理解を深めておく
こと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】競技別覚੧水準とパフォーマンスの関係
【計画内容】各競技の最適な覚੧状態について学び、やる気が高まりすぎた時のリラクセーションの方法、気持ちを高
め、やる気を高めるサイキングアップの方法について学び、実際に体験する。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第5章を読んでおくこと。

Ｂ、Ｄ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】集中力の高め方
【計画内容】注意の性質について学び、集中できない要因や集中力を高める技法を示しながらメンタルトレーニングを
実施する上で、必要な知識を学び自分にあった方法を検討する。

【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第6章を読んでおくこと。

Ｂ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】イメージトレーニングの活用方法
【計画内容】目的に合わせたイメージトレーニング方法及びセルフイメージなどを学び、効果的なイメージトレーニン
グの活用について検討する。

【準備学習の内容】指定したテキスト第7章及びワークブックを読んでおくこと。

Ｂ、Ｋ、Ｌ

第
9

【テーマ】積極的思考・セルフトークの活用方法
【計画内容】積極的思考やセルフトークを活用することの効果や利用方法を学び、自分にあった活用方法を検討する。
【準備学習の内容】指定したテキスト、ワークブック第8章を読んでおくこと。

Ｂ、Ｋ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】メンタルトレーニングを実施するための具体的な目標設定
【計画内容】心理テスト、自己分析、これまで学習した心理的スキルを利用して、自分のメンタルを強化するための目標
を設定する。

【準備学習の内容】これまで学習した第1章から第9章まで読んでおくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
11

【テーマ】メンタルトレーニング実施計画の作成
【計画内容】実際に実施するメンタルトレーニングのスキル内容、時間・日程・内容などの詳細な計画を作成する。
【準備学習の内容】指定したテキスト第14章｢メンタルサポートの実際｣を読んでおくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】メンタルトレーニングの実施①コミュニケーションスキル
【計画内容】実施したメンタルトレーニング経過の記録を伝える、わかりやすく表現するためのコミュニケーションに
ついて学ぶ。

【準備学習の内容】ワークブック第12章の｢コミュニケーションについて｣を読んでおくこと。

Ｂ、Ｄ、Ｋ

第
13

【テーマ】メンタルトレーニングの実施②心理的スキルの実施中間報告
【計画内容】実際に実施した心理的スキルの導入の方法および実施状況の分析、報告を行い、効果的な方法を検討する。
【準備学習の内容】実施した心理的スキルの内容及び実施状況をまとめて報告できるようにしておくこと。

Ｂ、Ｊ、Ｍ

第
14

【テーマ】メンタルトレーニングと心理的スキル
【計画内容】実際にメンタルトレーニングを実施した内容の振り返りと理解度を確認するためにまとめを実施する。
【準備学習の内容】これまで学習した内容について理解を深めておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】メンタルトレーニング実施の最終報告
【計画内容】メンタルトレーニングを実施した報告書を提出及びこれまでの自分の学習を振り返り、目標の達成度、取り
組み内容についての評価を行う。

【準備学習の内容】これまで実施した内容の確認及び実施した内容をまとめて提出できるようにしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｊ

科 目 名 メンタルトレーニング演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　૱美

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修
［健］健康運動実践指導者 _ 必修

そ の 他 ｢機能解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣を履修済みであることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツにおけるパフォーマンスは日常生活活動動作と比較して非常に大きなエネルギーを伴うため、特異的
なケガが発生することからスポーツ活動中に生じるケガをスポーツ外傷・障害と呼ぶ。本科目では、スポーツ
外傷・障害に関する理解を深めるために、体幹・上肢・下肢のスポーツ外傷・障害について代表的な運動器疾患を
中心に、病態や発生機転、診断方法について解説する。

到
達
目
標

⑴上肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑵体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑶下肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑷重篤な外傷の病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑸年齢、性別によるスポーツ外傷・障害の特徴を理解できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ外傷・障害総論
【計画内容】スポーツ傷害と外傷について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ外傷・障害総論』を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨
盤』を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1～3回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害
【計画内容】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5～7回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】手・指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 2. 膝関節』『下肢のスポーツ外傷・障害 3. 下腿部』を
読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】ケースカンファレンス3
【計画内容】第12～13回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 スポーツ整形外科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義で説明します      

参 考 書   2018年、『日本体育協会公認ジュニアスポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会  
  2018年、『日本体育協会公認スポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   30%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［ス］［健］公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

我が国の子どもの体力はピーク時と比較して依然低い傾向にあります。子ども達が健やかに成長する上で運
動・スポーツとの関わりは極めて重要です。本授業では、基礎理論を基に安全で有効な運動・スポーツが実施で
きるジュニアスポーツ指導を目指し、指導者の視点で子どもと運動・スポーツについて考え理解を深めます。

到
達
目
標

⑴子どもを取り巻く問題やその背景について理解できる。
⑵子どもの発育発達が理解できる。
⑶ジュニアスポーツ指導上の留意事項を理解できる。
⑷ジュニア期の競技スポーツについて理解する。
⑸子どもとスポーツの課題をまとめ発表できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業の目的、計画、評価等について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】子どもを取り巻く問題とその背景
【計画内容】我が国の子どもを取り巻く問題とその背景を学ぶ。
【準備学習の内容】参考資料などを読んでおく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】生涯発達とジュニアスポーツ
【計画内容】生涯スポーツの視点からジュニア期の望ましい運動経験を考える。
【準備学習の内容】前回の復習をしておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】幼児期の発育発達
【計画内容】誕生から幼児期までの発達を学び、運動の必要性を考える。
【準備学習の内容】参考書などを読んでおく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】幼児期の運動指導
【計画内容】幼児期の運動の重要性を理解し、指導法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】ジュニアスポーツ指導の実際
【計画内容】ジュニアスポーツクラブでのこどもの動きを確認する。運動パターンを分類する。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】　ジュニア期の身体的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の身体的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ジュニア期の心理的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の心理的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習を復習しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】ジュニア期に多いケガや病気
【計画内容】発育発達期に多い怪我や病気を学び、安全で有効なジュニアスポーツ指導を考える。
【準備学習の内容】子どもの頃の体験をまとめておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】コーディネーション能力とジュニア期の運動
【計画内容】ジュニア期のコーディネーション能力の重要性と、コーディネーション運動の実際について学
ぶ。

【準備学習の内容】子どもの頃体験した遊びをまとめておくこと。

Ａ、Ｅ

第
11
回

【テーマ】ジュニア期のトレーニングプログラム①
【計画内容】一貫指導の重要性や発育発達に応じた指導について学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツ体験をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】発育発達期のトレーニングプログラム②
【計画内容】我が国のジュニアスポーツの実態を学ぶ。少年団活動・タレント発掘事業の事例を調べ発表す
る。

【準備学習の内容】ジュニアスポーツの事例をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導①
【計画内容】スポーツモラル、フェアプレーについて学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツモラルに関わる事例を調べておく。

  Ａ

第
14
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導②
【計画内容】望ましいジュニアスポーツ指導者について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習をまとめておくこと。

  Ａ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】これまでの講義で学んだことを振り返って、今後の指導に活かすことができるよう整理する。
【準備学習の内容】配付資料をまとめておくこと。

Ｋ

科 目 名 ジュニアスポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 畠山　孝子
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書   プリントを使用する  
  講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に評価や授業内容について具体的に説明します。

資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修、障がい者スポーツ指導員 _ 必修
［健］障がい者スポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 出席を重視します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツの取り組みは、余暇生活の充実といった視点からも、障がいのある人の生活において大変重要な役割
を果たしている。本講義では、ICF（国際生活機能分類）による国際的な障がいの考え方を明らかにした上で、
様々な障がいの病理と特徴について学ぶ。その上で、障がいに対応した様々なスポーツの取り組みやパラリン
ピックの種目について知ることを目的とする。

到
達
目
標

⑴様々な障がいの基本的事項について理解する。
⑵障がいのある人の生活の充実のためにスポーツが果たす役割について理解する。
⑶各障がいに応じた配慮事項について理解し、様々な障がい者スポーツの種目やルールについて知る。
⑷パラリンピックの種目について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1

【テーマ】講義のガイダンス～障がい者スポーツの意義と理念～
【計画内容】15回の講義展開を説明し、いわゆる｢障がい｣とはどのような状態を指すのか考える。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
2

【テーマ】｢障がい｣とは～ ICF の理念をもとに～（含ボランティア論）
【計画内容】ICF（国際生活機能分類）に基づく障がいの考え方について理解する。
【準備学習の内容】前回の講義内容の要点を整理しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】身体障がいとは（1）～肢体不自由、脳性マヒ～
【計画内容】肢体不自由の定義を知り、その中でも多くを占める脳性マヒの病理について理解する。合わせて肢体
不自由者の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】身体障がいとは（2）～視覚障がい～
【計画内容】視覚障がいの心理や生理、病理について知り、支援の方法について理解する。合わせて視覚障がい者
の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】身体障がいとは（3）～聴覚障がい～
【計画内容】聴覚障がいの心理や生理、病理について知り、聴覚障がいのある人とのコミュニケーションについて
理解する。合わせて聴覚障がい者の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】様々な障がい～知的障がい、精神障がい、内部障がい等～
【計画内容】知的障がい、精神障がい、内部障がいの心理や生理、病理について知り、支援の方法について理解する。
合わせてこうした障がいのある人の運動能力の特徴やトレーニング方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
7

【テーマ】障がい者にとっての運動の意義と効果～アダプテッドスポーツの概念～
【計画内容】アダプテッドスポーツの概念について知り、障がい者にとっての運動の意義を理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】障がい受容のプロセス
【計画内容】事故による脊椎損傷等の中途障がいについて知り、受容のプロセスをアスリート達の体験談から理解
する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
9

【テーマ】障がい者スポーツの歴史
【計画内容】障がい者スポーツの国際大会及び国内大会の歴史について知る。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
10

【テーマ】障がい者スポーツで使われる義肢と装具
【計画内容】障がい者スポーツで使用される義肢や装具の構造について理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
11

【テーマ】車椅子の構造と種類
【計画内容】様々な障がい者スポーツで使用される車椅子の種類について知り、その構造を理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】様々な障がい者スポーツ
【計画内容】パラリンピック種目を中心に、様々な障がい者スポーツの種目を知り、各種目のルールについて理解
する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
13

【テーマ】安全管理
【計画内容】障がい者が安全にスポーツを行うための安全対策や手当の方法について理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】重度障がい者とスポーツ
【計画内容】電動車椅子サッカーなどの重度障がい者が行っているスポーツを知り、重度障がい者にとってのス
ポーツの意義について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】特別支援学校におけるスポーツの取り組み
【計画内容】ボッチャなど特別支援学校で行っているスポーツ指導の内容を知り、個に応じた配慮の重要性と、重
度障がい者にスポーツをアダプトすることの意義やその方法について理解する。

【準備学習の内容】特別支援学校の対象となる生徒の実態について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

科 目 名 障がい者スポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 阿部　達彦

テキスト   講義で説明します      

参 考 書   2018年、『日本体育協会公認ジュニアスポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会  
  2018年、『日本体育協会公認スポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   30%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［ス］［健］公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

我が国の子どもの体力はピーク時と比較して依然低い傾向にあります。子ども達が健やかに成長する上で運
動・スポーツとの関わりは極めて重要です。本授業では、基礎理論を基に安全で有効な運動・スポーツが実施で
きるジュニアスポーツ指導を目指し、指導者の視点で子どもと運動・スポーツについて考え理解を深めます。

到
達
目
標

⑴子どもを取り巻く問題やその背景について理解できる。
⑵子どもの発育発達が理解できる。
⑶ジュニアスポーツ指導上の留意事項を理解できる。
⑷ジュニア期の競技スポーツについて理解する。
⑸子どもとスポーツの課題をまとめ発表できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業の目的、計画、評価等について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】子どもを取り巻く問題とその背景
【計画内容】我が国の子どもを取り巻く問題とその背景を学ぶ。
【準備学習の内容】参考資料などを読んでおく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】生涯発達とジュニアスポーツ
【計画内容】生涯スポーツの視点からジュニア期の望ましい運動経験を考える。
【準備学習の内容】前回の復習をしておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】幼児期の発育発達
【計画内容】誕生から幼児期までの発達を学び、運動の必要性を考える。
【準備学習の内容】参考書などを読んでおく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】幼児期の運動指導
【計画内容】幼児期の運動の重要性を理解し、指導法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】ジュニアスポーツ指導の実際
【計画内容】ジュニアスポーツクラブでのこどもの動きを確認する。運動パターンを分類する。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】　ジュニア期の身体的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の身体的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ジュニア期の心理的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の心理的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習を復習しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】ジュニア期に多いケガや病気
【計画内容】発育発達期に多い怪我や病気を学び、安全で有効なジュニアスポーツ指導を考える。
【準備学習の内容】子どもの頃の体験をまとめておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】コーディネーション能力とジュニア期の運動
【計画内容】ジュニア期のコーディネーション能力の重要性と、コーディネーション運動の実際について学
ぶ。

【準備学習の内容】子どもの頃体験した遊びをまとめておくこと。

Ａ、Ｅ

第
11
回

【テーマ】ジュニア期のトレーニングプログラム①
【計画内容】一貫指導の重要性や発育発達に応じた指導について学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツ体験をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】発育発達期のトレーニングプログラム②
【計画内容】我が国のジュニアスポーツの実態を学ぶ。少年団活動・タレント発掘事業の事例を調べ発表す
る。

【準備学習の内容】ジュニアスポーツの事例をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導①
【計画内容】スポーツモラル、フェアプレーについて学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツモラルに関わる事例を調べておく。

  Ａ

第
14
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導②
【計画内容】望ましいジュニアスポーツ指導者について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習をまとめておくこと。

  Ａ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】これまでの講義で学んだことを振り返って、今後の指導に活かすことができるよう整理する。
【準備学習の内容】配付資料をまとめておくこと。

Ｋ

科 目 名 ジュニアスポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 畠山　孝子
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書
財団法人日本レクリエーション協会編、1994年、『レクリエーションマネジメント』、大修館書店、4469262838
財団法人日本レクリエーション協会、2010年、『レクリエーション支援の基礎』、財団法人日本レクリエーション協会、9784931180819
財団法人日本レクリエーション協会、2006年、『豊かに遊べる仕組みをつくる：レクリエーション・コーディネートのすすめかた：レク
リエーション・コーディネーター養成テキスト』、財団法人日本レクリエーション協会、493118068X

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足     作品       

質問への対応 初回の講義時に説明します。
資 格［ス］アシスタントマネージャー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修　　［健］アシスタントマネージャー _ 必修

そ の 他 1年次開講の「レジャー・レクリエーション論」、2年次開講の「レクリエーション実技」「野外・レクリエーション指導
論」を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、現代社会におけるレクリエーションの意義からレクリエーション組織の経営、レクリエーション
サービスにおけるマーケティングやプロモーションなど、レクリエーションマネジメントに関する理論や方法
論について学習します。また、数回の授業を使って室内できる簡易的なレクリエーションイベントを実際に体
験することで、レクリエーションがもたらす成果についても体験的に学習します。

到
達
目
標

⑴現代社会におけるレクリエーションの意義について理解する。
⑵レクリエーションイベントの企画や運営、安全管理等について理解する。
⑶レクリエーション組織のマネジメントについて理解する。
⑷レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】講義内容や展開方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会におけるレクリエーションの意義
【計画内容】現代社会においてレクリエーションの意義や担う役割について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】レクリエーションマネジメントの基礎
【計画内容】レクリエーションマネジメントに関する基礎理論について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】ライフスタイルとレクリエーション
【計画内容】各ライフステージにおけるレクリエーションの意義について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】レクリエーションイベントの企画と運営
【計画内容】レクリエーションイベントの企画や運営について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】レクリエーションイベントにおける安全管理と法的責任
【計画内容】レクリエーションイベントにおける安全管理や法的責任について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際①（説明・準備）
【計画内容】学習理解度調査レポートの実施と室内で手軽にできるレクリエーションイベントの説明を行い
ます。

【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際②（課題作成）
【計画内容】誰でも手軽にできる室内レクリエーションイベントを実際に体験します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ｈ

第
9
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際③（評価）
【計画内容】前回の授業内容をもとにレクリエーションがもたらす成果について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント①
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント②
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるマーケティング
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるプロモーション
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるプロモーションについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】講義の振り返り
【計画内容】これまでの講義を振り返り、学習状況を把握するためのレポートを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】講義のまとめ
【計画内容】これまでの講義のまとめを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を整理し、まとめておくこと。

Ｌ

科 目 名 レクリエーションマネジメント 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 德田　真彦
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 公益社団法人日本キャンプ協会、2015年、『キャンプ指導者入門』、公益社団法人日本キャンプ協会  
公益社団法人日本キャンプ協会、2010年、『キャンプディレクター必携』、公益社団法人日本キャンプ協会      

参 考 書   講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   70%   
補 足     レポート   実習   

質問への対応 初回授業時に具体的に説明します。
資 格［ス］レク・コーディネーター _ 必修、キャンプディレクター _ 必修

そ の 他
2年次開講の「野外教育論」「野外教育実習」「野外・レクリエーション指導論」「ઇ上活動実習」「レクリエーション 
実技」のうち、4科目以上を履修していることが望ましい。指導者を目指し、積極的かつ真᎜な態度で受講してくだ 
さい。 北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本演習は、組織教育キャンプの企画・運営・評価を体験学習し、野外教育指導者としての知識と技術を深めるこ
とを目的に開講します。 実習前の講義では、履修条件にڍげた諸科目を通して学んだ基礎的な理論や技術をも
とに実習の一部を企画します。実習中は、本学2 年次対象の開講科目である｢野外教育実習｣のスタッフとして
かかわり、指導者としての役割について学びを深めます。実習後は、実習 の評価会運営や報告書作成を通して
評価法を学びます。

到
達
目
標

⑴野外教育指導者に求められる基礎的な知識や技術が身についている。
⑵野外教育プログラムの企画、運営（指導・安全管理など）、評価ができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業のねらい、展開方法について説明します。（全教員）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】組織キャンプの理論と実際
【計画内容】組織キャンプの基礎的な理論や歴史、社会における役割等について再確認し、指導者としての心構え
を学びます。（粥川道子）

【準備学習の内容】】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】キャンプマネジメント
【計画内容】組織キャンプにおけるマネジメントの考え方やスタッフの役割について学びます。（粥川道子）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】組織キャンプにおける安全管理
【計画内容】指導者に求められる安全管理の考え方や視点等についてワークショップを通じて学びます。
（粥川道子）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】組織キャンプの計画
【計画内容】｢野外教育実習｣の計画に携わり、環境に配慮し、教育効果の高いプログラムを計画する方法について
学びます。（德田真彦）

【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】アクティビティの企画
【計画内容】｢野外教育実習｣で実施するアクティビティを企画し、企画力を身につけます。（安原政志）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】組織キャンプの準備1
【計画内容】｢野外教育実習｣の健康調査等の準備をとおして安全管理の重要性を学びます。（全教員）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】フィールド調査と指導技術のトレーニング（国立日高青少年自然の家）
【計画内容】｢野外教育実習｣の実地踏査を通じて、アクティビティ指導のトレーニングや安全管理の実践を行いま
す。（全教員）

【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】野外生活技術の指導法
【計画内容】環境に配慮した野外生活技術の指導法を学びます。（德田真彦）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ｅ

第
10
回

【テーマ】イニシアティブήームの指導法
【計画内容】｢野外教育実習｣で行うイニシアティブήームの指導法を学びます。（安原政志）
【準備学習の内容】前回の授業で示した文献・資料等を読んでおくこと。

Ｅ

第
11
回

【テーマ】組織キャンプの準備2
【計画内容】食ྐ計画、装備計画の立案・準備等の実践を通じてキャンプマネジメントについて学びます。（全教員）
【準備学習の内容】計画に必要な情報を収集し、資料を準備しておくこと。

Ｅ

第
12
回

【テーマ】｢野外教育実習｣の指導1（国立日高青少年自然の家）
【計画内容】｢野外教育実習｣のスタッフとして運営にかかわり、指導者としての知識と技術を深めます。（全教員）
【準備学習の内容】野外教育指導者に求められる知識と技術について復習しておくこと。

Ｄ

第
13
回

【テーマ】｢野外教育実習｣の指導2（国立日高青少年自然の家）
【計画内容】グループリーダーとして｢振り返り｣を実際に指導し、ファシリテーション技術を深めます。（全教員）
【準備学習の内容】｢振り返り｣の指導方法について復習しておくこと。

Ｄ

第
14
回

【テーマ】｢野外教育実習｣の指導3（国立日高青少年自然の家）
【計画内容】食 ・ྐ装備スタッフの役割を実際に体験し、キャンプマネジメントについて学びを深めます。（全教員）
【準備学習の内容】キャンプマネジメントについて復習しておくこと。

Ｄ

第
15
回

【テーマ】組織キャンプの評価
【計画内容】｢野外教育実習｣の報告書作成を通して評価法を学びます。（全教員）
【準備学習の内容】｢野外教育実習｣の成果等を整理し、まとめておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｇ

科 目 名 野外教育指導演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 德田　真彦、粥川　道子、安原　政志

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書
財団法人日本レクリエーション協会編、1994年、『レクリエーションマネジメント』、大修館書店、4469262838
財団法人日本レクリエーション協会、2010年、『レクリエーション支援の基礎』、財団法人日本レクリエーション協会、9784931180819
財団法人日本レクリエーション協会、2006年、『豊かに遊べる仕組みをつくる：レクリエーション・コーディネートのすすめかた：レク
リエーション・コーディネーター養成テキスト』、財団法人日本レクリエーション協会、493118068X

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足     作品       

質問への対応 初回の講義時に説明します。
資 格［ス］アシスタントマネージャー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修　　［健］アシスタントマネージャー _ 必修

そ の 他 1年次開講の「レジャー・レクリエーション論」、2年次開講の「レクリエーション実技」「野外・レクリエーション指導
論」を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、現代社会におけるレクリエーションの意義からレクリエーション組織の経営、レクリエーション
サービスにおけるマーケティングやプロモーションなど、レクリエーションマネジメントに関する理論や方法
論について学習します。また、数回の授業を使って室内できる簡易的なレクリエーションイベントを実際に体
験することで、レクリエーションがもたらす成果についても体験的に学習します。

到
達
目
標

⑴現代社会におけるレクリエーションの意義について理解する。
⑵レクリエーションイベントの企画や運営、安全管理等について理解する。
⑶レクリエーション組織のマネジメントについて理解する。
⑷レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】講義内容や展開方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会におけるレクリエーションの意義
【計画内容】現代社会においてレクリエーションの意義や担う役割について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】レクリエーションマネジメントの基礎
【計画内容】レクリエーションマネジメントに関する基礎理論について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】ライフスタイルとレクリエーション
【計画内容】各ライフステージにおけるレクリエーションの意義について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】レクリエーションイベントの企画と運営
【計画内容】レクリエーションイベントの企画や運営について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】レクリエーションイベントにおける安全管理と法的責任
【計画内容】レクリエーションイベントにおける安全管理や法的責任について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際①（説明・準備）
【計画内容】学習理解度調査レポートの実施と室内で手軽にできるレクリエーションイベントの説明を行い
ます。

【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際②（課題作成）
【計画内容】誰でも手軽にできる室内レクリエーションイベントを実際に体験します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ｈ

第
9
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際③（評価）
【計画内容】前回の授業内容をもとにレクリエーションがもたらす成果について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント①
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント②
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるマーケティング
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるプロモーション
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるプロモーションについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】講義の振り返り
【計画内容】これまでの講義を振り返り、学習状況を把握するためのレポートを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】講義のまとめ
【計画内容】これまでの講義のまとめを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を整理し、まとめておくこと。

Ｌ

科 目 名 レクリエーションマネジメント 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 德田　真彦
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育
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学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領保健体育編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領保健体育編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     指導案等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 選択、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 教職課程を履修する学生が望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

サッカーの技術を身につけるとともに、ルールを理解した上で教育現場で計画的に授業を展開するために必要
な指導力を養うことを目的とする。授業では、実技の実践のみならず、グループでの模擬授業の立案・実践・振
り返りを通じて、コミュニケーションスキル等の社会的スキルを高めることも目的とする。

到
達
目
標

⑴体育の授業や初心者レベルの指導で模範ができるような基礎技術が身につく。
⑵教育現場で授業を計画的に実施するための指導力が身につく。
⑶基本的な競技規則を理解する。
⑷実技の実践、指導の立案・実践・振り返りを通して社会的スキルを養う。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

  Ｂ

第
2
回

【テーマ】個人技術（ドリブル）
【計画内容】٭でボールを運ぶ技術について学びます。
【準備学習の内容】ドリブルの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ  

第
3
回

【テーマ】個人技術（インサイドキック）
【計画内容】足部内側でボールを打つ技術について学びます。
【準備学習の内容】インサイドキックの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
4
回

【テーマ】個人技術（インステップキック）
【計画内容】足部正面で強くボールを打つ技術について学びます。
【準備学習の内容】インステップキックの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
5
回

【テーマ】グループ戦術（2Ws2）
【計画内容】2対2という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】2対2という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
6
回

【テーマ】グループ戦術（3Ws3）
【計画内容】3対3という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】3対3という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
7
回

【テーマ】グループ戦術（4Ws4）
【計画内容】4対4という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】4対4という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
8
回

【テーマ】ήーム（6Ws6）
【計画内容】6対6のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ  

第
9
回

【テーマ】ήーム（8Ws8）
【計画内容】8対8のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ    

第
10
回

【テーマ】ήーム（11Ws11）
【計画内容】11対11のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ    

第
11
回

【テーマ】模擬授業実践①
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ  

第
12
回

【テーマ】模擬授業実践②
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
13
回

【テーマ】模擬授業実践③
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
14
回

【テーマ】模擬授業実践④
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】学習した技術や戦術等の要点を整理した上で、模擬授業の振り返り及び総括を行う。
【準備学習の内容】各自で模擬授業の振り返りを行っておくこと。

Ｂ、Ｌ  

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（サッカー） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 安部　久貴
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト
  2013年、『体つくり運動 ︲ 授業の考え方と進め方 ︲ 改訂版』、東洋館出版社  
文部科学省、『中学校学習指導要領解説保健体育編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説保健体育編  』

参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20%   20% 20% 30% 10%
補 足 第16回目   指導案と指導 グループ発表   記録ノート

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修、健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他
課題評価は指導案10％と指導10％（第12、13、14回のいずれかに1回指導を行う）、作品発表は、Ｇボールのグループ発
表20％（第5回）。2名の教員によるオニムバス形式で展開します。
北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

1. ｢体つくり運動｣のねらいと内容について基本的な理論を学習する。
2. ｢体つくり運動｣の基本的な運動の行い方を身につけ、஥間と৮れ合いながら、体を動かす楽しさを体験する。
3. 生涯スポーツの観点から教材開発や運動プログラムの作成を行い、指導者としての資質を高める。

到
達
目
標

⑴体つくり運動の目的と背景、ねらいについて説明できる。
⑵目的や発達段階など対象者に合わせて体力を高める運動を構成することができる。
⑶ 体ほ͙しの運動を通して自分や他者の心身の状態に気付くとともに、調整の仕方を習得し、஥間と協力して

活動できる。
⑷学習指導案を作成し、指導できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション～体つくり運動の背景と位置づけ　体への気づき
【計画内容】セルフチェック。ストレッチ・ポールやボールなど用具を用いた｢気づき｣と｢調整｣。（全教員）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】体つくり運動のねらいと内容　体の調整　ストレッチングと柔軟体操
【計画内容】柔軟性のレベルに合わせたストレッチングの方法や用具を用いた調整の仕方を学ぶ。（増山ঘ美）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
3
回

【テーマ】体つくり運動の理論　小学校・中学校・高等学校での展開の仕方
【計画内容】目的とねらい、位置づけ、学習指導案の作成と教材づくりについて理解する。体ほ͙しの運動の行い方を知
る。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】テキスト p.18～ p.22に目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
4
回

【テーマ】体ほ͙しの運動の教材化①教材化の視点
【計画内容】身体重心　G ボールを用いた体つくり運動の体験。集団で行うリズミカルな運動の作成と動きの高め方。
（作田文子）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ、
Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】体ほ͙しの運動の教材化②指導のポイントと評価の観点　G ボール・グループ発表
【計画内容】集団で行うリズミカルな運動のプログラムを発表する。評価の仕方を理解する。（作田文子）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】体ほ͙しの運動の教材化③体ほ͙しの運動を実生活に生かす
【計画内容】体ほ͙しの運動を目的に応じて組み合わせたり、஥間と協力して課題に௅戦する運動を通して、自らの実生
活にいかす方法を考える。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】テキスト・資料に目を通しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】ウォーミングアップとクールダウン
【計画内容】ウォーミングアップとクールダウンの目的や方法を理解する。（増山ঘ美）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】体力を高める運動①フープを用いた޼៛性を高める運動
【計画内容】神経系の発達を促す、޼みさを高める運動と指導方法を習得する。（作田文子）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】体力を高める運動②୹ೄを用いた持続力を高める運動
【計画内容】心肺機能を高める運動について、୹ೄとびの技術を習得するとともに目標運動強度設定の方法を理解する。
（作田文子）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】体力を高める運動③長ೄを用いた஥間との交流と技能の習得
【計画内容】心肺機能を高める運動について、長ೄとび、ダブルダッチの௓び方や回し方のポイントをつかむ。
（増山ঘ美）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】体力を高める運動④筋力を高める運動と柔軟性を高める運動～ペアで行う運動、レジスタンスエクササイズ
とストレッチング～

【計画内容】力強さと柔軟性を高める運動について～ペアで行う補強運動とストレッチング～（作田文子）
【準備学習の内容】テキストに目を通しておく。

Ｂ、Ｅ

第
12
回

【テーマ】体つくり運動：教材の発表及び指導①
【計画内容】各自が作成した指導案に基づき、教材の発表及び指導を行う。（全教員）
【準備学習の内容】指導案の内容を確認し、確実に指導できるよう準備しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｆ

第
13
回

【テーマ】体つくり運動：教材の発表及び指導②
【計画内容】教材の発表及び指導。（全教員）
【準備学習の内容】指導案の内容を確認し、確実に指導できるよう準備しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｆ

第
14
回

【テーマ】体つくり運動：教材の発表及び指導③
【計画内容】教材の発表及び指導。（全教員）
【準備学習の内容】指導案の内容を確認し、確実に指導できるよう準備しておく。

Ｂ、Ｅ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】指導と評価についてのまとめ・セルフチェック・板書内容の確認
【計画内容】ねらいを達成できたか各自の指導を振り返る。セルフチェックを行い、第1回に実施した時の状態と比較す
る。板書内容の振り返りと確認を行う。（全教員）

【準備学習の内容】これまでの板書内容及びノートの復習、各自で実施した指導案の修正。

Ｂ、Ｅ、Ｌ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（体つくり運動） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 増山　ঘ美、作田　文子

テキスト   講義時に説明する      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領保健体育編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領保健体育編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     指導案等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 選択、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 教職課程を履修する学生が望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

サッカーの技術を身につけるとともに、ルールを理解した上で教育現場で計画的に授業を展開するために必要
な指導力を養うことを目的とする。授業では、実技の実践のみならず、グループでの模擬授業の立案・実践・振
り返りを通じて、コミュニケーションスキル等の社会的スキルを高めることも目的とする。

到
達
目
標

⑴体育の授業や初心者レベルの指導で模範ができるような基礎技術が身につく。
⑵教育現場で授業を計画的に実施するための指導力が身につく。
⑶基本的な競技規則を理解する。
⑷実技の実践、指導の立案・実践・振り返りを通して社会的スキルを養う。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

  Ｂ

第
2
回

【テーマ】個人技術（ドリブル）
【計画内容】٭でボールを運ぶ技術について学びます。
【準備学習の内容】ドリブルの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ  

第
3
回

【テーマ】個人技術（インサイドキック）
【計画内容】足部内側でボールを打つ技術について学びます。
【準備学習の内容】インサイドキックの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
4
回

【テーマ】個人技術（インステップキック）
【計画内容】足部正面で強くボールを打つ技術について学びます。
【準備学習の内容】インステップキックの仕方について自分で調べておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
5
回

【テーマ】グループ戦術（2Ws2）
【計画内容】2対2という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】2対2という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
6
回

【テーマ】グループ戦術（3Ws3）
【計画内容】3対3という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】3対3という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
7
回

【テーマ】グループ戦術（4Ws4）
【計画内容】4対4という状況の中で効果的に個人技術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】4対4という状況下での߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ    

第
8
回

【テーマ】ήーム（6Ws6）
【計画内容】6対6のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ  

第
9
回

【テーマ】ήーム（8Ws8）
【計画内容】8対8のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ    

第
10
回

【テーマ】ήーム（11Ws11）
【計画内容】11対11のήームの中で効果的に個人技術とグループ戦術を発شする方法について学びます。
【準備学習の内容】ήームでの߈防について自分なりに作戦を考えておくこと。

Ｂ、Ｅ  、Ｈ    

第
11
回

【テーマ】模擬授業実践①
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ  

第
12
回

【テーマ】模擬授業実践②
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
13
回

【テーマ】模擬授業実践③
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
14
回

【テーマ】模擬授業実践④
【計画内容】グループごとにテーマを割り当てて模擬授業を実践する。
【準備学習の内容】事前に指導案を作成すること。

Ｂ、Ｅ  、Ｎ    

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】学習した技術や戦術等の要点を整理した上で、模擬授業の振り返り及び総括を行う。
【準備学習の内容】各自で模擬授業の振り返りを行っておくこと。

Ｂ、Ｌ  

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（サッカー） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 安部　久貴
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ス
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教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領保健体育編  』
全国ダンス・表現運動授業研究会、2011年、『明日からトライ � ダンスの授業』、大修館書店、9784469267228    

参 考 書
文部科学省、2013年、『学校体育実技指導資料第9集　表現運動系及びダンス指導の手引』、東洋館出版社、9784491029771
日本フォークダンス連ໍ、1990年、『学校フォークダンス指導の手引き』、大修館書店、4469261793
公益社団法人日本女子体育連ໍ編集、2017年、『女子体育 Wol.59-8・9』、（社）日本女子体育連ໍ  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   10% 10% 20% 40% 20%

補 足   指導法
（第14回・15回）

指導案
（第6回）

作品発表
（第6回・第13回）   記録ノート

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

中学校・高等学校｢保健体育｣の授業で扱う｢創作ダンス｣ ｢フォークダンス｣ ｢現代的なリズムのダンス｣の技能
を高めるとともに、指導方法を学ぶ。ダンスは生涯にわたって楽しむことができる運動である。人とのコミュ
ニケーションを促進し、表現することを通して心の健康にもつながる。この授業では、多様な෣གྷ文化の一端
に৮れ、གྷる楽しさを体験するとともに、作品を創造する方法についても৮れる。

到
達
目
標

⑴ダンスの基本的なリズムや動きを習得する。
⑵創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスの指導案を作成し、指導ができる。
⑶ ダンスにおける時間、空間、ダイナミクスの関係を理解し、自ら小作品を構成したり自由にགྷることができ

る。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】授業の進め方について説明する。ダンスの歴史とジャンル、特性を理解する。学校体育における｢ダンス｣の内容とねらいを理解する。
｢身近な生活や日常動作｣をテーマに、スピードの変化と؇急を生かした動きのތு（デフォルメ）を用いて表現する。即興による動きの探求。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】シラバスの内容と、学習指導要領を読んでおく。

Ｂ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢対極の動きの連続｣をテーマに高さやコントラストを強調したメリハリのある動きの連続で、即興的にགྷる。動きからイメージを๲らませ、
一流れの動きへ発展させる方法について理解する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢群（集団）の動き｣をテーマに空間構成と作品構成について学ぶ。指導案と創作・演出シート作成の方法を理解する。（増山ঘ美）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢物をつかう｣をテーマに物の質感を表現したり、何かに見立ててགྷったりする。創作ダンスの指導法として動きを引き出す言葉がけや、リ
ズム太ޑを用いたアクセントの変化のさせ方を学ぶ。指導案に基づき指導と評価を行う。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】創作ダンスの指導案を作成してくる。

Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】創作ダンス 発表とؑ৆の仕方、評価の観点
【計画内容】既習のテーマの中から好きなテーマを選択し、同じテーマを選んだグループで｢はじめーなかーおわり｣のひとまとまりの動きにして発表す
る。観৆のしかたと評価の方法を学ぶ。他のグループの良かったところを評価したり、観点に沿ってアドバイスできるようにする。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】創作・演出シートを作成してくる。

Ｂ、Ｆ、
Ｈ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】ヒップホップのダウンとアップのリズムを習得する。リズムの特徴をとらえ、体幹部の動きを意識してགྷり続けることができるようにする。
（長谷川由थ）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
7
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】࿹の振りのバリエーションを習得する。リズムにのりながら、࿹の動きを加え、変化を付けてགྷる。
｢フォロー・ザ・リーダー｣ 2人一組や1人対全員で、交代に指導と模฿を行う。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
8
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】足じゃんけんのグー・チョキ・パーを使ってགྷる。足の動きを自分で組み合わせたり工夫したりしてリズムにのってགྷることができるように
する。ダンス・バトルで交流する。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】フォローザリーダーやワンエイトバトルの2人組を通して相手のフィードバックを行う。（長谷川由थ）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】リズムの取り方について深く学ぶ。リズムの表ཪを意識して、アクセントを生かしたダイナミックな動きに௅戦する。フォーメーションや
フロアパターンの効果を生かして、グループでダンスを作る。記録カードを活用して発表のグルーピングを行う。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス　 発表と交流の仕方　評価の観点
【計画内容】16ʷ8のグループのパートと2ʷ8の即興でのソロパートを組み合わせてチームごとに୹い作品にまとめて発表する。サークルでのセッショ
ンやダンス・バトルなどの交流の仕方を学ぶ。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、
Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】フォークダンス
【計画内容】基本的なステップとフォーメーションの用語を理解するとともに、ステップやパートナーチェンジの方法、基本的技能を習得する。フォー
クダンスを通して஥間と交流する楽しさを体験する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】中学校、高等学校で扱うフォークダンスや地域の民གགྷりなどを調べておく。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】フォークダンスの指導
【計画内容】効果的な指導の仕方を学ぶ。グループ毎に指定されたフォークダンスを覚え、他のグループに伝達する。フォークダンスを通して஥間と
交流する楽しさを体験する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】担当するフォークダンスをわかりやすく指導できるように、グループで役割を分担し、指導案を作成してくる。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】指導と評価　1
【計画内容】3つの内容から一つを選び模擬授業の指導案を作成し、グループごとに指導を行う。観点に沿って評価する方法を理解する。
【準備学習の内容】指導案を作成し、グループでの役割分担と授業の準備をする

  Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】指導と評価　2
【計画内容】3つの内容から一つを選び模擬授業の指導案を作成し、グループごとに指導を行う。観点に沿って評価する方法を理解する。
【準備学習の内容】指導案を作成し、グループでの役割分担と授業の準備をする

  Ｂ、Ｆ、Ｈ  

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（ダンス） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 増山　ঘ美、長谷川　由थ
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テキスト   随時プリントを配付します      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領解説保健体育編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説保健体育編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   50% 20%   30%   
補 足   指導内容の理解度 レポート   受講時の取組状況   

質問への対応 授業前後で対応します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 柔道着持参のこと。課題提出の評価20％ : 平時10％・最終10％

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本授業では、我が国ݻ有の文化である武道の中から柔道について学びます。柔道の基本的な礼法や態度、知識、
技術、৹判法、試合運営等について理解を深めるとともに、将来の体育教員を目指す者に対し、学校体育におい
て柔道を指導するに当たっての指導方法や留意事項を修得することを目標とします。

到
達
目
標

⑴ 相手の動きに応じた基本動作から、得意技や連絡・変化技を用いて、相手を౤げたり཈えたりなどの߈防がで
きるようにする。

⑵ 相手を尊重し、礼法などの伝統的な行動を大切にすることや、役割を積極的に引き受けたり責任を果たすこ
とができるようにする。

⑶ 伝統的な考え方、技の名称、体力の高め方、試合の仕方などを理解し、課題に応じた運動を継続することがで
きるようにする。

⑷学校体育の指導に当たって、安全に配慮するとともに、基本的な柔道の指導ができるようにする。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業のねらいや指導内容の説明、及び我が国ݻ有の文化としての柔道について理解する。
【準備学習の内容】シラバス内容の理解。

Ａ

第
2
回

【テーマ】礼法・姿勢・組み方・受身（後方・側方）
【計画内容】相手を尊重し、伝統的な礼法を身につける。また、柔道の基本的な動作や安全のための受身の重
要性を理解する。

【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】礼法・体さばき・่ し・受身（前・前方回転）・౤げ技（膝車）
【計画内容】基本的な౤げ技を練習しながら安全に練習するための受身を身に付ける。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】౤げ技（大腰・背負い౤げ）・かかり練習・約束練習・ݻめ技（ݻ࠰܌め）
【計画内容】技を身に付けるためのかかり練習（打ち込み）と、さらに上達するための約束練習（౤げ込み）。
また、཈え技の基本を練習する。

【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
5
回

【テーマ】౤げ技（大内מ・小内מ）・ݻめ技（肩ݻめ）
【計画内容】౤げ技の種類（手技・足技・腰技）を理解し、཈え技を練習する。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】౤げ技（体མとし）・ݻめ技（ॎ࢛方ݻめ）
【計画内容】౤げ技の種類によって体さばきの工夫が大切なことを理解する。また、཈え技を練習する。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
7
回

【テーマ】౤げ技（෷い腰）・཈え技（ԣ࢛方ݻめ）
【計画内容】様々な౤げ技から各自にあった得意技を身に付ける。また、཈え技を練習する。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
8
回

【テーマ】౤げ技（大外מり）・ݻめ技（上࢛方ݻめ・่ 上࢛方ݻめ）
【計画内容】౤げ技の防ぎ方や返し技を理解する。また、཈え技を練習する。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
9
回

【テーマ】౤げ技（内ވ）・ݻめ技の連絡変化
【計画内容】様々な౤げ技を自由に使えるようにする。また、཈え技の連絡変化ができるようにする。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
10
回

【テーマ】౤げ技（೹౤げ）・ݻめ技（送りۗߜめ）
【計画内容】౤げ技のうちࣺて身技（೹౤げ）を練習する。また、ݻめ技のうちߜめ技（送りۗߜめ）を練習す
る。

【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】౤げ技の連絡変化・ݻめ技（࿹࠳十字ݻ）
【計画内容】得意な二つの౤げ技を連続してかける練習をする。また、ݻめ技のうち関節技（࿹࠳十字ݻ）を
練習する。

【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】౤げ技の自由練習・ݻめ技の自由練習
【計画内容】これまで学んだ技を自由に駆使するとともに、安全に配慮してして自由練習（ཚ取り）を行う。
【準備学習の内容】配付プリントを活用すること。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】౤げ技の自由練習・ݻめ技の自由練習・৹判規定解説
【計画内容】自由練習（ཚ取り）とともに、৹判規定（ルール）を理解し、৹判法を身に付ける。
【準備学習の内容】これまでの配付プリントを整理し課題を確認する。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】簡易試合・৹判法
【計画内容】技の習得の程度に応じた簡易ルールを設定するなど、安全に配慮した簡易試合を行う。また、相
互に৹判を行う。

【準備学習の内容】最終レポートの作成準備をする。

Ｂ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめ・到達度確認
【計画内容】礼法、姿勢、体さばき、受身、౤げ技、ݻめ技等の到達度を確認する。
【準備学習の内容】最終レポートを作成する。

Ｂ、Ｇ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（武道） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉澤　正৳、小山　ਘ明

テキスト 文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領保健体育編  』
全国ダンス・表現運動授業研究会、2011年、『明日からトライ � ダンスの授業』、大修館書店、9784469267228    

参 考 書
文部科学省、2013年、『学校体育実技指導資料第9集　表現運動系及びダンス指導の手引』、東洋館出版社、9784491029771
日本フォークダンス連ໍ、1990年、『学校フォークダンス指導の手引き』、大修館書店、4469261793
公益社団法人日本女子体育連ໍ編集、2017年、『女子体育 Wol.59-8・9』、（社）日本女子体育連ໍ  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   10% 10% 20% 40% 20%

補 足   指導法
（第14回・15回）

指導案
（第6回）

作品発表
（第6回・第13回）   記録ノート

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

中学校・高等学校｢保健体育｣の授業で扱う｢創作ダンス｣ ｢フォークダンス｣ ｢現代的なリズムのダンス｣の技能
を高めるとともに、指導方法を学ぶ。ダンスは生涯にわたって楽しむことができる運動である。人とのコミュ
ニケーションを促進し、表現することを通して心の健康にもつながる。この授業では、多様な෣གྷ文化の一端
に৮れ、གྷる楽しさを体験するとともに、作品を創造する方法についても৮れる。

到
達
目
標

⑴ダンスの基本的なリズムや動きを習得する。
⑵創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスの指導案を作成し、指導ができる。
⑶ ダンスにおける時間、空間、ダイナミクスの関係を理解し、自ら小作品を構成したり自由にགྷることができ

る。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】授業の進め方について説明する。ダンスの歴史とジャンル、特性を理解する。学校体育における｢ダンス｣の内容とねらいを理解する。
｢身近な生活や日常動作｣をテーマに、スピードの変化と؇急を生かした動きのތு（デフォルメ）を用いて表現する。即興による動きの探求。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】シラバスの内容と、学習指導要領を読んでおく。

Ｂ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢対極の動きの連続｣をテーマに高さやコントラストを強調したメリハリのある動きの連続で、即興的にགྷる。動きからイメージを๲らませ、
一流れの動きへ発展させる方法について理解する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢群（集団）の動き｣をテーマに空間構成と作品構成について学ぶ。指導案と創作・演出シート作成の方法を理解する。（増山ঘ美）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】創作ダンス
【計画内容】｢物をつかう｣をテーマに物の質感を表現したり、何かに見立ててགྷったりする。創作ダンスの指導法として動きを引き出す言葉がけや、リ
ズム太ޑを用いたアクセントの変化のさせ方を学ぶ。指導案に基づき指導と評価を行う。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】創作ダンスの指導案を作成してくる。

Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】創作ダンス 発表とؑ৆の仕方、評価の観点
【計画内容】既習のテーマの中から好きなテーマを選択し、同じテーマを選んだグループで｢はじめーなかーおわり｣のひとまとまりの動きにして発表す
る。観৆のしかたと評価の方法を学ぶ。他のグループの良かったところを評価したり、観点に沿ってアドバイスできるようにする。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】創作・演出シートを作成してくる。

Ｂ、Ｆ、
Ｈ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】ヒップホップのダウンとアップのリズムを習得する。リズムの特徴をとらえ、体幹部の動きを意識してགྷり続けることができるようにする。
（長谷川由थ）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
7
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】࿹の振りのバリエーションを習得する。リズムにのりながら、࿹の動きを加え、変化を付けてགྷる。
｢フォロー・ザ・リーダー｣ 2人一組や1人対全員で、交代に指導と模฿を行う。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
8
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】足じゃんけんのグー・チョキ・パーを使ってགྷる。足の動きを自分で組み合わせたり工夫したりしてリズムにのってགྷることができるように
する。ダンス・バトルで交流する。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】フォローザリーダーやワンエイトバトルの2人組を通して相手のフィードバックを行う。（長谷川由थ）
【準備学習の内容】テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス
【計画内容】リズムの取り方について深く学ぶ。リズムの表ཪを意識して、アクセントを生かしたダイナミックな動きに௅戦する。フォーメーションや
フロアパターンの効果を生かして、グループでダンスを作る。記録カードを活用して発表のグルーピングを行う。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】現代的なリズムのダンス　 発表と交流の仕方　評価の観点
【計画内容】16ʷ8のグループのパートと2ʷ8の即興でのソロパートを組み合わせてチームごとに୹い作品にまとめて発表する。サークルでのセッショ
ンやダンス・バトルなどの交流の仕方を学ぶ。（長谷川由थ）

【準備学習の内容】前回までの復習を行っておく。テキストを読んでおく。

Ｂ、Ｆ、
Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】フォークダンス
【計画内容】基本的なステップとフォーメーションの用語を理解するとともに、ステップやパートナーチェンジの方法、基本的技能を習得する。フォー
クダンスを通して஥間と交流する楽しさを体験する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】中学校、高等学校で扱うフォークダンスや地域の民གགྷりなどを調べておく。

Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】フォークダンスの指導
【計画内容】効果的な指導の仕方を学ぶ。グループ毎に指定されたフォークダンスを覚え、他のグループに伝達する。フォークダンスを通して஥間と
交流する楽しさを体験する。（増山ঘ美）

【準備学習の内容】担当するフォークダンスをわかりやすく指導できるように、グループで役割を分担し、指導案を作成してくる。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】指導と評価　1
【計画内容】3つの内容から一つを選び模擬授業の指導案を作成し、グループごとに指導を行う。観点に沿って評価する方法を理解する。
【準備学習の内容】指導案を作成し、グループでの役割分担と授業の準備をする

  Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】指導と評価　2
【計画内容】3つの内容から一つを選び模擬授業の指導案を作成し、グループごとに指導を行う。観点に沿って評価する方法を理解する。
【準備学習の内容】指導案を作成し、グループでの役割分担と授業の準備をする

  Ｂ、Ｆ、Ｈ  

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（ダンス） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 増山　ঘ美、長谷川　由थ
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テキスト   プリントを配付します      

参 考 書
日本陸上競技連ໍ編、2013年、『陸上競技指導教本アンダー16・19　基礎から身につく陸上競技初級編』、大修館書店  

『  健康運動指導士および健康運動実践指導者　テキスト  』
文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領保健体育編  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   30% 10%
補 足     レポート・指導案   平時 模擬授業成果

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修、健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（陸上競技）｣を習得している者が履修できます。競技種目の順序は、グループ編成により異なります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習要領に示されている体育で取り扱う陸上競技の内容は、中学校では｢୹ڑ離૸・リレー、長ڑ離૸ຢはハー
ドル૸、૸り幅௓びຢは૸り高௓び｣、高等学校では｢競૸、௓躍、౤てき｣となっている。この授業では、これら
の競技種目の特性や規則を理解し、基本的な技術を習得したうえで、それらを学校体育の中で中学生や高校生
にどのように指導すべきかを修得することを目標とする。また、健康づくりのためのウォーキングを効果的に
指導する方法を習得することも目標とする。各種目において、特性・技術・練習方法・指導法・競技規則などを学
び、グループ別に模擬授業を展開する。

到
達
目
標

⑴陸上競技各種目の指導方法について理解する。
⑵陸上競技各種目の指導案を作成できる。
⑶陸上競技各種目の模擬授業を実施し評価できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。本講義における指導案の書き方を教授します。（全教員）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（1）
【計画内容】ウォーキングとジョギングの技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】健康づくりのために必要なウォーキングとジョギングの概要を調べること。

Ｂ、Ｅ

第
3
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（2）
【計画内容】ウォーキングとジョギングを指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。
（全教員）
【準備学習の内容】ウォーキングやジョギングを指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、ウォーキングとジョギングの模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして
教師役を実施します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。

（全教員）
【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（1）
【計画内容】૸競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】૸競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（2）
【計画内容】૸競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】૸競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、૸競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施し
ます。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（1）
【計画内容】౤てき競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】౤てき競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（2）
【計画内容】౤てき競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】౤てき競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、౤てき競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実
施します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（1）
【計画内容】௓躍競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】௓躍競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
12
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（2）
【計画内容】௓躍競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】௓躍競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、௓躍競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施
します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】૸競技種目Ⅱ（リレー競૸）（1）
【計画内容】リレー競૸を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】リレー競૸を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】૸競技種目Ⅱ（リレー競૸）（2）
【計画内容】作成した指導案に基づき、リレー競૸の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施し
ます。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（陸上競技） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 大ٶ　真一、重成　敏史、品田　吉ത
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テキスト   適宜、関連する資料を配付します。      

参 考 書
文部科学省、2015年、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房  
日本バスケットボール協会、2015年、『2015年～バスケットボール競技規則』、セキ株式会社  
日本バスケットボール協会、2014年、『バスケットボール指導教本上巻』、大修館書店  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   10% 50% 30% 10%   
補 足             

質問への対応 授業前後の時間に質問に対応します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（バスケットボール）｣の単位を取得した学生を受け入れます。教職履修者向けに授業展開をします
が、授業の趣ࢫを理解しているのであれば教職を履修していない学生も受け入れます。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

この授業は、教育現場でバスケットボールの授業を適切に行うための指導力と、ルールや運営方法などを学ぶ
ことを念頭において行われる。また指導を行う上で必要になるバスケットボールの基礎技術の習得を目指す。
実際に指導案を作成し、模擬授業と反省会を行う。指導内容ごとにグループに分かれ、模擬授業ではグループ
で役割分担をする。

到
達
目
標

⑴バスケットボールの指導案を適切な日本語で書く力を身につける。
⑵指導案に書いた内容を実際の授業で計画通りに行う指導力を高める。
⑶バスケットボールのルールと৹判法を理解する。
⑷バスケットボールの基礎技術を習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】指導案の書き方に関する説明を行い、グループ分けを行う。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ボールハンドリング
【計画内容】ボールに慣れる活動に関する模擬授業。
【準備学習の内容】指導案を作成する。

Ｅ

第
3
回

【テーマ】ドリブルの基礎技術
【計画内容】ドリブル技術に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
4
回

【テーマ】パスの基礎技術
【計画内容】パス技術に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
5
回

【テーマ】シュート技術1
【計画内容】ゴール下シュートとレイアップシュートに関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
6
回

【テーマ】シュート技術2
【計画内容】セットシュートに関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
7
回

【テーマ】1対1の߈防とリバウンド技術
【計画内容】1対1の߈防に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
8
回

【テーマ】速߈とアウトナンバー（数的に有利な状況でのܸ߈）
【計画内容】速߈とアウトナンバーに関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
9
回

【テーマ】マンツーマン・ディフェンス
【計画内容】マンツーマン・ディフェンスに関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
10
回

【テーマ】チームオフェンス
【計画内容】チームオフェンスに関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
11
回

【テーマ】3ʷ3の指導
【計画内容】3ʷ3を題材にした模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
12
回

【テーマ】試合の運営1
【計画内容】ルールの説明と試合運営に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
13
回

【テーマ】試合の運営2
【計画内容】৹判法の説明と試合運営に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
14
回

【テーマ】試合の運営3
【計画内容】学生主体の試合運営に関する模擬授業。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｅ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】これまでの授業内容を踏まえ、バスケットボールの基礎技術と指導力について確認する。
【準備学習の内容】前回の授業の復習をする。

Ｇ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（バスケットボール） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 ԣ山　ѯ理、੊中　ஐ志

テキスト   プリントを配付します      

参 考 書
日本陸上競技連ໍ編、2013年、『陸上競技指導教本アンダー16・19　基礎から身につく陸上競技初級編』、大修館書店  

『  健康運動指導士および健康運動実践指導者　テキスト  』
文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領保健体育編  』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   30% 10%
補 足     レポート・指導案   平時 模擬授業成果

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修、健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（陸上競技）｣を習得している者が履修できます。競技種目の順序は、グループ編成により異なります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学習要領に示されている体育で取り扱う陸上競技の内容は、中学校では｢୹ڑ離૸・リレー、長ڑ離૸ຢはハー
ドル૸、૸り幅௓びຢは૸り高௓び｣、高等学校では｢競૸、௓躍、౤てき｣となっている。この授業では、これら
の競技種目の特性や規則を理解し、基本的な技術を習得したうえで、それらを学校体育の中で中学生や高校生
にどのように指導すべきかを修得することを目標とする。また、健康づくりのためのウォーキングを効果的に
指導する方法を習得することも目標とする。各種目において、特性・技術・練習方法・指導法・競技規則などを学
び、グループ別に模擬授業を展開する。

到
達
目
標

⑴陸上競技各種目の指導方法について理解する。
⑵陸上競技各種目の指導案を作成できる。
⑶陸上競技各種目の模擬授業を実施し評価できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。本講義における指導案の書き方を教授します。（全教員）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（1）
【計画内容】ウォーキングとジョギングの技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】健康づくりのために必要なウォーキングとジョギングの概要を調べること。

Ｂ、Ｅ

第
3
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（2）
【計画内容】ウォーキングとジョギングを指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。
（全教員）
【準備学習の内容】ウォーキングやジョギングを指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】ウォーキングとジョギング（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、ウォーキングとジョギングの模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして
教師役を実施します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。

（全教員）
【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（1）
【計画内容】૸競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】૸競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（2）
【計画内容】૸競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】૸競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】૸競技種目Ⅰ（୹ڑ離૸・ハードル競૸）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、૸競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施し
ます。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（1）
【計画内容】౤てき競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】౤てき競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（2）
【計画内容】౤てき競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】౤てき競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】౤てき競技種目（๒ؙ౤げ・円盤౤げ）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、౤てき競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実
施します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（1）
【計画内容】௓躍競技種目の技術と指導方法を演習・実技を通して学びます。（全教員）
【準備学習の内容】௓躍競技種目の概要とルールを調べること。

Ｂ、Ｅ

第
12
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（2）
【計画内容】௓躍競技種目を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】௓躍競技種目を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】௓躍競技種目（૸り幅௓び・三段௓び）（3）
【計画内容】作成した指導案に基づき、௓躍競技種目の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施
します。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】૸競技種目Ⅱ（リレー競૸）（1）
【計画内容】リレー競૸を指導するための指導案を、ペアまたはグループで単元内の1コマを想定して作成します。（全教員）
【準備学習の内容】リレー競૸を指導する際に必要な練習方法を調べレポートを作成すること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】૸競技種目Ⅱ（リレー競૸）（2）
【計画内容】作成した指導案に基づき、リレー競૸の模擬授業を行います。ペアまたはグループ内で役割分担をして教師役を実施し
ます。生徒役は模擬授業後に感想レポートを作成し、教師役は指導を振り返り自己評価についてレポートをします。（全教員）

【準備学習の内容】作成した指導案について理解を深めておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（陸上競技） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 大ٶ　真一、重成　敏史、品田　吉ത
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テキスト   資料及びプリントを配付します      

参 考 書 日本バレーボール協会、日本バレーボール学会、2017年、『コーチングバレーボール（基礎編）』、大修館書店、4469268119
文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 初回に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 指導案を作成し、グループごとに指導実践を実施します。
｢生涯スポーツ（バレーボール）｣の単位が修得済みであり、教職や指導者を目指す学生が対象となります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

バレーボールの基礎技術を確認し、応用技術について理解を深め、より実践的に展開する。自らの競技能力だ
けでなく、学習者および参加者の技術を向上させる指導知識と技量を身につける。そして、バレーボールのも
つ本来の楽しさや深さを経験させられる知識と実践力を身につける。また、生涯にわたってバレーボールを通
じた健康で豊かなライフステʵジを主体的に創り上げていくことができるような力を身につけたい。

到
達
目
標

⑴指導するための知識や技術を身につけること。
⑵実際に指導実践ができること。
⑶バレーボールの指導案が作成できること。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション1
【計画内容】本演習の内容を紹介をし、15回の展開を説明する。
【準備学習の内容】シラバス内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション2
【計画内容】指導実践グループの編成、指導案作りについて。
【準備学習の内容】本授業の内容を理解し、配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】オーバーハンドパススキルとアンダーハンドパススキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
4
回

【テーマ】スパイク・トススキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
5
回

【テーマ】サーブ・レシーブスキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】フォーメーション
【計画内容】守備およびܸ߈フォーメーションの指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
7
回

【テーマ】ήーム形式複合練習
【計画内容】ήーム形式で複合的な流れのある練習方法とその実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】ήーム運営と試合方法
【計画内容】ήーム運営および試合方法について実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】ルールと৹判法
【計画内容】ルールの確認と৹判の実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】模擬授業1
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】模擬授業2
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】模擬授業3
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】模擬授業4
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】模擬授業5
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの内容を振り返り、まとめを行う。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書、作成した指導案、授業実践をあらかじめ復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｋ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（バレーボール） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Ӭ谷　ູ、工藤　憲
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テキスト   2016年、『新版　生涯スポーツと運動の科学』、市村出版  
  プリント、演習ノートを配付します      

参 考 書『  健康運動指導士テキスト  』
『  健康運動実践指導者テキスト』      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50% 40% 10%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修
［健］健康運動実践指導者 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（水泳・水中運動）｣を修得した者が履修できます。
北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

水中運動は、水の特性である水温・浮力・水圧・抵抗など陸上環境と違う環境の中で運動を行うため、年齢を問わ
ず健康づくりに有益な効果をもたらす運動として多くの人に親しまれている。また水泳においては技能の獲
得が必要であり、安全管理を十分に行った高度な指導技術が求められる。本授業では、こうした水の特性を理
解し、水泳・水中運動の指導に必要な知識と指導法を身につけることを目的とする。

到
達
目
標

⑴水の特性と水泳・水中運動がもたらす生理的特性を十分に理解できる。
⑵水泳指導の基本的スキルを身につける。
⑶水中運動の指導方法を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】講義 : 水の特性と効果・水中安全管理
【計画内容】水の特性と水泳・水中運動が身体にもたらす影響、水中安全管理について学び、講義内容のふり返りをし、レポートを作成
する。

【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】水中運動の実際（1）
【計画内容】水中ウォーキングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】水中運動の実際（2）
【計画内容】水中ストレッチング・レジスタンストレーニングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、
レポートを作成する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】水中運動の実際（3）
【計画内容】虚弱者への水中運動指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】水泳の実際（1）
【計画内容】背泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】背泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】水泳の実際（2）
【計画内容】クロールの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】クロールの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】水泳の実際（3）
【計画内容】平泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】平泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】水泳の実際（4）
【計画内容】バタフライの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】バタフライの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】水中運動指導演習（1）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を理解しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】水中運動指導演習（2）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】水泳指導演習（1）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】水泳指導演習（2）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】水泳指導演習（3）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】水泳・水中運動の指導についてまとめと振り返りを行い、レポートのプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】演習ノートを整理しておくこと。

Ｆ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（水泳 ･水中運動） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 花井　篤子

テキスト   資料及びプリントを配付します      

参 考 書 日本バレーボール協会、日本バレーボール学会、2017年、『コーチングバレーボール（基礎編）』、大修館書店、4469268119
文部科学省、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足             

質問への対応 初回に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他 指導案を作成し、グループごとに指導実践を実施します。
｢生涯スポーツ（バレーボール）｣の単位が修得済みであり、教職や指導者を目指す学生が対象となります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

バレーボールの基礎技術を確認し、応用技術について理解を深め、より実践的に展開する。自らの競技能力だ
けでなく、学習者および参加者の技術を向上させる指導知識と技量を身につける。そして、バレーボールのも
つ本来の楽しさや深さを経験させられる知識と実践力を身につける。また、生涯にわたってバレーボールを通
じた健康で豊かなライフステʵジを主体的に創り上げていくことができるような力を身につけたい。

到
達
目
標

⑴指導するための知識や技術を身につけること。
⑵実際に指導実践ができること。
⑶バレーボールの指導案が作成できること。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション1
【計画内容】本演習の内容を紹介をし、15回の展開を説明する。
【準備学習の内容】シラバス内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション2
【計画内容】指導実践グループの編成、指導案作りについて。
【準備学習の内容】本授業の内容を理解し、配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】オーバーハンドパススキルとアンダーハンドパススキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
4
回

【テーマ】スパイク・トススキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
5
回

【テーマ】サーブ・レシーブスキル
【計画内容】指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】フォーメーション
【計画内容】守備およびܸ߈フォーメーションの指導方法と実践練習。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
7
回

【テーマ】ήーム形式複合練習
【計画内容】ήーム形式で複合的な流れのある練習方法とその実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】ήーム運営と試合方法
【計画内容】ήーム運営および試合方法について実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】ルールと৹判法
【計画内容】ルールの確認と৹判の実践。
【準備学習の内容】配付資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】模擬授業1
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】模擬授業2
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】模擬授業3
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】模擬授業4
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】模擬授業5
【計画内容】指導案実践として模擬授業。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書などを活用し、指導案を作成し、授業実践のイメージをしておくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｊ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】これまでの内容を振り返り、まとめを行う。
【準備学習の内容】配付資料および参考図書、作成した指導案、授業実践をあらかじめ復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｋ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（バレーボール） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Ӭ谷　ູ、工藤　憲
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   各教員が指示をします          
参 考 書   プリントを使用します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     平時   平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅰ」の目的は、生涯スポーツおよびスポーツ教育分野へのより高い関心、問題意識を持つことが1点目
です。そして2つ目の目的は、教員・学生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営することです。
1年次から学習してきた生涯スポーツならびに健康科学および生涯学習に関連する専門分野をより深めていき
ます。このため、自らが一層きわめたいと考える専門領域の中から本学科教員1名を選択し、その研究室等にお
いてゼミナール形式で授業を展開していきます。

到
達
目
標

⑴少人数のゼミナール形式による運営に慣れること。
⑵選択した学問領域に関して専門的内容が理解できる。      

授 業 の
計 画

【計画内容】
　第1回　オリエンテーション

　第2・3回　オリエンテーション・ふりかえり

　第4・5回　オリエンテーション・ふりかえり

　第6・7回　オリエンテーション・ふりかえり

　第8︲15回　個別ゼミにおける文献研究
  

担当教員の専門に関わる分野の科目を復習しておくこと。
これまでに学習した内容のふりかえり。（各ゼミにおいて説明がなされる。）

  
Ａ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

科 目 名 専門演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します          
参 考 書   ゼミの時に指示をします          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   50%       
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅱ」の目的の1点目は、3年次前学期開講の「専門演習Ⅰ」以上に学生各人の問題意識を高めることです。
さらに2点目のねらいとしては、その課題を発展させて次年度の「ଔ業研究」へと発展させることです。

「専門演習Ⅰ」を履修後、生涯スポーツならびにスポーツ教育に関連する専門分野をより深めていきます。この
ため自らが、一層きわめたいと考える専門領域の中から本学科教員1名を選択し、その研究室等においてゼミ
ナール形式によって授業を展開していきます

到
達
目
標

⑴専門の学問領域への関心をより深めること。
⑵上記の課題を4年次に開講される「ଔ業研究」へと発展させること。      

授 業 の
計 画

【計画内容】
　　第1回　後学期オリエンテーション

　第2・3回　ふりかえり

　第4・5回　ふりかえり

　第6・7回　学科教員に学ぶ・ふりかえり

第8︲13回　個別ゼミ

　第14回　まとめ（全体）および次年度ゼミに関わるオリエンテーション等

　第15回　4年次ଔ業研究発表会参加
  

（授業の振り返り）各自のレポート作成
（その他）個別ゼミにおいて説明

  
Ａ

Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、Ｊ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ、
Ｎ

Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、Ｊ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ、
Ｎ

Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、Ｊ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ、
Ｎ

Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、Ｊ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ、
Ｎ

Ａ、Ｇ、Ｈ、
Ｋ、Ｌ

Ａ、Ｂ

科 目 名 専門演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員

テキスト   各教員が指示をします          
参 考 書   プリントを使用します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   
補 足     平時   平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅰ」の目的は、生涯スポーツおよびスポーツ教育分野へのより高い関心、問題意識を持つことが1点目
です。そして2つ目の目的は、教員・学生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営することです。
1年次から学習してきた生涯スポーツならびに健康科学および生涯学習に関連する専門分野をより深めていき
ます。このため、自らが一層きわめたいと考える専門領域の中から本学科教員1名を選択し、その研究室等にお
いてゼミナール形式で授業を展開していきます。

到
達
目
標

⑴少人数のゼミナール形式による運営に慣れること。
⑵選択した学問領域に関して専門的内容が理解できる。      

授 業 の
計 画

【計画内容】
　第1回　オリエンテーション

　第2・3回　オリエンテーション・ふりかえり

　第4・5回　オリエンテーション・ふりかえり

　第6・7回　オリエンテーション・ふりかえり

　第8︲15回　個別ゼミにおける文献研究
  

担当教員の専門に関わる分野の科目を復習しておくこと。
これまでに学習した内容のふりかえり。（各ゼミにおいて説明がなされる。）

  
Ａ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

Ａ、Ｃ、Ｅ、
Ｆ、Ｈ、Ｌ、
Ｍ

科 目 名 専門演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員
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ス
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ー
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教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   初回講義時に説明いたします      

参 考 書
太田ढ़己・藤原義ത、2015年、『知的障害教育総論』、NH, 出版、9784595315350
名ݹ屋߃彦、2010年、『基礎から学ぶ知的障害教育』、日本文化科学社、9784821073474
全国特別支援学校知的障害教育校長会編著、2010年、『新しい教育課程と学習活動 Q�A 特別支援教育（知的障害教育）』、東洋館出版社、9784491025506
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。E-Mail:aoyama@sap.hokkyodai.ac.jp
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、知的障害教育で展開される指導内容と指導方法について、その概要を知ると共に、仮想の知的障害
特別支援学級における各指導ུ案の作成を通し、知的障害教育の具体的イメージを持つことを目的とする。

到
達
目
標

⑴知的障害教育の教育課程を理解する。
⑵知的障害教育における各指導の指導ུ案を書くことができる。
⑶知的障害教育の教育計画と評価について理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】障害児教育の歴史と知的障害教育の意義
【計画内容】障害児教育の歴史を概観するとともに、特別支援教育という観点から知的障害教育の意義を学ぶ。
【準備学習の内容】アベロンの野生児やヘレンケラー等の障害児教育に関わる主な歴史について確認してお
く。

Ａ

第
2
回

【テーマ】知的障害の特徴と教育
【計画内容】知的障害の心理特性と指導の原則等について学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害の主な心理特性について確認しておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】知的障害教育の教育課程
【計画内容】教育課程における指導内容と指導形態について学ぶ。
【準備学習の内容】通常教育の教育課程と特別支援学校の教育課程について確認しておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】生活単元学習①
【計画内容】生活単元学習の具体例を知り、その目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】教科・領域を合わせた主な指導について確認しておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】生活単元学習②
【計画内容】生活単元学習の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】生活単元学習の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】作業学習①
【計画内容】作業学習の具体例を知り、その目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害教育の主な作業学習の種類を確認しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】作業学習②
【計画内容】作業学習の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】作業学習の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】日常生活の指導と遊びの指導①
【計画内容】日常生活の指導と遊びの指導の目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】日常生活の主な指導内容について確認しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】日常生活の指導と遊びの指導②
【計画内容】日常生活と遊びの指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】日常生ຢは遊びの指導ུ案の作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】知的障害児の教科別の指導①
【計画内容】教科別の指導の具体的内容と方法等について学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害児の教科別指導と通常の教科指導の違いを確認する。

Ａ

第
11
回

【テーマ】知的障害児の教科別の指導②
【計画内容】教科別の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】教科別の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】知的障害教育の自立活動
【計画内容】自立活動の目的と指導領域及び指導形態等について学ぶ。
【準備学習の内容】自立活動についての概要を確認しておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】個別の指導計画
【計画内容】個別の指導計画における主な記ࡌ内容等について学ぶ。
【準備学習の内容】北海道教育委員会の｢個別の指導計画｣フォームをダウンロードして、内容を確認しておく。

Ａ

第
14
回

【テーマ】個別の教育支援計画
【計画内容】個別の教育支援計画における主な記ࡌ内容等について学ぶ。
【準備学習の内容】北海道教育委員会の｢個別の教育支援計画｣フォームをダウンロードして、内容を確認して
おく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】指導の評価
【計画内容】指導の評価の方法等について事例を通して学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害児教育における学習、生活、行動等の評価方法について、整理しておく。

Ａ

科 目 名 知的障害教育Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 青山　ᚸ二
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テキスト   プリントを使用する      

参 考 書 文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領解説総則等編』、教育出版  
文部科学省、2015年、『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編一部補訂版』、海文堂出版      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に評価や授業内容について具体的に説明します。
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他 出席を重視します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

肢体不自由特別支援学校に在籍する様々な児童生徒の実態に応じた教育課程の編成や、各教科の指導の工夫、
自立活動の具体的指導内容や AT を含む情報機器等の活用方法について学ぶことを通して、肢体不自由の障害
特性に応じた指導上の配慮事項への理解を深めることを本講義の目的とする。また、肢体不自由教育において、
ICF の理念を生かした授業作りを進めるために、個別の教育支援計画と個別の指導計画とを関連づけて作成す
る方法について理解する。

到
達
目
標

⑴肢体不自由特別支援学校の教育課程について理解する。
⑵肢体不自由教育の自立活動について理解する。
⑶個別の教育支援計画作成のための視点について理解する。
⑷個別の指導計画作成のための視点について理解する。
⑸個別の指導計画を生かした授業の在り方について理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション ︲ 肢体不自由教育における課題 ︲
【計画内容】15回の講義を紹介をし、肢体不自由特別支援学校における授業の現状と課題について理解する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】様々な機能܇練の概要
【計画内容】肢体不自由児に対して実際に行われている機能܇練の概要について学ぶ。
【準備学習の内容】肢体不自由教育の歴史と機能܇練の変遷について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】二次変形の防止と補装具等の種類・ADL の概念と評価
【計画内容】変形を防止するための補装具の種類について知る。ADL 評価の方法について学ぶ。
【準備学習の内容】姿勢と2次的変形の関係性について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】車いすの種類と機能
【計画内容】障害の特性に応じた車いすの種類やその機能について学ぶ。
【準備学習の内容】車椅子の種類や名称について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】肢体不自由特別支援学校における教育課程の編成
【計画内容】実際に行われている肢体不自由特別支援学校の教育課程の編成方法を知る。
【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説総則等編』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導内容と配慮事項
【計画内容】自立活動の指導内容と配慮事項について具体的に理解する。
【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動の指導の実際 ︲ ｢身体の動き｣に関して ︲
【計画内容】身体の動きに関する自立活動のアプローチについて知る。動作法や静的எ؇༠導法など自立活動の指導方法
について学ぶ。

【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』を熟読しておくこと。動作法について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】肢体不自由教育における各教科別の指導の工夫
【計画内容】肢体不自由児の認知特性に配慮した教科指導の工夫について理解する。
【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説総則等編』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】肢体不自由教育における領域・教科を合わせた指導の実際
【計画内容】領域・教科を合わせた指導の配慮事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説総則等編』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】肢体不自由教育における自立活動を主とした指導の実際
【計画内容】自立活動を主とした指導の配慮事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】肢体不自由教育におけるアシスティブ・テクノロジー・デバイスの活用
【計画内容】アシスティブ・テクノロジー・デバイスを含む情報機器活用の際の配慮事項について学ぶ。
【準備学習の内容】授業範囲を予習しておくこと。アシスティブ・テクノロジー・デバイスの種類について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】肢体不自由教育における個別の教育支援計画の作成① ︲ 実態把握の方法 ︲
【計画内容】教育支援計画作成のためのフェイスシート作成の視点を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。次回の授業範囲を予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】肢体不自由教育における個別の教育支援計画の作成② ︲ 支援目標の設定 ︲
【計画内容】支援目標設定のための視点について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】肢体不自由教育における個別の教育支援計画の作成③ ︲ 他職種連携の在り方と学校の役割 ︲
【計画内容】他職種との連携の在り方、支援会議開࠵の意義について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。他職種にはどのような職種があるか調べておくこと。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】肢体不自由特別支援学校におけるキャリア教育と進࿏指導の在り方
【計画内容】職業的自立を含むキャリア教育の在り方とそのための肢体不自由特別支援学校の指導の在り方について学ぶ。
【準備学習の内容】今までの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

科 目 名 肢体不自由教育Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 阿部　達彦

テキスト   初回講義時に説明いたします      

参 考 書
太田ढ़己・藤原義ത、2015年、『知的障害教育総論』、NH, 出版、9784595315350
名ݹ屋߃彦、2010年、『基礎から学ぶ知的障害教育』、日本文化科学社、9784821073474
全国特別支援学校知的障害教育校長会編著、2010年、『新しい教育課程と学習活動 Q�A 特別支援教育（知的障害教育）』、東洋館出版社、9784491025506
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。E-Mail:aoyama@sap.hokkyodai.ac.jp
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、知的障害教育で展開される指導内容と指導方法について、その概要を知ると共に、仮想の知的障害
特別支援学級における各指導ུ案の作成を通し、知的障害教育の具体的イメージを持つことを目的とする。

到
達
目
標

⑴知的障害教育の教育課程を理解する。
⑵知的障害教育における各指導の指導ུ案を書くことができる。
⑶知的障害教育の教育計画と評価について理解を深める。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】障害児教育の歴史と知的障害教育の意義
【計画内容】障害児教育の歴史を概観するとともに、特別支援教育という観点から知的障害教育の意義を学ぶ。
【準備学習の内容】アベロンの野生児やヘレンケラー等の障害児教育に関わる主な歴史について確認してお
く。

Ａ

第
2
回

【テーマ】知的障害の特徴と教育
【計画内容】知的障害の心理特性と指導の原則等について学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害の主な心理特性について確認しておく。

Ａ

第
3
回

【テーマ】知的障害教育の教育課程
【計画内容】教育課程における指導内容と指導形態について学ぶ。
【準備学習の内容】通常教育の教育課程と特別支援学校の教育課程について確認しておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】生活単元学習①
【計画内容】生活単元学習の具体例を知り、その目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】教科・領域を合わせた主な指導について確認しておく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】生活単元学習②
【計画内容】生活単元学習の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】生活単元学習の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】作業学習①
【計画内容】作業学習の具体例を知り、その目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害教育の主な作業学習の種類を確認しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】作業学習②
【計画内容】作業学習の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】作業学習の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】日常生活の指導と遊びの指導①
【計画内容】日常生活の指導と遊びの指導の目的と方法を学ぶ。
【準備学習の内容】日常生活の主な指導内容について確認しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】日常生活の指導と遊びの指導②
【計画内容】日常生活と遊びの指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】日常生ຢは遊びの指導ུ案の作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】知的障害児の教科別の指導①
【計画内容】教科別の指導の具体的内容と方法等について学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害児の教科別指導と通常の教科指導の違いを確認する。

Ａ

第
11
回

【テーマ】知的障害児の教科別の指導②
【計画内容】教科別の指導ུ案の作成とプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】教科別の指導ུ案作成のイメージを作っておく。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】知的障害教育の自立活動
【計画内容】自立活動の目的と指導領域及び指導形態等について学ぶ。
【準備学習の内容】自立活動についての概要を確認しておく。

Ａ

第
13
回

【テーマ】個別の指導計画
【計画内容】個別の指導計画における主な記ࡌ内容等について学ぶ。
【準備学習の内容】北海道教育委員会の｢個別の指導計画｣フォームをダウンロードして、内容を確認しておく。

Ａ

第
14
回

【テーマ】個別の教育支援計画
【計画内容】個別の教育支援計画における主な記ࡌ内容等について学ぶ。
【準備学習の内容】北海道教育委員会の｢個別の教育支援計画｣フォームをダウンロードして、内容を確認して
おく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】指導の評価
【計画内容】指導の評価の方法等について事例を通して学ぶ。
【準備学習の内容】知的障害児教育における学習、生活、行動等の評価方法について、整理しておく。

Ａ

科 目 名 知的障害教育Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 青山　ᚸ二
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ス
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学
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専
門
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目

テキスト 小ാ文也・ௗ海順子・義Ӭກ子、2017年、『Q�A で学ぶ障害児支援のベーシック（二訂版）』、コレール社、97887377169    

参 考 書
全国特別支援学校病弱教育校長会、2012年、『病気の子どものガイドブック』、ジアース教育新社、9784863711808
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学校指導要領  』
国立特別支援教育総合研究書、2017年、『病気の子どもの教育支援ガイド』、ジアース教育新社、9784863714069

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       30% 10%
補 足             

質問への対応 。み時間に対応しますٳ
資 格   ［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

病弱教育定義、意義、現状、課題状を理解し、病気の子どもと関わる時に必要な具体的な支援や指導法について
学ぶ。

到
達
目
標

⑴病弱教育の概要が説明できる。
⑵病気について考え、自分なりの病弱児支援の姿勢を考える。
⑶病弱児の教育的ニーズを知る。
⑷病弱教育対象児の指導の際の配慮事項を理解する。
⑸病弱児の支援・指導方法を理解し、身につける。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション　/　｢病気｣とは
【計画内容】子どもが｢病気｣になることによって生じる心理的な状況を考える。
【準備学習の内容】自分の病気の経験を思い起こしておく。

Ｋ

第
2
回

【テーマ】病弱教育の概要と意義
【計画内容】学校教育法で位置づけられた特別支援教育及び病弱教育の概要と意義について知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】病弱教育の歴史的変遷
【計画内容】病弱教育の歴史的な変遷、対象児の変化等を知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】特別支援学校（病弱）・特別支援学級（Ӄ内学級）における支援
【計画内容】特別支援学校（病弱）・特別支援学級（Ӄ内学級）ので実際の様子と役割を知る。
【準備学習の内容】特別支援教育の教育課程について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】小・中学校における病気の子どもの支援
【計画内容】小・中学校における病気の子どもの実際の様子と支援における配慮事項を知る。
【準備学習の内容】小・中学校の教育課程について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】病気の子どもの教育における合理的配慮
【計画内容】病気の子どもの教育における合理的配慮の考え方について知る。
【準備学習の内容】合理的配慮について調べ、理解しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】病気の子どもの教育的ニーズと支援
【計画内容】病気の子どもの教育的ニーズについて理解し、支援方法を知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】病気の子どもを支えるための他職種との連携
【計画内容】医療・福祉・教育の連携に必要な態度・知識を知る。
【準備学習の内容】病気の子どもを支えるための地域資源について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項①
【計画内容】先天的・遺伝的な疾患を抱えた子どもとかかわる際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項②
【計画内容】心臓疾患・腎疾患等を抱えた子どもとかかわる際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項③
【計画内容】心の病気を抱えた子どもと接する際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項④
【計画内容】筋疾患の子どもに接する際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項⑤
【計画内容】ターミナル期にある子ども、あるいはその家族とかかわるときの基本的な支援について理解す
る。

【準備学習の内容】一般的なターミナル期の支援について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】病弱教育における自立活動
【計画内容】病弱教育における自立活動について理解を深める。
【準備学習の内容】特別支援教育における自立活動について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】病弱教育の専門性とは
【計画内容】授業全体を通して、病弱教育にかかわる教員に必要な専門性について考える。
【準備学習の内容】これまでの授業について振り返り、理解を深めておく。

Ｈ

科 目 名 病弱教育 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 中澤　幸子
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領解説総則編』、教育出版、9784316300160    

参 考 書 全国盲学校長会、2000年、『視覚障害教育入門 Q ˍ A』、ジアース教育新社、9784921124045
吉岡തӳ・࢛日市章・立入1996、࠸年、『聴覚障害教育情報ガイド』、コレール社、4876371792    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     最終   平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。 E-Mail: shiei@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他
学習活動

【授業前】障害とは何かを事前に考える。
【授業中】できないこと、できることは何か。各障害の定義、特性を理解する。何が支援かを考える。
【授業後】何が課題なのかを理解する。課題解決のために何ができるかを考える。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

視覚・聴覚障害の原因や心理的特性、心理的影響について、学ぶ。特に心理的特性では、見え方、聴こえ方による
認知発達や言語発達について、理解を深める。また生理・病理においては、໢ບの働きやө像の及ぼす認知特性、
聴覚器官の構造と機能、聴覚検査法について、基礎的・基本的な事項を学ぶ。さらに、社会参加・自立に至る過程
の心理的な課題についても、理解を深める。

到
達
目
標

⑴視覚・聴覚障がい（児）者の障害特性や心理的影響について理解できる。
⑵視覚・聴覚障がい（児）者の基礎的な病理や生理について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】視覚障害の原因や特性
【計画内容】視覚障害の様々な原因について理解を深め、障害による見え方の特性について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】視覚障害者の心理的特性
【計画内容】全盲、弱視の状況に応じた心理的影響について学び、更に全盲になった時期による心理的影響に
ついても考える。

【準備学習の内容】視覚障害者にむけての支援について考えておくこと。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】視覚障害者の生理・病理
【計画内容】どのような病状があるかについての理解を深め、そのときの生理状態についても学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】視覚障害者の自立・社会参加・課題
【計画内容】視覚障害者の自立や社会参加のために工夫されていることを学び、困難さや課題について考え
る。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】聴覚障害の原因や特性
【計画内容】聴覚障害の様々な原因について理解を深め、障害による見え方の特性について具体的に学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】聴覚障害者の心理的特性
【計画内容】聴力損ࣦの程度に応じた心理的影響及び言語発達、認知発達、学力、社会性について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】聴覚障害者の生理・病理
【計画内容】聴覚器官のメカニズム、外 ・ࣖ中 ・ࣖ内ࣖの構造と機能、聴覚検査法、外 ・ࣖ中 ・ࣖ内ࣖの病態と聞
こえ方の特性について学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】聴覚障害者の自立・社会参加・課題
【計画内容】聴覚障害者の自立や社会参加のために工夫されていることを学び、困難さや課題について考え
る。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 視覚 ･聴覚障害者の心理 ･生理 ･病理 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 佐藤　至ӳ

テキスト 小ാ文也・ௗ海順子・義Ӭກ子、2017年、『Q�A で学ぶ障害児支援のベーシック（二訂版）』、コレール社、97887377169    

参 考 書
全国特別支援学校病弱教育校長会、2012年、『病気の子どものガイドブック』、ジアース教育新社、9784863711808
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学校指導要領  』
国立特別支援教育総合研究書、2017年、『病気の子どもの教育支援ガイド』、ジアース教育新社、9784863714069

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       30% 10%
補 足             

質問への対応 。み時間に対応しますٳ
資 格   ［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

病弱教育定義、意義、現状、課題状を理解し、病気の子どもと関わる時に必要な具体的な支援や指導法について
学ぶ。

到
達
目
標

⑴病弱教育の概要が説明できる。
⑵病気について考え、自分なりの病弱児支援の姿勢を考える。
⑶病弱児の教育的ニーズを知る。
⑷病弱教育対象児の指導の際の配慮事項を理解する。
⑸病弱児の支援・指導方法を理解し、身につける。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション　/　｢病気｣とは
【計画内容】子どもが｢病気｣になることによって生じる心理的な状況を考える。
【準備学習の内容】自分の病気の経験を思い起こしておく。

Ｋ

第
2
回

【テーマ】病弱教育の概要と意義
【計画内容】学校教育法で位置づけられた特別支援教育及び病弱教育の概要と意義について知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】病弱教育の歴史的変遷
【計画内容】病弱教育の歴史的な変遷、対象児の変化等を知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】特別支援学校（病弱）・特別支援学級（Ӄ内学級）における支援
【計画内容】特別支援学校（病弱）・特別支援学級（Ӄ内学級）ので実際の様子と役割を知る。
【準備学習の内容】特別支援教育の教育課程について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】小・中学校における病気の子どもの支援
【計画内容】小・中学校における病気の子どもの実際の様子と支援における配慮事項を知る。
【準備学習の内容】小・中学校の教育課程について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】病気の子どもの教育における合理的配慮
【計画内容】病気の子どもの教育における合理的配慮の考え方について知る。
【準備学習の内容】合理的配慮について調べ、理解しておく。

Ａ

第
7
回

【テーマ】病気の子どもの教育的ニーズと支援
【計画内容】病気の子どもの教育的ニーズについて理解し、支援方法を知る。
【準備学習の内容】教科書の該当部分を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】病気の子どもを支えるための他職種との連携
【計画内容】医療・福祉・教育の連携に必要な態度・知識を知る。
【準備学習の内容】病気の子どもを支えるための地域資源について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項①
【計画内容】先天的・遺伝的な疾患を抱えた子どもとかかわる際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項②
【計画内容】心臓疾患・腎疾患等を抱えた子どもとかかわる際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項③
【計画内容】心の病気を抱えた子どもと接する際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項④
【計画内容】筋疾患の子どもに接する際の基本的な支援について理解する。
【準備学習の内容】配付資料を一読しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】病気等の状態に応じた配慮事項⑤
【計画内容】ターミナル期にある子ども、あるいはその家族とかかわるときの基本的な支援について理解す
る。

【準備学習の内容】一般的なターミナル期の支援について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】病弱教育における自立活動
【計画内容】病弱教育における自立活動について理解を深める。
【準備学習の内容】特別支援教育における自立活動について復習し、理解を深めておく。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】病弱教育の専門性とは
【計画内容】授業全体を通して、病弱教育にかかわる教員に必要な専門性について考える。
【準備学習の内容】これまでの授業について振り返り、理解を深めておく。

Ｈ

科 目 名 病弱教育 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 中澤　幸子
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領解説総則編』、教育出版、9784316300160    

参 考 書 全国盲学校長会、2000年、『視覚障害教育入門 Q ˍ A』、ジアース教育新社、9784921124045
吉岡തӳ・࢛日市章・立入1996、࠸年、『聴覚障害教育情報ガイド』、コレール社、4876371792    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     最終   平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。 E-Mail: shiei@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他

毎回、小レポートを課す。毎回の気づいたこと、わかったこと、考えたことをノートに書き留めておくこと。実践の
場でどのような指導が考えられるか、その根拠は何か、具体的な指導法を考えること。
学習活動

【授業前】障害とは何かを事前に考える。
【授業中】できないこと、できることは何か。各障害の定義、特性を理解する。何が支援かを考える。
【授業後】何が課題なのかを理解する。課題解決のために何ができるかを考える。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

視覚・聴覚障がい（児）者教育の自立活動や教科指導における配慮事項などについて学ぶ。特に見え方、聴こえ
方による認知発達や言語発達の特性、感覚器官の機能特性に基づいた指導法について、理解を深める。さらに
進࿏指導における社会参加・自立に至る課題についても学ぶ。

到
達
目
標

⑴視覚障害の盲・弱視・重複障害に応じた教育の方法やその専門性が理解できる。
⑵聴覚障害の࿞・難聴・重複障害に応じた教育の方法やその専門性が理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】視覚障害教育の内容①
【計画内容】視覚障害を移動、文字、情報障害からの理解を深め、教育課程の編成や配慮事項、指導の基礎・基
本について学ぶ。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】視覚障害教育の内容②
【計画内容】点字の成り立ちと構成、点字の読み・書きの実際、点字指導の基礎、点字৮察の基礎について学
ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】視覚障害教育の自立活動①
【計画内容】空間把握と歩行の困難さを理解し、全盲の疑ࣅ体験を通して白৛の使い方や支援者のサポート
方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】視覚障害教育の自立活動②
【計画内容】弱視児童・生徒への指導内容や指導方法を学ぶとともに、視覚障害を伴う重度・重複障害者への
指導内容や指導方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】聴覚障害教育の歴史
【計画内容】聴覚障害教育の੢洋や日本における歴史に৮れながら、現代における課題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】聴覚障害教育の教育内容
【計画内容】聴覚障害教育の目的について理解を深め、教育課程の編成や配慮事項、指導上の基礎・基本につ
いて学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】聴覚障害教育の自立活動①
【計画内容】補聴器による聴覚活用、発Ի発語指導、言語指導について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】聴覚障害教育の自立活動②
【計画内容】コミュニケーションの手段や指導法について理解を深め、実際に指文字や手話を体験する。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ｈ、Ｌ

科 目 名 視覚 ･聴覚障害者の教育課程及び指導法 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 佐藤　至ӳ
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目

テキスト   講義時に説明します。      

参 考 書 弘、2016年、『特別支援学校における 重度・重複障害児の教育』、大学教育出版、9784864294065࡚࢞
文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20%   50%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援学校においては、障害の重度・重複化、多様化に伴い、一人ひとりに応じたきめ細かな指導及び支援が
求められています。本講義では、肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害児を中心に、重複障害児の心理、
生理、病理について講義します。また、実際の指導及び支援への理解を高めるために、重複障害児の学習特性を
説明するとともに、教育現場の取組（教育的対応、医療的ケア、保護者相談など）を紹介します。

到
達
目
標

⑴重複障害児の心理、生理、病理について理解する。
⑵重複障害児の学習特性について理解する。
⑶重複障害児の家族の心理的問題について理解する。
⑷重複障害児の指導及び支援における留意事項について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】重複障害児の概念
【計画内容】重複障害児（重度・重複障害を含む）の概念について説明します。また、特別支援学校を中心に、
重複障害教育の現状と課題について概観します。

【準備学習の内容】重複障害教育の現状と課題について予習すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】重複障害者の心理・生理・病理①：知的障害のない重複障害者
【計画内容】盲ろう者をはじめ、知的障害のない重複障害者の心理・生理・病理について講義します。
【準備学習の内容】盲ろうについて予習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】重複障害者の心理・生理・病理②：知的障害のある重複障害者
【計画内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害者をはじめ、知的障害のある重複障害者の心理・生
理・病理について講義します。

【準備学習の内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害について予習すること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】医療的なケアの理解と対応
【計画内容】医療的ケアのこれまでの経緯、現状と課題について講義します。また、医療的なケアを必要とす
る重複障害児への対応について説明します。

【準備学習の内容】医療的ケアについて予習すること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】重複障害者の家族の心理的問題とソーシャルサポート
【計画内容】重複障害者の家族（主に、母親）の心理的問題とソーシャルサポートについて講義します。
【準備学習の内容】重複障害者の家族の心理的問題とソーシャルサポートについて予習すること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】重複障害児の事例検討①
【計画内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害児の事例（A ちゃん）を紹介します。検査結果、学
校記録、病Ӄ資料、授業ө像などを用いて、A ちゃんの心理・生理・病理を含む学習特性について検討します。

【準備学習の内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害児の学習特性について予習すること。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】重複障害児の事例検討②
【計画内容】A ちゃんの事例検討を継続します。
【準備学習の内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害児の学習特性について予習すること。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】重複障害児の事例検討③
【計画内容】A ちゃんの事例検討を継続します。
【準備学習の内容】肢体不自由に知的障害を併せ有する重複障害児の学習特性について予習すること。

Ａ、Ｈ

科 目 名 重複障害者の心理 ･生理 ･病理 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 任　ཾ在

テキスト 文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領解説総則編』、教育出版、9784316300160    

参 考 書 全国盲学校長会、2000年、『視覚障害教育入門 Q ˍ A』、ジアース教育新社、9784921124045
吉岡തӳ・࢛日市章・立入1996、࠸年、『聴覚障害教育情報ガイド』、コレール社、4876371792    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足     最終   平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。 E-Mail: shiei@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他

毎回、小レポートを課す。毎回の気づいたこと、わかったこと、考えたことをノートに書き留めておくこと。実践の
場でどのような指導が考えられるか、その根拠は何か、具体的な指導法を考えること。
学習活動

【授業前】障害とは何かを事前に考える。
【授業中】できないこと、できることは何か。各障害の定義、特性を理解する。何が支援かを考える。
【授業後】何が課題なのかを理解する。課題解決のために何ができるかを考える。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

視覚・聴覚障がい（児）者教育の自立活動や教科指導における配慮事項などについて学ぶ。特に見え方、聴こえ
方による認知発達や言語発達の特性、感覚器官の機能特性に基づいた指導法について、理解を深める。さらに
進࿏指導における社会参加・自立に至る課題についても学ぶ。

到
達
目
標

⑴視覚障害の盲・弱視・重複障害に応じた教育の方法やその専門性が理解できる。
⑵聴覚障害の࿞・難聴・重複障害に応じた教育の方法やその専門性が理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】視覚障害教育の内容①
【計画内容】視覚障害を移動、文字、情報障害からの理解を深め、教育課程の編成や配慮事項、指導の基礎・基
本について学ぶ。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】視覚障害教育の内容②
【計画内容】点字の成り立ちと構成、点字の読み・書きの実際、点字指導の基礎、点字৮察の基礎について学
ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】視覚障害教育の自立活動①
【計画内容】空間把握と歩行の困難さを理解し、全盲の疑ࣅ体験を通して白৛の使い方や支援者のサポート
方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】視覚障害教育の自立活動②
【計画内容】弱視児童・生徒への指導内容や指導方法を学ぶとともに、視覚障害を伴う重度・重複障害者への
指導内容や指導方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】聴覚障害教育の歴史
【計画内容】聴覚障害教育の੢洋や日本における歴史に৮れながら、現代における課題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】聴覚障害教育の教育内容
【計画内容】聴覚障害教育の目的について理解を深め、教育課程の編成や配慮事項、指導上の基礎・基本につ
いて学ぶ。

【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】聴覚障害教育の自立活動①
【計画内容】補聴器による聴覚活用、発Ի発語指導、言語指導について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】聴覚障害教育の自立活動②
【計画内容】コミュニケーションの手段や指導法について理解を深め、実際に指文字や手話を体験する。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習しておくこと。

Ｈ、Ｌ

科 目 名 視覚 ･聴覚障害者の教育課程及び指導法 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 佐藤　至ӳ
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目

テキスト 小林 ๕文 監修 / 代治、飯村 ರ子、阿部 美穂子、安藤 正紀 編、2017年、『MEPA-Rت ࢬੋ 活用事例集ʵ保育・療育・
特別支援教育に生かすムーブメント教育・療法ʵ』、日本文化科学社、4821063778    

参 考 書 文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     80%   20%   
補 足             

質問への対応 質問は授業後または学習支援オフィスを通して行ってください。
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他 実技を行いますので、その都度必要な物品を๨れずに準備してください。また動きやすい服装で受講してください。
スカートは不可。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

重複障害のある児童生徒の実態をどのように捉え、教育的な係わりを実践するのか、基本的な知識を修得する
とともに実践資料の動画や文字資料を通して、より深く学ぶことをねらう。

到
達
目
標

⑴重複障害のある児童生徒の実態を捉える基本的視点を理解すること。
⑵重複障害のある児童生徒に係わる際の基本的な留意点を理解すること。
⑶重複障害のある児童生徒の教育課程について理解すること。
⑷重複障害のある児童生徒に対して特別支援学校で行われている主な指導法について理解すること。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】重複障害とは
【計画内容】重複障害のある児童生徒の状態像の多様性を VTR を通して紹介する。受講生から感想や意見
を求め、それに応えつつ理解を深める。

【準備学習の内容】インターネットや書籍で重複障害、重複障害児教育について調べておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】重複障害児教育の具体例
【計画内容】重複障害児の教育の具体例を VTR も交えて紹介する。受講生同士で意見交換する時間を設け、
発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】インターネットで盲࿞児の教育について調べておくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】重複障害児の実態把握
【計画内容】多様な状態像を示す重複障害児一人ひとりの実態をどのような視点で捉えるか、紹介する。
VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を
行う。

【準備学習の内容】教科書の該当部分を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】重複障害児の教育課程
【計画内容】重複障害児に対する学校教育の教育課程について、基本的な考え方とともに学校現場の実例を
紹介する。VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補
足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】重複障害児の指導（その1）
【計画内容】教育的な係わりの基本的な視点とその実際について、実技を交えて学習する。受講生同士で意
見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】重複障害児の指導（その2）
【計画内容】重複障害児に対して学校現場で行われている指導法について、VTR 及び実技を交えて学習する。
受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】重複障害児とコミュニケーション
【計画内容】健康の保持・増進の次に重要と考えられるコミュニケーションについて、VTR を交えて紹介す
る。VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換をする時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説
明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】重複障害児の指導法のまとめと指導プランの立案
【計画内容】実技演習を行う。レポート課題の出題を行う。
【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

科 目 名 重複障害者の教育課程及び指導法 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 阿部　美穂子
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学
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専
門
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目

テキスト 北ᠳ大学・北ᠳ大学୹期大学部、2016年、『教育実習の手引き      』

参 考 書   プリント資料を配付します  
文部科学省、2009年、『特別支援学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   25% 30%   30% 15%

補 足   模擬授模擬授業
（授業者、児童生徒役）

模擬授業・
学習指導案   学習への意欲 模擬授業評価

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］特支1種 _ 必修

そ の 他
3年生前学期までに開講されている特別支援教育に関する科目全てを履修していることが望ましい。（編入生を除く）
講義は、担当教員ごとにグループに分かれて実施する。
※遅刻、欠席は一切認めない。遅刻、欠席が一度でもあった場合は履修放棄とみなすので注意すること。ただし、病欠の場合は、担当教員に直ちに
連絡するとともに、必ず病Ӄ受診のコピーと欠席ಧを提出すること。学校感染症の場合は、診断書の写し及び保健センターの証明印をもらうこと。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

特別支援学校の教育実習にあたっての心構えや学校の組織、通常の学校と異なる留意事項等について学習する。次にそ
れぞれが実習を行う学校種別ごとに分かれて学習指導案について再度学習するとともに、実際に学習指導案を作成する。
そしてその指導案に基づいた模擬授業を行う。模擬授業後の反省会において授業評価を行う。

到
達
目
標

⑴特別支援学校で授業を行う際の児童生徒への指導上の配慮や留意事項について理解する。
⑵特別支援学校の学習指導案が書ける。
⑶障害のある児童生徒を対象とした模擬授業を行うことができる。（3年次生）
⑷特別支援教育実習を振り返り、実習の成果と今後の課題についてまとめることができる。（4年次生）  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】特別支援学校における教育実習の心構えと特別支援学校の学校経営
【計画内容】15回の授業計画を紹介し、実習に向けた心構えを確認する。合わせて特別支援学校の学校経営について学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。また、テキスト『教育実習の手引き』で教育実習の目的や内容、注意事項等について
確認しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】特別支援学校における学習指導案の書き方（1）
【計画内容】特別支援学校で作成される学習指導案の内容について学ぶ。
【準備学習の内容】テキスト『教育実習の手引き』の該当箇所を熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】特別支援学校における学習指導案の書き方（2）
【計画内容】次年度の実習校の校種毎にグループに分かれ、校種に応じた学習指導案作成の配慮事項について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義資料の内容について復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】特別支援学校における学習指導案の書き方（3）
【計画内容】次年度の実習校の校種毎にグループに分かれ、校種に応じた学習指導案作成の配慮事項について学び、作成した学習指導
案のఴ࡟指導を受ける。

【準備学習の内容】指導教員の指示に従い、学習指導案を作成しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】学習指導案の提出及び模擬授業計画の立案
【計画内容】各自が作成した学習指導案を提出し、グループごとの模擬授業の日程や授業内容について検討する。
【準備学習の内容】指導教員の指示に従い、学習指導案を作成してఴ࡟指導を受けておくこと。

Ｈ

第
6
回

【テーマ】模擬授業準備
【計画内容】グループごとに模擬授業のティーム・ティーチングの役割分担や教材教具の作成等の準備を行う。
【準備学習の内容】事前にグループごとの役割分担や模擬授業に向けた作業計画について話し合っておくこと。

Ｈ

第
7
回

【テーマ】模擬授業（1）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、自分
が担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】模擬授業（2）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめ、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
9
回

【テーマ】模擬授業（3）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめ、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】模擬授業（4）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめ、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
11
回

【テーマ】特別支援教育実習報告会
【計画内容】今年度特別支援教育実習を行った学生（4年次生）が、校種ごとに実習の成果と課題を報告する。次年度実習を行う学生（3
年次生）は、次年度の実習に向けた準備事項について確認する。

【準備学習の内容】4年次生は教職センターに提出した実習報告書の内容を整理し直し、自身の特別支援教育実習の成果と課題につい
てまとめておくこと。3年次生は、『教育実習の手引き』の特別支援教育実習の関連項目について熟読しておくこと。

Ｆ

第
12
回

【テーマ】模擬授業（5）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめる。また、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
13
回

【テーマ】模擬授業（6）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめる。また、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
14
回

【テーマ】模擬授業（7）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめる。また、次回担当する模擬授業に向けた準備を行う。

Ｂ、Ｅ

第
15
回

【テーマ】模擬授業（8）
【計画内容】作成した学習指導案に基づいて担当グループが模擬授業を行う。授業者以外の学生は児童生徒役、参観・評価者として模
擬授業に参加する。模擬授業後には授業反省会を行う。

【準備学習の内容】授業担当者は学習指導案を作成し、教材研究や授業リハーサル等の準備を入念に行う。授業者以外の学生は、前回
の模擬授業の反省点をまとめる。

Ｂ、Ｅ

科 目 名 特別支援教育実習事前指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 阿部　達彦、瀧澤　૱

テキスト 小林 ๕文 監修 / 代治、飯村 ರ子、阿部 美穂子、安藤 正紀 編、2017年、『MEPA-Rت ࢬੋ 活用事例集ʵ保育・療育・
特別支援教育に生かすムーブメント教育・療法ʵ』、日本文化科学社、4821063778    

参 考 書 文部科学省、『特別支援学校教育要領・学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     80%   20%   
補 足             

質問への対応 質問は授業後または学習支援オフィスを通して行ってください。
資 格［ス］［教］特支1種 _ 必修

そ の 他 実技を行いますので、その都度必要な物品を๨れずに準備してください。また動きやすい服装で受講してください。
スカートは不可。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

重複障害のある児童生徒の実態をどのように捉え、教育的な係わりを実践するのか、基本的な知識を修得する
とともに実践資料の動画や文字資料を通して、より深く学ぶことをねらう。

到
達
目
標

⑴重複障害のある児童生徒の実態を捉える基本的視点を理解すること。
⑵重複障害のある児童生徒に係わる際の基本的な留意点を理解すること。
⑶重複障害のある児童生徒の教育課程について理解すること。
⑷重複障害のある児童生徒に対して特別支援学校で行われている主な指導法について理解すること。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】重複障害とは
【計画内容】重複障害のある児童生徒の状態像の多様性を VTR を通して紹介する。受講生から感想や意見
を求め、それに応えつつ理解を深める。

【準備学習の内容】インターネットや書籍で重複障害、重複障害児教育について調べておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】重複障害児教育の具体例
【計画内容】重複障害児の教育の具体例を VTR も交えて紹介する。受講生同士で意見交換する時間を設け、
発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】インターネットで盲࿞児の教育について調べておくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】重複障害児の実態把握
【計画内容】多様な状態像を示す重複障害児一人ひとりの実態をどのような視点で捉えるか、紹介する。
VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を
行う。

【準備学習の内容】教科書の該当部分を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】重複障害児の教育課程
【計画内容】重複障害児に対する学校教育の教育課程について、基本的な考え方とともに学校現場の実例を
紹介する。VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補
足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】重複障害児の指導（その1）
【計画内容】教育的な係わりの基本的な視点とその実際について、実技を交えて学習する。受講生同士で意
見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】重複障害児の指導（その2）
【計画内容】重複障害児に対して学校現場で行われている指導法について、VTR 及び実技を交えて学習する。
受講生同士で意見交換する時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】重複障害児とコミュニケーション
【計画内容】健康の保持・増進の次に重要と考えられるコミュニケーションについて、VTR を交えて紹介す
る。VTR 等の資料について、受講生同士で意見交換をする時間を設け、発表してもらい、それに対して補足説
明等を行う。

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】重複障害児の指導法のまとめと指導プランの立案
【計画内容】実技演習を行う。レポート課題の出題を行う。
【準備学習の内容】事前に配付する資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｆ、Ｈ

科 目 名 重複障害者の教育課程及び指導法 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 阿部　美穂子
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目

テキスト   講義時に説明します      

参 考 書
吉田茂・三木࢛郎編、1996年、『教師のための運動学 ︲ 運動指導の実践理論』、大修館書店、9784469263350
杉山重利ほか編、2001年、『新学習指導要領による高等学校体育の授業ʪ上巻ʫ』、大修館書店、9784469164121
杉山重利ほか編、2001年、『新学習指導要領による高等学校体育の授業ʪ下巻ʫ』、大修館書店、9784469164138

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   40% 30%
補 足     平時   平時 模擬授業成果

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必

そ の 他 北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

૸・௓・౤を中心とした具体的な身体運動のメカニズムを、普段実践しているスポーツ活動を通し、身体運動の
到達目標である競技力の向上や合理的な身体運動の理解を深める。また本授業では、教育実習における課題と
しての運動を不得意とする者と、得意とする者との違いを比較分析し指導方法を導くことを目標としている。
これらの運動方法を、ロールプレーイングを主体に実践を重ね一人ひとりの指導課題の解決法を探求し指導者
としての指導技術の習得を目指す。

到
達
目
標

⑴運動の技能について指導ができる。
⑵運動動作を客観的に分析できる。
⑶運動や安全についての知識を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、グループ分けや発表のための題目を設定します。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】指導案作成1
【計画内容】指導෩景撮影の際に用いる指導案をグループで作成します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の担当種目の項目を熟読しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】撮影1
【計画内容】作成した指導案に基づき実技指導を行い、指導෩景の撮影を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す課題に取り組むこと。

Ｅ、Ｈ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】撮影2
【計画内容】作成した指導案に基づき実技指導を行い、指導෩景の撮影を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す課題に取り組むこと。

Ｅ、Ｈ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】ө像編集とまとめ
【計画内容】撮影したө像の編集など、発表の準備を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の担当種目の項目を確認しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】発表1（陸上）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の陸上の項目を熟読しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】発表2（バスケットボール）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編のバスケットボールの項目を熟読しておく
こと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】発表3（バレーボール）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編のバレーボールの項目を熟読しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】模擬授業準備1
【計画内容】模擬授業で扱う題目を決定し、指導案を作成します。
【準備学習の内容】新学習指導要領による高等学校体育の授業（上・下）の、模擬授業で扱う種目の項目を熟読し
ておくこと。

Ｋ

第
10
回

【テーマ】模擬授業準備2
【計画内容】指導案に基づきグループ内で模擬授業発表を行います。
【準備学習の内容】新学習指導要領による高等学校体育の授業（上・下）の、模擬授業で扱う種目の項目を熟読し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】模擬授業準備3
【計画内容】模擬授業発表者並びに指導案を確定し、リハーサルを行い、グループ内での評価を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】模擬授業1
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】模擬授業2
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】模擬授業3
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】授業全体のまとめを実施します。
【準備学習の内容】授業で配付された資料の復習をしておくこと。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 運動方法演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 竹内　雅明
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テキスト   プリント等を使用します      

参 考 書 文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房  
関岡康雄・佐ഢ年誌雄・Ӭ島ಯ正、2014年、『中学校体育実技』、学研      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 教職を目指す学生の受講をܴ׻します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、学校体育の各種運動領域におけるルールや技術等の基礎的知識を習得し、指導実践に活かすこと
ができることをねらいとする。また、各種運動種目における優れた指導実践についても学び、学習者に応じた
適切な指導ができる能力を培う。そして、理論としての体育理論及び保健における基礎的知識についても習得
し、授業展開に必要な能力を養う。

到
達
目
標

⑴保健体育教師に求められる資質・能力について理解することができる。
⑵各種運動領域における基礎的知識を習得することができる。
⑶体育実技における優れた指導実践の方法論についての認識を深めることができる。
⑷体育理論及び保健における理論的知識を習得することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開及びスポーツ指導の意義を学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】A 体つくり運動
【計画内容】体ほ͙し運動と体力を高める運動の基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』A 体つくり運動を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】# 器械運動
【計画内容】マット運動・మ๮運動・௓びശ運動・平均台運動の基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』# 器械運動を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】C 陸上競技
【計画内容】陸上競技の各種目に関する基礎的知識及び指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』C 陸上運動を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】D 水泳
【計画内容】水泳における各泳法に関する基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』D 水泳を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】E 球技｢ネット型｣
【計画内容】ネット型球技に関する基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』E 球技｢ネット型｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】E 球技｢ゴール型｣
【計画内容】ゴール型球技に関する基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』E 球技｢ゴール型｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】E 球技｢ベースボール型｣
【計画内容】ベースボール型球技に関する基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』E 球技｢ベースボール型｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】F 武道
【計画内容】柔道、݋道に関する基礎的知識及び指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』F 武道を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】G ダンス
【計画内容】ダンスに関する基礎的知識及び実技指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説』G ダンスを熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】ౙ季スポーツ
【計画内容】スキー、スケートに関する基礎的知識及び実技指導方法について学びます。
【準備学習の内容】『中学校体育実技』｢スキー及びスケート｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】H 体育理論
【計画内容】体育理論に関する基礎的知識を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説』H 体育理論を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】保健①
【計画内容】保健に関する基礎的知識を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説』｢保健分野｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】保健②
【計画内容】保健に関する基礎的知識を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説』｢保健分野｣を熟読しておくこと。

Ａ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】これまで学んできた体育分野及び保健分野に関する基礎的知識について振り返り、理解を深め
ます。

【準備学習の内容】これまでの学習内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

科 目 名 スポーツ教育演習Ａ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 近藤　雄一郎

テキスト   講義時に説明します      

参 考 書
吉田茂・三木࢛郎編、1996年、『教師のための運動学 ︲ 運動指導の実践理論』、大修館書店、9784469263350
杉山重利ほか編、2001年、『新学習指導要領による高等学校体育の授業ʪ上巻ʫ』、大修館書店、9784469164121
杉山重利ほか編、2001年、『新学習指導要領による高等学校体育の授業ʪ下巻ʫ』、大修館書店、9784469164138

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   40% 30%
補 足     平時   平時 模擬授業成果

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必

そ の 他 北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

૸・௓・౤を中心とした具体的な身体運動のメカニズムを、普段実践しているスポーツ活動を通し、身体運動の
到達目標である競技力の向上や合理的な身体運動の理解を深める。また本授業では、教育実習における課題と
しての運動を不得意とする者と、得意とする者との違いを比較分析し指導方法を導くことを目標としている。
これらの運動方法を、ロールプレーイングを主体に実践を重ね一人ひとりの指導課題の解決法を探求し指導者
としての指導技術の習得を目指す。

到
達
目
標

⑴運動の技能について指導ができる。
⑵運動動作を客観的に分析できる。
⑶運動や安全についての知識を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、グループ分けや発表のための題目を設定します。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】指導案作成1
【計画内容】指導෩景撮影の際に用いる指導案をグループで作成します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の担当種目の項目を熟読しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】撮影1
【計画内容】作成した指導案に基づき実技指導を行い、指導෩景の撮影を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す課題に取り組むこと。

Ｅ、Ｈ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】撮影2
【計画内容】作成した指導案に基づき実技指導を行い、指導෩景の撮影を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す課題に取り組むこと。

Ｅ、Ｈ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】ө像編集とまとめ
【計画内容】撮影したө像の編集など、発表の準備を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の担当種目の項目を確認しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】発表1（陸上）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の陸上の項目を熟読しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】発表2（バスケットボール）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編のバスケットボールの項目を熟読しておく
こと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】発表3（バレーボール）
【計画内容】撮影したө像を用いて、指導の方法や成果などを発表します。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編のバレーボールの項目を熟読しておくこと。

Ｆ、Ｇ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】模擬授業準備1
【計画内容】模擬授業で扱う題目を決定し、指導案を作成します。
【準備学習の内容】新学習指導要領による高等学校体育の授業（上・下）の、模擬授業で扱う種目の項目を熟読し
ておくこと。

Ｋ

第
10
回

【テーマ】模擬授業準備2
【計画内容】指導案に基づきグループ内で模擬授業発表を行います。
【準備学習の内容】新学習指導要領による高等学校体育の授業（上・下）の、模擬授業で扱う種目の項目を熟読し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】模擬授業準備3
【計画内容】模擬授業発表者並びに指導案を確定し、リハーサルを行い、グループ内での評価を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｈ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】模擬授業1
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】模擬授業2
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】模擬授業3
【計画内容】作成した指導案を用いて体育館等で模擬授業を行います。
【準備学習の内容】高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編の模擬授業が行われる種目の項目を確認し
ておくこと。

Ｅ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】授業全体のまとめを実施します。
【準備学習の内容】授業で配付された資料の復習をしておくこと。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 運動方法演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 竹内　雅明
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テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814637
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814811
関岡康雄ほか、2010年、『中学体育実技北海道版』、学研教育みらい  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。その後は、各講義の際に対応します。
資 格   

そ の 他

保健体育科教員を目指す学生は、必ず受講すること。
講義には、｢自ら学び、自ら考える｣という自主的・積極的な学習態度でྟむこと。
｢教育はひとなり｣とは何か、を常に自分に問いかけて、普段の学習に望むこと。
新聞に目を通して、世の中の出来事、特に教育問題に関心をもち、常に、｢なぜ｣、｢どうして｣と疑問ූでとらえ、自分
の考え方を構築していくように心掛けること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義は、学校体育における諸問題や指導方法についての認識を深め、学校教育現場において、生徒に健康やス
ポーツに関する基礎的・基本的な知識・技術を習得させ、｢生きる力｣を育成することのできる保健体育科教員に
必要とされる能力と資質を習得することをねらいとしています。

到
達
目
標

⑴学校体育における諸問題についての認識を深めることができる。
⑵ ｢体育｣についての基礎的・基本的な知識・技術を再構築し、指導の在り方について認識を深めることができ

る。
⑶ ｢保健｣についての基礎的・基本的な知識・技術を再構築し、指導の在り方について認識を深めることができ

る。
⑷｢保健体育｣における｢生きる力｣をは͙くむ指導の在り方について、認識を深めることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンスと中学校及び高等学校の学習指導要領｢保健体育｣の目的
【計画内容】講義のねらいと到達目標を含め、15回の講義展開及び受講の心得を説明します。また、中学校及び高等学校
学習指導要領｢保健体育｣の改訂の主ࢫ等を理解し、学校体育の諸問題を学びます。

【準備学習の内容】シラバスの内容と中学校と高等学校の『学習指導要領解説保健体育編』の改訂の主ࢫを熟読してくる
こと。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】体つくり運動の指導方法
【計画内容】体つくり運動の｢体ほ͙し運動｣、｢体力を高める運動｣の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法
を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の体つくり運動を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】体育理論の指導方法
【計画内容】体育理論の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の体育理論を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】器械運動の指導方法
【計画内容】マット、మ๮、௓びശ、平均台の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の機械運動を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】陸上競技の指導方法
【計画内容】୹ڑ離૸、長ڑ離૸、౤てき種目、௓躍種目、リレー種目の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方
法を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の陸上競技を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】水泳の指導方法
【計画内容】クロール、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の水泳を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】球技｢ネット型｣の指導方法
【計画内容】バレーボール、バトミントン、୎球、テニスの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びま
す。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ネット型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】球技｢ゴール型｣の指導方法
【計画内容】バスケットボール、サッカー、ハンドボールの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びま
す。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ゴール型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】球技｢ベースボール型｣の指導方法
【計画内容】ソフトボールの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ベースボール型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】武道の指導方法
【計画内容】柔道、݋道、相๾の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の武道を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】ダンスの指導方法
【計画内容】創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方
法を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』のダンスを熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】ౙ季スポーツの指導方法
【計画内容】ౙ季スポーツ、主にスキー、スケートの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学体育実技北海道版』の｢スキー及びスケート｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（1）
【計画内容】中学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（2）
【計画内容】高等学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（3）
【計画内容】高等学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

科 目 名 学校教育研究Ａ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 近藤　雄一郎
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テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   『健康運動指導士テキスト      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 45%   20%   35%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修

そ の 他「運動処方演習」を履修する者は、必ず履修してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

健康づくりのための運動が必要となる対象の多くは中高年層であり、個々人のライフサイクルを見据え｢健や
かに老いる｣ための方法を計画し提案を行えることが中高年層への運動指導者として望まれる。その為には国
内の健康づくりの取り組みや施策を把握し、さらに身体的な特徴や健康管理について知識を有する必要があ
る。本講義は、健康運動の指導者となるために必要な知識や技術の一部を習得することを目的とする。

到
達
目
標

⑴中高年の身体特性について理解できる。
⑵健康づくりのための運動に必要な所要量や施策が理解できる。
⑶運動指導に必要なアプローチ方法について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】介護予防概論
【計画内容】介護予防の考え方やその推進、実践への方策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】介護予防と運動
【計画内容】高齢者の加齢に伴う身体機能および体力の低下、介護予防のために必要な運動について学びま
す。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】介護予防についての振り返り
【計画内容】介護予防についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（1）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準策定の経緯について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（2）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準の具体的な指針や基準について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】メタボリックシンドローム
【計画内容】メタボリックシンドロームの概念とその解消のための運動の用量について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】身体活動指針と身体活動基準　メタボリックシンドロームについての振り返り
【計画内容】身体活動指針と身体活動基準、メタボリックシンドロームについてのまとめと振り返りを行い
ます。

【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】運動行動変容（1）
【計画内容】運動行動変容の理論について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】運動行動変容（2）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】運動行動変容（3）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について演習を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】運動行動変容についての振り返り
【計画内容】運動行動変容についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】健康づくり施策
【計画内容】日本における現在の健康づくりの施策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】中高年者に対する健康運動プログラム
【計画内容】中高年者に対する健康運動プログラムの作成について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・期末課題の発表
【計画内容】これまでの振り返りと期末課題について発表します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 中高年スポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
文部科学省、2008年、『中学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814637
文部科学省、2009年、『高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房、9784827814811
関岡康雄ほか、2010年、『中学体育実技北海道版』、学研教育みらい  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回の講義で具体的に説明します。その後は、各講義の際に対応します。
資 格   

そ の 他

保健体育科教員を目指す学生は、必ず受講すること。
講義には、｢自ら学び、自ら考える｣という自主的・積極的な学習態度でྟむこと。
｢教育はひとなり｣とは何か、を常に自分に問いかけて、普段の学習に望むこと。
新聞に目を通して、世の中の出来事、特に教育問題に関心をもち、常に、｢なぜ｣、｢どうして｣と疑問ූでとらえ、自分
の考え方を構築していくように心掛けること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義は、学校体育における諸問題や指導方法についての認識を深め、学校教育現場において、生徒に健康やス
ポーツに関する基礎的・基本的な知識・技術を習得させ、｢生きる力｣を育成することのできる保健体育科教員に
必要とされる能力と資質を習得することをねらいとしています。

到
達
目
標

⑴学校体育における諸問題についての認識を深めることができる。
⑵ ｢体育｣についての基礎的・基本的な知識・技術を再構築し、指導の在り方について認識を深めることができ

る。
⑶ ｢保健｣についての基礎的・基本的な知識・技術を再構築し、指導の在り方について認識を深めることができ

る。
⑷｢保健体育｣における｢生きる力｣をは͙くむ指導の在り方について、認識を深めることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンスと中学校及び高等学校の学習指導要領｢保健体育｣の目的
【計画内容】講義のねらいと到達目標を含め、15回の講義展開及び受講の心得を説明します。また、中学校及び高等学校
学習指導要領｢保健体育｣の改訂の主ࢫ等を理解し、学校体育の諸問題を学びます。

【準備学習の内容】シラバスの内容と中学校と高等学校の『学習指導要領解説保健体育編』の改訂の主ࢫを熟読してくる
こと。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】体つくり運動の指導方法
【計画内容】体つくり運動の｢体ほ͙し運動｣、｢体力を高める運動｣の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法
を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の体つくり運動を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】体育理論の指導方法
【計画内容】体育理論の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の体育理論を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】器械運動の指導方法
【計画内容】マット、మ๮、௓びശ、平均台の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の機械運動を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】陸上競技の指導方法
【計画内容】୹ڑ離૸、長ڑ離૸、౤てき種目、௓躍種目、リレー種目の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方
法を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の陸上競技を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】水泳の指導方法
【計画内容】クロール、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の水泳を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】球技｢ネット型｣の指導方法
【計画内容】バレーボール、バトミントン、୎球、テニスの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びま
す。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ネット型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】球技｢ゴール型｣の指導方法
【計画内容】バスケットボール、サッカー、ハンドボールの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びま
す。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ゴール型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】球技｢ベースボール型｣の指導方法
【計画内容】ソフトボールの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の球技｢ベースボール型｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】武道の指導方法
【計画内容】柔道、݋道、相๾の実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』の武道を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】ダンスの指導方法
【計画内容】創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方
法を学びます。

【準備学習の内容】『学習指導要領解説保健体育編』のダンスを熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】ౙ季スポーツの指導方法
【計画内容】ౙ季スポーツ、主にスキー、スケートの実技指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学体育実技北海道版』の｢スキー及びスケート｣を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（1）
【計画内容】中学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（2）
【計画内容】高等学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】｢保健｣の指導方法（3）
【計画内容】高等学校｢保健｣の健康・安全指導における諸問題とそれに対応した指導方法を学びます。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領解説保健体育編』の保健を熟読してくる。

Ａ、Ｋ

科 目 名 学校教育研究Ａ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 近藤　雄一郎



56

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30% 30%     40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他
｢機能解剖学｣ ｢スポーツ解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣ ｢スポーツ整形外科学｣を履修済みで
あることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、実際のフィールドで発生頻度の高いスポーツ外傷・障害を中心に、その病態や発生機転、診断方法、
画像診断について解説をする。また実際の診断は医師が行うが、フィールドではアスレティックトレーナーが
一人で活動する場面もあることから、スポーツ外傷・障害発生時の状況を判断し適切な報告や対応を行うため
に、徒手的検査など適宜実技を加えながらアスレティックトレーナーが習得すべき技能について解説する。

到
達
目
標

⑴ 上肢・下肢・体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理
解できる。

⑵上肢・下肢・体幹のスポーツ外傷・障害に対する徒手的検査を実践できる。
⑶整形外科的メディカルチエックの方法を習得できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ整形外科的メディカルチェック
【計画内容】スポーツ整形外科的メディカルチェックで実施される項目について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ整形外科的メディカルチェック』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。
（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害2. 腰・背部・骨盤』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1︲4回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】その他の外傷
【計画内容】その他の外傷についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『その他の外傷Ŋ年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5︲8回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】手・手指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】膝関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害2. 膝関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】下腿部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害3. 下腿部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】講義内容を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 臨床スポーツ医学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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テキスト   プリントを使用します      
参 考 書 健康・体力づくり事業財団、2014年、『健康運動指導士養成講習会テキスト』、南江堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   50%       
補 足 第16回目に実施           

質問への対応 講義時に対応します。

資 格［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニンング指導者 _ 選必
［健］健康運動実践指導者 _ 必修

そ の 他 ｢運動生理学｣が基礎科目となるため、これを履修しているものとして講義を進めます。
毎回の小レポートと最終試験の結果から総合的に評価します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、健康維持・増進のための運動指導を専門的に行うことを考えている学生が、運動処方の基礎理論を
身につけることを目的とする。健康づくりのための運動は競技スポーツと異なり、安全かつ効果的に行われる
ことが必要である。特に身体的な問題を抱える実施者においては十分な安全管理が必要となる。本講義では
こうした安全かつ効果的な運動プログラムを作成、実践するための基礎理論を学んだ上で、有疾患患者の運動
処方へと発展させる。

到
達
目
標

⑴運動処方に関する基礎知識を身につける。
⑵個人に合わせた安全かつ効果的な運動プログラムを立案できるようになる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】運動処方概論
【計画内容】運動処方の目的や流れ、実践する上で重要な視点について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、運動処方の概要について予習する。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】メディカルチェック・ヘルスチェック
【計画内容】メディカルチェック、ヘルスチェックの目的及び内容、実施上の留意点や限界について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、メディカルチェックの部分を予習する。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】検診結果の読み方（1）
【計画内容】検診結果の読み方について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、検診の部分を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】検診結果、安静時心電図の読み方（2）
【計画内容】検診結果および安静時心電図の読み方について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、検診の部分を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】運動負荷試験
【計画内容】運動負荷試験の目的や実施方法について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、運動負荷試験の部分を予習する。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動種目とその選択方法について学ぶ。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（酸素摂取量、メッツ）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（心拍数、脈拍数）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（心拍数、主観的運動強度）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動時間と運動頻度について学ぶ。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】加齢に伴う体力の低下と運動
【計画内容】加齢に伴う体力の低下と運動について学ぶ。
【準備学習の内容】加齢に伴う体力の低下と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】服薬者のための運動処方
【計画内容】服薬者のための運動プログラムを作成する際の注意点について学ぶ。
【準備学習の内容】服薬者のための運動処方に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】青少年期の成長発育と運動
【計画内容】青少年期の成長発育と運動について学ぶ。
【準備学習の内容】青少年期の成長発育と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】女性の体力・運動能力の特徴と運動
【計画内容】女性の体力・運動能力の特徴と運動について学ぶ｡
【準備学習の内容】女性の体力・運動能力の特徴と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】環境に応じた運動処方
【計画内容】高温環境時の運動処方について学ぶ。
【準備学習の内容】環境に応じた運動処方に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

科 目 名 運動処方 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小田　史郎

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30% 30%     40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他
｢機能解剖学｣ ｢スポーツ解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣ ｢スポーツ整形外科学｣を履修済みで
あることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、実際のフィールドで発生頻度の高いスポーツ外傷・障害を中心に、その病態や発生機転、診断方法、
画像診断について解説をする。また実際の診断は医師が行うが、フィールドではアスレティックトレーナーが
一人で活動する場面もあることから、スポーツ外傷・障害発生時の状況を判断し適切な報告や対応を行うため
に、徒手的検査など適宜実技を加えながらアスレティックトレーナーが習得すべき技能について解説する。

到
達
目
標

⑴ 上肢・下肢・体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理
解できる。

⑵上肢・下肢・体幹のスポーツ外傷・障害に対する徒手的検査を実践できる。
⑶整形外科的メディカルチエックの方法を習得できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ整形外科的メディカルチェック
【計画内容】スポーツ整形外科的メディカルチェックで実施される項目について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ整形外科的メディカルチェック』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。
（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害2. 腰・背部・骨盤』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1︲4回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】その他の外傷
【計画内容】その他の外傷についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『その他の外傷Ŋ年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5︲8回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】手・手指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
13
回

【テーマ】膝関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害2. 膝関節』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
14
回

【テーマ】下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】下腿部のスポーツ外傷・障害についての診断方法、画像診断、徒手的検査を学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害3. 下腿部』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】講義内容を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 臨床スポーツ医学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2011年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト6　予防とコンディショニング』、文光堂      

参 考 書
日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『予防とコンディショニング（公認ア
スレティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂、9784830651731
੢Ԃल࢚・加լ谷善教、2015年、『ケガをさせないエクササイズの科学 トレーニングから運動療法まで』、大修館書
店、9784469267761    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーの時間帯に953研究室・925研究室にて対応します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他「スポーツ解剖学」「スポーツ外傷と障害の評価理論」「トレーニング理論・演習」「体力測定評価」を履修済みであ
ることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

コンディショニングとは、ピークパフォーマンスの発شに必要なすべての要因をある目的に向かって望ましい
状況に整えることである。コンディショニングの要素である身体的因子、環境的因子、心因的因子を踏まえて、
パフォーマンスの向上と傷害予防のために、いかにしてコンディショニングを把握し管理するかについて解説
する。後半には、コンディショニングを実践する上で必要な各種方法の理論的背景について理解を深めること
を目的とする。

到
達
目
標

⑴コンディショニングの目的および要素について理解できる。
⑵競技力向上および傷害予防を目的としたコンディショニングの方法が理解できる。
⑶コンディション評価の理論的背景を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。また、コンディショニングの概論について学びます。
（吉田真）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】コンディショニングの定義
【計画内容】コンディショニングの定義、概念、目的などについて学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 コンディショニングとは』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】コンディショニングの要素
【計画内容】コンディショニングの要素となる身体的因子、環境的因子について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 コンディショニングの要素』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】コンディショニングの評価方法
【計画内容】コンディショニング評価の必要性、コンディション指標および評価法について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 評価』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】トレーニングの基礎と原則
【計画内容】トレーニングの基礎と原則について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 トレーニング計画とコンディショニングのトレーニン
グの基礎およびトレーニングの原則に関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】ピリオダイゼーション
【計画内容】ピリオダイゼーションの理論とトレーニング周期の考え方について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 トレーニング計画とコンディショニングのピリオダイ
ゼーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】コンディショニングトレーニングの方法
【計画内容】コンディショニングトレーニングの方法と実際について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のコンディショニングトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】スプリントとエンデュランストレーニングの方法
【計画内容】スプリントとエンデュランストレーニングの方法と実際について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のスプリントとエンデュランストレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】サーキットトレーニングの方法
【計画内容】サーキットトレーニングの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のサーキットトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】ウォーミングアップとクーリングダウンの方法
【計画内容】ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実
際』を読んでおくこと。

Ａ、 Ｋ

第
11
回

【テーマ】フィットネスチェックの方法
【計画内容】フィットネスチェックの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィットネスチェック』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】フィールドテストの方法
【計画内容】フィールドテストの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィールドテスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】身体（組成）測定・柔軟性テストの方法
【計画内容】身体（組成）測定、柔軟性テストの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 身体（組成）測定、柔軟性テスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】コンディショニングのプログラム立案
【計画内容】これまでの講義内容をもとに、競技特性を踏まえたコンディショニングのプログラムをグループワークに
て立案します。（吉田昌弘）

【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ｈ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】これまでの講義内容を振り返り、本講義の到達度を確認します。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】第1回ʵ第14回までの講義内容について復習し、理解を深めておくこと。

Ｌ

科 目 名 コンディショニング理論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 吉田　真、吉田　昌弘
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ス
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育
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト6　予防とコンディショニング』、公益財団法人日本体育協会      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『予防とコンディショニング（公認ア
スレティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   60%     40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 ｢コンディショニング理論｣を履修済みのこと。
第16回に最終評価として実技試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本科目では、｢コンディショニング理論｣で学んだ理論的背景を基に、競技者のコンディションを把握するため
に必要な測定・評価から目的に応じたコンディショニングのプログラム立案および指導を演習形式で実践する
ことを目的とする。演習では、コンディショニングの目的である傷害予防とパフォーマンス向上のそれぞれの
視点からプログラムを立案する。また各種競技特性に応じたコンディショニングを把握するために、ౙ季競技、
記録系競技、球技系競技、࠾点競技系、格技系の特徴についての理解を深める。

到
達
目
標

⑴競技力向上および傷害予防を目的としたコンディショニング方法を指導できる。
⑵ർ労回復、ウォーミングアップおよびクーリングダウンの方法を指導できる。
⑶目的に応じたコンディショニングのプログラム立案およびその指導ができる。
⑷競技特性に応じたコンディショニングの方法を理解し指導できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】コンディショニングトレーニングの実際
【計画内容】コンディショニングトレーニングの計画を立案し、方法の指導を実践します。指導方法についてグループワークを行い
ます。

【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際のコン
ディショニングトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】スプリントとエンデュランストレーニングの実際
【計画内容】スプリントとエンデュランストレーニングの計画を立案し、方法の指導を実践します。指導方法についてグループワー
クを行います。

【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際のスプリ
ントとエンデュランストレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】サーキットトレーニングの実際
【計画内容】サーキットトレーニングの計画を立案し、方法の指導を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際のサー
キットトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】ウォーミングアップとクーリングダウンの実際
【計画内容】ウォーミングアップとクーリングダウンの計画を立案し、方法の指導を実践します。指導方法についてグループワーク
を行います。

【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実際』を読んでお
くこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】フィットネスチェックの実際
【計画内容】フィットネスチェックを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィットネスチェック』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】フィールドテストの実際
【計画内容】フィールドテストを計画し、計測を実践します。
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィールドテスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】身体（組成）測定・柔軟性テストの実際
【計画内容】身体（組成）測定、柔軟性テストを計画し、計測を実践します。
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 身体（組成）測定、柔軟性テスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】競技種目特性とコンディショニング概論
【計画内容】競技種目特性とは何かを学び、競技特性を考慮したコンディショニングの必要性を学びます。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】ౙ季競技におけるコンディショニングの実際
【計画内容】ౙ季競技に必要なコンディショニングを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング ౙ季競技』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】記録系競技におけるコンディショニングの実際
【計画内容】記録系競技に必要なコンディショニングを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング 記録系競技』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】球技系競技におけるコンディショニングの実際
【計画内容】球技系競技に必要なコンディショニングを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング 球技系競技』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】࠾点系競技におけるコンディショニングの実際
【計画内容】࠾点系競技に必要なコンディショニングを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング ࠾点系競技』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】格技系におけるコンディショニングの実際
【計画内容】格技系に必要なコンディショニングを計画し、方法を実践します。指導方法についてグループワークを行います。
【準備学習の内容】テキスト『競技種目とコンディショニング 格技系』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】第14回までの授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。
【準備学習の内容】前回までの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 コンディショニング演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 ૔　一ח

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2011年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト6　予防とコンディショニング』、文光堂      

参 考 書
日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『予防とコンディショニング（公認ア
スレティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂、9784830651731
੢Ԃल࢚・加լ谷善教、2015年、『ケガをさせないエクササイズの科学 トレーニングから運動療法まで』、大修館書
店、9784469267761    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 オフィスアワーの時間帯に953研究室・925研究室にて対応します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他「スポーツ解剖学」「スポーツ外傷と障害の評価理論」「トレーニング理論・演習」「体力測定評価」を履修済みであ
ることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

コンディショニングとは、ピークパフォーマンスの発شに必要なすべての要因をある目的に向かって望ましい
状況に整えることである。コンディショニングの要素である身体的因子、環境的因子、心因的因子を踏まえて、
パフォーマンスの向上と傷害予防のために、いかにしてコンディショニングを把握し管理するかについて解説
する。後半には、コンディショニングを実践する上で必要な各種方法の理論的背景について理解を深めること
を目的とする。

到
達
目
標

⑴コンディショニングの目的および要素について理解できる。
⑵競技力向上および傷害予防を目的としたコンディショニングの方法が理解できる。
⑶コンディション評価の理論的背景を理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。また、コンディショニングの概論について学びます。
（吉田真）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】コンディショニングの定義
【計画内容】コンディショニングの定義、概念、目的などについて学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 コンディショニングとは』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】コンディショニングの要素
【計画内容】コンディショニングの要素となる身体的因子、環境的因子について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 コンディショニングの要素』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】コンディショニングの評価方法
【計画内容】コンディショニング評価の必要性、コンディション指標および評価法について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 評価』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】トレーニングの基礎と原則
【計画内容】トレーニングの基礎と原則について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 トレーニング計画とコンディショニングのトレーニン
グの基礎およびトレーニングの原則に関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】ピリオダイゼーション
【計画内容】ピリオダイゼーションの理論とトレーニング周期の考え方について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの把握と管理 トレーニング計画とコンディショニングのピリオダイ
ゼーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】コンディショニングトレーニングの方法
【計画内容】コンディショニングトレーニングの方法と実際について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のコンディショニングトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】スプリントとエンデュランストレーニングの方法
【計画内容】スプリントとエンデュランストレーニングの方法と実際について学びます。（吉田真）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のスプリントとエンデュランストレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】サーキットトレーニングの方法
【計画内容】サーキットトレーニングの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と
実際のサーキットトレーニングに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】ウォーミングアップとクーリングダウンの方法
【計画内容】ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実
際』を読んでおくこと。

Ａ、 Ｋ

第
11
回

【テーマ】フィットネスチェックの方法
【計画内容】フィットネスチェックの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィットネスチェック』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】フィールドテストの方法
【計画内容】フィールドテストの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 フィールドテスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】身体（組成）測定・柔軟性テストの方法
【計画内容】身体（組成）測定、柔軟性テストの方法と実際について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『コンディショニングの方法と実際 身体（組成）測定、柔軟性テスト』を読んでおくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】コンディショニングのプログラム立案
【計画内容】これまでの講義内容をもとに、競技特性を踏まえたコンディショニングのプログラムをグループワークに
て立案します。（吉田昌弘）

【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ｈ

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】これまでの講義内容を振り返り、本講義の到達度を確認します。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】第1回ʵ第14回までの講義内容について復習し、理解を深めておくこと。

Ｌ

科 目 名 コンディショニング理論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 吉田　真、吉田　昌弘
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学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専門科目テ
キスト7　アスレティックリハビリテーション』、財団法人日本体育協会      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『アスレティックリハビリテーション（公認アス
レティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 60%     20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 ｢アスレティックリハビリテーション理論｣ ｢スポーツ外傷・障害の評価理論｣を履修済みのこと。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本科目では｢アスレティックリハビリテーション理論｣で修得した知識を基盤に、スポーツ外傷・障害の代表的な症例を想
定して、運動療法や物理療法と補装具の使用に関する目的や禁س事項について理解を深める。また、機能評価に基づくア
スレティックリハビリテーションを実践する上で必須となる医学的情報の収集、機能評価と問題点のந出を的確に行い、
外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラミングと実践について演習形式で展開する。

到
達
目
標

⑴ アスレティックリハビリテーションの実施にあたり、代表的な疾患の病態を理解でき、医師から得ておくべき医学的情
報を知ることができる。

⑵各疾患のアスレティックリハビリテーションに必要な情報収集および機能評価ができる。
⑶アスレティックリハビリテーションのプログラミングができる。
⑷アスレティックリハビリテーションにおける身体的リスクを考慮し、安全で効཰の良い方法が指導できる。
⑸スポーツ復帰の目安を明確にして、対象者に説明することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・総論
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。（Տ合誠）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】頸椎೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】頸椎೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 体幹 ︲ 腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】腰部疾患が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 体幹 ︲ 腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】肩関節前方脱ӓへのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】肩関節前方脱ӓが発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 肩関節前方脱ӓのへアスレティックリハビリテーショ
ン』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】౤球障害肩へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】౤球障害肩が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ ౤球障害肩へのアスレティックリハビリテーション』を
読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】外傷性肘損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション』
を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】非外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】非外傷性肘損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲上࿹骨内側・外側上ᰒԌ・非外傷性肘内側側副ਟ帯損
傷』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】手関節೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】手関節೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 手関節೧࠳』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】足関節೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】足関節೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 足関節೧࠳』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】膝ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーション1
【計画内容】膝内側側副ᯰ帯損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハ
ビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 膝内側側副ਟ帯損傷へのアスレティックリハビリテー
ション』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】膝ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーション2
【計画内容】膝前十字ᯰ帯損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビ
リテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢︲膝前十字ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーショ
ン』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】肉離れへのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】肉離れが発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテーショ
ンのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 肢 ︲ 大腿۶筋肉離れへのアスレティックリハビリテーション』
を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】下腿へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】下腿のスポーツ外傷・障害が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティック
リハビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲下腿のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリ
テーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】足部へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】足部のスポーツ外傷・障害が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティック
リハビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 足部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリ
テーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】授業を振り返り、アスレティックリハビリテーションのプログラミングについてグループワークを行います。また、本科目の到達度を確認します。（Տ合誠）
【準備学習の内容】前回までの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 アスレティックリハビリテーション演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Տ合　誠、ށ田　創
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ス
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育
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学
科
専
門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト7　アスレティックリハビリテーション』、財団法人日本体育協会      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『アスレティックリハビリテーション
（公認アスレティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 60%     20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他
｢アスレティックリハビリテーション理論｣ ｢スポーツ外傷・障害の評価理論｣ ｢アスレティックリハビリテーショ
ン演習Ⅰ｣を履修済みのこと。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本科目では、｢アスレティックリハビリテーション演習Ⅰ｣で修得した知識と技能を基盤に、スポーツ外傷・障害
の代表的な症例を想定して、医学的情報の収集、機能評価と問題点のந出、アスレティックリハビリテーション
の目標設定とプログラミングを実際に立案する。立案はグループで行い、最終的には競技種目特性を考慮して
カンファレンス形式による発表および質疑応答を行うこととする。

到
達
目
標

⑴ アスレティックリハビリテーションの実施にあたり、医師から得ておくべき医学的情報について収集するこ
とができる。

⑵各疾患のアスレティックリハビリテーションに必要な機能評価ができる。
⑶アスレティックリハビリテーションのプログラミングができる。
⑷アスレティックリハビリテーションにおける身体的リスクを考慮し、安全で効཰の良い方法が指導できる。
⑸各競技種目に応じたスポーツ復帰の目安を明確にして、対象者に説明することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・総論
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】アスリハにおける競技種目特性 : 動作からみた競技特性
【計画内容】動作からみた競技種目の特性と代表的な外傷発生機転について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム アスレティックリハビリテーションにおける競技種目特性』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】アスリハにおける競技種目特性 : 体力からみた競技種目特性
【計画内容】体力特性を踏まえたトレーニングや患部外トレーニングの処方について学びます。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム アスレティックリハビリテーションにおける競技種目特性』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】陸上競技におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】陸上競技における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行いま
す。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性の陸上競技に関する項』を読んでおくこ
と。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】水泳におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】水泳における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行います。
（山本ହ雄）
【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性の水泳に関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】野球におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】野球における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行います。
（山本ହ雄）
【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のサッカーに関する項』を読んでおくこ
と。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】バスケットボールにおけるアスリハのプログラミング
【計画内容】バスケットボールにおける代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を
行います。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のバスケットボールに関する項』を読んで
おくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】バレーボールにおけるアスリハのプログラミング
【計画内容】バレーボールにおける代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行
います。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のバレーボールに関する項』を読んでおく
こと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】ハンドボールにおけるアスリハのプログラミング
【計画内容】ハンドボールにおける代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行
います。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のハンドボールに関する項』を読んでおく
こと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】サッカーにおけるアスリハのプログラミング
【計画内容】サッカーにおける代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行いま
す。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性の野球に関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】ラグビー、格闘技におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】ラグビー、格闘技における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を
行います。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のラグビー、格闘技に関する項』を読んで
おくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】体操におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】体操における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行います。
（山本ହ雄）
【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性の体操に関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】スキー競技におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】スキー競技における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行い
ます。（山本ହ雄）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のスキー競技に関する項』を読んでおくこ
と。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】スケート競技におけるアスリハのプログラミング
【計画内容】スケート競技における代表的な外傷を想定し、評価およびアスレティックリハビリテーションプログラムの立案を行い、カンファレンスにて発表を行
います。（吉田昌弘）

【準備学習の内容】テキスト『競技特性に基づいたリハビリテーションプログラム 競技種目における動作特性と体力特性のスケート競技に関する項』を読んでおく
こと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。（吉田昌弘）
【準備学習の内容】前回までの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 アスレティックリハビリテーション演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　昌弘、山本　ହ雄

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専門科目テ
キスト7　アスレティックリハビリテーション』、財団法人日本体育協会      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『アスレティックリハビリテーション（公認アス
レティックトレーナー専門科目テキストワークブック）』、文光堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 20% 60%     20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［ス］アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 ｢アスレティックリハビリテーション理論｣ ｢スポーツ外傷・障害の評価理論｣を履修済みのこと。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本科目では｢アスレティックリハビリテーション理論｣で修得した知識を基盤に、スポーツ外傷・障害の代表的な症例を想
定して、運動療法や物理療法と補装具の使用に関する目的や禁س事項について理解を深める。また、機能評価に基づくア
スレティックリハビリテーションを実践する上で必須となる医学的情報の収集、機能評価と問題点のந出を的確に行い、
外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラミングと実践について演習形式で展開する。

到
達
目
標

⑴ アスレティックリハビリテーションの実施にあたり、代表的な疾患の病態を理解でき、医師から得ておくべき医学的情
報を知ることができる。

⑵各疾患のアスレティックリハビリテーションに必要な情報収集および機能評価ができる。
⑶アスレティックリハビリテーションのプログラミングができる。
⑷アスレティックリハビリテーションにおける身体的リスクを考慮し、安全で効཰の良い方法が指導できる。
⑸スポーツ復帰の目安を明確にして、対象者に説明することができる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・総論
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明します。（Տ合誠）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】頸椎೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】頸椎೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 体幹 ︲ 腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】腰部疾患が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 体幹 ︲ 腰部疾患へのアスレティックリハビリテーション』を読
んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】肩関節前方脱ӓへのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】肩関節前方脱ӓが発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 肩関節前方脱ӓのへアスレティックリハビリテーショ
ン』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】౤球障害肩へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】౤球障害肩が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ ౤球障害肩へのアスレティックリハビリテーション』を
読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】外傷性肘損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション』
を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】非外傷性肘損傷へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】非外傷性肘損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲上࿹骨内側・外側上ᰒԌ・非外傷性肘内側側副ਟ帯損
傷』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】手関節೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】手関節೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（ށ田創）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲上肢 ︲ 手関節೧࠳』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】足関節೧࠳へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】足関節೧࠳が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 足関節೧࠳』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】膝ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーション1
【計画内容】膝内側側副ᯰ帯損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハ
ビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 膝内側側副ਟ帯損傷へのアスレティックリハビリテー
ション』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】膝ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーション2
【計画内容】膝前十字ᯰ帯損傷が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビ
リテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢︲膝前十字ᯰ帯損傷へのアスレティックリハビリテーショ
ン』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】肉離れへのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】肉離れが発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティックリハビリテーショ
ンのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲ 肢 ︲ 大腿۶筋肉離れへのアスレティックリハビリテーション』
を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】下腿へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】下腿のスポーツ外傷・障害が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティック
リハビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲下腿のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリ
テーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】足部へのアスレティックリハビリテーション
【計画内容】足部のスポーツ外傷・障害が発生した場合を想定し、アスレティックトレーナーの立場から必要な医学的情報を収集し、検査・測定およびアスレティック
リハビリテーションのプログラミングを実践します。（Տ合誠）

【準備学習の内容】テキスト『外傷ごとのリスク管理に基づいたリハビリテーションプログラムと実践 ︲下肢 ︲ 足部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリ
テーションに関する項』を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】授業を振り返り、アスレティックリハビリテーションのプログラミングについてグループワークを行います。また、本科目の到達度を確認します。（Տ合誠）
【準備学習の内容】前回までの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 アスレティックリハビリテーション演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 Տ合　誠、ށ田　創
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テキスト   プリントを使用する      
参 考 書 ヤーン・ケルン、1998年、『スポーツの戦術入門』、大修館、4469263915    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%   30%       
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツの試合は、その種目に関わらず多くの要素から成り立っている。
指導者が戦術・戦ུに関する知識を十分に備えていても、選手一人一人がそれを理解していなければ良い結果
を得ることは困難である。指導者だけではなく競技者にとっても重要なスポーツの戦術・戦ུについての基礎
理論を身に付けることを目的とする。

到
達
目
標

⑴戦術・戦ུの基礎知識を習得する。
⑵戦術・戦ུプランの立案方法を習得する。
⑶多彩な戦術を獲得するための練習方法を習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】戦術・戦ུの概要について学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておく。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】戦術・戦ུの意義について
【計画内容】様々なスポーツにおいて｢試合では何を求められているのか｣について確認する。
【準備学習の内容】自身の専門とする競技では、どのようなことが求められているかについて考えておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】戦術・戦ུの歴史
【計画内容】スポーツにおける過去の戦術・戦ུを振り返りながら、近年の戦術との比較をする。
【準備学習の内容】過去のスポーツにおける戦術について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】戦術・戦ུの基礎知識
【計画内容】戦術・戦 ・ུ作戦といった用語について、スポーツの世界ではどのようにとらえるべきかを考察する。
【準備学習の内容】戦術・戦ུの語源をあらかじめ調べておく。

  Ａ、Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】戦術・戦ུを読み取る
【計画内容】どのようにして正確に相手チーム、あるいは選手のプレーを分析したらよいのか。
試合の観察、実戦経験の活かし方等について考察する。

【準備学習の内容】自身の経験から、どのようにして対戦相手の情報収集及び活用方法を行ったか整理しておく。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】様々なスポーツの戦術事例　その1
【計画内容】トップクラスに位置する監ಜ・選手の戦術・戦ུの具体的成ޭ例を基に、戦術達成力の重要性を学ぶ。
【準備学習の内容】前回までに学んだ内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】様々なスポーツの戦術事例　その2
【計画内容】トップクラスに位置する監ಜ・選手の戦術・戦ུの具体的成ޭ例を基に、戦術達成力の重要性を学ぶ。
【準備学習の内容】前週の戦術事例の内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための準備　その1
【計画内容】戦術実行のための技術練習方法について学ぶ。
【準備学習の内容】自身の戦術実行のための技術練習内容を説明できるように準備しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための準備　その2
【計画内容】戦ུを実行し良い結果を得られるようにするために、どのような戦術練習を取り入れるかについて学
ぶ。

【準備学習の内容】前週の講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための条件
【計画内容】戦術行動を行うために必要な能力について学ぶ。
【準備学習の内容】自身の試合中の作戦調整力について考えておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】戦術・戦ུの実行プラン
【計画内容】試合前までにもっとも効果的な戦術・戦ུを実行するための計画を学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】戦術・戦ུを਱行するための原則
【計画内容】試合前の戦術・戦ུの実行計画と、試合途中での戦術・戦ུプランの変更について学ぶ。
【準備学習の内容】前週の講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】戦術・戦ུの評価方法
【計画内容】戦術・戦ུ実行結果について、改良点を明確にするための方法を学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】戦術のトレーニング方法
【計画内容】選手個人の特性に合わせて戦術を準備する必要性について学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】監ಜ・コーチに求められる人格
【計画内容】成ޭする指導者に求められるパーソナリティーとは、どのような資質を持ち合わせていなくてはなら
ないかについて学ぶ。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、理解度を確認する。

Ａ、Ｆ、Ｋ

科 目 名 スポーツの戦術 ･戦略論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 大੢　昌美
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科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分   40% 40%   20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格   

そ の 他 本学において、野球・陸上競技・エアロビック・バドミントン・バレーボール・ソフトテニス・体操競技・バスケット
ボールを専門種目として日々意欲的に取り組んでいる学生を対象とする。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

競技種目（野球・陸上競技・エアロビック・バドミントン・バレーボール・ソフトテニス・体操競技・バスケット
ボール）の発展過程、競技特性を理解し、競技力向上のために必要な知識と実践力を身に付ける。また、実技能
力だけではなく、伝える力、指導する力を養成するために指導方法の基礎を学ぶ。

到
達
目
標

⑴競技力向上のために必要な専門的な技術、技能を身に付ける。
⑵技術指導を行うための基礎理論を理解し、専門知識を身に付ける。
⑶コーチングに必要な指導方法を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】競技スポーツの特性
【計画内容】選択した競技スポーツの種目特性、概要について理解する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】競技スポーツの発生と歴史
【計画内容】選択した競技種目についてその発生と歴史を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】競技スポーツの発展
【計画内容】選択した競技種目についてその発展過程を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ

第
4
回

【テーマ】競技スポーツの競技規則の変遷
【計画内容】選択した競技種目についてルールの変遷を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】競技スポーツの技術特性
【計画内容】選択した競技種目の技術特性を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】競技スポーツの戦術特性
【計画内容】選択した競技種目の戦術特性を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】競技スポーツの体力特性
【計画内容】選択した競技種目の体力特性について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】技術トレーニングの実際（1）
【計画内容】選択した競技種目の技術を向上させるためのトレーニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】技術トレーニングの実際（2）
【計画内容】選択した競技種目の技術を向上させるためのトレーニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】技術トレーニングの実際（3）
【計画内容】選択した競技種目の技術を向上させるためのトレーニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】技術トレーニングの実際（4）
【計画内容】選択した競技種目の技術を向上させるためのトレーニングについて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】競技スポーツ指導の基礎（1）
【計画内容】選択した競技種目の指導方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｆ

第
13
回

【テーマ】競技スポーツ指導の基礎（2）
【計画内容】選択した競技種目の指導方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｆ

第
14
回

【テーマ】競技スポーツ指導の基礎（3）
【計画内容】選択した競技種目の指導方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の授業内容に係る理解の確認をするので復習をしておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】選択した競技種目の特性を理解した指導方法について考察する。
【準備学習の内容】前回までの授業内容を十分に復習し、理解を深めておくこと。

Ｂ、Ｆ、
Ｇ、Ｌ

科 目 名 競技スポーツコーチング演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 ੊中　ஐ志、大੢　昌美、大ٶ　真一、菊地　はるひ、竹内　雅明、Ӭ谷　ູ、畠山　孝子、廣田　修平、ԣ山　ѯ理

テキスト   プリントを使用する      
参 考 書 ヤーン・ケルン、1998年、『スポーツの戦術入門』、大修館、4469263915    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 70%   30%       
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツの試合は、その種目に関わらず多くの要素から成り立っている。
指導者が戦術・戦ུに関する知識を十分に備えていても、選手一人一人がそれを理解していなければ良い結果
を得ることは困難である。指導者だけではなく競技者にとっても重要なスポーツの戦術・戦ུについての基礎
理論を身に付けることを目的とする。

到
達
目
標

⑴戦術・戦ུの基礎知識を習得する。
⑵戦術・戦ུプランの立案方法を習得する。
⑶多彩な戦術を獲得するための練習方法を習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】戦術・戦ུの概要について学ぶ。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておく。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】戦術・戦ུの意義について
【計画内容】様々なスポーツにおいて｢試合では何を求められているのか｣について確認する。
【準備学習の内容】自身の専門とする競技では、どのようなことが求められているかについて考えておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】戦術・戦ུの歴史
【計画内容】スポーツにおける過去の戦術・戦ུを振り返りながら、近年の戦術との比較をする。
【準備学習の内容】過去のスポーツにおける戦術について調べておく。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】戦術・戦ུの基礎知識
【計画内容】戦術・戦 ・ུ作戦といった用語について、スポーツの世界ではどのようにとらえるべきかを考察する。
【準備学習の内容】戦術・戦ུの語源をあらかじめ調べておく。

  Ａ、Ｈ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】戦術・戦ུを読み取る
【計画内容】どのようにして正確に相手チーム、あるいは選手のプレーを分析したらよいのか。
試合の観察、実戦経験の活かし方等について考察する。

【準備学習の内容】自身の経験から、どのようにして対戦相手の情報収集及び活用方法を行ったか整理しておく。

Ａ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】様々なスポーツの戦術事例　その1
【計画内容】トップクラスに位置する監ಜ・選手の戦術・戦ུの具体的成ޭ例を基に、戦術達成力の重要性を学ぶ。
【準備学習の内容】前回までに学んだ内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】様々なスポーツの戦術事例　その2
【計画内容】トップクラスに位置する監ಜ・選手の戦術・戦ུの具体的成ޭ例を基に、戦術達成力の重要性を学ぶ。
【準備学習の内容】前週の戦術事例の内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための準備　その1
【計画内容】戦術実行のための技術練習方法について学ぶ。
【準備学習の内容】自身の戦術実行のための技術練習内容を説明できるように準備しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための準備　その2
【計画内容】戦ུを実行し良い結果を得られるようにするために、どのような戦術練習を取り入れるかについて学
ぶ。

【準備学習の内容】前週の講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】戦術・戦ུを実行するための条件
【計画内容】戦術行動を行うために必要な能力について学ぶ。
【準備学習の内容】自身の試合中の作戦調整力について考えておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】戦術・戦ུの実行プラン
【計画内容】試合前までにもっとも効果的な戦術・戦ུを実行するための計画を学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】戦術・戦ུを਱行するための原則
【計画内容】試合前の戦術・戦ུの実行計画と、試合途中での戦術・戦ུプランの変更について学ぶ。
【準備学習の内容】前週の講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】戦術・戦ུの評価方法
【計画内容】戦術・戦ུ実行結果について、改良点を明確にするための方法を学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】戦術のトレーニング方法
【計画内容】選手個人の特性に合わせて戦術を準備する必要性について学ぶ。
【準備学習の内容】前週までの講義内容を復習しておく。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】監ಜ・コーチに求められる人格
【計画内容】成ޭする指導者に求められるパーソナリティーとは、どのような資質を持ち合わせていなくてはなら
ないかについて学ぶ。

【準備学習の内容】これまでの学習を振り返り、理解度を確認する。

Ａ、Ｆ、Ｋ

科 目 名 スポーツの戦術 ･戦略論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 大੢　昌美





教職に関する科目
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト
  適宜プリントを配付します  
文部科学省、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、『高等学校学習指導要領』、東山書房  

参 考 書   適宜プリントを配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 90%       10%   

補 足         
複数回のグループワーク
への参加やレポート提出

によって判断します
  

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他
教職に対する確かな意志と子どもたちや社会についての強い関心を持っていることが望まれます。
教員養成の質向上の観点から欠席が3回以上ある者は成績評価の対象者とならないことを留意して履修すること。
再履修者で教育実習で公欠が多い場合でも特別な配慮はないため、欠席した回についての自学を行うことが必要で
す。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今時代の社会は子どもたちにとって様々に生きにくい状況を生み出しており、子どもたちの中には多様な生き
難さを抱えている者が少なくありません。このような中、改めて、学校の意義が問われています。本授業では、
公教育としての学校の意義や役割ならびに課題について、教育制度ならびに教育経営という観点から学習して
いきます。

到
達
目
標

⑴教育改革や学校教育をめ͙る政治社会状況を理解できる。
⑵公教育制度について基本的な理解ができる。
⑶学校教育のあり方について教育経営的観点で理解ができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義のねらい、展開、評価と受講生への期待について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】憲法と公教育制度
【計画内容】日本国憲法の原理と公教育制度との関係について解説をします。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】教育基本法と公教育制度
【計画内容】現行の教育基本法のもとでの公教育制度の実際について解説をします。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】法ྩに基づく学校経営①
【計画内容】次期学習指導要領の改訂ポイントについて社会構造と関連付けて読み解くグループワークを行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ｈ

第
5
回

【テーマ】法ྩに基づく学校経営②
【計画内容】グループワークを進めて、次回のプレゼンテーション準備を行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ｈ

第
6
回

【テーマ】法ྩに基づく学校経営③
【計画内容】グループワークでまとめた内容をプレゼンテーションして、学習指導要領の改訂ポイントの理解を共有します。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】教育改革と学校教育①
【計画内容】中教৹答申や教育再生実行会議の報告書等政策文書をもとにわが国の教育改革の動向を読み解くグループ
ワークを行います。

【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ｈ

第
8
回

【テーマ】教育改革と学校教育②
【計画内容】世界的な教育改革の潮流について解説を行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】教育改革と学校教育③
【計画内容】世界的な教育改革のベースとなっている理論について解説を行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】教育改革と学校教育④
【計画内容】世界的な教育改革の潮流の中で、日本の教育はどのように位置づくのか解説をします。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】学校安全①
【計画内容】学校安全上配慮しなければならない事例検討（自然災害や情報管理）を行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】学校安全②
【計画内容】学校安全上配慮しなければならない事例検討（いじめや DV や体േ等）を行います。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】学校と地域連携①
【計画内容】学校は地域とどのように連携を図って教育経営を充実させていく必要があるのか。地域連携の実態につい
て調べるグループワークを行います。

【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ｈ

第
14
回

【テーマ】学校と地域連携②
【計画内容】地域連携の実態の分析を通して、望ましい連携のあり方や課題について解説をします。
【準備学習の内容】学習課題に取り組むこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】教育経営学のまとめ
【計画内容】講義全体の振り返りを行い知識の定着を図ります。
【準備学習の内容】講義内容全般についての確認をしておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 教育経営学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ੢村　貴之
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト 文部科学省、2018年、『中学校学習指導要領解説総則編』、東山書房  
文部科学省、2018年、『高等学校学習指導要領』、プリントを使用する      

参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート   提出物や発言など   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修　　［教］中・高1種（Ի楽）_ 必修

そ の 他 取得を希望する教員免ڐ教科の『学習指導要領解説』が必要となりますので、持っていなければ各自用意してください。
『高等学校学習指導要領』はץ行されていないため、プリントを配付します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

わが国の学校では、それぞれの目的や目標を達成するため、一定の基準に基づき、児童生徒の発達段階や特性な
どに応じて教育内容を選択し、授業時数との関連において総合的に組織した教育課程を編成し教育活動が行わ
れています。
この講義では、学校教育における教育課程の意義などについて学ぶとともに、中・高等学校それぞれの学習指導
要領の理解、児童生徒の実態等に応じた教育課程の編成・実施、指導計画の立案、指導方法の工夫などを通して、
教員として必要な基礎的知識と実践的な力を身につけることをねらいとしています。

到
達
目
標

⑴学習指導要領や教育課程の役割、機能、意義を理解する。
⑵ 教育課程編成の基本原理などを理解するとともに、教科等ԣ断的な視点から教育課程や指導計画を編成・例

示することができる。
⑶教科等ԣ断的な視点や学校段階間の接続を踏まえ、カリキュラム・マネジメントの重要性・意義を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業のねらい、展開、評価、参考文献などについて説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】学習指導要領改訂の変遷と社会的背景
【計画内容】学習指導要領改訂の歴史を概観し、それぞれの内容や社会的背景などについて学ぶとともに、カリキュラム・マネ
ジメントなど、今回の改訂のポイントを理解する。

【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第1章』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】学習指導要領、教育課程の意義と役割
【計画内容】学習指導要領の性格や位置付け、教育課程編成の目的などについて学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第2章』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教育課程の役割・機能と育成すべき資質・能力
【計画内容】教育課程が社会に果たす役割や機能、教育課程の実施を通して育成すべき資質・能力などについて学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第1節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・中学校
【計画内容】中学校における教育課程編成の基本的事項や留意事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第2節』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】教育課程の編成・中学校（1）
【計画内容】これまでの学びをもとに、協同学習を通して中学校の教育課程を編成（例示）する。
【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の下書きを作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】教育課程の編成・中学校（2）
【計画内容】編成（例示）した中学校の教育課程について、｢教科等ԣ断的な視点が十分か｣ ｢学校段階間の接続｣などを相互に
検討し、改善を図る。

【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の修正版を作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・高等学校（1）
【計画内容】高等学校における教育課程編成の基本的事項や留意事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領の総則』を予習しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・高等学校（2）
【計画内容】教育課程編成において、中学校と異なる基本事項があることを理解するとともに、学校や生徒の多様な実態等に
対応する教育課程編成の具体的方策を相互に検討する。

【準備学習の内容】『中学校・高等学校の学習指導要領・総則』のポイントを整理しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】教育課程の編成・高等学校（1）
【計画内容】これまでの学びをもとに、協同学習を通して高等学校の教育課程を編成（例示）する。
【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の下書きを作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】教育課程の編成・高等学校（2）
【計画内容】編成（例示）した教育課程について、｢教科等ԣ断的な視点が十分か｣ ｢学校段階間の接続｣などを相互に検討し、改
善を図る。

【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の修正版を作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】各教科・科目の年間指導計画の作成（1）
【計画内容】任意の教科・科目について、年間指導計画を作成（例示）する。
【準備学習の内容】任意の教科・科目の学習指導要領を読み、改訂のポイントなどを調べておく。

Ａ、Ｂ、
Ｇ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】各教科・科目の年間指導計画の作成（2）
【計画内容】作成（例示）した年間指導計画を相互に検討し、望ましい年間指導計画に近づける。
【準備学習の内容】作成した年間指導計画を見直し、説明のポイントなどを整理しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｇ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】教育課程の実施と学習評価
【計画内容】カリキュラム・マネジメント、授業改善、学習評価の充実、生徒の発達支援等について学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第3～4節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】教育課程の改善と学校運営と、振り返り
【計画内容】教育課程の評価と改善、家庭・地域・学校間の連携、道ಙ教育との関連などについて学び、これまでの学習を総括す
る。

【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第5～6節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。こ
れまでの資料などを整理しておく。

Ａ、Ｌ

科 目 名 教育課程論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ਡ江　康夫
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト
文部科学省、『中学校学習指導要領解説保健体育編』  
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説保健体育編』  
文部科学省、『評価基準の作成 
 評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校　保健体育】』  

参 考 書 高橋建夫ほか、『体育教育学入門』、大修館      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足     指導案   小レポート取組   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他
第16回に評価のための試験を実施します。
教職課程を履修する学生が対象になります。
｢保健体育科教育法ⅠおよびⅡ｣を履修済みであることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保健体育科の目標を実現するために、中学校｢保健分野｣、高等学校｢科目保健｣の学習指導を計画的、系統的に、
しかも効཰的に進める方法を理解する。そして、具体的な授業場面を想定した指導計画の立案・作成を実践的
に追求し、より良い授業にするための改善の視点を身につける。

到
達
目
標

⑴保健体育科の目標、中学校｢保健分野｣・高等学校｢科目保健｣の目標及び内容、並びに全体構造を理解できる。
⑵生涯にわたり健康な生活を実践できる保健授業の学習指導方法が理解できる。
⑶生徒の個に応じた指導の充実を目指す学習指導法が理解できる。
⑷学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した指導計画の立案・作成をすることができる。
⑸模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身につける。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の目的、目標、展開内容、評価方法などについて説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】中学校・高等学校｢保健体育科｣教育課程の編成
【計画内容】中学校、高等学校の教育課程について、理解を深める。
【準備学習の内容】中学校、高等学校の教育課程について予習をしておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】｢保健体育科｣教科目標、中学校｢保健分野｣・高等学校｢教科保健｣の目標
【計画内容】｢保健体育科｣の教科目標、中学校｢保健分野｣・高等学校｢教科保健｣の目標について、理解を深める。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】中学校｢保健分野｣・高等学校｢教科保健｣の年間指導計画・単元計画
【計画内容】学校行事、他教科との関わり及び地域、学校事情等を考慮した配当時間等について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】中学校｢保健分野｣・高等学校｢教科保健｣の学習指導案（1）
【計画内容】学習指導案作成時に留意すべき事項を理解する。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】中学校｢保健分野｣・高等学校｢教科保健｣の学習指導案（2）
【計画内容】学習指導案の作成について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】保健授業における学習の進め方（1）
【計画内容】50分間で展開できる内容・ポイント等を研究する。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】保健授業における学習の進め方（2）
【計画内容】授業展開時の教材、教具、機材の活用等を研究する。
【準備学習の内容】グループによる学習指導案の検討、協議、研究をする。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】模擬授業（1）
【計画内容】模擬授業（現代社会と健康）を展開し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】学習指導案の準備をしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】模擬授業（2）
【計画内容】模擬授業（現代社会と健康）を展開し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】学習指導案の準備をしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】模擬授業（3）
【計画内容】模擬授業（生涯を通じる健康）を展開し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】学習指導案の準備をしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】模擬授業（4）
【計画内容】模擬授業を展開（生涯を通じる健康）し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】学習指導案の準備をしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】模擬授業（5）
【計画内容】模擬授業（社会生活と健康）を展開し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】学習指導案の準備をしておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】模擬授業（6）
【計画内容】模擬授業（社会生活と健康）を展開し、評価・課題等の整理をする。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ｂ、Ｇ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】振り返りとまとめ
【計画内容】これまでの講義を振り返り、まとめと確認を行う。
【準備学習の内容】これまで学んだ内容を復習しておくこと。

Ａ

科 目 名 保健体育科教育法Ⅲ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 杉岡　品子

テキスト 文部科学省、2018年、『中学校学習指導要領解説総則編』、東山書房  
文部科学省、2018年、『高等学校学習指導要領』、プリントを使用する      

参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート   提出物や発言など   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修　　［教］中・高1種（Ի楽）_ 必修

そ の 他 取得を希望する教員免ڐ教科の『学習指導要領解説』が必要となりますので、持っていなければ各自用意してください。
『高等学校学習指導要領』はץ行されていないため、プリントを配付します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

わが国の学校では、それぞれの目的や目標を達成するため、一定の基準に基づき、児童生徒の発達段階や特性な
どに応じて教育内容を選択し、授業時数との関連において総合的に組織した教育課程を編成し教育活動が行わ
れています。
この講義では、学校教育における教育課程の意義などについて学ぶとともに、中・高等学校それぞれの学習指導
要領の理解、児童生徒の実態等に応じた教育課程の編成・実施、指導計画の立案、指導方法の工夫などを通して、
教員として必要な基礎的知識と実践的な力を身につけることをねらいとしています。

到
達
目
標

⑴学習指導要領や教育課程の役割、機能、意義を理解する。
⑵ 教育課程編成の基本原理などを理解するとともに、教科等ԣ断的な視点から教育課程や指導計画を編成・例

示することができる。
⑶教科等ԣ断的な視点や学校段階間の接続を踏まえ、カリキュラム・マネジメントの重要性・意義を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業のねらい、展開、評価、参考文献などについて説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておく。

Ａ

第
2
回

【テーマ】学習指導要領改訂の変遷と社会的背景
【計画内容】学習指導要領改訂の歴史を概観し、それぞれの内容や社会的背景などについて学ぶとともに、カリキュラム・マネ
ジメントなど、今回の改訂のポイントを理解する。

【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第1章』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】学習指導要領、教育課程の意義と役割
【計画内容】学習指導要領の性格や位置付け、教育課程編成の目的などについて学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第2章』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】教育課程の役割・機能と育成すべき資質・能力
【計画内容】教育課程が社会に果たす役割や機能、教育課程の実施を通して育成すべき資質・能力などについて学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第1節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・中学校
【計画内容】中学校における教育課程編成の基本的事項や留意事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第2節』を予習しておく。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】教育課程の編成・中学校（1）
【計画内容】これまでの学びをもとに、協同学習を通して中学校の教育課程を編成（例示）する。
【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の下書きを作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】教育課程の編成・中学校（2）
【計画内容】編成（例示）した中学校の教育課程について、｢教科等ԣ断的な視点が十分か｣ ｢学校段階間の接続｣などを相互に
検討し、改善を図る。

【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の修正版を作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・高等学校（1）
【計画内容】高等学校における教育課程編成の基本的事項や留意事項について学ぶ。
【準備学習の内容】『高等学校学習指導要領の総則』を予習しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】教育課程編成の基本原理・高等学校（2）
【計画内容】教育課程編成において、中学校と異なる基本事項があることを理解するとともに、学校や生徒の多様な実態等に
対応する教育課程編成の具体的方策を相互に検討する。

【準備学習の内容】『中学校・高等学校の学習指導要領・総則』のポイントを整理しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】教育課程の編成・高等学校（1）
【計画内容】これまでの学びをもとに、協同学習を通して高等学校の教育課程を編成（例示）する。
【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の下書きを作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】教育課程の編成・高等学校（2）
【計画内容】編成（例示）した教育課程について、｢教科等ԣ断的な視点が十分か｣ ｢学校段階間の接続｣などを相互に検討し、改
善を図る。

【準備学習の内容】配付する資料に教育課程表の修正版を作成する。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】各教科・科目の年間指導計画の作成（1）
【計画内容】任意の教科・科目について、年間指導計画を作成（例示）する。
【準備学習の内容】任意の教科・科目の学習指導要領を読み、改訂のポイントなどを調べておく。

Ａ、Ｂ、
Ｇ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】各教科・科目の年間指導計画の作成（2）
【計画内容】作成（例示）した年間指導計画を相互に検討し、望ましい年間指導計画に近づける。
【準備学習の内容】作成した年間指導計画を見直し、説明のポイントなどを整理しておく。

Ａ、Ｂ、
Ｇ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】教育課程の実施と学習評価
【計画内容】カリキュラム・マネジメント、授業改善、学習評価の充実、生徒の発達支援等について学ぶ。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第3～4節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。

Ａ

第
15
回

【テーマ】教育課程の改善と学校運営と、振り返り
【計画内容】教育課程の評価と改善、家庭・地域・学校間の連携、道ಙ教育との関連などについて学び、これまでの学習を総括す
る。

【準備学習の内容】『中学校学習指導要領解説総則編の第3章第5～6節』、『高等学校学習指導要領（総則）』を予習しておく。こ
れまでの資料などを整理しておく。

Ａ、Ｌ

科 目 名 教育課程論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ਡ江　康夫
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   プリント等を使用します      

参 考 書
文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房  
関岡康雄・佐ഢ年誌雄・Ӭ島ಯ正、2017年、『中学校体育実技』、学研  
  2017年、『アクティブスポーツ』、大修館書店  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足     レポート等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 選択

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学校における保健体育科教師の役割を認識し、発達段階に応じた指導法について学びます。
各自が授業案を作成し、演習形式で模擬授業を行い、教材解釈とともに、生徒への体育理論や体育及び保健の問
題作成について学びます。

到
達
目
標

⑴保健体育科の各領域特性や指導方法が理解できる。
⑵体育実技の各分野における競技ルールを説明できる。
⑶教員࠾用試験に向けて各分野の内容を会得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開および体育授業づくりの構造を学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】授業づくり
【計画内容】保健・体育の授業づくりの手順、教材を創ることを学びます。
【準備学習の内容】中学校体育実技・アクティブスポーツに目を通しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】授業計画
【計画内容】指導計画（年間・月間・単元）の作成・立案について学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説体育編』の第1章2を熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】指導案
【計画内容】保健・体育の指導案の作成方法確認します。
【準備学習の内容】｢保健体育科教育法Ⅲ｣の授業を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】模擬授業
【計画内容】体育・保健授業の模擬授業の進め方を研究します。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】学習指導要領
【計画内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』により、小・中・高の系統性を学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】体育理論
【計画内容】中学校・高等学校の体育理論について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】運動領域①
【計画内容】運動領域について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】運動領域②
【計画内容】運動領域について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】࠾用試験
【計画内容】教員࠾用試験（過去の問題）について学びます。
【準備学習の内容】受検の都道෎ݝの過去問題を学習しておくこと。

Ａ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】危機管理①
【計画内容】学校における危機管理　学校事故、௄ռ・体േ、健康安全について学びます。
【準備学習の内容】学校事故について確認をしておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】危機管理②
【計画内容】学校における危機管理　運動部の活動における安全対策について学びます。
【準備学習の内容】学校事故について確認をしておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】研究課題①
【計画内容】学校体育の研究課題として、スポーツ障害について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントの予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】研究課題②
【計画内容】学校体育の研究課題として、授業を取り巻く制度的条件について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントの予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】まとめと振り返り。
【準備学習の内容】前回までに配付したプリント等について復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 保健体育科教育法Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 吉澤　正৳
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト 文部科学省、『中学校学習指導要領解説　特別の教科　道ಙ編』  
ࣲ原弘志編、『中学校新学習指導要領の展開　特別の教科道ಙ編』、明治図書出版      

参 考 書   プリントを使用します。      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［ス］中1種（保健体育）_ 必修、高1種（保健体育）_ 選択

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

道ಙ教育は、教育の根本精神をふまえ、自己の生き方や人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動
し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道ಙ性を育成する教育活動です。本講義
では、道ಙの意義や原理等をふまえ、学校の教育活動全体を通じて行う道ಙ教育およびその要となる道ಙ科の
目標や内容、指導方法を理解し、実践的な指導力を身に付けることを目指します。

到
達
目
標

⑴道ಙの意義や原理等をふまえ、学校における道ಙ教育の目標や内容を理解することができる。
⑵学校の教育活動全体を通じて行う道ಙ教育および道ಙ科の指導の在り方について理解することができる。
⑶道ಙ科の学習指導案を作成することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】授業内容や到達目標、評価方法などについて説明します。授業の全体を概観します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】道ಙとは何か
【計画内容】道ಙ的概念について学び、道ಙの本質について考察します。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】道ಙ性の発達
【計画内容】ピアジェやコールバーグを中心に、道ಙ性発達理論について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】道ಙ教育の歴史（1）
【計画内容】｢修身科｣と道ಙ教育、教育௘語と戦後道ಙについて学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】道ಙ教育の歴史（2）
【計画内容】学習指導要領の変遷や改訂の要点について学びます。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】道ಙ教育の現代的課題
【計画内容】いじめや情報モラル等、現代における道ಙ教育の課題について考察します。
【準備学習の内容】配付されたプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】道ಙ教育および道ಙ科の目標
【計画内容】学習指導要領における道ಙ教育および道ಙ科の目標について学びます。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】道ಙ教育および道ಙ科の内容
【計画内容】学習指導要領における道ಙ教育および道ಙ科の内容について学びます。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】道ಙ教育および道ಙ科の指導方法
【計画内容】道ಙ教育の指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性について学びます。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】道ಙ教育および道ಙ科の教材
【計画内容】道ಙ科の特質を生かした指導方法と教材の在り方について考察します。
【準備学習の内容】配付されたプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】学習指導案の作成
【計画内容】道ಙ科の学習指導案を作成します。
【準備学習の内容】テキストの指定された箇所を読んでおくこと。

Ｋ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】学習指導案の検討
【計画内容】学習指導案の交流と検討を行います。
【準備学習の内容】作成した学習指導案の見直しをしておくこと。

Ｋ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】模擬授業
【計画内容】模擬授業を実施します。
【準備学習の内容】検討した学習指導案をもとに、模擬授業の準備を行うこと。

Ｂ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】模擬授業の検討と評価について
【計画内容】模擬授業の検討を行い、道ಙ科の特性を踏まえた評価の在り方について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】学修の振り返り
【計画内容】授業の振り返りを行い、道ಙ教育の意義についてまとめを行います。
【準備学習の内容】授業全体の復習をしておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 道徳教育論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 高橋　さおり

テキスト   プリント等を使用します      

参 考 書
文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房  
関岡康雄・佐ഢ年誌雄・Ӭ島ಯ正、2017年、『中学校体育実技』、学研  
  2017年、『アクティブスポーツ』、大修館書店  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足     レポート等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 選択

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

学校における保健体育科教師の役割を認識し、発達段階に応じた指導法について学びます。
各自が授業案を作成し、演習形式で模擬授業を行い、教材解釈とともに、生徒への体育理論や体育及び保健の問
題作成について学びます。

到
達
目
標

⑴保健体育科の各領域特性や指導方法が理解できる。
⑵体育実技の各分野における競技ルールを説明できる。
⑶教員࠾用試験に向けて各分野の内容を会得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開および体育授業づくりの構造を学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】授業づくり
【計画内容】保健・体育の授業づくりの手順、教材を創ることを学びます。
【準備学習の内容】中学校体育実技・アクティブスポーツに目を通しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】授業計画
【計画内容】指導計画（年間・月間・単元）の作成・立案について学びます。
【準備学習の内容】『学習指導要領解説体育編』の第1章2を熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】指導案
【計画内容】保健・体育の指導案の作成方法確認します。
【準備学習の内容】｢保健体育科教育法Ⅲ｣の授業を復習しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】模擬授業
【計画内容】体育・保健授業の模擬授業の進め方を研究します。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ｂ

第
6
回

【テーマ】学習指導要領
【計画内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』により、小・中・高の系統性を学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】体育理論
【計画内容】中学校・高等学校の体育理論について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】運動領域①
【計画内容】運動領域について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】運動領域②
【計画内容】運動領域について学びます。
【準備学習の内容】『中学校・高等学校学習指導要領解説体育編』を熟読しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】࠾用試験
【計画内容】教員࠾用試験（過去の問題）について学びます。
【準備学習の内容】受検の都道෎ݝの過去問題を学習しておくこと。

Ａ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】危機管理①
【計画内容】学校における危機管理　学校事故、௄ռ・体േ、健康安全について学びます。
【準備学習の内容】学校事故について確認をしておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】危機管理②
【計画内容】学校における危機管理　運動部の活動における安全対策について学びます。
【準備学習の内容】学校事故について確認をしておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】研究課題①
【計画内容】学校体育の研究課題として、スポーツ障害について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントの予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】研究課題②
【計画内容】学校体育の研究課題として、授業を取り巻く制度的条件について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントの予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】まとめと振り返り。
【準備学習の内容】前回までに配付したプリント等について復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 保健体育科教育法Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 吉澤　正৳
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   プリントを使用する。      
参 考 書 文部科学省、2017年『中学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に、具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、様々な教育活動を効果的に展開するための教育方法などについて学びます。中学校学習指導要領
等について理解し、授業の指導計画の作成や教材研究（ICT の効果的な活用を含む）、学習評価、教師の具体的な
かかわり方等について、学習指導案の作成や模擬授業等を通して実践的に学んでいきます。

到
達
目
標

⑴中学校学習指導要領等の内容について理解することができる。
⑵指導計画の作成や教材研究（ICT の効果的な活用を含む）、学習評価について理解することができる。
⑶授業の進め方や教師のかかわり方について理解することができる。
⑷学習指導案の作成や模擬授業を行い、振り返ることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】今日の教育課題（小学校や中学校、高等学校等が抱える今日的な教育課題）
【計画内容】小・中・高等学校等が抱えている今日的な教育課題について学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】学習指導要領　①
【計画内容】中学校教育等の基本と育成したい資質能力について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】学習指導要領　②
【計画内容】中学校教育等の教育課程の役割と編成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】学習指導要領　③
【計画内容】中学校教育等の指導計画の作成と評価について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　①　【学習過程】
【計画内容】問題解決的学習（探求的学習）と系統学習について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　②　【学びの形態：個人、グループ、学級全体】
【計画内容】学習（指導）形態等について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　③　【教材研究 A】
【計画内容】教材研究の基本的な考え方等について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　④　【教材研究 #】
【計画内容】具体的な教材作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑤　【教材研究 C】
【計画内容】様々な教育活動における ICT の効果的な活用について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑥　【指導計画の作成】
【計画内容】指導計画（学習指導案）の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑦　【指導計画の作成・評価】
【計画内容】問題解決的な学習を重視した指導計画の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑧　【指導計画の作成・評価】
【計画内容】具体的な指導計画に基づく学習評価について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】模擬授業　①
【計画内容】作成した指導計画（学習指導案）をもとに、模擬授業を行います。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】模擬授業　②
【計画内容】模擬授業をもとに、具体的な指導方法等について振り返ります。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】教育方法に関する考え方や具体的な実践について、教師の立場から振り返り、まとめます。
【準備学習の内容】これまで配付したプリントを振り返り、内容を再確認すること。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 教育方法論（情報機器 ･教材活用を含む） 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ੢出　ษ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト 北ᠳ大学・北ᠳ大学୹期大学部、2014年、『教育実習の手引き』、教育出版      

参 考 書
文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、2008年・2009年、『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、東山書房  
吉田辰雄・大森正編者、2009年、『教職入門』、図書文化社  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     指導案・レポート等       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

中学校または高等学校における教育実習（｢教育実習Ⅰ｣ ｢教育実習Ⅱ｣）を円滑かつ効果的に行うために必要な
基礎的・基本的事項の修得を目指します。
教育実習は、｢学生として学ぶ｣立場から｢教師として教える｣立場になることの自覚と責任を具体的に学び、実
習にむけて準備すること、心掛けること、身につけることを明確に持つように学びます。

到
達
目
標

⑴教職課程の履修方法が理解できる。
⑵教師の仕事の内容がわかる。
⑶自分が教師になるための具体的な説明ができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】目標・意義・形態
【計画内容】教育実習の目標・意義・形態などを学びます。
【準備学習の内容】『教育実習の手引き』を熟読しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】心得と準備
【計画内容】教育実習の心得や準備、教師のあり方を学びます。
【準備学習の内容】『教育実習の手引き』を熟読しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】教科・科目
【計画内容】教育実習へむけて、教科・科目の指導案作成、教科指導のあり方を学びます。
【準備学習の内容】教職関連講義での指導案・指導方法の復習をしておくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】中学校・高等学校
【計画内容】中学校・高等学校の今日的な課題を学びます。
【準備学習の内容】学校教育に関わる課題の整理をしておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】生徒指導
【計画内容】生徒の実態から対応する指導方法を学びます。
【準備学習の内容】教職関連講義（生徒指導・教育相談）の復習をしておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】コミュニケーション
【計画内容】生徒とのコミュニケーションのあり方を学びます。
【準備学習の内容】教職関連講義（生徒指導・教育相談）の復習をしておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】教科外領域
【計画内容】｢総合的な学習の時間｣ ｢特別活動｣ ｢部活動｣について学びます。
【準備学習の内容】『中学校学習指導要領』第4・5章、総則第4（13）を熟読しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】講話
【計画内容】先ഐから教育実習経験談を聞き、教育実習への事前準備を学びます。
【準備学習の内容】『教育実習の手引き』の先ഐから後ഐへのメッセージを熟読しておくこと。

Ｇ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】模擬授業①
【計画内容】教育実習にむけて、2つの教室にて最終の模擬授業を行い、実践力を高めます。
【準備学習の内容】教職関連講義の指導案を復習しておくこと。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】模擬授業②
【計画内容】教育実習にむけて、2つの教室にて最終の模擬授業を行い、実践力を高めます。
【準備学習の内容】教職関連講義の指導案を復習しておくこと。

Ｂ

第
12
回

【テーマ】模擬授業③
【計画内容】教育実習にむけて、2つの教室にて最終の模擬授業を行い、実践力を高めます。
【準備学習の内容】教職関連講義の指導案を復習しておくこと。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】模擬授業④
【計画内容】教育実習にむけて、2つの教室にて最終の模擬授業を行い、実践力を高めます。
【準備学習の内容】教職関連講義の指導案を復習しておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】模擬授業⑤
【計画内容】教育実習にむけて、2つの教室にて最終の模擬授業を行い、実践力を高めます。
【準備学習の内容】教職関連講義の指導案を復習しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】まとめと振り返り。
【準備学習の内容】今までの講義を振り返り、まとめをしておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 教育実習事前指導 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 吉澤　正৳、阿部　達彦、瀧澤　૱、੢村　貴之

テキスト   プリントを使用する。      
参 考 書 文部科学省、2017年『中学校学習指導要領      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に、具体的に説明します。
資 格   ［ス］中・高1種（保健体育）_ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、様々な教育活動を効果的に展開するための教育方法などについて学びます。中学校学習指導要領
等について理解し、授業の指導計画の作成や教材研究（ICT の効果的な活用を含む）、学習評価、教師の具体的な
かかわり方等について、学習指導案の作成や模擬授業等を通して実践的に学んでいきます。

到
達
目
標

⑴中学校学習指導要領等の内容について理解することができる。
⑵指導計画の作成や教材研究（ICT の効果的な活用を含む）、学習評価について理解することができる。
⑶授業の進め方や教師のかかわり方について理解することができる。
⑷学習指導案の作成や模擬授業を行い、振り返ることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】今日の教育課題（小学校や中学校、高等学校等が抱える今日的な教育課題）
【計画内容】小・中・高等学校等が抱えている今日的な教育課題について学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】学習指導要領　①
【計画内容】中学校教育等の基本と育成したい資質能力について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】学習指導要領　②
【計画内容】中学校教育等の教育課程の役割と編成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】学習指導要領　③
【計画内容】中学校教育等の指導計画の作成と評価について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　①　【学習過程】
【計画内容】問題解決的学習（探求的学習）と系統学習について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　②　【学びの形態：個人、グループ、学級全体】
【計画内容】学習（指導）形態等について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　③　【教材研究 A】
【計画内容】教材研究の基本的な考え方等について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　④　【教材研究 #】
【計画内容】具体的な教材作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑤　【教材研究 C】
【計画内容】様々な教育活動における ICT の効果的な活用について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑥　【指導計画の作成】
【計画内容】指導計画（学習指導案）の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑦　【指導計画の作成・評価】
【計画内容】問題解決的な学習を重視した指導計画の作成について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】学習指導と教育活動の展開　⑧　【指導計画の作成・評価】
【計画内容】具体的な指導計画に基づく学習評価について学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】模擬授業　①
【計画内容】作成した指導計画（学習指導案）をもとに、模擬授業を行います。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ

第
14
回

【テーマ】模擬授業　②
【計画内容】模擬授業をもとに、具体的な指導方法等について振り返ります。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ｂ、Ｈ、
Ｋ、Ｌ、Ｍ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】教育方法に関する考え方や具体的な実践について、教師の立場から振り返り、まとめます。
【準備学習の内容】これまで配付したプリントを振り返り、内容を再確認すること。

Ａ、Ｇ、Ｌ

科 目 名 教育方法論（情報機器 ･教材活用を含む） 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 ੢出　ษ
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   講義時に説明します          

参 考 書
  適宜配付します  
文部科学省、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、『高等学校学習指導要領』、東山書房  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時ならびに教職担当者へ適宜相談（事前に予約して）に来ること。
資 格

そ の 他

この科目を履修する学生は、北海道教育委員会をはじめ教育委員会から教職センターに依པされたボランティア活
動に従事することになります。単位取得条件として、規定の時間のボランティア活動に加えて、①教育委員会が開
する学校ボランティア説明会への参加、②講義（事前・事後）および参観研究授業への出席、③レポート等の提出が࠵
義務付けられています。なお、この科目の単位は教育職員免ڐ状取得に必要な「教科ຢは教職に関する科目」の単位
としてࢉ入されません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の教育活動を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では、学校ボランティア活動を通して、学校現場ではどのような教
育活動が営まれているのか、また学校に通う子どもの生き方への理解を深めます。さらには、教師を目指す者と
して、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴学校現場においてどのように教育活動が営まれているのかを理解する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、子どもの生き方を考え、理解を深める。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

1　学校における教育活動とは（90分）
　　【計画内容】　  学校における、教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボラン

ティア活動の意義を理解する。
　　【準備学習の内容】　シラバスを熟読すること。

2　実際の学校現場でのボランティア活動　（1日3時間を基本として8回実施 :24時間）
　　【計画内容】　学校ボランティア活動を実践することで、生徒の行動や生活の様子を理解する。
　　　　　　　　 また、個別に配慮が必要な子どもの教育支援や学校行事、体験活動の補助、
み時間・部活動等の授業外の支援等を行う。必ず各自で課題を設定し、目標をٳ 　　　　　　　　
　　　　　　　　 持って取り組み、毎回、ボランティア活動記録を記ࡌすること。
　　【準備学習の内容】  ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先生と事前の打合せを行って

おくこと。

3　授業参与観察（90分）
　　【計画内容】参観した授業の内容について交流し、教師の生徒への望ましいかかわり方について深める。
　　【準備学習の内容】  訪問する学校の経営計画等事前に調べる。ボランティア活動を通して得られたより深め

たい問いを整理しておく。

4　学校ボランティアの交流（90分）
　　【計画内容】　活動をまとめ交流することで、新たな目標を設定する。
　　【準備学習の内容】　活動内容ならびに今後の課題等をＡ4・1ຕにまとめておく。
  
子どもの対応について、これまでの受講した教職に関する科目の講義のノートを読み返しておくこと。

  Ａ

Ｄ

Ｍ

Ｆ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 ੢村　貴之
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト   講義時に説明します          

参 考 書
  適宜配付します  
文部科学省、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、『高等学校学習指導要領』、東山書房  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時ならびに教職担当者へ適宜相談（事前に予約して）に来ること。
資 格

そ の 他

この科目を履修する学生は、前年度に「学校ボランティア活動Ⅰ」の単位を取得済みの者を対象とします。北海道教
育委員会をはじめ教育委員会から教職センターに依པされたボランティア活動に従事することになります。単位
取得条件として、規定の時間のボランティア活動に加えて、①教育委員会が開࠵する学校ボランティア説明会への
参加、②講義（事前・事後）および参観研究授業への出席、③レポート等の提出が義務付けられています。なお、この
科目の単位は教育職員免ڐ状取得に必要な「教科ຢは教職に関する科目」の単位としてࢉ入されません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の教育活動を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では、前年度の学校ボランティア活動を通して見出された課題意
識をもって新たに学校ボランティア活動に従事することで、生徒理解や教師を目指す者として、発展的に自己の
教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴学校現場においてどのように教育活動が営まれているのかを理解する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、子どもの生き方を考え、理解を深める。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

1　学校ボランティア活動2年目の課題とは（90分）
　　【計画内容】　  継続して学校ボランティア活動に従事するにあたっての新たな目標を各自どのように立てて

いるのかを語りあいながら、履修する学生に共通の課題を見出す。
　　【準備学習の内容】　各自どのように取り組みのか課題意識を明確にしてくる。

2　実際の学校現場でのボランティア活動　（1日3時間を基本として8回実施 :24時間）
　　【計画内容】　学校ボランティア活動を実践することで、生徒の行動や生活の様子を理解する。
　　　　　　　　 また、個別に配慮が必要な子どもの教育支援や学校行事、体験活動の補助、
み時間・部活動等の授業外の支援等を行う。必ず各自で課題を設定し、目標をٳ 　　　　　　　　
　　　　　　　　 持って取り組み、毎回、ボランティア活動記録を記ࡌすること。
　　【準備学習の内容】  ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先生と事前の打合せを行って

おくこと。

3　授業参与観察（90分）
　　【計画内容】参観した授業の内容について交流し、教師の生徒への望ましいかかわり方について深める。
　　【準備学習の内容】  訪問する学校の経営計画等事前に調べる。ボランティア活動を通して得られたより深め

たい問いを整理しておく。

4　学校ボランティアの交流（90分）
　　【計画内容】　活動をまとめ交流することで、新たな目標を設定する。
　　【準備学習の内容】　活動内容ならびに今後の課題等をＡ4・1ຕにまとめておく。
  
子どもの対応について、これまでの受講した教職に関する科目の講義のノートを読み返しておくこと。

Ｆ

Ｄ

Ｍ

Ｆ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 ੢村　貴之

テキスト   講義時に説明します          

参 考 書
  適宜配付します  
文部科学省、『中学校学習指導要領』、東山書房  
文部科学省、『高等学校学習指導要領』、東山書房  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時ならびに教職担当者へ適宜相談（事前に予約して）に来ること。
資 格

そ の 他

この科目を履修する学生は、北海道教育委員会をはじめ教育委員会から教職センターに依པされたボランティア活
動に従事することになります。単位取得条件として、規定の時間のボランティア活動に加えて、①教育委員会が開
する学校ボランティア説明会への参加、②講義（事前・事後）および参観研究授業への出席、③レポート等の提出が࠵
義務付けられています。なお、この科目の単位は教育職員免ڐ状取得に必要な「教科ຢは教職に関する科目」の単位
としてࢉ入されません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

教員の資質として、学習指導のみならず、生徒指導や学校行事等の教育活動を実際に経験することは、教員を目
指す者にとって大変重要なことです。本講義では、学校ボランティア活動を通して、学校現場ではどのような教
育活動が営まれているのか、また学校に通う子どもの生き方への理解を深めます。さらには、教師を目指す者と
して、自身の教育観を確立できるよう学びを深めます。

到
達
目
標

⑴学校現場においてどのように教育活動が営まれているのかを理解する。
⑵学校ボランティア活動を実践することで、子どもの生き方を考え、理解を深める。
⑶様々な実践を交流することで、学校教育の全体像を理解することができる。    

授 業 の
計 画

1　学校における教育活動とは（90分）
　　【計画内容】　  学校における、教科指導や生徒指導などの教育活動についての基礎基本を学び、学校ボラン

ティア活動の意義を理解する。
　　【準備学習の内容】　シラバスを熟読すること。

2　実際の学校現場でのボランティア活動　（1日3時間を基本として8回実施 :24時間）
　　【計画内容】　学校ボランティア活動を実践することで、生徒の行動や生活の様子を理解する。
　　　　　　　　 また、個別に配慮が必要な子どもの教育支援や学校行事、体験活動の補助、
み時間・部活動等の授業外の支援等を行う。必ず各自で課題を設定し、目標をٳ 　　　　　　　　
　　　　　　　　 持って取り組み、毎回、ボランティア活動記録を記ࡌすること。
　　【準備学習の内容】  ボランティア活動を行う学校について事前に調べ、担当の先生と事前の打合せを行って

おくこと。

3　授業参与観察（90分）
　　【計画内容】参観した授業の内容について交流し、教師の生徒への望ましいかかわり方について深める。
　　【準備学習の内容】  訪問する学校の経営計画等事前に調べる。ボランティア活動を通して得られたより深め

たい問いを整理しておく。

4　学校ボランティアの交流（90分）
　　【計画内容】　活動をまとめ交流することで、新たな目標を設定する。
　　【準備学習の内容】　活動内容ならびに今後の課題等をＡ4・1ຕにまとめておく。
  
子どもの対応について、これまでの受講した教職に関する科目の講義のノートを読み返しておくこと。

  Ａ

Ｄ

Ｍ

Ｆ

科 目 名 学校ボランティア活動Ⅰ 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 ੢村　貴之
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教
職
に
関
す
る
科
目

テキスト 北ᠳ大学・北ᠳ大学୹期大学部、2016年、『教育実習の手引き          』
参 考 書   講義で紹介します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     90%   10%   

補 足     日誌・
ワークシート提出       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格

そ の 他「介護等体験」は小学校教་免ڐ状・中学校教་免ڐ状取得には、必ず必要です。  ただし、この科目の単位は教育職員
免ڐ状取得に必要な「教科ຢは教職に関する科目」の単位としてࢉ入されません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会福祉施設等で5日間、特別支援学校で2日間の計7日間の体験を行いますが、開始前に2回、終了後に1回、講義
を行います。

到
達
目
標

⑴個人の尊厳及び社会連帯に関する認識を深めることができる。
⑵ 人の心の痛みがわかる人づくり、各人の価値観の相違を認められる心を持った人づくりを理解することがで

きる。      

授 業 の
計 画

1　介護等体験とは・事前指導1（90分）
　　【計画内容】介護等体験を行うにあたり、本科目の目的を理解し施設体験に向けた心構えをする。

2　介護等体験とは・事前指導2（90分）
　　【計画内容】 介護等体験の実際を学ぶために、特別支援学校等の現状や課題等について担当者等が講義する。

3　社会福祉施設での体験（1日6時間を5日間実施する :30時間）
　　【計画内容】 障害者、高齢者に対する介護・介助・交流等の体験。話し相手、ࢄ歩、清૟、洗濯等の職員に必要と

される業務補助。
　　　　　　　 社会では人が支え合って生きていること、いろいろな立場の人がいることを学ぶ。
　　　　　　　 体験を行う施設では、どのような介護が必要なのかを考え、体験を行う。
　　　　　　　 また、毎日、介護等体験記録ノートに体験の内容、学んだこと等を記録すること。
　　【準備学習の内容】 『教育実習の手引き（Ⅲ　介護等体験のために、3　介護等体験において留意すべきこと）』

を熟読すること。また、体験を行う施設について調べておくこと。

4　特別支援学校での体験（1日6時間を2日間実施する :12時間）
　　【計画内容】 各教科等の授業の参観や障害のある児童生徒の介護、交流等の体験。学校行事（文化ࡇ・運動会）、

給食等の支援。
　　　　　　　   障害のある子どもたちが学ぶ学校での介護等体験は、それぞれの障害に応じて教育の内容も異

なりますので、介護等体験の内容も異なります。各学校の指示に従い、障害のある子どもの実態
について積極的に学び、理解を深める。また、毎日、介護等体験記録ノートに体験の内容・学んだ
こと等を記録すること。

　　【準備学習の内容】  『教育実習の手引き（Ⅲ　介護等体験のために、3　介護等体験において留意すべきこと）』
を熟読すること。また、体験を行う学校について調べておくこと。

　　
5　介護等体験を終えて・事後指導（90分）
　　　【計画内容】介護等体験を通して学んだことをまとめ、発表する。
　　　【準備学習の内容】  『教育実習の手引き（Ⅲ　介護等体験のために、4　受け入れ施設・学校の考え）』　を熟

読すること。また、体験を行う施設・学校について調べておくこと。
　　
  
　

  Ａ

Ａ

Ｄ、Ｇ

Ｄ、Ｇ

Ｆ、Ｇ

科 目 名 介護等体験 授業形態 実習 単 位 数 1
教 員 名 瀧澤　૱、੢村　貴之、吉澤　正৳
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します      
参 考 書 安部孝・琉子友男、2005年、『これからの健康とスポーツの科学』、講談社サイエンティフィク      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   
補 足             

質問への対応 随時対応あるいはメール対応します。E-Mail：okitak@hokusho-u.ac.jp
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修

そ の 他 学問は聞き流すものでない。積極的に考え、講義に参加する姿勢が大切である。小グループでの討論およびディベー
トも行う。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

わが国では、機械化および食生活の変化から生活習慣病が増加し、また一方で、高齢化が加速している。国民一
人一人が、自立性と健康を保つためには、運動・スポーツによる生活習慣病の予防、身体機能および健康の維持・
増進が必要である。運動・スポーツは、安全にかつ適切に行われなければならず、指導に携わる職種者は、必要
な知識を身に付け、発展させなければならない。本講義では、健康・スポーツ指導者、競技者に必要なスポーツ
内科学の基本と最新の知見を学ぶ。講義は常にトピックを提供しながら進める。講義には PC、動画、プリント
などを用いる。

到
達
目
標

⑴内科的スポーツ障害の予防・改善など運動・スポーツ指導者に必須の知識を得る。
⑵ 個々が運動・スポーツ活動や指導を生涯続けていく上で自分の得意競技、方向性に合ったテーマを持ち、探究

していく姿勢を身に付けていく。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】総論：スポーツ医学・内科学とは ?
【計画内容】スポーツ内科学総論：本講義で学ぶ概要（1︲15回）を説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容に目を通しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】運動・スポーツと健康・長寿
【計画内容】Why exercise and sport? スポーツで健康になれるのか、スポーツ選手は長生きか ? ー運動
と健康の疫学について知る。

【準備学習の内容】運動がどうして健康につながるのか各自調べ、考えておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】内科的運動障害と予防1：運動・スポーツにおける急性疾患
【計画内容】運動によって急性に起こる突然死、不整脈、喘息、アナフィラキシーなどについて知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】内科的運動障害と予防2：運動・スポーツにおける慢性疾患
【計画内容】運動によって慢性的に起こるスポーツ貧血、オーバートレーニングなどを理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】スポーツ心臓
【計画内容】特に持久系競技者にみられるスポーツ心臓の定義、生理学的意義について理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】環境とスポーツ内科学
【計画内容】低圧環境および降圧環境における気圧障害、暑熱障害など理解し、対策を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】メディカルチェックと運動負荷試験
【計画内容】スポーツを安全に行うために必要なメディカルチェックと運動負荷試験の実際について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、
Ｊ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】運動・スポーツに関連する疾患
【計画内容】消化器疾患、腎障害、感染症などスポーツに関連して問題となる疾患と対処方法を理解する。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】スポーツと栄養・食事・飲料
【計画内容】競技者の栄養摂取における問題点、食事の取り方、水分補給の必要性と方法について学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】トレーニング科学 ︲ 運動器系
【計画内容】骨格筋トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】トレーニング効果 ︲ 呼吸と循環系
【計画内容】呼吸・循環器系トレーニングの形態学的および生理学的効果を学ぶ。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】トレーニングの応用1（近代的トレーニング）
【計画内容】今や一流競技者では一般化されつつある低酸素・高地トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｊ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】トレーニングの応用2（最先端のトレーニング）
【計画内容】血流制限を併用した虚血トレーニング、両側トレーニングなどを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｉ、
Ｊ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】ドーピングについて
【計画内容】ドーピングの意味・現状、検査の方法、禁止薬剤などを知る。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】女性とスポーツ、性差・年齢別のスポーツ内科学
【計画内容】性差、年齢に特有なスポーツ障害の諸問題を知る。またこれまでの知識の確認を行う。
【準備学習の内容】前講義の復習を行い、また図書館の書籍や参考書籍で予習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｉ、Ｊ、Ｌ

科 目 名 スポーツ内科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 沖田　孝一
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学
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門
科
目

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 ｢機能解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣を履修済みであることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツにおけるパフォーマンスは日常生活活動動作と比較して非常に大きなエネルギーを伴うため、特異的
なケガが発生することからスポーツ活動中に生じるケガをスポーツ外傷・障害と呼ぶ。本科目では、スポーツ
外傷・障害に関する理解を深めるために、体幹・上肢・下肢のスポーツ外傷・障害について代表的な運動器疾患を
中心に、病態や発生機転、診断方法について解説する。

到
達
目
標

⑴上肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑵体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑶下肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑷重篤な外傷の病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑸年齢、性別によるスポーツ外傷・障害の特徴を理解できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ外傷・障害総論
【計画内容】スポーツ傷害と外傷について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ外傷・障害総論』を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨
盤』を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1～3回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害
【計画内容】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5～7回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】手・指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 2. 膝関節』『下肢のスポーツ外傷・障害 3. 下腿部』を
読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】ケースカンファレンス3
【計画内容】第12～13回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 スポーツ整形外科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義で説明します      

参 考 書   2016年、『日本体育協会公認ジュニアスポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会  
  2016年、『日本体育協会公認スポーツ指導員養成テキスト』、日本体育協会      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%   30%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［健］［ス］公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

我が国の子どもの体力はピーク時と比較して依然低い傾向にあります。子ども達が健やかに成長する上で運
動・スポーツとの関わりは極めて重要です。本授業では、基礎理論を基に安全で有効な運動・スポーツが実施で
きるジュニアスポーツ指導を目指し、指導者の視点で子どもと運動・スポーツについて考え理解を深めます。

到
達
目
標

⑴子どもを取り巻く問題やその背景について理解できる。
⑵子どもの発育発達が理解できる。
⑶ジュニアスポーツ指導上の留意事項を理解できる。
⑷ジュニア期の競技スポーツについて理解する。
⑸子どもとスポーツの課題をまとめ発表できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業の目的、計画、評価等について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】子どもを取り巻く問題とその背景
【計画内容】我が国の子どもを取り巻く問題とその背景を学ぶ。
【準備学習の内容】参考資料などを読んでおく。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】生涯発達とジュニアスポーツ
【計画内容】生涯スポーツの視点からジュニア期の望ましい運動経験を考える。
【準備学習の内容】前回の復習をしておく。

Ａ

第
4
回

【テーマ】幼児期の発育発達
【計画内容】誕生から幼児期までの発達を学び、運動の必要性を考える。
【準備学習の内容】参考書などを読んでおく。

Ａ

第
5
回

【テーマ】幼児期の運動指導
【計画内容】幼児期の運動の重要性を理解し、指導法について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
6
回

【テーマ】ジュニアスポーツ指導の実際
【計画内容】ジュニアスポーツクラブでのこどもの動きを確認する。運動パターンを分類する。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】　ジュニア期の身体的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の身体的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】前回の学習を復習しておく。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ジュニア期の心理的発達特徴とスポーツ指導
【計画内容】発育発達期の心理的発達の特徴を学び、発達課題とスポーツ活動について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習を復習しておく。

Ａ

第
9
回

【テーマ】ジュニア期に多いケガや病気
【計画内容】発育発達期に多い怪我や病気を学び、安全で有効なジュニアスポーツ指導を考える。
【準備学習の内容】子どもの頃の体験をまとめておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】　コーディネーション能力とジュニア期の運動
【計画内容】ジュニア期のコーディネーション能力の重要性と、コーディネーション運動の実際について学
ぶ。

【準備学習の内容】子どもの頃体験した遊びをまとめておくこと。

Ａ、Ｅ

第
11
回

【テーマ】ジュニア期のトレーニングプログラム①
【計画内容】一貫指導の重要性や発育発達に応じた指導について学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツ体験をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】発育発達期のトレーニングプログラム②
【計画内容】我が国のジュニアスポーツの実態を学ぶ。少年団活動・タレント発掘事業の事例を調べ発表す
る。

【準備学習の内容】ジュニアスポーツの事例をまとめておく。

Ａ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導①
【計画内容】スポーツモラル、フェアプレーについて学ぶ。
【準備学習の内容】スポーツモラルに関わる事例を調べておく。

  Ａ

第
14
回

【テーマ】ジュニアスポーツの指導②
【計画内容】望ましいジュニアスポーツ指導者について考える。
【準備学習の内容】これまでの学習をまとめておくこと。

Ａ  

第
15
回

【テーマ】振り返りと確認
【計画内容】これまでの講義で学んだことを振り返って、今後の指導に活かすことができるよう整理する。
【準備学習の内容】配付資料をまとめておくこと。

Ｋ

科 目 名 ジュニアスポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 畠山　孝子

テキスト 日本体育協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト編集班、2016年、『公認アスレティックトレーナー専
門科目テキスト3　スポーツ外傷・障害の基礎知識』、文光堂      

参 考 書 日本体育協会指導者育成専門委員会アスレティックトレーナー部会、2011年、『運動器の解剖とスポーツ外傷・障害
の基礎知識（公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト ワークブック）』、文光堂、9784830651700    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%       40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必、アスレティックトレーナー _ 必修

そ の 他 ｢機能解剖学｣ ｢スポーツバイオメカニクス｣ ｢救急処置｣を履修済みであることが望ましい。
第16回に最終評価として筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツにおけるパフォーマンスは日常生活活動動作と比較して非常に大きなエネルギーを伴うため、特異的
なケガが発生することからスポーツ活動中に生じるケガをスポーツ外傷・障害と呼ぶ。本科目では、スポーツ
外傷・障害に関する理解を深めるために、体幹・上肢・下肢のスポーツ外傷・障害について代表的な運動器疾患を
中心に、病態や発生機転、診断方法について解説する。

到
達
目
標

⑴上肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑵体幹のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑶下肢のスポーツ外傷・障害についての病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑷重篤な外傷の病態、発生機転、診断方法、画像診断、徒手的検査について理解できる。
⑸年齢、性別によるスポーツ外傷・障害の特徴を理解できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。（谷雅彦）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】スポーツ外傷・障害総論
【計画内容】スポーツ傷害と外傷について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『スポーツ外傷・障害総論』を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害
【計画内容】頸部・腰・背部・骨盤のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 1. 頚部』『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨
盤』を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】ケースカンファレンス1
【計画内容】第1～3回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（谷雅彦）
【準備学習の内容】テキスト『体幹のスポーツ外傷・障害 2. 腰・背部・骨盤』を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】足・足関節のスポーツ外傷・障害
【計画内容】足・足関節のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 4. 足・足関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）
【計画内容】重篤な外傷（頭部、胸部、脊柱）の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『重篤な外傷』を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害
【計画内容】年齢・性に特徴的なスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（小畠昌規）
【準備学習の内容】テキスト『年齢・性別による特徴』を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】ケースカンファレンス2
【計画内容】第5～7回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（小畠昌規）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】肩部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肩部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 1. 肩部』を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】肘部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】肘部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 2. 肘関節』を読んでおくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】手・指のスポーツ外傷・障害
【計画内容】手・手指のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（廣瀬聰明）
【準備学習の内容】テキスト『上肢のスポーツ外傷・障害 3. 手・手指』を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】大腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】大腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 1. 大腿部』を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害
【計画内容】膝関節・下腿部のスポーツ外傷・障害の病態や発生機転等について学びます。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】テキスト『下肢のスポーツ外傷・障害 2. 膝関節』『下肢のスポーツ外傷・障害 3. 下腿部』を
読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】ケースカンファレンス3
【計画内容】第12～13回までに学んだ内容を題材に、グループワークを行います。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】授業を振り返り、本科目の到達度を確認します。（渡邉耕太）
【準備学習の内容】前回までの講義内容をよく復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 スポーツ整形外科学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小畠　昌規、谷　雅彦、廣瀬　聰明、渡邉　耕太
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書『  健康運動指導士テキスト      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 45%   20%   35%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修

そ の 他「運動処方演習」を履修する者は、必ず履修してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

健康づくりのための運動が必要となる対象の多くは中高年層であり、個々人のライフサイクルを見据え｢健や
かに老いる｣ための方法を計画し提案を行えることが中高年層への運動指導者として望まれる。その為には国
内の健康づくりの取り組みや施策を把握し、さらに身体的な特徴や健康管理について知識を有する必要があ
る。本講義は、健康運動の指導者となるために必要な知識や技術の一部を習得することを目的とする。

到
達
目
標

⑴中高年の身体特性について理解できる。
⑵健康づくりのための運動に必要な所要量や施策が理解できる。
⑶運動指導に必要なアプローチ方法について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】介護予防概論
【計画内容】介護予防の考え方やその推進、実践への方策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】介護予防と運動
【計画内容】高齢者の加齢に伴う身体機能および体力の低下、介護予防のために必要な運動について学びま
す。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】介護予防についての振り返り
【計画内容】介護予防についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（1）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準策定の経緯について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（2）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準の具体的な指針や基準について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】メタボリックシンドローム
【計画内容】メタボリックシンドロームの概念とその解消のための運動の用量について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】身体活動指針と身体活動基準　メタボリックシンドロームについての振り返り
【計画内容】身体活動指針と身体活動基準、メタボリックシンドロームについてのまとめと振り返りを行い
ます。

【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】運動行動変容（1）
【計画内容】運動行動変容の理論について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】運動行動変容（2）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】運動行動変容（3）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について演習を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】運動行動変容についての振り返り
【計画内容】運動行動変容についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】健康づくり施策
【計画内容】日本における現在の健康づくりの施策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】中高年者に対する健康運動プログラム
【計画内容】中高年者に対する健康運動プログラムの作成について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・期末課題の発表
【計画内容】これまでの振り返りと期末課題について発表します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 中高年スポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書   プリントを使用する  
  講義時に説明する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に評価や授業内容について具体的に説明します。

資 格［健］障がい者スポーツ指導員 _ 必修
［ス］健康運動指導士 _ 必修、障がい者スポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 出席を重視します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

スポーツの取り組みは、余暇生活の充実といった視点からも、障がいのある人の生活において大変重要な役割
を果たしている。本講義では、ICF（国際生活機能分類）による国際的な障がいの考え方を明らかにした上で、
様々な障がいの病理と特徴について学ぶ。その上で、障がいに対応した様々なスポーツの取り組みやパラリン
ピックの種目について知ることを目的とする。

到
達
目
標

⑴様々な障がいの基本的事項について理解する。
⑵障がいのある人の生活の充実のためにスポーツが果たす役割について理解する。
⑶各障がいに応じた配慮事項について理解し、様々な障がい者スポーツの種目やルールについて知る。
⑷パラリンピックの種目について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1

【テーマ】講義のガイダンス～障がい者スポーツの意義と理念～
【計画内容】15回の講義展開を説明し、いわゆる｢障がい｣とはどのような状態を指すのか考える。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
2

【テーマ】｢障がい｣とは～ ICF の理念をもとに～（含ボランティア論）
【計画内容】ICF（国際生活機能分類）に基づく障がいの考え方について理解する。
【準備学習の内容】前回の講義内容の要点を整理しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】身体障がいとは（1）～肢体不自由、脳性マヒ～
【計画内容】肢体不自由の定義を知り、その中でも多くを占める脳性マヒの病理について理解する。合わせ
て肢体不自由者の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】身体障がいとは（2）～視覚障がい～
【計画内容】視覚障がいの心理や生理、病理について知り、支援の方法について理解する。合わせて視覚障が
い者の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】身体障がいとは（3）～聴覚障がい～
【計画内容】聴覚障がいの心理や生理、病理について知り、聴覚障がいのある人とのコミュニケーションにつ
いて理解する。合わせて聴覚障がい者の運動能力の特徴やトレーニングの方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】様々な障がい～知的障がい、精神障がい、内部障がい等～
【計画内容】知的障がい、精神障がい、内部障がいの心理や生理、病理について知り、支援の方法について理解
する。合わせてこうした障がいのある人の運動能力の特徴やトレーニング方法について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
7

【テーマ】障がい者にとっての運動の意義と効果～アダプテッドスポーツの概念～
【計画内容】アダプテッドスポーツの概念について知り、障がい者にとっての運動の意義を理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】障がい受容のプロセス
【計画内容】事故による脊椎損傷等の中途障がいについて知り、受容のプロセスをアスリート達の体験談か
ら理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
9

【テーマ】障がい者スポーツの歴史
【計画内容】障がい者スポーツの国際大会及び国内大会の歴史について知る。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
10

【テーマ】障がい者スポーツで使われる義肢と装具
【計画内容】障がい者スポーツで使用される義肢や装具の構造について理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
11

【テーマ】車椅子の構造と種類
【計画内容】様々な障がい者スポーツで使用される車椅子の種類について知り、その構造を理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】様々な障がい者スポーツ
【計画内容】パラリンピック種目を中心に、様々な障がい者スポーツの種目を知り、各種目のルールについて
理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
13

【テーマ】安全管理
【計画内容】障がい者が安全にスポーツを行うための安全対策や手当の方法について理解する。
【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】重度障がい者とスポーツ
【計画内容】電動車椅子サッカーなどの重度障がい者が行っているスポーツを知り、重度障がい者にとって
のスポーツの意義について理解する。

【準備学習の内容】次回の講義範囲について予習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】特別支援学校におけるスポーツの取り組み
【計画内容】ボッチャなど特別支援学校で行っているスポーツ指導の内容を知り、個に応じた配慮の重要性
と、重度障がい者にスポーツをアダプトすることの意義やその方法について理解する。

【準備学習の内容】特別支援学校の対象となる生徒の実態について調べておくこと。

Ａ、Ｋ

科 目 名 障がい者スポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 阿部　達彦

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書『  健康運動指導士テキスト      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 45%   20%   35%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［ス］健康運動指導士 _ 必修

そ の 他「運動処方演習」を履修する者は、必ず履修してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

健康づくりのための運動が必要となる対象の多くは中高年層であり、個々人のライフサイクルを見据え｢健や
かに老いる｣ための方法を計画し提案を行えることが中高年層への運動指導者として望まれる。その為には国
内の健康づくりの取り組みや施策を把握し、さらに身体的な特徴や健康管理について知識を有する必要があ
る。本講義は、健康運動の指導者となるために必要な知識や技術の一部を習得することを目的とする。

到
達
目
標

⑴中高年の身体特性について理解できる。
⑵健康づくりのための運動に必要な所要量や施策が理解できる。
⑶運動指導に必要なアプローチ方法について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義ガイダンス
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】介護予防概論
【計画内容】介護予防の考え方やその推進、実践への方策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】介護予防と運動
【計画内容】高齢者の加齢に伴う身体機能および体力の低下、介護予防のために必要な運動について学びま
す。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
4
回

【テーマ】介護予防についての振り返り
【計画内容】介護予防についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（1）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準策定の経緯について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】身体活動指針・身体活動基準（2）
【計画内容】新しい身体活動指針と身体活動基準の具体的な指針や基準について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】メタボリックシンドローム
【計画内容】メタボリックシンドロームの概念とその解消のための運動の用量について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】身体活動指針と身体活動基準　メタボリックシンドロームについての振り返り
【計画内容】身体活動指針と身体活動基準、メタボリックシンドロームについてのまとめと振り返りを行い
ます。

【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】運動行動変容（1）
【計画内容】運動行動変容の理論について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】運動行動変容（2）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】運動行動変容（3）
【計画内容】運動行動変容の実際と効果について演習を行います。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】運動行動変容についての振り返り
【計画内容】運動行動変容についてのまとめと振り返りを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】健康づくり施策
【計画内容】日本における現在の健康づくりの施策について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】中高年者に対する健康運動プログラム
【計画内容】中高年者に対する健康運動プログラムの作成について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認・期末課題の発表
【計画内容】これまでの振り返りと期末課題について発表します。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ

科 目 名 中高年スポーツ論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト プリントを使用する      
参 考 書 高石昌弘監修、樋口満、佐竹隆編著、2012年、『からだの発達と加齢の科学』、大修館書店      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 講義にて、口頭・文書などで対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義のねらいは、生涯スポーツとりわけスポーツ教育分野を実践するうえで必須の身体の発育および発達の
法則性を理解することである。まず、身体の発育や発達に関する用語を整理し、先人達による発育・発達段階の
区分わけとその暦年齢の概要を理解する。次に、各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解
する。また、現代社会特有の生活習慣やライフスタイルの変容が子どもの健康や発育・発達に及ぼす影響につ
いて理解する。

到
達
目
標

⑴発育・発達に関する学術用語および区分と対応する暦年齢の概要を理解する
⑵各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解する
⑶筋器官について、筋線維の増強や萎縮の変化原理を理解する
⑷神経系器官、骨器官、生殖器系器官などの発育・発達特性を理解する
⑸現代社会が子どもの健康におよぼす影響について理解する

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】本講義の紹介と15回の展開を説明する。成績評価の方法やレポートの内容について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】発育・発達などの定義と位置づけ
【計画内容】発育・発達などの学術用語の定義とそれぞれの位置づけについて説明する。特に相対成長と生物学的年齢
については詳しく説明する。

【準備学習の内容】身体の発育・発達のプロセスについて考えておく。

  Ａ  

第
3
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】身体発育の順序性、不均一性などの原則について説明する。胎児期から新生児、乳児期などの発育段階につ
いて説明する。

【準備学習の内容】スキャモンの発育発達曲線について調べておく。

  Ａ  

第
4
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】出生後から、思春期を経て、成人期にいたるまでの発育段階について説明する。思春期スパートや最高身長
成長速度について説明する。

【準備学習の内容】思春期スパートについて調べておく。

  Ａ  

第
5
回

【テーマ】発育・発達に影響を及ぼす因子
【計画内容】発育・発達に影響を及ぼす因子について、栄養、遺伝、運動習慣などを中心に説明する。成人身長予測式を紹
介し、自身の実データに基づき検証する。

【準備学習の内容】自身の小学生当時の身長、体重を調べておく。

  Ａ  

第
6
回

【テーマ】運動能力と発育・発達の関係
【計画内容】発育・発達状況と運動能力との関係性について、早熟、晩熟、生まれ月による影響などを説明する。
【準備学習の内容】運動能力と発育・発達の関係について調べておく。

  Ａ  

第
7
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】モータリゼーションや情報化社会等が子どもの生活・運動習慣や発育・発達に及ぼす影響について説明す
る。

【準備学習の内容】現代の運動習慣について調べておく。

  Ａ  

第
8
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】人工照明の多様化や親のライフスタイル等が子どもの生活習慣、特に睡眠に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の子どもの睡眠習慣について調べておく。

  Ａ  

第
9
回

【テーマ】体温調節機能の発育・発達と老化
【計画内容】発汗などの体温調節機能の発育・発達や、体格が体温調節に及ぼす影響について、若年成人と子どもを比較
しながら説明する。また、高齢者における体温調節機能の低下について説明する。

【準備学習の内容】発汗について調べておく。

  Ａ  

第
10
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】成熟期に獲得された身体機能の老化現象について説明する。子ども期の身体活動や体力が成人期以降の運
動習慣や体力に及ぼす影響を解説する。

【準備学習の内容】身体機能の老化について調べておく。

  Ａ  

第
11
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】加齢に伴う筋量や骨量等に見られる生理的変化の概要を説明し、老化現象や最大寿命、健康寿命などについ
て解説する。

【準備学習の内容】サルコペニアについて調べておく。

  Ａ  

第
12
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う筋器官の発育・発達について説明する。また、トレーニングを行えない場合におこる廃
用症候群について解説する。

【準備学習の内容】トレーニングの原理・原則を調べておく。

  Ａ  

第
13
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、有酸素能力、持久力の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】最大酸素摂取量について調べておく。

  Ａ  

第
14
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、運動技能の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】運動技能について調べておく。

  Ａ  

第
15
回

【テーマ】振り返りとレポート
【計画内容】現代社会特有の発育・発達に関わる問題について、レポート課題をもとに紹介し、情報共有を行う。
【準備学習の内容】レポート課題をまとめておく。

Ｆ、Ｇ  

科 目 名 身体発育 ･発達論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 若林　斉
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用する      

参 考 書
財団法人日本レクリエーション協会編、1994年、『レクリエーションマネジメント』、大修館書店、4469262838
財団法人日本レクリエーション協会、2010年、『レクリエーション支援の基礎』、財団法人日本レクリエーション協会、9784931180819
財団法人日本レクリエーション協会、2006年、『豊かに遊べる仕組みをつくる：レクリエーション・コーディネートのすすめかた：レク
リエーション・コーディネーター養成テキスト』、財団法人日本レクリエーション協会、493118068X

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   30%   10%   
補 足     作品       

質問への対応 初回の講義時に説明します。
資 格［健］アシスタントマネージャー _ 必修　　［ス］アシスタントマネージャー _ 必修、レク・コーディネーター _ 必修

そ の 他 1年次開講の「レジャー・レクリエーション論」、2年次開講の「レクリエーション実技」「野外・レクリエーション指導
論」を履修していることが望ましい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、現代社会におけるレクリエーションの意義からレクリエーション組織の経営、レクリエーション
サービスにおけるマーケティングやプロモーションなど、レクリエーションマネジメントに関する理論や方法
論について学習します。また、数回の授業を使って室内できる簡易的なレクリエーションイベントを実際に体
験することで、レクリエーションがもたらす成果についても体験的に学習します。

到
達
目
標

⑴現代社会におけるレクリエーションの意義について理解する。
⑵レクリエーションイベントの企画や運営、安全管理等について理解する。
⑶レクリエーション組織のマネジメントについて理解する。
⑷レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】講義内容や展開方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会におけるレクリエーションの意義
【計画内容】現代社会においてレクリエーションの意義や担う役割について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】レクリエーションマネジメントの基礎
【計画内容】レクリエーションマネジメントに関する基礎理論について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】ライフスタイルとレクリエーション
【計画内容】各ライフステージにおけるレクリエーションの意義について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】レクリエーションイベントの企画と運営
【計画内容】レクリエーションイベントの企画や運営について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】レクリエーションイベントにおける安全管理と法的責任
【計画内容】レクリエーションイベントにおける安全管理や法的責任について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際①（説明・準備）
【計画内容】学習理解度調査レポートの実施と室内で手軽にできるレクリエーションイベントの説明を行い
ます。

【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際②（課題作成）
【計画内容】誰でも手軽にできる室内レクリエーションイベントを実際に体験します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ｈ

第
9
回

【テーマ】レクリエーションイベントの実際③（評価）
【計画内容】前回の授業内容をもとにレクリエーションがもたらす成果について学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント①
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】レクリエーション組織のマネジメント②
【計画内容】レクリエーション組織のマネジメントに関する基礎理論を学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるマーケティング
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるマーケティングについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】レクリエーションサービスにおけるプロモーション
【計画内容】レクリエーションサービスにおけるプロモーションについて学習します。
【準備学習の内容】前回の講義で指定した文献や資料等を読んでおくこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】講義の振り返り
【計画内容】これまでの講義を振り返り、学習状況を把握するためのレポートを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習しておくこと。

Ｇ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】講義のまとめ
【計画内容】これまでの講義のまとめを行います。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を整理し、まとめておくこと。

Ｌ

科 目 名 レクリエーションマネジメント 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 德田　真彦

テキスト プリントを使用する      
参 考 書 高石昌弘監修、樋口満、佐竹隆編著、2012年、『からだの発達と加齢の科学』、大修館書店      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   40%   20%   
補 足             

質問への対応 講義にて、口頭・文書などで対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義のねらいは、生涯スポーツとりわけスポーツ教育分野を実践するうえで必須の身体の発育および発達の
法則性を理解することである。まず、身体の発育や発達に関する用語を整理し、先人達による発育・発達段階の
区分わけとその暦年齢の概要を理解する。次に、各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解
する。また、現代社会特有の生活習慣やライフスタイルの変容が子どもの健康や発育・発達に及ぼす影響につ
いて理解する。

到
達
目
標

⑴発育・発達に関する学術用語および区分と対応する暦年齢の概要を理解する
⑵各段階における運動機能の発育・発達に関する法則性を理解する
⑶筋器官について、筋線維の増強や萎縮の変化原理を理解する
⑷神経系器官、骨器官、生殖器系器官などの発育・発達特性を理解する
⑸現代社会が子どもの健康におよぼす影響について理解する

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】ガイダンス
【計画内容】本講義の紹介と15回の展開を説明する。成績評価の方法やレポートの内容について説明する。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

  Ａ

第
2
回

【テーマ】発育・発達などの定義と位置づけ
【計画内容】発育・発達などの学術用語の定義とそれぞれの位置づけについて説明する。特に相対成長と生物学的年齢
については詳しく説明する。

【準備学習の内容】身体の発育・発達のプロセスについて考えておく。

  Ａ  

第
3
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】身体発育の順序性、不均一性などの原則について説明する。胎児期から新生児、乳児期などの発育段階につ
いて説明する。

【準備学習の内容】スキャモンの発育発達曲線について調べておく。

  Ａ  

第
4
回

【テーマ】身体発育過程と法則性
【計画内容】出生後から、思春期を経て、成人期にいたるまでの発育段階について説明する。思春期スパートや最高身長
成長速度について説明する。

【準備学習の内容】思春期スパートについて調べておく。

  Ａ  

第
5
回

【テーマ】発育・発達に影響を及ぼす因子
【計画内容】発育・発達に影響を及ぼす因子について、栄養、遺伝、運動習慣などを中心に説明する。成人身長予測式を紹
介し、自身の実データに基づき検証する。

【準備学習の内容】自身の小学生当時の身長、体重を調べておく。

  Ａ  

第
6
回

【テーマ】運動能力と発育・発達の関係
【計画内容】発育・発達状況と運動能力との関係性について、早熟、晩熟、生まれ月による影響などを説明する。
【準備学習の内容】運動能力と発育・発達の関係について調べておく。

  Ａ  

第
7
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】モータリゼーションや情報化社会等が子どもの生活・運動習慣や発育・発達に及ぼす影響について説明す
る。

【準備学習の内容】現代の運動習慣について調べておく。

  Ａ  

第
8
回

【テーマ】現代社会における身体の発育・発達特性
【計画内容】人工照明の多様化や親のライフスタイル等が子どもの生活習慣、特に睡眠に及ぼす影響について説明する。
【準備学習の内容】現代の子どもの睡眠習慣について調べておく。

  Ａ  

第
9
回

【テーマ】体温調節機能の発育・発達と老化
【計画内容】発汗などの体温調節機能の発育・発達や、体格が体温調節に及ぼす影響について、若年成人と子どもを比較
しながら説明する。また、高齢者における体温調節機能の低下について説明する。

【準備学習の内容】発汗について調べておく。

  Ａ  

第
10
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】成熟期に獲得された身体機能の老化現象について説明する。子ども期の身体活動や体力が成人期以降の運
動習慣や体力に及ぼす影響を解説する。

【準備学習の内容】身体機能の老化について調べておく。

  Ａ  

第
11
回

【テーマ】代謝機能の発育・発達の成熟と老化
【計画内容】加齢に伴う筋量や骨量等に見られる生理的変化の概要を説明し、老化現象や最大寿命、健康寿命などについ
て解説する。

【準備学習の内容】サルコペニアについて調べておく。

  Ａ  

第
12
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う筋器官の発育・発達について説明する。また、トレーニングを行えない場合におこる廃
用症候群について解説する。

【準備学習の内容】トレーニングの原理・原則を調べておく。

  Ａ  

第
13
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、有酸素能力、持久力の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】最大酸素摂取量について調べておく。

  Ａ  

第
14
回

【テーマ】トレーニングと発育・発達
【計画内容】トレーニングに伴う、運動技能の発育・発達について説明する。
【準備学習の内容】運動技能について調べておく。

  Ａ  

第
15
回

【テーマ】振り返りとレポート
【計画内容】現代社会特有の発育・発達に関わる問題について、レポート課題をもとに紹介し、情報共有を行う。
【準備学習の内容】レポート課題をまとめておく。

Ｆ、Ｇ  

科 目 名 身体発育 ･発達論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 若林　斉
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   2016年、『新版　生涯スポーツと運動の科学』、市村出版  
  プリント、演習ノートを配付します      

参 考 書『  健康運動指導士テキスト  』
『  健康運動実践指導者テキスト』      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50% 40% 10%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（水泳・水中運動）｣を修得した者が履修できます。
北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

水中運動は、水の特性である水温・浮力・水圧・抵抗など陸上環境と違う環境の中で運動を行うため、年齢を問わ
ず健康づくりに有益な効果をもたらす運動として多くの人に親しまれている。また水泳においては技能の獲
得が必要であり、安全管理を十分に行った高度な指導技術が求められる。本授業では、こうした水の特性を理
解し、水泳・水中運動の指導に必要な知識と指導法を身につけることを目的とする。

到
達
目
標

⑴水の特性と水泳・水中運動がもたらす生理的特性を十分に理解できる。
⑵水泳指導の基本的スキルを身につける。
⑶水中運動の指導方法を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】講義 : 水の特性と効果・水中安全管理
【計画内容】水の特性と水泳・水中運動が身体にもたらす影響、水中安全管理について学び、講義内容のふり返りをし、レ
ポートを作成する。

【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】水中運動の実際（1）
【計画内容】水中ウォーキングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成
する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】水中運動の実際（2）
【計画内容】水中ストレッチング・レジスタンストレーニングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実
技をふり返り、レポートを作成する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】水中運動の実際（3）
【計画内容】虚弱者への水中運動指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成
する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】水泳の実際（1）
【計画内容】背泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】背泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】水泳の実際（2）
【計画内容】クロールの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】クロールの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】水泳の実際（3）
【計画内容】平泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】平泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】水泳の実際（4）
【計画内容】バタフライの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】バタフライの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】水中運動指導演習（1）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を理解しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】水中運動指導演習（2）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】水泳指導演習（1）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】水泳指導演習（2）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】水泳指導演習（3）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】水泳・水中運動の指導についてまとめと振り返りを行い、レポートのプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】演習ノートを整理しておくこと。

Ｆ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（水泳 ･水中運動） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 花井　篤子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   30%   30%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 第16回に最終評価のための筆記試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

生涯にわたって健康を保持するには、乳幼児から高齢者に至るそれぞれの年齢ステージにあった健康教育が必
要である。食品と栄養成分、栄養素の働きを知った上で、成長期においては発達にあわせた食生活全般、後半の
青年期には社会的環境が大きく変化する中で自立した食生活を作り上げる能力を育てること。成長期後の最
大の問題は生活習慣病の予防、続いて要介護となる危険の高い状態、すなわちロコモティブシンドロームの予
防である。各ステージの食生活上の問題や実態を把握し、献立作成を試み実践できる能力を養うことを目的と
する。

到
達
目
標

⑴各自の食物摂取の現状から、過不足状況を認識する。
⑵食品に含まれる栄養素の特徴を知る。
⑶栄養素の体内における働きを理解する。
⑷成長期から高齢期までの生理的・身体的特徴と健康を維持するための食生活を学ぶ。
⑸介護食の必要条件を充たす献立を考える。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】食生活と健康
【計画内容】日本人の食生活の変化と現代食生活の問題点を考える。
【準備学習の内容】シラバスを読んでくること。

Ａ、Ｈ

第
2
回

【テーマ】自分の食生活を知る
【計画内容】各自の食事の内容をパソコン｢栄養ソフト｣に入力し、食品・栄養素等の摂取状況をプリントアウトする。プ
リントした結果は、2回目のデータとして今後授業で使用する。

【準備学習の内容】ある一日の活動状況、食物摂取の内容を記してくる。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】栄養素の役割と健康
【計画内容】人間に必要な栄養素の主要な役割を学ぶ。
【準備学習の内容】栄養素の種類と人体の構成成分について調べる。

Ａ

第
4
回

【テーマ】食品の種類と健康：主食となる食品
【計画内容】穀類・いも類の種類と特徴、摂取後の体内での働きについて学ぶ。
【準備学習の内容】主食としてどのような食品をどのくらい食べているのか、必要量はどのくらいか2回目のデータから
推測する。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】食品の種類と健康：主菜となる食品①
【計画内容】魚・肉・卵・豆類の栄養成分の特徴を学ぶ。
【準備学習の内容】タンパク質をどのような食品から食べているのか、過不足を2回目のデータから推測する。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】食品の種類と健康：主菜となる食品②
【計画内容】魚・肉・卵・豆類の調理による変化、摂取後の体内での働きについて学ぶ。
【準備学習の内容】日常的に魚・肉・卵・豆類をどのように調理して、または加工されたものを利用しているかを調べてく
る。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】食品の種類と健康：副菜となる食品①
【計画内容】野菜類・果物類の栄養成分の特徴を学ぶ。
【準備学習の内容】日常、野菜類をどのようにして調理しているか、また必要量は充たされているかを2回目のデータを
参考に考える。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】食品の種類と健康：副菜となる食品②
【計画内容】乳製品・海藻・きのこ等の栄養成分の特徴を学ぶ。
【準備学習の内容】2回目のデータから、乳製品・海藻の摂取状況に関連している栄養素の充足状況を調べておく。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】食品の種類と健康：油脂類と嗜好品
【計画内容】動物性脂、植物性油、魚油の違いについて学ぶ。
【準備学習の内容】2回目のデータから、摂取している嗜好品に含まれる栄養成分の特徴を考える。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】成長期の食事を考える
【計画内容】乳幼児期・学童期・青年期の生理的・身体的特徴と栄養を学ぶ。
【準備学習の内容】この時期に多くみられる栄養のアンバランスの原因について考えてくること。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】成人期の食事を考える
【計画内容】成人期の生理的・身体的特徴と栄養を学び、生活習慣病予防の食事を考える。
【準備学習の内容】生活習慣病の原因となる食習慣について予習する。

Ａ

第
12
回

【テーマ】高齢期の食事を考える
【計画内容】高齢期の生理的・身体的特徴と栄養を学び、ロコモティブシンドローム予防の食事を考える。
【準備学習の内容】ロコモティブシンドロームについて予習する。

Ａ

第
13
回

【テーマ】介護食を考える①
【計画内容】咀嚼・嚥下機能が低下した人が食事をする際の注意と配慮すべきことを考える。
【準備学習の内容】食事介助で体験したことをまとめる。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】介護食を考える②
【計画内容】食事のメニューを考え、食品群ごとの調理の工夫を考える。
【準備学習の内容】実際に献立を考え、硬さ、色、味付け上で工夫したことをあげる。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認
【計画内容】1回目から14回目までのまとめと確認をする。
【準備学習の内容】授業時配付の｢プリント｣の復習をし、疑問や理解できていないことをまとめておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 健康栄養学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 土屋　律子

テキスト   2016年、『新版　生涯スポーツと運動の科学』、市村出版  
  プリント、演習ノートを配付します      

参 考 書『  健康運動指導士テキスト  』
『  健康運動実践指導者テキスト』      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50% 40% 10%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、ジュニアスポーツ指導員 _ 必修

そ の 他 ｢生涯スポーツ（水泳・水中運動）｣を修得した者が履修できます。
北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

水中運動は、水の特性である水温・浮力・水圧・抵抗など陸上環境と違う環境の中で運動を行うため、年齢を問わ
ず健康づくりに有益な効果をもたらす運動として多くの人に親しまれている。また水泳においては技能の獲
得が必要であり、安全管理を十分に行った高度な指導技術が求められる。本授業では、こうした水の特性を理
解し、水泳・水中運動の指導に必要な知識と指導法を身につけることを目的とする。

到
達
目
標

⑴水の特性と水泳・水中運動がもたらす生理的特性を十分に理解できる。
⑵水泳指導の基本的スキルを身につける。
⑶水中運動の指導方法を身につける。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス
【計画内容】授業の紹介をし、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】講義 : 水の特性と効果・水中安全管理
【計画内容】水の特性と水泳・水中運動が身体にもたらす影響、水中安全管理について学び、講義内容のふり返りをし、レ
ポートを作成する。

【準備学習の内容】配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ、Ｇ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】水中運動の実際（1）
【計画内容】水中ウォーキングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成
する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
4
回

【テーマ】水中運動の実際（2）
【計画内容】水中ストレッチング・レジスタンストレーニングの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実
技をふり返り、レポートを作成する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
5
回

【テーマ】水中運動の実際（3）
【計画内容】虚弱者への水中運動指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成
する。

【準備学習の内容】水の特性と身体の影響について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
6
回

【テーマ】水泳の実際（1）
【計画内容】背泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】背泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
7
回

【テーマ】水泳の実際（2）
【計画内容】クロールの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】クロールの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
8
回

【テーマ】水泳の実際（3）
【計画内容】平泳ぎの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】平泳ぎの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
9
回

【テーマ】水泳の実際（4）
【計画内容】バタフライの指導を安全に行うために必要な能力を身につける。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】バタフライの技術について理解をしておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
10
回

【テーマ】水中運動指導演習（1）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を理解しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
11
回

【テーマ】水中運動指導演習（2）
【計画内容】水中運動の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】水泳指導演習（1）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
13
回

【テーマ】水泳指導演習（2）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
14
回

【テーマ】水泳指導演習（3）
【計画内容】水泳の実際の指導についてグループワークを行う。実技をふり返り、レポートを作成する。
【準備学習の内容】指導法を復習しておくこと。

Ｅ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】水泳・水中運動の指導についてまとめと振り返りを行い、レポートのプレゼンテーションを行う。
【準備学習の内容】演習ノートを整理しておくこと。

Ｆ、Ｇ、
Ｈ、Ｌ

科 目 名 生涯スポーツ指導演習（水泳 ･水中運動） 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 花井　篤子
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祉
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書 十束士朗他、2004年、『あたらしい精神保健』、医学出版社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   30% 30%
補 足     レポート     小レポート取組み

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他
成績評価は、各項目の60％以上取得した場合を合格とする。
大学生としてのマナー、受講態度で受講すること。意欲的、積極的に学ぶ姿勢を重視するので、講義に集中できない
学生はよく熟考して履修を決めること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

精神保健とは、精神障害の予防と治療のみならず、人間の発達過程や社会生活における環境への適応に関わる
学問であり、メンタルヘルスに関わる全ての人に必要な知識である。ここでは、精神保健の概念や歴史につい
て基礎的知識を得たのち、ライフサイクルと個別課題に沿って、主要な精神保健上の課題と対応について実践
例を交えながら学ぶ。そして、講義を通して知識だけでなく、生涯にわたって関連する自らの精神保健につい
て考える機会を持つことを目的とする。

到
達
目
標

⑴精神保健及び精神疾患についての基礎的知識を理解する。
⑵メンタルヘルスを自分のこととして捉えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の目的、目標、展開内容、評価方法などについて説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】精神保健の基礎（1）
【計画内容】精神保健の概論について学ぶ。
【準備学習の内容】精神保健とは何かを調べておくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】精神保健の基礎（2）
【計画内容】精神保健の歴史について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】人間の成長と発達の基礎的理解及びライフサイクルと精神保健（1）
【計画内容】人間の成長と発達を学び、また、乳児期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】ライフサイクルと精神保健（2）
【計画内容】幼児期・学童期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】ライフサイクルと精神保健（3）
【計画内容】青年期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】まとめと確認（中間）・ライフサイクルと精神保健（4）
【計画内容】振り返りと確認（中間）を行う。また、成人期・壮年期・老年期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（1）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（2）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（3）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】家庭における精神保健
【計画内容】家庭における精神保健について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】学校における精神保健
【計画内容】学校における精神保健について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】職場・地域における精神保健
【計画内容】職場・地域における精神保健にいて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】精神保健福祉制度等について
【計画内容】精神保健福祉制度、精神障害者の人権・社会復帰に向けた支援について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認（最終）
【計画内容】これまでの講義を振り返り、まとめと確認（最終）を行う。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

科 目 名 精神保健 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 杉岡　品子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書 健康・体力づくり事業財団、2014年、『健康運動指導士養成講習会テキスト』、南江堂      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   50%       
補 足 第16回目に実施           

質問への対応 講義時に対応します。
資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修　　［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、JATI 認定トレーニング指導者 _ 選必

そ の 他 ｢運動生理学｣が基礎科目となるため、これを履修しているものとして講義を進めます。
毎回の小レポートと最終試験の結果から総合的に評価します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、健康維持・増進のための運動指導を専門的に行うことを考えている学生が、運動処方の基礎理論を
身につけることを目的とする。健康づくりのための運動は競技スポーツと異なり、安全かつ効果的に行われる
ことが必要である。特に身体的な問題を抱える実施者においては十分な安全管理が必要となる。本講義では
こうした安全かつ効果的な運動プログラムを作成、実践するための基礎理論を学んだ上で、有疾患患者の運動
処方へと発展させる。

到
達
目
標

⑴運動処方に関する基礎知識を身につける。
⑵個人に合わせた安全かつ効果的な運動プログラムを立案できるようになる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】運動処方概論
【計画内容】運動処方の目的や流れ、実践する上で重要な視点について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、運動処方の概要について予習する。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】メディカルチェック・ヘルスチェック
【計画内容】メディカルチェック、ヘルスチェックの目的及び内容、実施上の留意点や限界について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、メディカルチェックの部分を予習する。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】検診結果の読み方（1）
【計画内容】検診結果の読み方について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、検診の部分を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】検診結果、安静時心電図の読み方（2）
【計画内容】検診結果および安静時心電図の読み方について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、検診の部分を予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】運動負荷試験
【計画内容】運動負荷試験の目的や実施方法について学ぶ。
【準備学習の内容】運動処方に関する文献から、運動負荷試験の部分を予習する。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動種目とその選択方法について学ぶ。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（酸素摂取量、メッツ）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（心拍数、脈拍数）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動強度の指標について学ぶ（心拍数、主観的運動強度）。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】心肺系向上を目的とした運動処方
【計画内容】運動時間と運動頻度について学ぶ。
【準備学習の内容】健康づくり運動のプログラム作成について予習しておく。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】加齢に伴う体力の低下と運動
【計画内容】加齢に伴う体力の低下と運動について学ぶ。
【準備学習の内容】加齢に伴う体力の低下と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】服薬者のための運動処方
【計画内容】服薬者のための運動プログラムを作成する際の注意点について学ぶ。
【準備学習の内容】服薬者のための運動処方に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】青少年期の成長発育と運動
【計画内容】青少年期の成長発育と運動について学ぶ。
【準備学習の内容】青少年期の成長発育と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】女性の体力・運動能力の特徴と運動
【計画内容】女性の体力・運動能力の特徴と運動について学ぶ。
【準備学習の内容】女性の体力・運動能力の特徴と運動に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】環境に応じた運動処方
【計画内容】高温環境時の運動処方について学ぶ。
【準備学習の内容】環境に応じた運動処方に関する文献を読む。

Ａ、Ｇ

科 目 名 運動処方 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小田　史郎

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書 十束士朗他、2004年、『あたらしい精神保健』、医学出版社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   30% 30%
補 足     レポート     小レポート取組み

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他
成績評価は、各項目の60％以上取得した場合を合格とする。
大学生としてのマナー、受講態度で受講すること。意欲的、積極的に学ぶ姿勢を重視するので、講義に集中できない
学生はよく熟考して履修を決めること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

精神保健とは、精神障害の予防と治療のみならず、人間の発達過程や社会生活における環境への適応に関わる
学問であり、メンタルヘルスに関わる全ての人に必要な知識である。ここでは、精神保健の概念や歴史につい
て基礎的知識を得たのち、ライフサイクルと個別課題に沿って、主要な精神保健上の課題と対応について実践
例を交えながら学ぶ。そして、講義を通して知識だけでなく、生涯にわたって関連する自らの精神保健につい
て考える機会を持つことを目的とする。

到
達
目
標

⑴精神保健及び精神疾患についての基礎的知識を理解する。
⑵メンタルヘルスを自分のこととして捉えることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の目的、目標、展開内容、評価方法などについて説明する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】精神保健の基礎（1）
【計画内容】精神保健の概論について学ぶ。
【準備学習の内容】精神保健とは何かを調べておくこと。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】精神保健の基礎（2）
【計画内容】精神保健の歴史について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】人間の成長と発達の基礎的理解及びライフサイクルと精神保健（1）
【計画内容】人間の成長と発達を学び、また、乳児期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】ライフサイクルと精神保健（2）
【計画内容】幼児期・学童期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】ライフサイクルと精神保健（3）
【計画内容】青年期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】まとめと確認（中間）・ライフサイクルと精神保健（4）
【計画内容】振り返りと確認（中間）を行う。また、成人期・壮年期・老年期の特徴と心理的問題について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（1）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（2）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】個別課題への理解と対応（3）
【計画内容】精神疾患について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】家庭における精神保健
【計画内容】家庭における精神保健について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】学校における精神保健
【計画内容】学校における精神保健について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
13
回

【テーマ】職場・地域における精神保健
【計画内容】職場・地域における精神保健にいて学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
14
回

【テーマ】精神保健福祉制度等について
【計画内容】精神保健福祉制度、精神障害者の人権・社会復帰に向けた支援について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
15
回

【テーマ】まとめと確認（最終）
【計画内容】これまでの講義を振り返り、まとめと確認（最終）を行う。
【準備学習の内容】これまでの講義内容を復習し、理解しておくこと。

Ａ、Ｇ

科 目 名 精神保健 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 杉岡　品子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
①首都大学東京体力標準値研究会編、2007年、『新・日本人の体力標準値』、不昧堂出版  

『  健康運動指導士テキスト』、健康・体力づくり事業財団  
  『健康運動実践指導者テキスト』、健康・体力づくり事業財団  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     ① 60％　② 40％   ① 40％　② 60％   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修

そ の 他 ｢体力測定評価｣の単位取得者が履修できます。北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

運動指導を実施する際に、個々の体力の状況を的確に評価することは非常に重要な意義を持っている。本授業
では、①スポーツ選手の競技成績に関わる専門的体力、幅広い年齢層に対するフィールドテストによる一般的
体力の把握、｢文部科学省新体力テスト｣や形態測定の測定とその評価、②高齢者に対する介護予防を目的とし
た体力測定とその評価について学ぶ。それぞれの基本的な技術を身につけ、正しく安全管理に留意して実施で
きる指導者を目指す。

到
達
目
標

⑴体力測定における計画および運営を組み立てて実施していく。
⑵体力測定の結果を処理し、分析・評価までの一連の流れが理解できる。
⑶種々の測定において用具の使用および機器類の操作方法を学び、測定に活用できる。
⑷個人および集団に対して測定を実施し、その結果を分析し、フィードバックできる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】演習の展開方法、準備する物、評価方法について説明する。（上田知行・近藤雄一郎・瀧澤一騎・渡部峻）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（1）　②高齢者の体力に関する特徴について
【計画内容】①最大筋力について測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）
②高齢者の身体的特徴と体力測定法について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ａ

第
3
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（2）　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①パワー測定として最大無酸素パワー、乳酸性パワーについて測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ｂ

第
4
回

【テーマ】①呼吸循環機能に関する測定方法および評価について　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①呼吸代謝測定装置と心拍計による酸素摂取量の測定および推定方法、評価方法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ｂ

第
5
回

【テーマ】①神経機能・関節機能に関する測定方法および評価について　②体力測定会の計画・準備
【計画内容】①反応スピードおよび関節可動性の測定および評価方法について学ぶ。（渡部峻）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会を安全に実施する計画と準備を行う。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
6
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（1）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの意義と測定方法について学び、実践を通して各種運動種目に適したテスト内容について考える。
（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
7
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（2）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
8
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（3）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
9
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（4）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの実践を通して学んだ内容を参考に、独自の視点から各種運動種目に適したフィールドテストの作成を行
う。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①これまで実施したフィールドテストを参考に、各自対象運動種目に有効なフィールドテスト内容についてまとめてお
くこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
10
回

【テーマ】①形態計測について : 身体組成も含む　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①形態計測によってからだの健康度および体力の機能面について推測ができる。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①形態計測に関係する文献を収集し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
11
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 小学生、青少年、成人向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①小学生、青少年、成人向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
12
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 青少年、成人、高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
13
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
14
回

【テーマ】①評価方法について（1）　②介護予防に関する体力測定評価（1）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
15
回

【テーマ】①評価方法について（2）　②介護予防に関する体力測定評価（2）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

科 目 名 体力測定評価演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行、近藤　雄一郎、瀧澤　一騎、渡部　峻
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義内で提示します      
参 考 書   講義内で提示します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 講義全体についての質問は小田先生、それ以外の学習内容等についてはそれぞれの担当教員が対応します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会福祉士や介護福祉士、健康づくり支援者、公務員を目指す学生が、認知症の正しい理解に基づき、認知症予
防に関する取り組みを積極的に考え、企画・実施・評価することができるようになることをねらいとする。

到
達
目
標

⑴認知症の病態について理解する。
⑵認知症の予防の考え方について理解する。
⑶認知機能の維持、向上に有効と考えられる活動について理解する。
⑷認知機能の評価方法について理解する。
⑸認知症予防の具体的なプログラムを考案・実践することができるようになる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の展開予定について説明する。
認知症予防を学ぶ意義について理解する。（小田史郎）

【準備学習の内容】シラバスを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】認知症総論とアルツハイマー病
【計画内容】専門医に講義いただき、認知症の病態について正しく理解する。（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
3
回

【テーマ】レビー小体型認知症と前頭側頭型認知症
【計画内容】専門医に講義いただき、認知症の病態について正しく理解する。（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】血管性認知症
【計画内容】専門医に講義いただき、認知症の病態について正しく理解する。（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】その他の認知症
【計画内容】専門医に講義いただき、認知症の病態について正しく理解する。（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】認知症予防の概念、認知症予防の最前線
【計画内容】認知症予防の専門家に講義いただき、認知症予防の考え方や最前線で行われていることについて理解する。
（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】認知症と生活習慣とのかかわり
【計画内容】認知症予防の専門家に講義いただき、認知症と生活習慣とのかかわりや予防効果のあるアクティビティに
ついて理解する。（小田史郎）

【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｇ

第
8
回

【テーマ】認知機能の評価方法①
【計画内容】認知機能の評価方法（神経心理的検査法）について学ぶ。（小坂井留美）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ｂ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】認知機能の評価方法②
【計画内容】認知機能の評価方法（タッチパネル式の機器を用いた方法）について学ぶ。（小坂井留美）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ｂ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】認知症予防の地域連携・多職種連携
【計画内容】地域の中で認知症予防活動を実践されている方の話を聞き、その実情について理解する。（小田史郎）
【準備学習の内容】事前に配付するプリントを読んできてください。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】認知症予防プログラムの企画①
【計画内容】これまでの学習内容をふまえ、認知症予防につながるプログラムを考案し、実施に向けての準備を行う。
（小田史郎）
【準備学習の内容】これまでの学習内容を振り返っておく

Ｈ

第
12
回

【テーマ】認知症予防プログラムの企画②
【計画内容】これまでの学習内容をふまえ、認知症予防につながるプログラムを考案し、実施に向けての準備を行う。
（小田史郎）
【準備学習の内容】プログラム実践に向けての準備を行う。

Ｈ

第
13
回

【テーマ】認知症予防プログラムの実践①
【計画内容】認知症予防プログラムの実践を行う。（小田史郎）
【準備学習の内容】プログラム実践に向けての準備を行う。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】認知症予防プログラムの実践②
【計画内容】認知症予防プログラムの実践を行う。（小田史郎）
【準備学習の内容】プログラム実践に向けての準備を行う。

Ｆ

第
15
回

【テーマ】認知症予防プログラムのまとめ
【計画内容】認知症予防プログラムの実践を通して得た成果や反省点についてまとめる。（小田史郎）
【準備学習の内容】プログラムを実践して気づいた点をまとめておく。

Ｇ、Ｌ

科 目 名 認知症予防 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 小田　史郎、小坂井　留美

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書
①首都大学東京体力標準値研究会編、2007年、『新・日本人の体力標準値』、不昧堂出版  

『  健康運動指導士テキスト』、健康・体力づくり事業財団  
  『健康運動実践指導者テキスト』、健康・体力づくり事業財団  

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     ① 60％　② 40％   ① 40％　② 60％   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］健康運動実践指導者 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修
［ス］健康運動実践指導者 _ 必修、健康運動指導士 _ 必修、公認スポーツ指導者（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）_ 必修

そ の 他 ｢体力測定評価｣の単位取得者が履修できます。北方圏生涯スポーツ研究センターの被験講義です。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

運動指導を実施する際に、個々の体力の状況を的確に評価することは非常に重要な意義を持っている。本授業
では、①スポーツ選手の競技成績に関わる専門的体力、幅広い年齢層に対するフィールドテストによる一般的
体力の把握、｢文部科学省新体力テスト｣や形態測定の測定とその評価、②高齢者に対する介護予防を目的とし
た体力測定とその評価について学ぶ。それぞれの基本的な技術を身につけ、正しく安全管理に留意して実施で
きる指導者を目指す。

到
達
目
標

⑴体力測定における計画および運営を組み立てて実施していく。
⑵体力測定の結果を処理し、分析・評価までの一連の流れが理解できる。
⑶種々の測定において用具の使用および機器類の操作方法を学び、測定に活用できる。
⑷個人および集団に対して測定を実施し、その結果を分析し、フィードバックできる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】演習の展開方法、準備する物、評価方法について説明する。（上田知行・近藤雄一郎・瀧澤一騎・渡部峻）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（1）　②高齢者の体力に関する特徴について
【計画内容】①最大筋力について測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）
②高齢者の身体的特徴と体力測定法について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ａ

第
3
回

【テーマ】①筋機能に関する測定方法および評価について（2）　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①パワー測定として最大無酸素パワー、乳酸性パワーについて測定および評価法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ｂ

第
4
回

【テーマ】①呼吸循環機能に関する測定方法および評価について　②虚弱高齢者向け体力測定の方法
【計画内容】①呼吸代謝測定装置と心拍計による酸素摂取量の測定および推定方法、評価方法について学ぶ。（渡部峻）　②虚弱高齢者向けの
介護予防に関する体力測定や留意事項について学ぶ。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

  Ｂ
Ｂ

第
5
回

【テーマ】①神経機能・関節機能に関する測定方法および評価について　②体力測定会の計画・準備
【計画内容】①反応スピードおよび関節可動性の測定および評価方法について学ぶ。（渡部峻）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会を安全に実施する計画と準備を行う。（上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントに示す課題に取り組みまとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
6
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（1）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの意義と測定方法について学び、実践を通して各種運動種目に適したテスト内容について考える。
（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
7
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（2）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で中年者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
8
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（3）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①各種運動種目におけるアスリートを対象としたフィールドテストの内容について学び、実践する。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
9
回

【テーマ】①フィールドテストの意義と実践について（4）　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①フィールドテストの実践を通して学んだ内容を参考に、独自の視点から各種運動種目に適したフィールドテストの作成を行
う。（近藤雄一郎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①これまで実施したフィールドテストを参考に、各自対象運動種目に有効なフィールドテスト内容についてまとめてお
くこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
10
回

【テーマ】①形態計測について : 身体組成も含む　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①形態計測によってからだの健康度および体力の機能面について推測ができる。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①形態計測に関係する文献を収集し、まとめておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
11
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 小学生、青少年、成人向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①小学生、青少年、成人向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
12
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 青少年、成人、高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
13
回

【テーマ】①文部科学省 : 新体力テスト : 高齢者向け　②｢地域まるごと元気アッププログラム｣での形態計測と体力測定の実践
【計画内容】①青少年、成人、高齢者向けの体力測定と評価方法について学ぶ。（瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施する体力測定会で高齢者に対する形態計測と体力測定を安全に実践する。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①配付したプリントをまとめ整理しておくこと。②これまで学習した内容を振り返ること。

Ｂ
Ｍ

第
14
回

【テーマ】①評価方法について（1）　②介護予防に関する体力測定評価（1）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

第
15
回

【テーマ】①評価方法について（2）　②介護予防に関する体力測定評価（2）
【計画内容】①これまで実施した測定データをまとめ、評価する。（渡部峻・近藤雄一郎・瀧澤一騎）
②赤平市や余市町などで実施した高齢者向けの介護予防に関する体力測定の評価方法について学ぶ。（夏季集中：上田知行）

【準備学習の内容】①、②配付するプリントによる課題を整理し、まとめておくこと。

Ｂ
Ｂ

科 目 名 体力測定評価演習 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 上田　知行、近藤　雄一郎、瀧澤　一騎、渡部　峻
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学
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専
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科
目

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『相談援助の理論と方法Ⅱ 第3版』、中央法規、9784805851043    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助の対象となるのは、さまざまな状況の中におかれている人です。事例分析を行うことを通して、対象
者を取り巻く状況を理解し、あわせて相談援助を進めていくうえで求められる知識、技術について学びます。
また、相談援助活動を展開していく過程の中で欠かすことのできないスーパービジョンやコンサルテーション
の実際について、さらに、個人情報の保護についても学びを深めます。

到
達
目
標

⑴相談援助における事例分析の意義や方法について理解できる。
⑵スーパービジョンやコンサルテーションの意義と目的、方法と留意点について理解できる。
⑶相談援助過程における個人情報保護の意義と留意点について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】事例分析を行うことの意義と目的について確認をします。
【準備学習の内容】シラバスを読み、講義展開のイメージを作ってください。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】事例研究・事例分析の方法と留意点1
【計画内容】事例研究を行うにあたって留意する点、手順と方法について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】事例研究・事例分析の方法と留意点2
【計画内容】事例分析を行うにあたっての着目点や留意点、手順と方法について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】事例分析1
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢児童虐待｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】事例分析2
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢高齢者虐待｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】事例分析3
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢家庭内暴力｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】事例分析4
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢低所得｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】事例分析5
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢権利擁護｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】スーパービジョンについて1
【計画内容】スーパービジョンについて、その意義と目的、歴史的変遷について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】スーパービジョンについて2
【計画内容】スーパービジョンについて、その方法と形態、留意点について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】コンサルテーションについて1
【計画内容】コンサルテーションについて、その意義と目的、形態について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】コンサルテーションについて2
【計画内容】コンサルテーションについて、ワーカーとの関係性、スーパービジョンとの関連性について学び
ます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】相談援助における個人情報の保護1
【計画内容】個人情報保護法の成立過程、意義と留意点について理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】相談援助における個人情報の保護2
【計画内容】個人情報保護法の実際の運用について、事例等を用いて理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】相談援助の実際についてまとめを行います。
【準備学習の内容】前回までの講義内容について理解を深めてください。

Ａ、Ｋ

科 目 名 ソーシャルワーク論Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 黒澤　直子
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科
目

テキスト   必要に応じレジュメを配付します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］介護福祉士 _ 選必、社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必、社会教育主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必、社会教育主事 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

これからの地域福祉において地域の福祉課題の把握や社会資源の調整・開発、ネットワークの形成を図るなど、
地域福祉の増進に働きかける役割等を適切に果たすことが求められるようになった。
そこで｢地域福祉論Ⅰ｣はまず地域福祉の基本的な考え方、新しい社会福祉システムとしての地域福祉の考え方
や地域福祉の理念、地域福祉を担う主体の形成および公私協働の実際を学習する。

到
達
目
標

⑴地域福祉の意味が分かる。
⑵地域福祉に関わる概念が理解できる。
⑶地域福祉に関わるキーワードと自分の生活が結びつくようになる。
⑷地域福祉の実際と課題を把握する。
⑸地域福祉の概要を理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション、新しい社会福祉システムとしての地域福祉
【計画内容】｢地域福祉論Ⅰ｣のオリエンテーションを行い、授業を始めるに当たり現在の｢地域福祉｣の位置を確認する。
【準備学習の内容】シラバスを熟読してくること。

Ａ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】地域福祉の発展過程
【計画内容】地域福祉の源流とされる過去の実践から現在の地域福祉のあり方まで、歴史について学習する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】福祉コミュニティ
【計画内容】福祉コミュニティの概念について学び、このキーワードを活用する意義を考える。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】地域福祉理論
【計画内容】現在の地域福祉の考え方の源流はどこで、どのように発展してきたのか。現在の枠組みを理解するために
理論の展開を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】地域福祉の理念、地域自立生活支援
【計画内容】地域福祉が目指すものは何かを説明する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】地域と福祉圏域
【計画内容】地域とは｢どこ｣のことか。｢地域｣と考えられる場所や単位を体験の中からあげつつ、福祉圏域という考え方
を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】地域福祉における連携
【計画内容】地域福祉を行う上で必要な連携の在り方について解説する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】地域福祉の主体形成
【計画内容】地域福祉を担う主体である住民の主体化について学習する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】地域福祉における生活課題・地域課題と福祉教育
【計画内容】福祉教育の概要を学び、福祉教育が地域福祉にどう機能するかを考える機会とする。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】地方分権化と地域福祉計画①
【計画内容】地方分権と地域福祉の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】地方分権化と地域福祉計画②
【計画内容】地域福祉計画の概要を解説する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】社会福祉協議会①
【計画内容】地域福祉を推進する中心的存在である社会福祉協議会の概要やキーワードについて学習する。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】社会福祉協議会②
【計画内容】実際の社会福祉協議会の業務やあり方を理解する機会とする。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】地域福祉における行政と民間
【計画内容】地域福祉の中の行政組織と民間組織の概要や役割を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】前学期のまとめ
【計画内容】地域福祉の概要をまとめる。
【準備学習の内容】前回の資料を復習しておくこと。

Ａ、Ｋ

科 目 名 地域福祉論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 尾形　良子

テキスト   プリントを配付します      
参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『相談援助の理論と方法Ⅱ 第3版』、中央法規、9784805851043    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助の対象となるのは、さまざまな状況の中におかれている人です。事例分析を行うことを通して、対象
者を取り巻く状況を理解し、あわせて相談援助を進めていくうえで求められる知識、技術について学びます。
また、相談援助活動を展開していく過程の中で欠かすことのできないスーパービジョンやコンサルテーション
の実際について、さらに、個人情報の保護についても学びを深めます。

到
達
目
標

⑴相談援助における事例分析の意義や方法について理解できる。
⑵スーパービジョンやコンサルテーションの意義と目的、方法と留意点について理解できる。
⑶相談援助過程における個人情報保護の意義と留意点について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】事例分析を行うことの意義と目的について確認をします。
【準備学習の内容】シラバスを読み、講義展開のイメージを作ってください。

Ａ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】事例研究・事例分析の方法と留意点1
【計画内容】事例研究を行うにあたって留意する点、手順と方法について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】事例研究・事例分析の方法と留意点2
【計画内容】事例分析を行うにあたっての着目点や留意点、手順と方法について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】事例分析1
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢児童虐待｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】事例分析2
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢高齢者虐待｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】事例分析3
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢家庭内暴力｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】事例分析4
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢低所得｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】事例分析5
【計画内容】事例を取り上げ、着目点に沿って分析、評価します。この回は｢権利擁護｣事例を取り上げます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】スーパービジョンについて1
【計画内容】スーパービジョンについて、その意義と目的、歴史的変遷について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】スーパービジョンについて2
【計画内容】スーパービジョンについて、その方法と形態、留意点について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】コンサルテーションについて1
【計画内容】コンサルテーションについて、その意義と目的、形態について学びます。
【準備学習の内容】授業終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】コンサルテーションについて2
【計画内容】コンサルテーションについて、ワーカーとの関係性、スーパービジョンとの関連性について学び
ます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】相談援助における個人情報の保護1
【計画内容】個人情報保護法の成立過程、意義と留意点について理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】相談援助における個人情報の保護2
【計画内容】個人情報保護法の実際の運用について、事例等を用いて理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組んでください。

Ａ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】相談援助の実際についてまとめを行います。
【準備学習の内容】前回までの講義内容について理解を深めてください。

Ａ、Ｋ

科 目 名 ソーシャルワーク論Ⅳ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 黒澤　直子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   必要によってレジュメを配付します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必　　［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢地域福祉論Ⅰ｣の内容を踏まえながら、地域福祉の実践主体である社会福祉法人やボランティア団体、専門職
の役割と実際を学ぶ。また地域福祉を実施するための地域におけるネットワーク、社会資源の活用整・調整・開
発、福祉ニーズの把握方法、サービスの評価方法など、地域福祉の推進方法について理解する。

到
達
目
標

⑴コミュニティワークやコミュニティソーシャルワークといった地域福祉の方法を理解する。
⑵地域福祉の具体的な方法を学ぶことによって、実践する能力を形成する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】社会福祉法人および特定非営利法人、ボランティアおよび福祉コミュニティビジネスと企業の社
会貢献の役割と実際

【計画内容】地域福祉を担う機関の概要やボランティア、特定非営利法人、NPO の概要を学習する。また
NPO などが担うコミュニティビジネスや企業の活動についても視野を広げていく。

【準備学習の内容】｢地域福祉論Ⅰ｣での学習をふりかえってくる。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】民生委員・児童委員・保護司
【計画内容】特殊なボランティアといわれる民生委員や更生保護の領域で活躍する保護司の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】住民による地域福祉活動の実際
【計画内容】ボランティア活動の例を紹介し、具体的な活動内容や地域福祉の中の役割を理解する機会とす
る。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

  Ａ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティワーク①
【計画内容】コミュニティワークの概要および発展、そしてコミュニティワークの展開過程を一つの問題を
通して体験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティワーク②
【計画内容】コミュニティワークの概要および発展、そしてコミュニティワークの展開過程を一つの問題を
通して体験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティソーシャルワーク①
【計画内容】個別の支援から地域における社会資源の開発まで総合的に捉える地域福祉の方法の概要を学
び、具体的な問題を通して考える。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティソーシャルワーク②
【計画内容】個別の支援から地域における社会資源の開発まで総合的に捉える地域福祉の方法の概要を学
び、具体的な問題を通して考える。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】住民参加と方法
【計画内容】住民参加の意義や地域福祉計画策定への参加など、主体的に地域に関わっていく際の考え方や
方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】ソーシャルサポートネットワーク
【計画内容】コミュニティソーシャルワーク等でも活用できるソーシャルサポートネットワーク概念につい
て確認し、経験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】社会資源の活用・調整・開発
【計画内容】支援において利用する社会資源の内容とコーディネートの仕方を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】ソーシャルアクション
【計画内容】地域におけるソーシャルアクションの実際を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】福祉ニーズの把握の方法
【計画内容】質的な福祉ニーズおよび量的な福祉ニーズの把握の方法を学び、ニーズ把握の基礎を作る。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】地域トータルケアシステム
【計画内容】地域トータルケアシステムの概要を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】福祉サービス評価
【計画内容】福祉サービス評価が必要とされる背景や評価の内容、方法を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】まとめを実施する。
【準備学習の内容】前回までの資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

科 目 名 地域福祉論Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 尾形　良子

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2017年、『社会保障』、中央法規、9784805853009    

参 考 書 社会保障入門編集委員会、2017年、『社会保障入門2017』、中央法規  
香取照幸、『教養としての社会保障』、東洋経済新聞社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 80%       20%   
補 足             

質問への対応 E-Mail：snd29262@nifty.com

資 格［健］介護福祉士 _ 必修、社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 必ず予習をしてくること。社会保障と税の一体改革等にあるように税制度との関係も強いので新聞等のニュース
をチェックするように。評価については、追試験はしないので留意すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会保障制度は、福祉国家の根幹であり、社会の安定にとって必要不可欠なものである。しかし、わが国の社会
保障制度は、少子高齢化と人口減社会の到来、日本型雇用の終焉等により制度そのものの見直しが求められて
いる。
本講義では、なぜ社会保障制度が現代において必要不可欠なのか、ということに主眼をおいて社会保障の理念、
歴史、構造等について学ぶとともに国際比較を通してわが国の社会保障制度の特徴と課題について考える。

到
達
目
標

⑴現代社会における社会保障制度の課題（少子高齢化と社会保障制度の関係を含む）について理解する。
⑵社会保障の概念・対象・理念・歴史的発達について理解する。
⑶公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
⑷社会保障制度の国際比較を通してわが国の社会保障制度の意義について学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の展開内容と方法、ねらいについて説明するとともにビデオにより現在の社会保障の課題について概
観する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を確認しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会と社会保障①
【計画内容】現代社会の変化と特徴について学ぶとともに社会保障の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】現代社会と社会保障②
【計画内容】社会保障の理念と機能について学び、現代社会における社会保障の役割を考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会保障の歴史①
【計画内容】欧米における社会保障の歴史を学び、社会の発展の中で社会保障制度がどのようにして生まれてきたかを
学ぶ。

【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会保障の歴史②
【計画内容】近代から戦前までの社会体制と社会保障の歴史を学び、社会保障の本質的な役割について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】社会保障の歴史③
【計画内容】戦後から現在までの社会保障の発展を学ぶとともに現在の社会保障基礎構造改革について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
7
回

【テーマ】社会保障の構造①
【計画内容】社会保障制度の体系について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】社会保障の構造②
【計画内容】社会保障制度の根幹をなす社会保険制度と社会扶助の構造について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会保障の財源と費用①
【計画内容】社会保障の費用について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会保障の財源と費用②
【計画内容】社会保障の財源について学び、国民の負担について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会保障と民間保険
【計画内容】民間保険が担う役割と社会保険制度との関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会保障の国際比較①
【計画内容】ヨーロッパを中心とした社会保障の類型とモデルについて学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】社会保障の国際比較②
【計画内容】北欧モデルのスウェーデン、欧州大陸型モデルのドイツ、フランスの社会保障に学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
14
回

【テーマ】社会保障の国際比較③
【計画内容】イギリス、アメリカ、東アジア（中国・韓国）の社会保障と社会保障の国際化について学ぶ。
【準備学習の内容】参考書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ（課題と展望）
【計画内容】第14回までの内容を踏まえ、現代社会と社会保障制度のかかわりと今後の課題についてまとめる。
【準備学習の内容】教科書・ノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会保障論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 林　恭裕
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   必要によってレジュメを配付します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必　　［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢地域福祉論Ⅰ｣の内容を踏まえながら、地域福祉の実践主体である社会福祉法人やボランティア団体、専門職
の役割と実際を学ぶ。また地域福祉を実施するための地域におけるネットワーク、社会資源の活用整・調整・開
発、福祉ニーズの把握方法、サービスの評価方法など、地域福祉の推進方法について理解する。

到
達
目
標

⑴コミュニティワークやコミュニティソーシャルワークといった地域福祉の方法を理解する。
⑵地域福祉の具体的な方法を学ぶことによって、実践する能力を形成する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】社会福祉法人および特定非営利法人、ボランティアおよび福祉コミュニティビジネスと企業の社
会貢献の役割と実際

【計画内容】地域福祉を担う機関の概要やボランティア、特定非営利法人、NPO の概要を学習する。また
NPO などが担うコミュニティビジネスや企業の活動についても視野を広げていく。

【準備学習の内容】｢地域福祉論Ⅰ｣での学習をふりかえってくる。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
2
回

【テーマ】民生委員・児童委員・保護司
【計画内容】特殊なボランティアといわれる民生委員や更生保護の領域で活躍する保護司の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
3
回

【テーマ】住民による地域福祉活動の実際
【計画内容】ボランティア活動の例を紹介し、具体的な活動内容や地域福祉の中の役割を理解する機会とす
る。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

  Ａ、Ｋ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティワーク①
【計画内容】コミュニティワークの概要および発展、そしてコミュニティワークの展開過程を一つの問題を
通して体験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティワーク②
【計画内容】コミュニティワークの概要および発展、そしてコミュニティワークの展開過程を一つの問題を
通して体験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
6
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティソーシャルワーク①
【計画内容】個別の支援から地域における社会資源の開発まで総合的に捉える地域福祉の方法の概要を学
び、具体的な問題を通して考える。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】地域福祉の方法～コミュニティソーシャルワーク②
【計画内容】個別の支援から地域における社会資源の開発まで総合的に捉える地域福祉の方法の概要を学
び、具体的な問題を通して考える。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
8
回

【テーマ】住民参加と方法
【計画内容】住民参加の意義や地域福祉計画策定への参加など、主体的に地域に関わっていく際の考え方や
方法を学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
9
回

【テーマ】ソーシャルサポートネットワーク
【計画内容】コミュニティソーシャルワーク等でも活用できるソーシャルサポートネットワーク概念につい
て確認し、経験的に学ぶ。

【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
10
回

【テーマ】社会資源の活用・調整・開発
【計画内容】支援において利用する社会資源の内容とコーディネートの仕方を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】ソーシャルアクション
【計画内容】地域におけるソーシャルアクションの実際を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】福祉ニーズの把握の方法
【計画内容】質的な福祉ニーズおよび量的な福祉ニーズの把握の方法を学び、ニーズ把握の基礎を作る。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】地域トータルケアシステム
【計画内容】地域トータルケアシステムの概要を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】福祉サービス評価
【計画内容】福祉サービス評価が必要とされる背景や評価の内容、方法を学ぶ。
【準備学習の内容】前回の資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】まとめを実施する。
【準備学習の内容】前回までの資料で復習しておく。

Ａ、Ｋ、Ｌ

科 目 名 地域福祉論Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 尾形　良子

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2017年、『社会保障』、中央法規、9784805853009    

参 考 書 社会保障入門編集委員会、2017年、『社会保障入門2017』、中央法規  
香取照幸、『教養としての社会保障』、東洋経済新聞社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 80%       20%   
補 足             

質問への対応 E-Mail：snd29262@nifty.com

資 格［健］介護福祉士 _ 必修、社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 必ず予習をしてくること。社会保障と税の一体改革等にあるように税制度との関係も強いので新聞等のニュース
をチェックするように。評価については、追試験はしないので留意すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会保障制度は、福祉国家の根幹であり、社会の安定にとって必要不可欠なものである。しかし、わが国の社会
保障制度は、少子高齢化と人口減社会の到来、日本型雇用の終焉等により制度そのものの見直しが求められて
いる。
本講義では、なぜ社会保障制度が現代において必要不可欠なのか、ということに主眼をおいて社会保障の理念、
歴史、構造等について学ぶとともに国際比較を通してわが国の社会保障制度の特徴と課題について考える。

到
達
目
標

⑴現代社会における社会保障制度の課題（少子高齢化と社会保障制度の関係を含む）について理解する。
⑵社会保障の概念・対象・理念・歴史的発達について理解する。
⑶公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
⑷社会保障制度の国際比較を通してわが国の社会保障制度の意義について学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】授業の展開内容と方法、ねらいについて説明するとともにビデオにより現在の社会保障の課題について概
観する。

【準備学習の内容】シラバスの内容を確認しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】現代社会と社会保障①
【計画内容】現代社会の変化と特徴について学ぶとともに社会保障の関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】現代社会と社会保障②
【計画内容】社会保障の理念と機能について学び、現代社会における社会保障の役割を考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】社会保障の歴史①
【計画内容】欧米における社会保障の歴史を学び、社会の発展の中で社会保障制度がどのようにして生まれてきたかを
学ぶ。

【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】社会保障の歴史②
【計画内容】近代から戦前までの社会体制と社会保障の歴史を学び、社会保障の本質的な役割について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】社会保障の歴史③
【計画内容】戦後から現在までの社会保障の発展を学ぶとともに現在の社会保障基礎構造改革について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
7
回

【テーマ】社会保障の構造①
【計画内容】社会保障制度の体系について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】社会保障の構造②
【計画内容】社会保障制度の根幹をなす社会保険制度と社会扶助の構造について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
9
回

【テーマ】社会保障の財源と費用①
【計画内容】社会保障の費用について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
10
回

【テーマ】社会保障の財源と費用②
【計画内容】社会保障の財源について学び、国民の負担について考える。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
11
回

【テーマ】社会保障と民間保険
【計画内容】民間保険が担う役割と社会保険制度との関係について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会保障の国際比較①
【計画内容】ヨーロッパを中心とした社会保障の類型とモデルについて学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】社会保障の国際比較②
【計画内容】北欧モデルのスウェーデン、欧州大陸型モデルのドイツ、フランスの社会保障に学ぶ。
【準備学習の内容】教科書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
14
回

【テーマ】社会保障の国際比較③
【計画内容】イギリス、アメリカ、東アジア（中国・韓国）の社会保障と社会保障の国際化について学ぶ。
【準備学習の内容】参考書等の該当箇所に目を通しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ（課題と展望）
【計画内容】第14回までの内容を踏まえ、現代社会と社会保障制度のかかわりと今後の課題についてまとめる。
【準備学習の内容】教科書・ノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会保障論Ⅰ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 林　恭裕



92

健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2017年、『社会保障』、中央法規、9784805853009    

参 考 書 湯浅誠、『反貧困ー｢すべり台社会」からの脱出』、岩波書店  
阿部彩、『弱者の居場所がない社会ー貧困・格差と社会的包摂』、講談社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 80%       20%   
補 足             

質問への対応 E-Mail：snd29262@nifty.com

資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 事前学習を必ずすること。新聞等のニュースに関心を持ち、社会福祉、社会保障について留意すること。成績評価は、
筆記試験と受講態度で評価するが、追試験等は行わないので留意すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会保障制度は、その仕組みが複雑であるために容易に理解することができない面を持っている。「社会保障論
Ⅰ」では、社会保障制度の概要について学んだが、ここでは社会保障制度を構成する各仕組み（社会保険制度）等
について具体的に学ぶ。

到
達
目
標

⑴社会保険制度の理念と仕組みについて説明できる。
⑵5つの社会保険制度の目的と具体的な内容について理解する。
⑶社会保障制度の一部としての社会福祉制度・家族手当制度の概要について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】科目の目的と展開内容・方法について説明する。さらに、社会保障の今日的な事象について紹介する。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】年金保険制度①
【計画内容】公的年金制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】年金保険制度②
【計画内容】国民年金制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】年金保険制度③
【計画内容】厚生年金制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】医療保険制度①
【計画内容】公的医療制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】医療保険制度②
【計画内容】健康保険制度および国民健康保険制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組み
と課題について学ぶ。

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】医療保険制度③
【計画内容】高齢者医療制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
公費負担医療の概要について学ぶ。

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】介護保険制度①
【計画内容】介護保険制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】介護保険制度②
【計画内容】介護保険制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】介護保険制度③
【計画内容】介護保険制度の最新改正の要点と課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】労働保険制度
【計画内容】雇用保険制度と労災保険制度について、保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、課題等について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会福祉制度①
【計画内容】社会福祉法の要点（社会福祉事業・社会福祉法人・福祉事務所）について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】社会福祉制度②
【計画内容】社会福祉の各分野ごとの理念と仕組みについて学び、社会保障制度との関連について理解する。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】社会保障の課題
【計画内容】非正規雇用の増大は、それにともなう貧困化など、現代社会は大きく変動しているが、そうした変動に対し
て社会保障制度は、十分なセーフティネットとなっているのか。これからの社会保障制度について考える

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】第14回までの内容を踏まえ、社会保障制度（特に社会保険制度）の改革に関する今後の見通しについてまと
める。

【準備学習の内容】教科書・ノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会保障論Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 林　恭裕

テキスト   毎時プリントを配付します      
参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『新・社会福祉士養成講座17 ｢保健医療サービス」第4版、中央法規』、9784805839355    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   20%   20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保健医療分野におけるソーシャルワークについて、その理念、価値、視点を学ぶ。保健医療の歴史的背景や制度・
政策動向、社会環境の変化を理解することを通して、疾病や障害を負うことによって生じる生活の諸問題につ
いて学び、他の福祉分野との関連についても理解を深める。

到
達
目
標

⑴相談援助過程で必要となる医療保険制度や保健医療サービスについて理解できる。
⑵保健医療サービスにおける専門職の役割と実際、多職種協働について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の内容を紹介し、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保健医療分野のソーシャルワークの基本概念
【計画内容】保健医療分野におけるソーシャルワークの特徴や基本的な概念について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】保健医療分野におけるソーシャルワークの歴史①
【計画内容】諸外国の保健医療分野でどのようなソーシャルワークが行われてきたのかを理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】保健医療分野におけるソーシャルワークの歴史②
【計画内容】日本において、保健医療分野のソーシャルワークがどのように行われてきたのかを理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】保健医療サービスの実際①保健医療機関の理解
【計画内容】保健医療サービスが提供されている機関の種類や機能について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】保健医療サービスの実際②ソーシャルワークの理解
【計画内容】保健保健医療分野におけるソーシャルワーカーの専門性と職務内容について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】保健医療サービスの実際③職種の理解
【計画内容】医療サービスに携わるさまざまな専門職種について、その職務内容等について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】保健医療分野における制度・政策・サービス①
【計画内容】医療保険制度、診療報酬制度、医療法などについて学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】保健医療分野における制度・政策・サービス②
【計画内容】各種手帳制度、年金、介護保険などについて学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】保健医療分野における多職種連携
【計画内容】専門職種との連携、協働の実際について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】保健医療分野における地域との連携
【計画内容】地域ケアの実践について求められる連携のあり方について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】保健医療サービスの展開①
【計画内容】急性期医療からリハビリテーション、慢性期に至るまでに求められる保健医療サービスについ
て理解を深めます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】保健医療サービスの展開②
【計画内容】終末期医療に求められる保健医療サービスについて理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】保健医療サービスの展開③
【計画内容】慢性疾患や障害を抱えながら生活をしていく際に求められる保健医療サービスについて理解を
深めます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】保健医療分野におけるソーシャルワークの課題と展望についてまとめを行います。
【準備学習の内容】これまでに配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 医療福祉論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 黒澤　直子
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健
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福
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学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2017年、『社会保障』、中央法規、9784805853009    

参 考 書 湯浅誠、『反貧困ー｢すべり台社会」からの脱出』、岩波書店  
阿部彩、『弱者の居場所がない社会ー貧困・格差と社会的包摂』、講談社      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 80%       20%   
補 足             

質問への対応 E-Mail：snd29262@nifty.com

資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必
［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他 事前学習を必ずすること。新聞等のニュースに関心を持ち、社会福祉、社会保障について留意すること。成績評価は、
筆記試験と受講態度で評価するが、追試験等は行わないので留意すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

社会保障制度は、その仕組みが複雑であるために容易に理解することができない面を持っている。「社会保障論
Ⅰ」では、社会保障制度の概要について学んだが、ここでは社会保障制度を構成する各仕組み（社会保険制度）等
について具体的に学ぶ。

到
達
目
標

⑴社会保険制度の理念と仕組みについて説明できる。
⑵5つの社会保険制度の目的と具体的な内容について理解する。
⑶社会保障制度の一部としての社会福祉制度・家族手当制度の概要について理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】科目の目的と展開内容・方法について説明する。さらに、社会保障の今日的な事象について紹介する。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認しておくこと。可能な範囲で授業テーマに関する調べ学習をすること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】年金保険制度①
【計画内容】公的年金制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】年金保険制度②
【計画内容】国民年金制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】年金保険制度③
【計画内容】厚生年金制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】医療保険制度①
【計画内容】公的医療制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】医療保険制度②
【計画内容】健康保険制度および国民健康保険制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組み
と課題について学ぶ。

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】医療保険制度③
【計画内容】高齢者医療制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
公費負担医療の概要について学ぶ。

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】介護保険制度①
【計画内容】介護保険制度の目的、概要と制度改正のポイント、今日的課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】介護保険制度②
【計画内容】介護保険制度の保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、保険料免除等の仕組みと課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】介護保険制度③
【計画内容】介護保険制度の最新改正の要点と課題について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】労働保険制度
【計画内容】雇用保険制度と労災保険制度について、保険者、被保険者、給付（要件と水準）、財源、課題等について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】社会福祉制度①
【計画内容】社会福祉法の要点（社会福祉事業・社会福祉法人・福祉事務所）について学ぶ。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】社会福祉制度②
【計画内容】社会福祉の各分野ごとの理念と仕組みについて学び、社会保障制度との関連について理解する。
【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】社会保障の課題
【計画内容】非正規雇用の増大は、それにともなう貧困化など、現代社会は大きく変動しているが、そうした変動に対し
て社会保障制度は、十分なセーフティネットとなっているのか。これからの社会保障制度について考える

【準備学習の内容】教科書で事前に予習しておくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】第14回までの内容を踏まえ、社会保障制度（特に社会保険制度）の改革に関する今後の見通しについてまと
める。

【準備学習の内容】教科書・ノートで講義内容を振り返っておくこと。

Ａ

科 目 名 社会保障論Ⅱ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 林　恭裕

テキスト   毎時プリントを配付します      
参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『新・社会福祉士養成講座17 ｢保健医療サービス」第4版、中央法規』、9784805839355    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 60%   20%   20%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

保健医療分野におけるソーシャルワークについて、その理念、価値、視点を学ぶ。保健医療の歴史的背景や制度・
政策動向、社会環境の変化を理解することを通して、疾病や障害を負うことによって生じる生活の諸問題につ
いて学び、他の福祉分野との関連についても理解を深める。

到
達
目
標

⑴相談援助過程で必要となる医療保険制度や保健医療サービスについて理解できる。
⑵保健医療サービスにおける専門職の役割と実際、多職種協働について理解できる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の内容を紹介し、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保健医療分野のソーシャルワークの基本概念
【計画内容】保健医療分野におけるソーシャルワークの特徴や基本的な概念について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】保健医療分野におけるソーシャルワークの歴史①
【計画内容】諸外国の保健医療分野でどのようなソーシャルワークが行われてきたのかを理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】保健医療分野におけるソーシャルワークの歴史②
【計画内容】日本において、保健医療分野のソーシャルワークがどのように行われてきたのかを理解します。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】保健医療サービスの実際①保健医療機関の理解
【計画内容】保健医療サービスが提供されている機関の種類や機能について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】保健医療サービスの実際②ソーシャルワークの理解
【計画内容】保健保健医療分野におけるソーシャルワーカーの専門性と職務内容について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】保健医療サービスの実際③職種の理解
【計画内容】医療サービスに携わるさまざまな専門職種について、その職務内容等について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】保健医療分野における制度・政策・サービス①
【計画内容】医療保険制度、診療報酬制度、医療法などについて学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】保健医療分野における制度・政策・サービス②
【計画内容】各種手帳制度、年金、介護保険などについて学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】保健医療分野における多職種連携
【計画内容】専門職種との連携、協働の実際について理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】保健医療分野における地域との連携
【計画内容】地域ケアの実践について求められる連携のあり方について学びます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｇ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】保健医療サービスの展開①
【計画内容】急性期医療からリハビリテーション、慢性期に至るまでに求められる保健医療サービスについ
て理解を深めます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】保健医療サービスの展開②
【計画内容】終末期医療に求められる保健医療サービスについて理解を深めます。
【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】保健医療サービスの展開③
【計画内容】慢性疾患や障害を抱えながら生活をしていく際に求められる保健医療サービスについて理解を
深めます。

【準備学習の内容】講義終了時に示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】保健医療分野におけるソーシャルワークの課題と展望についてまとめを行います。
【準備学習の内容】これまでに配付したプリントを復習しておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 医療福祉論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 黒澤　直子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   毎回レジュメを配付します      

参 考 書
社団法人日本社会福祉士会編集、2010年、『ソーシャルワーク視点に基づく就労支援実践ハンドブック』、中央法規出
版、9784805837641
社会福祉士養成講座編集委員会、2016年、『就労支援サービス第4版（新・社会福祉士養成講座18）』、中央法規出版、
9784805853047    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   15%   35%   

補 足     講義時間内に
2回予定       

質問への対応 授業内に質問を受ける時間を確保するほか E-Mail でも受け付けます。
E-Mail：kikujiro@hokusho-u.ac.jp

資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他 レジュメは、過去に配付したものも使用することがあるので、各自ファイリングするなどして、毎回持参すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害者、生活保護世帯、母子世帯等に対して就労による自立は喫緊の課題と位置づけられ、制度の改正、創設の
動きは活発である。こうした就労支援の動きの中で相談援助活動をどう展開していくか、ということが社会福
祉士に求められている。本科目では、就労すること意義を十分理解したうえで、就労支援に関わる制度・施策、
各領域別の就労支援の実際と課題を理解することを目的とする。

到
達
目
標

⑴就労支援に関わる制度・施策を理解する。
⑵就労支援に関わる組織、団体および専門職について理解する。
⑶就労支援分野との連携について理解する。
⑷各領域別の就労支援の展開方法を学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション　働くことの意義・労働法規の概要
【計画内容】講義内容と展開方法について説明する。
｢働くことの意義｣を考える。
労働法規の概要について説明し、課題を提示する。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｇ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】労働法規の概要と雇用・就労の動向
【計画内容】課題（｢労働法規の概要｣）の解説と近年のわが国のライフスタイルの変化と労働市場の動向につ
いて学ぶ。
雇用・就労を推進するための労働法規、労働施策等について最近の雇用・就労問題との関係で理解する。

【準備学習の内容】労働（災害を含む）に関する、ニュース、新聞を読んでおくこと。

  Ａ

第
3
回

【テーマ】障害者と就労支援
【計画内容】障害者の就労の現状と課題について理解する。レポートを作成し、評価の対象とする。
【準備学習の内容】障害者総合支援法の就労支援制度について復習しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】障害者雇用施策の概要
【計画内容】障害者の就労の現状と課題と活用できる施策の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】第4回のレジュメを復習しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】障害者就労支援の実際
【計画内容】障害者就労支援の実際について、先駆的取組から必要な支援の在り方について学ぶ。
障害者就労支援に関するＤＶＤを視聴し、レポートを作成する（評価対象）。

【準備学習の内容】第3回、第4回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】低所得者の就労支援の現状
【計画内容】生活保護、母子家庭世帯などの就労の現状を把握し、必要な支援の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】生活困窮者自立支援制度について復習しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】就労支援にかかわる専門職・組織・団体の役割と連携と実際
【計画内容】生活保護、障害者雇用などの各領域において配置されている専門職の役割と実際に活動内容に
ついて学び、事例から労働・教育・福祉などの就労支援にかかわる機関がどのように連携して、就労に結びつ
く活動をしているかを学ぶ。

【準備学習の内容】これまで学んだ各領域の就労支援制度について復習しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】働くことの意義と就労支援のあり方などについて振り返りを行い、履修した内容を再確認する。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就労支援論 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 橋本　菊次郎

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2014年、『社会福祉士養成講座　第19巻　権利擁護と成年後見制度　第4版』、中央法規、9784805839362    
参 考 書 村田彰・星野茂・池田惠利子、2013年、『わかりやすい成年後見・権利擁護第2版』、民事法研究会、9784896288384    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   30%   30%   

補 足 レポートに変更
する可能性あり   レポート       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修　　［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 成年後見制度や認知症などのニュース等に関心を抱き、現状と方策等について常に考察してもらいたい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

基本的人権の尊重、個人の尊厳と生命・自由・幸福追求の権利を保障した憲法等の実現をめざして、市民社会の
基本秩序を規定した近代民法は私有財産制を保障している。そしてその下では、各個人は原則として自己の意
思に基づいてのみ、権利を取得し義務を負担する（私的自治の原則）。しかし、障害や高齢などにより、自己の自
由な意思形成の基礎となる判断能力が不十分な方を支援し補充するための成年後見制度を活用するには、どの
ような方法があるのか等について理解することにより、これからの福祉サービスを円滑に利用できることを目
的とする。

到
達
目
標

⑴権利擁護の概念と役割を理解する。
⑵成年後見制度の概要及び課題等を学び、他の支援事業との相違を理解する。
⑶相談援助の活動と法との関連を理解する。
⑷これからの少子高齢化社会に対応した地域的共助の精神に基づく｢共生社会｣を作っていく。
⑸権利擁護に係る組織、団体の役割と実際について理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・権利擁護の概念
【計画内容】授業の展開等を説明するのと、人権を支える法の仕組みについても学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容をよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】日本国憲法の理解1
【計画内容】主に日本国憲法の基本的人権について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.2︲p.11を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】日本国憲法の理解2
【計画内容】自由権と社会権ないし公私分離の原則などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.11︲p.27を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】行政法の理解
【計画内容】主に行政組織法、行政作用法、行政救済法の三分類について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】民法の理解1
【計画内容】総則、物権、債権及び契約の類型などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.48︲p.62を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】民法の理解2
【計画内容】不法行為、親族法及び相続法などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.62︲p.79を読んでおくこと。授業終了時に示す課題についてレポートを
作成すること。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】法定後見制度1
【計画内容】成年後見制度の基本理念と成年後見、保佐及び補助の各概要について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.82︲p.97を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】法定後見制度2
【計画内容】法定後見の申立ての流れと任意後見制度の概要について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.98︲p.111を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】成年後見人等の義務と課題
【計画内容】成年後見人等の後見実務とその限界ないし課題について学び、これからの市民後見人及び最近の動向につ
いても考察します。

【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.112︲p.127を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】日常生活自立支援事業と成年後見制度利用支援事業
【計画内容】日常生活自立支援事業及び成年後見制度利用支援事業の概要と成年後見制度との相違点及び江別市などの
取組みについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。社会福祉協議会のホームページ等を参照すること。

Ａ

第
11
回

【テーマ】権利擁護にかかわる組織・団体
【計画内容】家庭裁判所、法務局及び市町村などの各役割を学び、いつでも相談できるようなネットワークを築くことを
学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】権利擁護にかかわる専門職の役割
【計画内容】権利擁護の制度は、国民みんなで支えるもので、親族以外の第三者のうち、特に身上監護を行うのに適した
社会福祉士などについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】成年後見活動の実際1
【計画内容】認知症などによって判断能力の不十分な高齢者などについて、テキストの事例から支援の留意点や対応方
法などについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】権利擁護活動の実際2
【計画内容】障害のある子の将来への対応と実務について事例を通じて学び、関係機関との連携を図ることを学習しま
す。また、成年後見制度の利用と促進についても説明します。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】これまでの復習と確認
【計画内容】権利擁護及び成年後見制度について、振り返りと要点の確認を行います。これまでの学習内容によっては、
学期末レポートの提出もあります。

【準備学習の内容】これまでまでの復習をしておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 権利擁護と成年後見制度 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 森田　弘之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   毎回レジュメを配付します      

参 考 書
社団法人日本社会福祉士会編集、2010年、『ソーシャルワーク視点に基づく就労支援実践ハンドブック』、中央法規出
版、9784805837641
社会福祉士養成講座編集委員会、2016年、『就労支援サービス第4版（新・社会福祉士養成講座18）』、中央法規出版、
9784805853047    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   15%   35%   

補 足     講義時間内に
2回予定       

質問への対応 授業内に質問を受ける時間を確保するほか E-Mail でも受け付けます。
E-Mail：kikujiro@hokusho-u.ac.jp

資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他 レジュメは、過去に配付したものも使用することがあるので、各自ファイリングするなどして、毎回持参すること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

障害者、生活保護世帯、母子世帯等に対して就労による自立は喫緊の課題と位置づけられ、制度の改正、創設の
動きは活発である。こうした就労支援の動きの中で相談援助活動をどう展開していくか、ということが社会福
祉士に求められている。本科目では、就労すること意義を十分理解したうえで、就労支援に関わる制度・施策、
各領域別の就労支援の実際と課題を理解することを目的とする。

到
達
目
標

⑴就労支援に関わる制度・施策を理解する。
⑵就労支援に関わる組織、団体および専門職について理解する。
⑶就労支援分野との連携について理解する。
⑷各領域別の就労支援の展開方法を学ぶ。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション　働くことの意義・労働法規の概要
【計画内容】講義内容と展開方法について説明する。
｢働くことの意義｣を考える。
労働法規の概要について説明し、課題を提示する。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ａ、Ｇ、Ｋ

第
2
回

【テーマ】労働法規の概要と雇用・就労の動向
【計画内容】課題（｢労働法規の概要｣）の解説と近年のわが国のライフスタイルの変化と労働市場の動向につ
いて学ぶ。
雇用・就労を推進するための労働法規、労働施策等について最近の雇用・就労問題との関係で理解する。

【準備学習の内容】労働（災害を含む）に関する、ニュース、新聞を読んでおくこと。

  Ａ

第
3
回

【テーマ】障害者と就労支援
【計画内容】障害者の就労の現状と課題について理解する。レポートを作成し、評価の対象とする。
【準備学習の内容】障害者総合支援法の就労支援制度について復習しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
4
回

【テーマ】障害者雇用施策の概要
【計画内容】障害者の就労の現状と課題と活用できる施策の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】第4回のレジュメを復習しておくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】障害者就労支援の実際
【計画内容】障害者就労支援の実際について、先駆的取組から必要な支援の在り方について学ぶ。
障害者就労支援に関するＤＶＤを視聴し、レポートを作成する（評価対象）。

【準備学習の内容】第3回、第4回の講義内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｇ

第
6
回

【テーマ】低所得者の就労支援の現状
【計画内容】生活保護、母子家庭世帯などの就労の現状を把握し、必要な支援の概要を学ぶ。
【準備学習の内容】生活困窮者自立支援制度について復習しておくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】就労支援にかかわる専門職・組織・団体の役割と連携と実際
【計画内容】生活保護、障害者雇用などの各領域において配置されている専門職の役割と実際に活動内容に
ついて学び、事例から労働・教育・福祉などの就労支援にかかわる機関がどのように連携して、就労に結びつ
く活動をしているかを学ぶ。

【準備学習の内容】これまで学んだ各領域の就労支援制度について復習しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】働くことの意義と就労支援のあり方などについて振り返りを行い、履修した内容を再確認する。
【準備学習の内容】これまでの授業内容を復習しておくこと。

Ｌ

科 目 名 就労支援論 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 橋本　菊次郎

テキスト 社会福祉士養成講座編集委員会、2014年、『社会福祉士養成講座　第19巻　権利擁護と成年後見制度　第4版』、中央法規、9784805839362    
参 考 書 村田彰・星野茂・池田惠利子、2013年、『わかりやすい成年後見・権利擁護第2版』、民事法研究会、9784896288384    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%   30%   30%   

補 足 レポートに変更
する可能性あり   レポート       

質問への対応 初回講義時に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修　　［心］精神保健福祉士 _ 必修、福祉心理士 _ 選必

そ の 他 成年後見制度や認知症などのニュース等に関心を抱き、現状と方策等について常に考察してもらいたい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

基本的人権の尊重、個人の尊厳と生命・自由・幸福追求の権利を保障した憲法等の実現をめざして、市民社会の
基本秩序を規定した近代民法は私有財産制を保障している。そしてその下では、各個人は原則として自己の意
思に基づいてのみ、権利を取得し義務を負担する（私的自治の原則）。しかし、障害や高齢などにより、自己の自
由な意思形成の基礎となる判断能力が不十分な方を支援し補充するための成年後見制度を活用するには、どの
ような方法があるのか等について理解することにより、これからの福祉サービスを円滑に利用できることを目
的とする。

到
達
目
標

⑴権利擁護の概念と役割を理解する。
⑵成年後見制度の概要及び課題等を学び、他の支援事業との相違を理解する。
⑶相談援助の活動と法との関連を理解する。
⑷これからの少子高齢化社会に対応した地域的共助の精神に基づく｢共生社会｣を作っていく。
⑸権利擁護に係る組織、団体の役割と実際について理解する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・権利擁護の概念
【計画内容】授業の展開等を説明するのと、人権を支える法の仕組みについても学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容をよく読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】日本国憲法の理解1
【計画内容】主に日本国憲法の基本的人権について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.2︲p.11を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】日本国憲法の理解2
【計画内容】自由権と社会権ないし公私分離の原則などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.11︲p.27を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】行政法の理解
【計画内容】主に行政組織法、行政作用法、行政救済法の三分類について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】民法の理解1
【計画内容】総則、物権、債権及び契約の類型などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.48︲p.62を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】民法の理解2
【計画内容】不法行為、親族法及び相続法などについて学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第1章 p.62︲p.79を読んでおくこと。授業終了時に示す課題についてレポートを
作成すること。

Ａ、Ｌ

第
7
回

【テーマ】法定後見制度1
【計画内容】成年後見制度の基本理念と成年後見、保佐及び補助の各概要について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.82︲p.97を読んでおくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】法定後見制度2
【計画内容】法定後見の申立ての流れと任意後見制度の概要について学びます。
【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.98︲p.111を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】成年後見人等の義務と課題
【計画内容】成年後見人等の後見実務とその限界ないし課題について学び、これからの市民後見人及び最近の動向につ
いても考察します。

【準備学習の内容】指定したテキストの第2章 p.112︲p.127を読んでおくこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】日常生活自立支援事業と成年後見制度利用支援事業
【計画内容】日常生活自立支援事業及び成年後見制度利用支援事業の概要と成年後見制度との相違点及び江別市などの
取組みについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。社会福祉協議会のホームページ等を参照すること。

Ａ

第
11
回

【テーマ】権利擁護にかかわる組織・団体
【計画内容】家庭裁判所、法務局及び市町村などの各役割を学び、いつでも相談できるようなネットワークを築くことを
学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】権利擁護にかかわる専門職の役割
【計画内容】権利擁護の制度は、国民みんなで支えるもので、親族以外の第三者のうち、特に身上監護を行うのに適した
社会福祉士などについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】成年後見活動の実際1
【計画内容】認知症などによって判断能力の不十分な高齢者などについて、テキストの事例から支援の留意点や対応方
法などについて学びます。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】権利擁護活動の実際2
【計画内容】障害のある子の将来への対応と実務について事例を通じて学び、関係機関との連携を図ることを学習しま
す。また、成年後見制度の利用と促進についても説明します。

【準備学習の内容】指定したテキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】これまでの復習と確認
【計画内容】権利擁護及び成年後見制度について、振り返りと要点の確認を行います。これまでの学習内容によっては、
学期末レポートの提出もあります。

【準備学習の内容】これまでまでの復習をしておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 権利擁護と成年後見制度 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 森田　弘之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 辰野文理、2016年、『要説更生保護』、成文堂      
参 考 書 藤本哲也・生島浩・辰野文理編、2016年、『よくわかる更生保護』、ミネルヴァ書房      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回受講時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他 配付したプリントは、適宜使用しますので、受講時に持参してください。
第7回の終了時にレポートのテーマを示しますので、第8回の授業開始前に提出してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

罪を犯した人たちが一定の刑事司法手続きを経て社会に戻ってきた際の、社会の受け入れが問題となってい
る。就労、住居、人とのつながりを回復することがこれらの人の社会復帰のために必要不可欠であり、司法と福
祉の連携が重要となる。本講義では、少年犯罪や刑事司法の法的手続き、処遇、活動する組織、団体及び専門職
について理解するだけでなく、福祉的支援の必要性と相談援助活動、関係機関や専門職との連携など支援の実
際について理解することを目標に講義を展開する。

到
達
目
標

⑴刑事司法制度及び少年司法制度と更生保護制度の関係について理解できる。
⑵更生保護制度における社会復帰のための支援や官民の協働態勢等について理解する。
⑶更生保護と関係機関等との連携についてわかる。
⑷医療観察制度についてわかる。
⑸更生保護における近年の動向についてわかる｡

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス・更生保護の沿革
【計画内容】更生保護の歴史及び刑事政策における更生保護の位置づけについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】刑事司法・少年司法と更生保護制度
【計画内容】刑事司法及び少年司法の手続きと更生保護の位置づけについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】保護観察の種類、方法及び措置
【計画内容】保護観察の種類、方法、良好措置と不良措置について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】仮釈放及び生活環境調整の理解
【計画内容】社会復帰のための制度としての生活環境調整の方法等と仮釈放の手続きについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】更生緊急保護の方法と保護施設
【計画内容】更生緊急保護、応急の救護の措置及び更生保護施設の機能等について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】更生保護を担う人と関係機関・団体
【計画内容】更生保護従事者及び民間協力者の活動と、被害者支援、犯罪予防活動について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
7
回

【テーマ】医療観察制度の理解
【計画内容】医療観察制度の内容及び同制度における保護観察所、裁判所、検察庁、医療機関等の役割につい
て学びます。

【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】更生保護の展望と課題
【計画内容】更生保護と関係機関とのかかわり、及び更生保護における最近の動向について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

科 目 名 司法福祉論 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 二階堂　惠

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 授業時にお伝えします。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」は、社会福祉士国家試験受験資格の取得を希望する学生が対象となります。
< 単位修得における注意 >

「相談援助実習」「相談援助実習指導Ⅱ」「相談援助演習Ⅲ」「相談援助演習Ⅳ」「相談援助演習Ⅴ」の5科目は同一年
次に履修して下さい。
※なお、本演習は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

地域福祉を実際に地域で実施していくために必要な知識、技術、理念などを学びます。地域アセスメント、地域
組織化の展開過程および地域福祉計画と地域福祉活動計画等を理解する機会となります。また、実践に必要な
記録の技法を含めて学習していきます。

到
達
目
標

⑴地域福祉を実施するために必要な知識、技術、理念を実践的に理解できる。
⑵コミュニティワークの技法を身につける。
⑶記録の技法を使って学習することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】この授業の内容や流れ、到達目標について解説します。
【準備学習の内容】シラバスを読んできて下さい。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ある高齢者家族のケースから
【計画内容】日中独居の高齢者家族のケースではどのようなアセスメントの視点で分析し地域の資源を活用
していくのか、またマッピング技法の確認も含めて学習します。

【準備学習の内容】マッピング技法の復習をしておいて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】日中独居の高齢者家族へのコミュニティワーク
【計画内容】このケースではどのような地域の支援を実施できるか検討します。
【準備学習の内容】コミュニティワークの基礎知識を確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】同じ課題を抱える地域住民を対象としたアプローチ
【計画内容】これまで取り上げてきた家族のように、地域で悩んでいる他の住民を対象として、どのような活
動を計画すると効果があがるのか学習します。

【準備学習の内容】コミュニティワークの事例を1つ読んできて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】ある老人デイサービスが抱える課題の解決
【計画内容】老人デイサービスがその地域の特性による問題を抱えています。どのような解決が考えられる
か検討します。

【準備学習の内容】老人デイサービスについて確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】ひとり親家庭への支援
【計画内容】他からの協力を得られづらく、孤軍奮闘しがちなひとり親家庭への支援を考えます。
【準備学習の内容】ひとり親家庭の課題について調べておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】社会資源の活用
【計画内容】活用が可能な社会資源はどの程度存在し、利用しやすいのか身近な地域を例に検討します。
【準備学習の内容】どのような社会資源があるのかを確認しておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】地域福祉活動計画の策定
【計画内容】ある地域の地域福祉活動計画を改善するとしたら、どの要素に注目し、どのようなプロセスで実
施することができるのかを考えます。

【準備学習の内容】地域福祉活動計画について調べておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】地域アセスメントの作成
【計画内容】地域アセスメントの項目を確認し、アセスメントの記録が書けるように学習します。
【準備学習の内容】地域アセスメント項目について調べてきて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】コミュニティワーク事例①事例のはじまり
【計画内容】｢事例｣としてアプローチをしていくのは、さまざまなきっかけがあります。一つの出来事から
コミュニティワークを実践することになる経緯を含めて学びます。

【準備学習の内容】コミュニティワークのプロセスを学習してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】コミュニティワーク事例②アセスメント
【計画内容】地域アセスメントについて事例をベースに学習します。
【準備学習の内容】地域アセスメントの記録を見直してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】コミュニティワーク事例③計画作成
【計画内容】この事例ではどのような計画を作成して実施すると課題が解消されるのでしょうか。計画づく
りを経験します。

【準備学習の内容】実際の｢計画｣を見直してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】コミュニティワーク事例④実施～評価
【計画内容】計画を実施し、その評価を行うプロセスを学びます。
【準備学習の内容】コミュニティワークの評価方法を確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】コミュニティワーク事例⑤コミュニティワークから次のアプローチへ
【計画内容】コミュニティワークの実施によって解消された課題を確認し、残された課題に取り組む方法を
学習します。

【準備学習の内容】ソーシャルアクションについて確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】コミュニティワークの基礎知識と技術を再確認する機会とします。
【準備学習の内容】本演習の資料を読んできて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

科 目 名 相談援助演習Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 岩本　希
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 辰野文理、2016年、『要説更生保護』、成文堂      
参 考 書 藤本哲也・生島浩・辰野文理編、2016年、『よくわかる更生保護』、ミネルヴァ書房      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足     レポート       

質問への対応 初回受講時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他 配付したプリントは、適宜使用しますので、受講時に持参してください。
第7回の終了時にレポートのテーマを示しますので、第8回の授業開始前に提出してください。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

罪を犯した人たちが一定の刑事司法手続きを経て社会に戻ってきた際の、社会の受け入れが問題となってい
る。就労、住居、人とのつながりを回復することがこれらの人の社会復帰のために必要不可欠であり、司法と福
祉の連携が重要となる。本講義では、少年犯罪や刑事司法の法的手続き、処遇、活動する組織、団体及び専門職
について理解するだけでなく、福祉的支援の必要性と相談援助活動、関係機関や専門職との連携など支援の実
際について理解することを目標に講義を展開する。

到
達
目
標

⑴刑事司法制度及び少年司法制度と更生保護制度の関係について理解できる。
⑵更生保護制度における社会復帰のための支援や官民の協働態勢等について理解する。
⑶更生保護と関係機関等との連携についてわかる。
⑷医療観察制度についてわかる。
⑸更生保護における近年の動向についてわかる｡

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス・更生保護の沿革
【計画内容】更生保護の歴史及び刑事政策における更生保護の位置づけについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】刑事司法・少年司法と更生保護制度
【計画内容】刑事司法及び少年司法の手続きと更生保護の位置づけについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】保護観察の種類、方法及び措置
【計画内容】保護観察の種類、方法、良好措置と不良措置について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】仮釈放及び生活環境調整の理解
【計画内容】社会復帰のための制度としての生活環境調整の方法等と仮釈放の手続きについて学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
5
回

【テーマ】更生緊急保護の方法と保護施設
【計画内容】更生緊急保護、応急の救護の措置及び更生保護施設の機能等について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
6
回

【テーマ】更生保護を担う人と関係機関・団体
【計画内容】更生保護従事者及び民間協力者の活動と、被害者支援、犯罪予防活動について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
7
回

【テーマ】医療観察制度の理解
【計画内容】医療観察制度の内容及び同制度における保護観察所、裁判所、検察庁、医療機関等の役割につい
て学びます。

【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

第
8
回

【テーマ】更生保護の展望と課題
【計画内容】更生保護と関係機関とのかかわり、及び更生保護における最近の動向について学びます。
【準備学習の内容】シラバス内容を確認し、可能な範囲でテーマに関して調べ学習すること。

Ａ

科 目 名 司法福祉論 授業形態 講義 単 位 数 1
教 員 名 二階堂　惠

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 授業時にお伝えします。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」は、社会福祉士国家試験受験資格の取得を希望する学生が対象となります。
< 単位修得における注意 >

「相談援助実習」「相談援助実習指導Ⅱ」「相談援助演習Ⅲ」「相談援助演習Ⅳ」「相談援助演習Ⅴ」の5科目は同一年
次に履修して下さい。
※なお、本演習は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

地域福祉を実際に地域で実施していくために必要な知識、技術、理念などを学びます。地域アセスメント、地域
組織化の展開過程および地域福祉計画と地域福祉活動計画等を理解する機会となります。また、実践に必要な
記録の技法を含めて学習していきます。

到
達
目
標

⑴地域福祉を実施するために必要な知識、技術、理念を実践的に理解できる。
⑵コミュニティワークの技法を身につける。
⑶記録の技法を使って学習することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】この授業の内容や流れ、到達目標について解説します。
【準備学習の内容】シラバスを読んできて下さい。

Ａ

第
2
回

【テーマ】ある高齢者家族のケースから
【計画内容】日中独居の高齢者家族のケースではどのようなアセスメントの視点で分析し地域の資源を活用
していくのか、またマッピング技法の確認も含めて学習します。

【準備学習の内容】マッピング技法の復習をしておいて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】日中独居の高齢者家族へのコミュニティワーク
【計画内容】このケースではどのような地域の支援を実施できるか検討します。
【準備学習の内容】コミュニティワークの基礎知識を確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】同じ課題を抱える地域住民を対象としたアプローチ
【計画内容】これまで取り上げてきた家族のように、地域で悩んでいる他の住民を対象として、どのような活
動を計画すると効果があがるのか学習します。

【準備学習の内容】コミュニティワークの事例を1つ読んできて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】ある老人デイサービスが抱える課題の解決
【計画内容】老人デイサービスがその地域の特性による問題を抱えています。どのような解決が考えられる
か検討します。

【準備学習の内容】老人デイサービスについて確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】ひとり親家庭への支援
【計画内容】他からの協力を得られづらく、孤軍奮闘しがちなひとり親家庭への支援を考えます。
【準備学習の内容】ひとり親家庭の課題について調べておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】社会資源の活用
【計画内容】活用が可能な社会資源はどの程度存在し、利用しやすいのか身近な地域を例に検討します。
【準備学習の内容】どのような社会資源があるのかを確認しておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】地域福祉活動計画の策定
【計画内容】ある地域の地域福祉活動計画を改善するとしたら、どの要素に注目し、どのようなプロセスで実
施することができるのかを考えます。

【準備学習の内容】地域福祉活動計画について調べておいてください。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】地域アセスメントの作成
【計画内容】地域アセスメントの項目を確認し、アセスメントの記録が書けるように学習します。
【準備学習の内容】地域アセスメント項目について調べてきて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】コミュニティワーク事例①事例のはじまり
【計画内容】｢事例｣としてアプローチをしていくのは、さまざまなきっかけがあります。一つの出来事から
コミュニティワークを実践することになる経緯を含めて学びます。

【準備学習の内容】コミュニティワークのプロセスを学習してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】コミュニティワーク事例②アセスメント
【計画内容】地域アセスメントについて事例をベースに学習します。
【準備学習の内容】地域アセスメントの記録を見直してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】コミュニティワーク事例③計画作成
【計画内容】この事例ではどのような計画を作成して実施すると課題が解消されるのでしょうか。計画づく
りを経験します。

【準備学習の内容】実際の｢計画｣を見直してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】コミュニティワーク事例④実施～評価
【計画内容】計画を実施し、その評価を行うプロセスを学びます。
【準備学習の内容】コミュニティワークの評価方法を確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】コミュニティワーク事例⑤コミュニティワークから次のアプローチへ
【計画内容】コミュニティワークの実施によって解消された課題を確認し、残された課題に取り組む方法を
学習します。

【準備学習の内容】ソーシャルアクションについて確認してきて下さい。

Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】コミュニティワークの基礎知識と技術を再確認する機会とします。
【準備学習の内容】本演習の資料を読んできて下さい。

Ｈ、Ｊ、Ｋ

科 目 名 相談援助演習Ⅲ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 岩本　希
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   必要に応じてプリントを配付します      
参 考 書   プリントを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他
「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」は、社会福祉士国家試験受験資格の取得を希望する学生が対象となります。
｢相談援助実習｣ ｢相談援助実習指導Ⅱ｣「相談援助演習Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」を同時に履修してください。
※なお、本講義は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には、単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助の対象は、多岐にわたるとともにその内容も様々である。ソーシャルワーカーとしての援助も個々の
ケースに即して柔軟に対応するとともに様々な専門職と連携して総合的かつ包括的に展開することが求めら
れる。ここでは、具体的な事例をもとにしてそうした総合的かつ包括的な援助のあり方について実践的に習得
する。

到
達
目
標

⑴様々な事例に応じたニーズを把握できる。
⑵ソーシャルワーカーとしての対応や援助を理解できる。
⑶社会資源やネットワークの活用の仕方を習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】相談援助を行うためのポイント
【計画内容】講義の目的と展開について説明します。相談援助を実践的に習得するためのポイントを紹介し
ます。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（1）～高齢者・事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、虐待への対応や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（2）～高齢者・対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】高齢者虐待における被虐待者・虐待者それぞれへの対応やかかわりについて考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（3）～児童・事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、虐待への対応や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（4）～児童・対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】児童虐待における被虐待者・虐待者それぞれへの対応やかかわりについて考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】家庭内暴力事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】家庭内暴力事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】被害者への対応や関係機関との連携について考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】低所得者事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】低所得者事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】自立支援をどのように行うか考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】社会的排除事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】社会的排除事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】差別問題への対応の仕方を考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】ホームレス事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ホームレス事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】就労支援等の援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】権利擁護事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】権利擁護事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】成年後見制度などの具体的な活用について考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

科 目 名 相談援助演習Ⅳ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　修大

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『新社会福祉士養成講座7　相談援助の理論と方法Ⅰ第3版』、中央法規  
社会福祉士養成講座編集委員会、『新社会福祉士養成講座8　相談援助の理論と方法Ⅱ第3版』、中央法規      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 各演習担当教員に確認してください。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他
履修における注意｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助実習｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ」
の5科目は互いに密接に関連しているため、相談援助実習を履修する同一年次に5科目すべてを履修してください。
※なお、本講義は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には、単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助実習で得た個別的体験を一般化し、実践的な知識・技術を習得します。そのためには、自分自身の実習
体験の振り返りや事例研究を行うことで、面接技術や利用者理解の重要性を再認識し、自己決定・エンパワメン
トに基づくソーシャルワーク実践について考えることができます。また、各学生の個別的体験を素材としたグ
ループ学習を行うことで、より広い視点や視野から相談援助の方法をとらえ、価値観や倫理観と向き合う専門
職としてのあり方を深く学びます。

到
達
目
標

⑴実習体験の振り返りを通して、相談援助職として必要な知識・技術を理解できる。
⑵相談援助職としての価値観・倫理観を再確認し、その専門性を表現できる。
⑶他の学生の経験を追体験としてとらえ、ソーシャルワークの視点や視野を広げて理解することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおいてください。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】実習体験からの学び1
【計画内容】各自の相談援助実習において経験したソーシャルワークの支援内容について振り返ります。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】実習体験からの学び2
【計画内容】利用者との関係形成にかかる援助技術やコミュニケーション技法を理解します。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】実習体験からの学び3
【計画内容】利用者との関わりから、相談援助の対象となる人びとへの理解を深めます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】実習体験からの学び4
【計画内容】相談援助の過程における権利擁護・自己決定について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】実習体験からの学び5
【計画内容】ディレンマ体験を通して、自己決定・エンパワーメント・人間の尊重等ソーシャルワーカーとしての価値観・
倫理観の学びを深めます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】実習体験からの学び6
【計画内容】カンファレンス・会議等による関係機関・地域住民との連携の実際から、チームアプローチのあり方を考え
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】実習体験からの学び7
【計画内容】地域における社会資源の存在とその活用の実際から、調整・開発を含めた社会資源のあり方を考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】事例研究1　組織・機関の理解と連携の必要性
【計画内容】事例を通して、地域における組織・機関の役割・機能について、関係機関等の連携も含めて理解し、課題につ
いて考えます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】事例研究2　他職種・他職域の理解
【計画内容】事例を通して、連携する他職種・他職域について理解し、ソーシャルワーク職種・職域の広さを理解します。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】事例研究3　ソーシャルワークの専門性について
【計画内容】事例を通して、人と環境の接点・相互作用に着目し、ソーシャルワークの専門性について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】事例研究4　ソーシャルワークのプロセス
【計画内容】個人に関わる家族・組織・地域の相互関係に着目し、ソーシャルワークの支援プロセスについて考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】事例研究5　グル―プ活動の支援
【計画内容】グループワークの展開過程グループダイナミクスを活用したメンバーの支援について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】事例研究6　地域福祉活動の支援
【計画内容】地域の特性を踏まえた地域課題に対して、組織・機関と地域住民の主体性に基づく支援について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】ソーシャルワークの専門職として求められるもの
【計画内容】ソーシャルワークの専門職として求められる知識・技術・能力について考え、自分自身の課題についても明
らかにします。

【準備学習の内容】テーマについて、レポートを作成しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

科 目 名 相談援助演習Ⅴ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　修大
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   必要に応じてプリントを配付します      
参 考 書   プリントを使用します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他
「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」は、社会福祉士国家試験受験資格の取得を希望する学生が対象となります。
｢相談援助実習｣ ｢相談援助実習指導Ⅱ｣「相談援助演習Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」を同時に履修してください。
※なお、本講義は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には、単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助の対象は、多岐にわたるとともにその内容も様々である。ソーシャルワーカーとしての援助も個々の
ケースに即して柔軟に対応するとともに様々な専門職と連携して総合的かつ包括的に展開することが求めら
れる。ここでは、具体的な事例をもとにしてそうした総合的かつ包括的な援助のあり方について実践的に習得
する。

到
達
目
標

⑴様々な事例に応じたニーズを把握できる。
⑵ソーシャルワーカーとしての対応や援助を理解できる。
⑶社会資源やネットワークの活用の仕方を習得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】相談援助を行うためのポイント
【計画内容】講義の目的と展開について説明します。相談援助を実践的に習得するためのポイントを紹介し
ます。

【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（1）～高齢者・事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、虐待への対応や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（2）～高齢者・対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】高齢者虐待における被虐待者・虐待者それぞれへの対応やかかわりについて考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（3）～児童・事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、虐待への対応や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】虐待事例へのかかわり（4）～児童・対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】児童虐待における被虐待者・虐待者それぞれへの対応やかかわりについて考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】家庭内暴力事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】家庭内暴力事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】被害者への対応や関係機関との連携について考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】低所得者事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】低所得者事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】自立支援をどのように行うか考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】社会的排除事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】社会的排除事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】差別問題への対応の仕方を考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】ホームレス事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】ホームレス事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】就労支援等の援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】権利擁護事例へのかかわり（1）～事例研究
【計画内容】事例を用いて、そのニーズを把握し、対応の仕方や援助について検討します。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】権利擁護事例へのかかわり（2）～対応の振り返りと社会資源・ネットワーク
【計画内容】成年後見制度などの具体的な活用について考えます。
【準備学習の内容】講義時に提示する予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

科 目 名 相談援助演習Ⅳ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　修大

テキスト   プリントを使用します      

参 考 書 社会福祉士養成講座編集委員会、『新社会福祉士養成講座7　相談援助の理論と方法Ⅰ第3版』、中央法規  
社会福祉士養成講座編集委員会、『新社会福祉士養成講座8　相談援助の理論と方法Ⅱ第3版』、中央法規      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   
補 足             

質問への対応 各演習担当教員に確認してください。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他
履修における注意｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助実習｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ」
の5科目は互いに密接に関連しているため、相談援助実習を履修する同一年次に5科目すべてを履修してください。
※なお、本講義は4回以上の遅刻（15分以内）および欠席をした学生には、単位を認定しません。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助実習で得た個別的体験を一般化し、実践的な知識・技術を習得します。そのためには、自分自身の実習
体験の振り返りや事例研究を行うことで、面接技術や利用者理解の重要性を再認識し、自己決定・エンパワメン
トに基づくソーシャルワーク実践について考えることができます。また、各学生の個別的体験を素材としたグ
ループ学習を行うことで、より広い視点や視野から相談援助の方法をとらえ、価値観や倫理観と向き合う専門
職としてのあり方を深く学びます。

到
達
目
標

⑴実習体験の振り返りを通して、相談援助職として必要な知識・技術を理解できる。
⑵相談援助職としての価値観・倫理観を再確認し、その専門性を表現できる。
⑶他の学生の経験を追体験としてとらえ、ソーシャルワークの視点や視野を広げて理解することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおいてください。

Ｂ

第
2
回

【テーマ】実習体験からの学び1
【計画内容】各自の相談援助実習において経験したソーシャルワークの支援内容について振り返ります。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】実習体験からの学び2
【計画内容】利用者との関係形成にかかる援助技術やコミュニケーション技法を理解します。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】実習体験からの学び3
【計画内容】利用者との関わりから、相談援助の対象となる人びとへの理解を深めます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】実習体験からの学び4
【計画内容】相談援助の過程における権利擁護・自己決定について学びます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】実習体験からの学び5
【計画内容】ディレンマ体験を通して、自己決定・エンパワーメント・人間の尊重等ソーシャルワーカーとしての価値観・
倫理観の学びを深めます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】実習体験からの学び6
【計画内容】カンファレンス・会議等による関係機関・地域住民との連携の実際から、チームアプローチのあり方を考え
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】実習体験からの学び7
【計画内容】地域における社会資源の存在とその活用の実際から、調整・開発を含めた社会資源のあり方を考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】事例研究1　組織・機関の理解と連携の必要性
【計画内容】事例を通して、地域における組織・機関の役割・機能について、関係機関等の連携も含めて理解し、課題につ
いて考えます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】事例研究2　他職種・他職域の理解
【計画内容】事例を通して、連携する他職種・他職域について理解し、ソーシャルワーク職種・職域の広さを理解します。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】事例研究3　ソーシャルワークの専門性について
【計画内容】事例を通して、人と環境の接点・相互作用に着目し、ソーシャルワークの専門性について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】事例研究4　ソーシャルワークのプロセス
【計画内容】個人に関わる家族・組織・地域の相互関係に着目し、ソーシャルワークの支援プロセスについて考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】事例研究5　グル―プ活動の支援
【計画内容】グループワークの展開過程グループダイナミクスを活用したメンバーの支援について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
14
回

【テーマ】事例研究6　地域福祉活動の支援
【計画内容】地域の特性を踏まえた地域課題に対して、組織・機関と地域住民の主体性に基づく支援について考えます。
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】ソーシャルワークの専門職として求められるもの
【計画内容】ソーシャルワークの専門職として求められる知識・技術・能力について考え、自分自身の課題についても明
らかにします。

【準備学習の内容】テーマについて、レポートを作成しておくこと。

Ｂ、Ｈ、Ｊ

科 目 名 相談援助演習Ⅴ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 吉田　修大
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 川村隆彦、2014年、『事例で深めるソーシャルワーク実習』、中央法規出版      
参 考 書   初回講義時に具体的に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20%   60% 20%
補 足     個別課題のまとめ     事前学習、個別課題

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

原則として｢ソーシャルワーク概説Ⅰ｣ ｢ソーシャルワーク論Ⅰ・Ⅱ｣ ｢障害者福祉論｣ ｢高齢者福祉論Ⅰ｣ ｢児童・家庭福祉論｣
｢相談援助演習Ⅰ｣および2年次前学期開講の｢相談援助実習指導Ⅰ｣、2年次後学期開講の｢相談援助演習Ⅱ｣の社会福祉士受験
資格取得にかかる指定科目の単位を取得していない者は履修できません。
< 単位修得における注意 >
｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助実習｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ｣の5科目は同一年次に履修
して下さい。本科目において前学期中に4回以上の遅刻（15分以内）および欠席した学生は配属後であっても相談援助実習を
中止し、単位を認定しませんので注意して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助実習の目的を理解し必要な知識と技術を得て、相談援助実習に効果的に取り組むことができるようにするとと
もに、実習後の振り返り等を通し社会福祉士として求められる資質、技能、倫理等についての定着を図る。

到
達
目
標

⑴相談援助に係わる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
⑵社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。
⑶具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を養成する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】前学期オリエンテーション
【計画内容】授業のオリエンテーションとして1年間の実習指導の授業のうち、主に前学期の流れ
と内容や提出物、注意事項等を確認します。また相談援助実習に向けて実習の意義や目的を確認
する機会とします。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読すること。

Ａ、Ｋ 第
16
回

【テーマ】後学期オリエンテーション
【計画内容】実習を振り返る意義について説明し、後学期の授業の進め方、実習報告会について、実
習報告書の作成について説明を行います。

【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習経験の共有と分かち合い｣を読んでくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】相談援助実習とは
【計画内容】相談援助実習の概要について再度確認し、また、各自にとっての相談援助実習の意義
や課題を確認します。

【準備学習の内容】テキストおよび実習マニュアルの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れて
おくこと。

Ｂ、Ｈ 第
17
回

【テーマ】実習の振り返り
【計画内容】実習評価表の自己確認やトピックスごとの話し合い等を通して、実習の振り返りを進
めていく。

【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習経験を振り返る｣を読んでくること。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】事前実習について
【計画内容】事前実習に向けた準備として、事前実習の内容や意義について説明します。また、事
前実習の前に明確にしておくべき要素について確認を行います。そして電話を掛ける準備も行い
ます。

【準備学習の内容】テキスト第二章｢実習先に電話をかける｣ ｢オリエンテーションの意義・内容｣
｢実習指導者に思いを伝える｣を読んでくること。

Ａ、Ｈ、Ｎ 第
18
回

【テーマ】実習後の領域別学習
【計画内容】児童、障害、高齢の3領域ごとのクラスで集合し、同領域ごとの実習内容や利用者の理
解、課題の成果を共有し指導を受けます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｋ、
Ｌ

第
4
回

【テーマ】日誌の書き方（事前実習用）
【計画内容】事前実習における日誌の書き方と取り扱い方の説明を行い、実際の日誌を書くことを
念頭に置いて実践的に学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章｢実習日誌の意義・書き方｣を読んでくること。

Ｈ 第
19
回

【テーマ】評価表の活用とＳＶ、報告書の作成
【計画内容】実習指導者による実習評価表から自らの評価と比較しながら達成できていたこと、残
された課題を受けとめ、理解する機会を持ちます。また実習報告書の作成方法とスケジュールを確
認します。

【準備学習の内容】評価表の自己評価分を確認しておいて下さい。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】事前学習について
【計画内容】事前学習すべき要素や学習方法について説明します。また、各クラスでの事前学習の
確認方法（レポートやノート作成）についても伝えます。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｈ 第
20
回

【テーマ】クラス内報告会①
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】個別課題とは何か
【計画内容】相談援助実習中に取り組む個別課題とは何か、どのような流れで作成していくかにつ
いて説明します。

【準備学習の内容】テキスト第1章｢実習計画書の概要｣ ｢実習テーマ・達成課題を深める｣を読んで
くること。

Ａ、Ｈ 第
21
回

【テーマ】クラス内報告会②
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】事前実習の振り返りと実習日誌の指導
【計画内容】3日間の事前実習での経験を言語化し、他の学生と共有します。夏の本実習に向けて
理解できたことと分からないことなどを明確にして、事前学習等の準備につなげていきます。ま
た事前実習で書いてきた実習日誌の指導も行います。

【準備学習の内容】テキスト第2章｢オリエンテーションを振り返る｣を読んでくること。

Ｂ、Ｈ 第
22
回

【テーマ】クラス内報告会③
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】事前実習の振り返りと個別課題の作成
【計画内容】まず事前実習の体験を共有化し、実習までに解決すべき課題を整理します。また、そ
して各自が実習で達成したいことを個別課題として整理し、本実習に目的意識を持って取り組め
るようにします。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｈ 第
23
回

【テーマ】クラス内報告会④
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】実習前の領域別学習　～事前実習の振り返りと本実習に向けて～
【計画内容】事前実習の経験を領域ごとに振り返り、学習課題と実習生としての課題を確認しま
す。そして各自が実習で達成したいことを個別課題として作成する基盤を作り、本実習に目的意
識を持って取り組めるようにします。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
24
回

【テーマ】指定課題の報告①
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】個別課題の作成
【計画内容】個別課題の取り組みの進捗状況や疑問点などを確認しながら、個別課題の完成に向け
た指導を行います。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ｂ、Ｈ 第
25
回

【テーマ】指定課題の報告②
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】事前打ち合わせ会等オリエンテーション
【計画内容】実習打合せ会において個別課題についてスーパーバイザーから指導を受ける機会を
持ちます。また実習に関わる様々な事項の打合せを行います。打合せ会に向けて必要な準備や打
合せ会の流れについて説明します。また、事前訪問が必要な学生のケースについての説明も行い
ます。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ａ、Ｈ
第
26
回

【テーマ】指定課題の報告③
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】事前打ち合わせ会の準備、個別課題の完成
【計画内容】事前打ち合わせ会で確認すべき項目は何か、個別課題の相談の仕方などを実際にＲＰ
をしながら練習し備えておきます。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ｂ、Ｈ、Ｎ 第
27
回

【テーマ】指定課題の報告④
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】指定課題の指導
【計画内容】指定課題の実際の取り組み方や流れについて詳しく説明、確認し、実習中に円滑に課
題に取り組めるように学習する機会となります。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ａ、Ｈ、Ｌ 第
28
回

【テーマ】実習報告会に関わるオリエンテーション
【計画内容】実習報告会の意義および報告会の流れや必要な準備について説明します。
【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習の振り返り　報告会でのプレゼンテーション｣を読んでく
ること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】スーパービジョンの活用方法と個別課題の修正
【計画内容】口頭または実習日誌などさまざまな形で行われるスーパービジョンについて、その意
義やスーパーバイザーに報告・相談すべき事やスーパーバイジ―（実習生）として期待される言動
について学びます。また事前打ち合わせ会で個別課題の修正が必要な場合には、教員が指導し適
切な個別課題を仕上げます。

【準備学習の内容】テキスト第3章｢スーパービジョンを受ける｣および第2章｢実習テーマ・達成課
題の修正｣を読んでくること。

Ａ、Ｂ、Ｆ
第
29
回

【テーマ】報告会の練習
【計画内容】実習報告会を持つことにより、実習生、指導者、教員で実習体験を共有し、学生にとって
他者の経験を通して理解の幅を広げる学習の機会とします。報告内容を分かりやすく伝えるため
の確認や練習を行います。

【準備学習の内容】報告内容をよく吟味してくること。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】実習直前オリエンテーション
実習直前オリエンテーション

【計画内容】実習中のディレンマ、帰校日指導と記録活用法、緊急時や欠席時の連絡方法等実習中
の諸注意と確認事項について説明します。また実習に必要な日誌などを配付します。

【準備学習の内容】テキスト第2章｢近づく実習にさらに備える｣第3章｢巡回指導・帰校日のスー
パービジョンを活用する｣ほかすべてを読んでおいて下さい。

Ａ 第
30
回

【テーマ】報告会およびまとめ
【計画内容】実習報告会を持つことにより、実習生、指導者、教員で実習体験を共有し、学生にとって
他者の経験を通して理解の幅を広げる学習の機会とします。そして1年間の学びの振り返りを行い
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 相談援助実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 4
教 員 名 尾形　良子、岩本　希、黒澤　直子

テキスト   講義内で提示します          
参 考 書   初回講義時に具体的に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     実習報告書・実
習報告会資料     実習施設・機関

の評価
質問への対応 不明な点は相談援助実習責任者尾形まで問合わせて下さい。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

原則として2年次後学期の｢相談援助実習指導Ⅰ｣「相談援助演習Ⅱ」及び2年次前学期までに開講されている社会福　
祉士受験資格取得にかかる前提科目（学科指定）の単位を取得していない者は履修できません。
　< 成績評価の内容について >
　実習施設・機関の評価（その他40％）および意欲・態度・課題による評価60％
　< 単位修得における注意 >

｢相談援助実習｣ ｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ｣の5科目は同一
年次に履修して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

（1） 相談援助実習を通して、相談援助に関わる知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等
を体得します。

（2） 社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習
得します。

（3）関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解します。
到
達
目
標

⑴ 授業で習得した相談援助に関する知識・技術・倫理等についての理解が深まり、社会福祉士としての基礎的な
素養が高まることを目指します。        

授 業 の
計 画

【計画内容】
< 実習の内容 >
①概ね1週目（職場理解）
実習機関の理解を深めます～理念や援助方針、運営管理、地域や地域資源との連携などの講義、企画同行など。

②概ね2週目（職種理解）
社会福祉士の担う役割について理解を深めます～業務同行、日報作成、カンファランス同席など。

③概ね3、4、5週目（ソーシャルワーク理解）
ソーシャルワークの専門性について理解を深めます～相談面接同席、ニーズ把握のための手立・調査、アセスメン
ト、個別援助計画作成、事例研究など。　
　
< 実習指導の内容 >
設定した実習課題が達成されるよう、訪問・帰校日指導をとおして学びます。
毎週の訪問・帰校日指導を通して、次のことを指導していきます。

①基本的なコミュニケーションや対人関係の構築など人間関係の形成について

②利用者理解とそのニーズ把握及び支援計画の作成について

③利用者やその関係者との援助関係の形成について

④利用者やその関係者への権利擁護及び支援とその評価について

⑤多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際について

⑥社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一
員としての役割と責任への理解について

⑦施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際について

⑧当該実習先が地域社会の中の施設・事業者・機関・団体であることへの理解と具体的な地域社会への働きかけと
してのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解について
  
実習機関および実習内容について十分な事前学習を行ってください。

  
Ｄ

科 目 名 相談援助実習 授業形態 実習 単 位 数 6
教 員 名 尾形　良子、岩本　希、黒澤　直子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 川村隆彦、2014年、『事例で深めるソーシャルワーク実習』、中央法規出版      
参 考 書   初回講義時に具体的に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20%   60% 20%
補 足     個別課題のまとめ     事前学習、個別課題

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

原則として｢ソーシャルワーク概説Ⅰ｣ ｢ソーシャルワーク論Ⅰ・Ⅱ｣ ｢障害者福祉論｣ ｢高齢者福祉論Ⅰ｣ ｢児童・家庭福祉論｣
｢相談援助演習Ⅰ｣および2年次前学期開講の｢相談援助実習指導Ⅰ｣、2年次後学期開講の｢相談援助演習Ⅱ｣の社会福祉士受験
資格取得にかかる指定科目の単位を取得していない者は履修できません。
< 単位修得における注意 >
｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助実習｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ｣の5科目は同一年次に履修
して下さい。本科目において前学期中に4回以上の遅刻（15分以内）および欠席した学生は配属後であっても相談援助実習を
中止し、単位を認定しませんので注意して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

相談援助実習の目的を理解し必要な知識と技術を得て、相談援助実習に効果的に取り組むことができるようにするとと
もに、実習後の振り返り等を通し社会福祉士として求められる資質、技能、倫理等についての定着を図る。

到
達
目
標

⑴相談援助に係わる知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
⑵社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。
⑶具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を養成する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】前学期オリエンテーション
【計画内容】授業のオリエンテーションとして1年間の実習指導の授業のうち、主に前学期の流れ
と内容や提出物、注意事項等を確認します。また相談援助実習に向けて実習の意義や目的を確認
する機会とします。

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読すること。

Ａ、Ｋ 第
16
回

【テーマ】後学期オリエンテーション
【計画内容】実習を振り返る意義について説明し、後学期の授業の進め方、実習報告会について、実
習報告書の作成について説明を行います。

【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習経験の共有と分かち合い｣を読んでくること。

Ａ

第
2
回

【テーマ】相談援助実習とは
【計画内容】相談援助実習の概要について再度確認し、また、各自にとっての相談援助実習の意義
や課題を確認します。

【準備学習の内容】テキストおよび実習マニュアルの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れて
おくこと。

Ｂ、Ｈ 第
17
回

【テーマ】実習の振り返り
【計画内容】実習評価表の自己確認やトピックスごとの話し合い等を通して、実習の振り返りを進
めていく。

【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習経験を振り返る｣を読んでくること。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】事前実習について
【計画内容】事前実習に向けた準備として、事前実習の内容や意義について説明します。また、事
前実習の前に明確にしておくべき要素について確認を行います。そして電話を掛ける準備も行い
ます。

【準備学習の内容】テキスト第二章｢実習先に電話をかける｣ ｢オリエンテーションの意義・内容｣
｢実習指導者に思いを伝える｣を読んでくること。

Ａ、Ｈ、Ｎ 第
18
回

【テーマ】実習後の領域別学習
【計画内容】児童、障害、高齢の3領域ごとのクラスで集合し、同領域ごとの実習内容や利用者の理
解、課題の成果を共有し指導を受けます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ、Ｋ、
Ｌ

第
4
回

【テーマ】日誌の書き方（事前実習用）
【計画内容】事前実習における日誌の書き方と取り扱い方の説明を行い、実際の日誌を書くことを
念頭に置いて実践的に学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章｢実習日誌の意義・書き方｣を読んでくること。

Ｈ 第
19
回

【テーマ】評価表の活用とＳＶ、報告書の作成
【計画内容】実習指導者による実習評価表から自らの評価と比較しながら達成できていたこと、残
された課題を受けとめ、理解する機会を持ちます。また実習報告書の作成方法とスケジュールを確
認します。

【準備学習の内容】評価表の自己評価分を確認しておいて下さい。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】事前学習について
【計画内容】事前学習すべき要素や学習方法について説明します。また、各クラスでの事前学習の
確認方法（レポートやノート作成）についても伝えます。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｈ 第
20
回

【テーマ】クラス内報告会①
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】個別課題とは何か
【計画内容】相談援助実習中に取り組む個別課題とは何か、どのような流れで作成していくかにつ
いて説明します。

【準備学習の内容】テキスト第1章｢実習計画書の概要｣ ｢実習テーマ・達成課題を深める｣を読んで
くること。

Ａ、Ｈ 第
21
回

【テーマ】クラス内報告会②
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】事前実習の振り返りと実習日誌の指導
【計画内容】3日間の事前実習での経験を言語化し、他の学生と共有します。夏の本実習に向けて
理解できたことと分からないことなどを明確にして、事前学習等の準備につなげていきます。ま
た事前実習で書いてきた実習日誌の指導も行います。

【準備学習の内容】テキスト第2章｢オリエンテーションを振り返る｣を読んでくること。

Ｂ、Ｈ 第
22
回

【テーマ】クラス内報告会③
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】事前実習の振り返りと個別課題の作成
【計画内容】まず事前実習の体験を共有化し、実習までに解決すべき課題を整理します。また、そ
して各自が実習で達成したいことを個別課題として整理し、本実習に目的意識を持って取り組め
るようにします。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｈ 第
23
回

【テーマ】クラス内報告会④
【計画内容】実習の集大成である報告書をまとめるために、実習種別や実習の概要、個別課題や実習
で確認された課題などについて毎時1～2人ずつクラスで報告会を持ちます。クラス内報告会のた
めの資料作成は、学生同士の質疑応答による明確化を経て後の報告書の原稿になっていきます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】実習前の領域別学習　～事前実習の振り返りと本実習に向けて～
【計画内容】事前実習の経験を領域ごとに振り返り、学習課題と実習生としての課題を確認しま
す。そして各自が実習で達成したいことを個別課題として作成する基盤を作り、本実習に目的意
識を持って取り組めるようにします。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
24
回

【テーマ】指定課題の報告①
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
10
回

【テーマ】個別課題の作成
【計画内容】個別課題の取り組みの進捗状況や疑問点などを確認しながら、個別課題の完成に向け
た指導を行います。

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこと。

Ｂ、Ｈ 第
25
回

【テーマ】指定課題の報告②
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】事前打ち合わせ会等オリエンテーション
【計画内容】実習打合せ会において個別課題についてスーパーバイザーから指導を受ける機会を
持ちます。また実習に関わる様々な事項の打合せを行います。打合せ会に向けて必要な準備や打
合せ会の流れについて説明します。また、事前訪問が必要な学生のケースについての説明も行い
ます。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ａ、Ｈ
第
26
回

【テーマ】指定課題の報告③
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
12
回

【テーマ】事前打ち合わせ会の準備、個別課題の完成
【計画内容】事前打ち合わせ会で確認すべき項目は何か、個別課題の相談の仕方などを実際にＲＰ
をしながら練習し備えておきます。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ｂ、Ｈ、Ｎ 第
27
回

【テーマ】指定課題の報告④
【計画内容】指定課題（主にいわゆるケース研究）の結果を毎時1～2人ずつ報告していきます。その
中でケース研究の方法を確認し、分野を越えた実際のケースのリアリティから学び合います。併せ
て教員による指導も行います。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】指定課題の指導
【計画内容】指定課題の実際の取り組み方や流れについて詳しく説明、確認し、実習中に円滑に課
題に取り組めるように学習する機会となります。

【準備学習の内容】テキストおよび配付資料の該当箇所を読み、実習に必要な知識を入れておくこ
と。

Ａ、Ｈ、Ｌ 第
28
回

【テーマ】実習報告会に関わるオリエンテーション
【計画内容】実習報告会の意義および報告会の流れや必要な準備について説明します。
【準備学習の内容】テキスト第5章｢実習の振り返り　報告会でのプレゼンテーション｣を読んでく
ること。

Ａ、Ｈ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】スーパービジョンの活用方法と個別課題の修正
【計画内容】口頭または実習日誌などさまざまな形で行われるスーパービジョンについて、その意
義やスーパーバイザーに報告・相談すべき事やスーパーバイジ―（実習生）として期待される言動
について学びます。また事前打ち合わせ会で個別課題の修正が必要な場合には、教員が指導し適
切な個別課題を仕上げます。

【準備学習の内容】テキスト第3章｢スーパービジョンを受ける｣および第2章｢実習テーマ・達成課
題の修正｣を読んでくること。

Ａ、Ｂ、Ｆ
第
29
回

【テーマ】報告会の練習
【計画内容】実習報告会を持つことにより、実習生、指導者、教員で実習体験を共有し、学生にとって
他者の経験を通して理解の幅を広げる学習の機会とします。報告内容を分かりやすく伝えるため
の確認や練習を行います。

【準備学習の内容】報告内容をよく吟味してくること。

Ｂ、Ｆ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】実習直前オリエンテーション
実習直前オリエンテーション

【計画内容】実習中のディレンマ、帰校日指導と記録活用法、緊急時や欠席時の連絡方法等実習中
の諸注意と確認事項について説明します。また実習に必要な日誌などを配付します。

【準備学習の内容】テキスト第2章｢近づく実習にさらに備える｣第3章｢巡回指導・帰校日のスー
パービジョンを活用する｣ほかすべてを読んでおいて下さい。

Ａ 第
30
回

【テーマ】報告会およびまとめ
【計画内容】実習報告会を持つことにより、実習生、指導者、教員で実習体験を共有し、学生にとって
他者の経験を通して理解の幅を広げる学習の機会とします。そして1年間の学びの振り返りを行い
ます。

【準備学習の内容】配付するプリントに示す復習課題に取り組むこと。

Ｂ、Ｆ、Ｌ

科 目 名 相談援助実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 4
教 員 名 尾形　良子、岩本　希、黒澤　直子

テキスト   講義内で提示します          
参 考 書   初回講義時に具体的に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   30% 40%

補 足     実習報告書・実
習報告会資料     実習施設・機関

の評価
質問への対応 不明な点は相談援助実習責任者尾形まで問合わせて下さい。
資 格［健］社会福祉士 _ 必修

そ の 他

原則として2年次後学期の｢相談援助実習指導Ⅰ｣「相談援助演習Ⅱ」及び2年次前学期までに開講されている社会福　
祉士受験資格取得にかかる前提科目（学科指定）の単位を取得していない者は履修できません。
　< 成績評価の内容について >
　実習施設・機関の評価（その他40％）および意欲・態度・課題による評価60％
　< 単位修得における注意 >

｢相談援助実習｣ ｢相談援助実習指導Ⅱ｣ ｢相談援助演習Ⅲ｣ ｢相談援助演習Ⅳ｣ ｢相談援助演習Ⅴ｣の5科目は同一
年次に履修して下さい。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

（1） 相談援助実習を通して、相談援助に関わる知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等
を体得します。

（2） 社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習
得します。

（3）関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解します。
到
達
目
標

⑴ 授業で習得した相談援助に関する知識・技術・倫理等についての理解が深まり、社会福祉士としての基礎的な
素養が高まることを目指します。        

授 業 の
計 画

【計画内容】
< 実習の内容 >
①概ね1週目（職場理解）
実習機関の理解を深めます～理念や援助方針、運営管理、地域や地域資源との連携などの講義、企画同行など。

②概ね2週目（職種理解）
社会福祉士の担う役割について理解を深めます～業務同行、日報作成、カンファランス同席など。

③概ね3、4、5週目（ソーシャルワーク理解）
ソーシャルワークの専門性について理解を深めます～相談面接同席、ニーズ把握のための手立・調査、アセスメン
ト、個別援助計画作成、事例研究など。　
　
< 実習指導の内容 >
設定した実習課題が達成されるよう、訪問・帰校日指導をとおして学びます。
毎週の訪問・帰校日指導を通して、次のことを指導していきます。

①基本的なコミュニケーションや対人関係の構築など人間関係の形成について

②利用者理解とそのニーズ把握及び支援計画の作成について

③利用者やその関係者との援助関係の形成について

④利用者やその関係者への権利擁護及び支援とその評価について

⑤多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際について

⑥社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一
員としての役割と責任への理解について

⑦施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際について

⑧当該実習先が地域社会の中の施設・事業者・機関・団体であることへの理解と具体的な地域社会への働きかけと
してのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解について
  
実習機関および実習内容について十分な事前学習を行ってください。

  
Ｄ

科 目 名 相談援助実習 授業形態 実習 単 位 数 6
教 員 名 尾形　良子、岩本　希、黒澤　直子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60% 20% 20%   
補 足     課題1・2・3 住宅レポート     

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］介護福祉士 _ 選必、社会教育主事 _ 選必　　　［ス］［教］［心］社会教育主事 _ 選必
［芸］社会教育主事 _ 選必、1・2級建築士 _ 必修

そ の 他 講義では、各グループで調査結果のポスター化を行います。
その際に、のり、三角定規、シャープペン、色鉛筆、消しゴム等の文房具を必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の福祉環境整備における国及び自治体の制度・政策について学ぶ。特に重要な公共的建築物の福祉環境整
備調査項目、①駐車場・アプローチ・玄関出入り口・手すり・スロープ等、②トイレ・エレベーター・エスカレー
ター等、③自動販売機・コンセント・スイッチ・標示板等について、大学のキャンパス内で検証し、バリアフリー・
ユニバーサルデザインについての考え方をグループにより調査・研究を行い、その成果をポスター・パワーポイ
ントで発表する。また、住宅の整備項目についてはホームワークとして各自がレポートを作成し提出する。

到
達
目
標

⑴福祉環境整備の国・自治体の制度・政策の理解
⑵バリアフリーの理解
⑶ユニバーサルデザインの理解
⑷公共的建築物の整備項目及び住まいの整備項目の理解
⑸グループ研究のあり方の理解

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション1
【計画内容】講義の紹介、15回の講義計画・テキスト・参考書・成績評価の方法について解説する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション2
【計画内容】北海道での福祉環境整備についてビデオ教材により学ぶ。その後グループ化を行う。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読する。

Ａ

第
3
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。
【準備学習の内容】ポスター化を行うので文房具等を用意し、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。また、住宅の整備項目についても
解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】北方圏学術情報センター・ポルトでのポスター発表
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査結果についてのポスター・パワーポイントで発表（追加）等を北方圏学術情報センター・ポルトで行う。
発表者は作成した内容について要領よく丁寧に説明する。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を含め述べる。また、ホームワー
クのレポートを提出する。

【準備学習の内容】ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ｆ

科 目 名 高齢社会の街づくり 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之

テキスト   適宜紹介します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 選必

そ の 他

講義展開 : 各自が収集した情報を全員が発表し、ディスカッションを行い共有の知識とします。毎回出された課題に
ついての情報収集、一部プリントの提出を行い、各自がパワーポイントを使用し、発表用のデータとして作成し、調べ
た内容について説明します。また、ディスカッションで指摘された内容については、再度情報の収集、加筆・修正し、最
終講義で提出用ファイルにまとめます。
毎回、情報収集・発表を行うため、隔週2コマ続きで展開します。授業日程の詳細については、授業初回に説明します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

人を理解する上で欠かすことのできない生活文化について、歴史、宗教、哲学、死生観、通過儀礼など多方面から
学ぶことにより、人の暮らしと生活を支える介護福祉との関係について学びを深める。毎回の講義やディス
カッションを通し、生活文化とそれを支える介護福祉について学びを深める。介護福祉利用者の個別性や多様
性について考察する。

到
達
目
標

⑴人の暮らしの多様性が理解できる。
⑵介護福祉利用者の生活背景が理解できる。
⑶その人らしい生活を支援する方法を考察することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・生活文化と介護福祉
【計画内容】生活文化を学ぶ意義。（佐藤克之）
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。介護の歴史と日本文化の関係について資料収集。

Ａ

第
2
回

【テーマ】昭和の歴史と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】大正デモクラシー、戦前・戦争の時代、戦後の思想・民主主義、そして現代に区分した資料
収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】余暇活動と社会参加
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】遊びと趣味活動、社会参加につながる支援方法に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】人間の生活と宗教
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】生活と宗教に関する資料収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】宗教とケアの歴史
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】キリスト教・仏教等の慈善活動とケアに関する資料収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】文学と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】文学の中の介護の姿に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】言葉と生活文化
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】生まれ育った土地や時代による言葉の違いに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】日本人の通過儀礼と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（八巻貴穂）
【準備学習の内容】人生の節目と祝い事に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】季節の暦と年中行事と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（八巻貴穂）
【準備学習の内容】暦と暮らしに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】生活の中の哲学
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】哲学的思考方法と他者理解に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】5つの不死感・自己感と死の倫理
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】｢いきること｣と死生観に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】スピリチュアルペインとスピリチュアルケア
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】スピリチュアルペインとスピリチュアルケアに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】スピリチュアリティの3本柱
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】介護福祉におけるスピリチュアルケアに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】まとめ①
【計画内容】各自が再度収集した資料を加筆・修正し、提出用ファイルにまとめる。（八巻貴穂・佐藤克之）
【準備学習の内容】資料の加筆・修正。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめ②
【計画内容】各自が再度収集した資料を加筆・修正し、提出用ファイルにまとめる。（八巻貴穂・佐藤克之）
【準備学習の内容】資料の加筆・修正。

Ａ、Ｆ、Ｋ

科 目 名 介護福祉と生活文化 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 八巻　貴穂、佐藤　克之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60% 20% 20%   
補 足     課題1・2・3 住宅レポート     

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。

資 格［健］介護福祉士 _ 選必、社会教育主事 _ 選必　　　［ス］［教］［心］社会教育主事 _ 選必
［芸］社会教育主事 _ 選必、1・2級建築士 _ 必修

そ の 他 講義では、各グループで調査結果のポスター化を行います。
その際に、のり、三角定規、シャープペン、色鉛筆、消しゴム等の文房具を必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

今日の福祉環境整備における国及び自治体の制度・政策について学ぶ。特に重要な公共的建築物の福祉環境整
備調査項目、①駐車場・アプローチ・玄関出入り口・手すり・スロープ等、②トイレ・エレベーター・エスカレー
ター等、③自動販売機・コンセント・スイッチ・標示板等について、大学のキャンパス内で検証し、バリアフリー・
ユニバーサルデザインについての考え方をグループにより調査・研究を行い、その成果をポスター・パワーポイ
ントで発表する。また、住宅の整備項目についてはホームワークとして各自がレポートを作成し提出する。

到
達
目
標

⑴福祉環境整備の国・自治体の制度・政策の理解
⑵バリアフリーの理解
⑶ユニバーサルデザインの理解
⑷公共的建築物の整備項目及び住まいの整備項目の理解
⑸グループ研究のあり方の理解

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション1
【計画内容】講義の紹介、15回の講義計画・テキスト・参考書・成績評価の方法について解説する。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション2
【計画内容】北海道での福祉環境整備についてビデオ教材により学ぶ。その後グループ化を行う。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読する。

Ａ

第
3
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。
【準備学習の内容】ポスター化を行うので文房具等を用意し、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査1︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査1のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ｆ

第
7
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査2︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査2のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｆ

第
11
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲1
【計画内容】大学キャンパス内で複数箇所を比較検証する。実地調査では、公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定し、計測、撮影、
図面化等、ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、実地調査をグループごとにチームワークを考慮し実施する。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲2
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3の中から1項目を選定した内容を補足するため、関連企業のホームページから資料の収集を行う。ま
た、前回の追加調査及びタイトル・文章の作成、図面化、撮影の印刷等、グループでチームワークを考慮し実施する。また、住宅の整備項目についても
解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲3
【計画内容】ポスター発表時のプレゼンテーションの効果を検討し、タイトル・文章の配置、撮影等、ポスター化を行う。また、住宅の整備項目につい
ても解説する（ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｈ、Ｊ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】公共的建築物の福祉環境整備調査3︲4
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査3のポスター・パワーポイントで発表を行う。発表者は作成した内容について要領よく丁寧に解説す
る。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を述べる。また、住宅の整備項目についても解説する（ホームワークは各自がレポートと
して作成し最終講義に提出する）。

【準備学習の内容】事前に、グループ内の役割分担を十分に検討する。ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ａ、Ｆ

第
15
回

【テーマ】北方圏学術情報センター・ポルトでのポスター発表
【計画内容】公共的建築物の福祉環境整備調査結果についてのポスター・パワーポイントで発表（追加）等を北方圏学術情報センター・ポルトで行う。
発表者は作成した内容について要領よく丁寧に説明する。特に、関連企業の資料、図面、写真等、グループでの意見を含め述べる。また、ホームワー
クのレポートを提出する。

【準備学習の内容】ホームワークは各自がレポートとして作成し最終講義に提出する。

Ｆ

科 目 名 高齢社会の街づくり 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之

テキスト   適宜紹介します      
参 考 書   適宜紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 選必

そ の 他

講義展開 : 各自が収集した情報を全員が発表し、ディスカッションを行い共有の知識とします。毎回出された課題に
ついての情報収集、一部プリントの提出を行い、各自がパワーポイントを使用し、発表用のデータとして作成し、調べ
た内容について説明します。また、ディスカッションで指摘された内容については、再度情報の収集、加筆・修正し、最
終講義で提出用ファイルにまとめます。
毎回、情報収集・発表を行うため、隔週2コマ続きで展開します。授業日程の詳細については、授業初回に説明します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

人を理解する上で欠かすことのできない生活文化について、歴史、宗教、哲学、死生観、通過儀礼など多方面から
学ぶことにより、人の暮らしと生活を支える介護福祉との関係について学びを深める。毎回の講義やディス
カッションを通し、生活文化とそれを支える介護福祉について学びを深める。介護福祉利用者の個別性や多様
性について考察する。

到
達
目
標

⑴人の暮らしの多様性が理解できる。
⑵介護福祉利用者の生活背景が理解できる。
⑶その人らしい生活を支援する方法を考察することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション・生活文化と介護福祉
【計画内容】生活文化を学ぶ意義。（佐藤克之）
【準備学習の内容】シラバスを読んでおくこと。介護の歴史と日本文化の関係について資料収集。

Ａ

第
2
回

【テーマ】昭和の歴史と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】大正デモクラシー、戦前・戦争の時代、戦後の思想・民主主義、そして現代に区分した資料
収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】余暇活動と社会参加
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】遊びと趣味活動、社会参加につながる支援方法に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】人間の生活と宗教
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】生活と宗教に関する資料収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】宗教とケアの歴史
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】キリスト教・仏教等の慈善活動とケアに関する資料収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】文学と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】文学の中の介護の姿に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
7
回

【テーマ】言葉と生活文化
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】生まれ育った土地や時代による言葉の違いに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】日本人の通過儀礼と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（八巻貴穂）
【準備学習の内容】人生の節目と祝い事に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
9
回

【テーマ】季節の暦と年中行事と介護
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（八巻貴穂）
【準備学習の内容】暦と暮らしに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】生活の中の哲学
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】哲学的思考方法と他者理解に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
11
回

【テーマ】5つの不死感・自己感と死の倫理
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】｢いきること｣と死生観に関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】スピリチュアルペインとスピリチュアルケア
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】スピリチュアルペインとスピリチュアルケアに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
13
回

【テーマ】スピリチュアリティの3本柱
【計画内容】課題に沿った情報収集と発表・ディスカッション。（佐藤克之）
【準備学習の内容】介護福祉におけるスピリチュアルケアに関する資料の収集。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】まとめ①
【計画内容】各自が再度収集した資料を加筆・修正し、提出用ファイルにまとめる。（八巻貴穂・佐藤克之）
【準備学習の内容】資料の加筆・修正。

Ａ、Ｆ、Ｋ

第
15
回

【テーマ】まとめ②
【計画内容】各自が再度収集した資料を加筆・修正し、提出用ファイルにまとめる。（八巻貴穂・佐藤克之）
【準備学習の内容】資料の加筆・修正。

Ａ、Ｆ、Ｋ

科 目 名 介護福祉と生活文化 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 八巻　貴穂、佐藤　克之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時にその都度紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%     30%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉主事 _ 選必

そ の 他
講義形態は土曜日に行う集中講義となっており、1日あたりに3回分の講義を実施する。そのため出席日数の管理は
各自注意して行うこと。筆記試験および確認試験の実施日程については、授業の中で改めて連絡を行う。なお講師
の担当回は変更の可能性有り。その場合には連絡を行う。講義日程予定は、掲示およびポータルサイトにて周知す
る。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を様々な角度から学ぶことを目的とする。またリハ
ビリテーションの領域における考え方や専門職の構成や関連職種との連携について認識する。

【講義全体の内容の概要】
リハビリテーションの歴史を概観し、リハビリテーション計画の立案に関わる評価、目標設定、プログラムの組
み立て方や、リハビリテーションの技術、方法、知識などの修得を図る。
各論として、高齢者や障害者・児などの各ライフステージにおけるリハビリテーションの特徴や主要疾患の障
害像、問題の捉え方、アプローチの実際について理解を深める。
加えて福祉機器の活用や環境調整の進め方、関連社会資源や制度の利用などを含む包括的なリハビリテーショ
ンの援助技術を学習する。

到
達
目
標

⑴リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を理解する。
⑵ リハビリテーションの各領域における取組の考え方や専門職種・従事者の構成について学び、関係職種との

連携を認識する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】リハビリテーションの歴史的背景
【計画内容】リハビリテーションの歴史を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】リハビリテーションの概念と基本原則～尊厳を支える介護と自立に向けた介護
【計画内容】リハビリテーションの概念と基本原則を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】リハビリテーションの概念について予習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】障害の程度とその影響1
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】障害の程度とその影響2
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】リハビリテーションの諸段階
【計画内容】段階に応じたリハビリテーションの考え方について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】リハビリテーションの過程
【計画内容】リハビリテーションの過程について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】リハビリテーションの総合的サービス体系
【計画内容】リハビリテーションを行う上で関連する社会資源について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】機能障害をもたらす主な疾病と外傷
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】機能障害をもたらす先天異常および精神障害
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】リハビリテーションの専門職と連携
【計画内容】リハビリテーションの専門職種とそれぞれの連携について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】講義全体の振り返りを実施する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。予告する復習課題に対して取り組むこと。

Ｇ、 Ｌ

科 目 名 リハビリテーション論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小玉　武志、大須田　祐亮

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時にその都度紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%     30%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他
講義形態は土曜日に行う集中講義となっており、1日あたりに3回分の講義を実施する。そのため出席日数の管理は
各自注意して行うこと。筆記試験および確認試験の実施日程については、授業の中で改めて連絡を行う。なお講師
の担当回は変更の可能性有り。その場合には連絡を行う。講義日程予定は、掲示およびポータルサイトにて周知す
る。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を様々な角度から学ぶことを目的とする。またリハ
ビリテーションの領域における考え方や専門職の構成や関連職種との連携について認識する。

【講義全体の内容の概要】
リハビリテーションの歴史を概観し、リハビリテーション計画の立案に関わる評価、目標設定、プログラムの組
み立て方や、リハビリテーションの技術、方法、知識などの修得を図る。
各論として、高齢者や障害者・児などの各ライフステージにおけるリハビリテーションの特徴や主要疾患の障
害像、問題の捉え方、アプローチの実際について理解を深める。
加えて福祉機器の活用や環境調整の進め方、関連社会資源や制度の利用などを含む包括的なリハビリテーショ
ンの援助技術を学習する。

到
達
目
標

⑴リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を理解する。
⑵ リハビリテーションの各領域における取組の考え方や専門職種・従事者の構成について学び、関係職種との

連携を認識する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】リハビリテーションの歴史的背景
【計画内容】リハビリテーションの歴史を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】リハビリテーションの概念と基本原則～尊厳を支える介護と自立に向けた介護
【計画内容】リハビリテーションの概念と基本原則を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】リハビリテーションの概念について予習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】障害の程度とその影響1
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】障害の程度とその影響2
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】リハビリテーションの諸段階
【計画内容】段階に応じたリハビリテーションの考え方について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】リハビリテーションの過程
【計画内容】リハビリテーションの過程について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】リハビリテーションの総合的サービス体系
【計画内容】リハビリテーションを行う上で関連する社会資源について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】機能障害をもたらす主な疾病と外傷
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】機能障害をもたらす先天異常および精神障害
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】リハビリテーションの専門職と連携
【計画内容】リハビリテーションの専門職種とそれぞれの連携について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】講義全体の振り返りを実施する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。予告する復習課題に対して取り組むこと。

Ｇ、 Ｌ

科 目 名 リハビリテーション論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 大須田　祐亮、小玉　武志
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時にその都度紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%     30%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］社会福祉主事 _ 選必

そ の 他
講義形態は土曜日に行う集中講義となっており、1日あたりに3回分の講義を実施する。そのため出席日数の管理は
各自注意して行うこと。筆記試験および確認試験の実施日程については、授業の中で改めて連絡を行う。なお講師
の担当回は変更の可能性有り。その場合には連絡を行う。講義日程予定は、掲示およびポータルサイトにて周知す
る。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を様々な角度から学ぶことを目的とする。またリハ
ビリテーションの領域における考え方や専門職の構成や関連職種との連携について認識する。

【講義全体の内容の概要】
リハビリテーションの歴史を概観し、リハビリテーション計画の立案に関わる評価、目標設定、プログラムの組
み立て方や、リハビリテーションの技術、方法、知識などの修得を図る。
各論として、高齢者や障害者・児などの各ライフステージにおけるリハビリテーションの特徴や主要疾患の障
害像、問題の捉え方、アプローチの実際について理解を深める。
加えて福祉機器の活用や環境調整の進め方、関連社会資源や制度の利用などを含む包括的なリハビリテーショ
ンの援助技術を学習する。

到
達
目
標

⑴リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を理解する。
⑵ リハビリテーションの各領域における取組の考え方や専門職種・従事者の構成について学び、関係職種との

連携を認識する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】リハビリテーションの歴史的背景
【計画内容】リハビリテーションの歴史を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】リハビリテーションの概念と基本原則～尊厳を支える介護と自立に向けた介護
【計画内容】リハビリテーションの概念と基本原則を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】リハビリテーションの概念について予習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】障害の程度とその影響1
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】障害の程度とその影響2
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】リハビリテーションの諸段階
【計画内容】段階に応じたリハビリテーションの考え方について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】リハビリテーションの過程
【計画内容】リハビリテーションの過程について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】リハビリテーションの総合的サービス体系
【計画内容】リハビリテーションを行う上で関連する社会資源について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】機能障害をもたらす主な疾病と外傷
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】機能障害をもたらす先天異常および精神障害
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】リハビリテーションの専門職と連携
【計画内容】リハビリテーションの専門職種とそれぞれの連携について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】講義全体の振り返りを実施する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。予告する復習課題に対して取り組むこと。

Ｇ、 Ｌ

科 目 名 リハビリテーション論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 小玉　武志、大須田　祐亮

テキスト   プリントを使用します      
参 考 書   講義時にその都度紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%     30%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修、社会福祉主事 _ 選必

そ の 他
講義形態は土曜日に行う集中講義となっており、1日あたりに3回分の講義を実施する。そのため出席日数の管理は
各自注意して行うこと。筆記試験および確認試験の実施日程については、授業の中で改めて連絡を行う。なお講師
の担当回は変更の可能性有り。その場合には連絡を行う。講義日程予定は、掲示およびポータルサイトにて周知す
る。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を様々な角度から学ぶことを目的とする。またリハ
ビリテーションの領域における考え方や専門職の構成や関連職種との連携について認識する。

【講義全体の内容の概要】
リハビリテーションの歴史を概観し、リハビリテーション計画の立案に関わる評価、目標設定、プログラムの組
み立て方や、リハビリテーションの技術、方法、知識などの修得を図る。
各論として、高齢者や障害者・児などの各ライフステージにおけるリハビリテーションの特徴や主要疾患の障
害像、問題の捉え方、アプローチの実際について理解を深める。
加えて福祉機器の活用や環境調整の進め方、関連社会資源や制度の利用などを含む包括的なリハビリテーショ
ンの援助技術を学習する。

到
達
目
標

⑴リハビリテーションの体系や理念、目的・方法を理解する。
⑵ リハビリテーションの各領域における取組の考え方や専門職種・従事者の構成について学び、関係職種との

連携を認識する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】リハビリテーションの歴史的背景
【計画内容】リハビリテーションの歴史を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】リハビリテーションの概念と基本原則～尊厳を支える介護と自立に向けた介護
【計画内容】リハビリテーションの概念と基本原則を概説する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】リハビリテーションの概念について予習すること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】障害の程度とその影響1
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】障害の程度とその影響2
【計画内容】障害を理解する上での基本的な考え方を紹介する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
5
回

【テーマ】リハビリテーションの諸段階
【計画内容】段階に応じたリハビリテーションの考え方について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】リハビリテーションの過程
【計画内容】リハビリテーションの過程について学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】リハビリテーションの総合的サービス体系
【計画内容】リハビリテーションを行う上で関連する社会資源について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】機能障害をもたらす主な疾病と外傷
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】機能障害をもたらす先天異常および精神障害
【計画内容】機能障害をもたらす種々の疾病について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】リハビリテーションの専門職と連携
【計画内容】リハビリテーションの専門職種とそれぞれの連携について学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
11
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】リハビリテーション過程の実際2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション場面を通じてその過程を学ぶ。（小玉武志）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成1
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】リハビリテーション計画の作成2
【計画内容】講義および事例研究により、実際のリハビリテーション計画を通じてその過程を学ぶ。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】まとめ
【計画内容】講義全体の振り返りを実施する。（大須田祐亮）
【準備学習の内容】配付するプリントの復習を欠かさないこと。予告する復習課題に対して取り組むこと。

Ｇ、 Ｌ

科 目 名 リハビリテーション論 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 大須田　祐亮、小玉　武志
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   2018年、『オールガイド食品成分表』、実教出版      
参 考 書 北海道 HP、『どさんこ食事バランスガイド』、実教出版、9784407340754    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   

補 足 自筆のノート
持ち込み可   読みやすく

記述のこと   事前学習を
しておくこと   

質問への対応 講義時に質問を受けます。
資 格
そ の 他 理由のない欠席はしないこと。レポート作成（提出）が3回あります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

食生活を営む上で必要な食事の基礎知識から、実際の福祉現場で実践できる食に関する技術について学びしま
す。食事は誰にとっても大きな楽しみであり、QOL（生活の質）の大きな要素です。授業では現代の食生活の
問題点とその解決方法を探り、食事を｢おいしく｣作り、いただくために必要な技術と知識を身につけます。さ
らに加齢とともに起こる身体的変化と食事の関連を探り、自立に向けた食生活支援技術を習得します。

到
達
目
標

⑴基本的な調理用語や食品の保存方法について、理解し、食生活で実践できる。
⑵高齢化とともに現れる身体的変化（味覚・嚥下）と食事の関連を知り、｢おいしい｣食事を提供できる。
⑶現代の食生活の課題を認識し、問題解決を図ることができる。
⑷偏りのない食生活の方法を実践できる。
⑸スマイルフードと嚥下の関連を理解し、実践できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】本講義のねらいと到達目標、および授業の展開、評価基準について説明します。また、基本的な調理用語を説明し、
日常の調理に役立つよう理解を図ります。食品の表示や保存についても確認します。

【準備学習の内容】テキスト p.386︲p.391を熟読し、自己の知識について確認してくること。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】現代の食生活の問題点およびライフヒストリーと食事計画
【計画内容】最新の国民健康栄養調査結果（健康増進法）から、現代の食生活の問題点を探ります。食事はきわめて個人的なこ
とから、規則正しい食事計画について学びます。

【準備学習の内容】自らの食生活の課題点について整理をしてくること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】加齢に伴う｢おいしさ｣の要件と高齢者の食生活（低栄養について）
【計画内容】生涯を通して、食事を｢おいしく｣摂るために、｢おいしさ｣の要素、多彩な食感等、日本人（高齢者）がもつ食経験、培
われた食感覚と嗜好性を探ります。加えて加齢に伴う低栄養について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.8︲p.9を熟読してくること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】偏りのない食生活①食事バランスガイド（どさんこ食事バランスガイド）
【計画内容】食事バランスガイドを用いるようになった生活背景を考察し、年齢・生活活動に応じた食事バランスガイドの概
念について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.6︲p.7を熟読してくること。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】偏りのない食生活②食情報
【計画内容】年齢とともに食材の選択や嗜好の偏りがみられる現実（高齢者の低栄養や新栄養欠乏症）を把握し、偏りのない食
生活のいくつかの方法を学び、自らも食品群摂取状況などのレポートを作成します。また、マスメディアが発信するフード
ファディズムについても考えます

【準備学習の内容】マスメディアを通して発信される食情報について、この数日間の情報を収集してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】穀類と炭水化物について
【計画内容】日本人が食べてきたご飯（粥）や米粉の調理の特徴、麦類の特徴について学び、日常の食生活に応用できるように
します。

【準備学習の内容】テキスト　穀類の p.32～ p.49を概観してくること

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】野菜類・果物とビタミン・ミネラルについて
【計画内容】野菜類・果物は現代人に不足している食品群といわれています。さまざまな野菜を摂取することによって、身体
の機能を高めることを知り、｢おいしい｣調理方法を探ります。野菜（大根・キャベツ）を使用した料理（さまざまな切り方）のレ
ポートを作成します。

【準備学習の内容】テキスト　野菜・果物類の p.88～ p.159を概観してくること。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】牛乳・卵について
【計画内容】優等生といわれる食材の牛乳・卵の栄養的な特徴と調理について学び、日常の食生活に応用できるようにします。
【準備学習の内容】テキスト　牛乳・卵類 p.264～ p.274を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】肉・魚介類とたんぱく質について
【計画内容】高齢者に不足しているたんぱく源である肉類・魚介類の調理の特徴について学び、日常の食生活に応用できるよ
うにします。

【準備学習の内容】テキスト　肉・魚介類の頁を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】いも・まめ類の種類と特徴
【計画内容】加熱調理に強いビタミンを含有している｢いも類｣の種類と調理、豆類の特徴を学び、毎日1回摂取できるように調
理・工夫方法を探ります。じゃがいもを使用した料理のレポートを作成します

【準備学習の内容】テキスト　いも・豆類 p.50～ p.79を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】大豆・油脂の調理
【計画内容】日本人の食材といわれた大豆の調理と、さまざまな油脂の特徴と調理、見える油・見えない油について学び、日常
の食生活に応用できるようにします。

【準備学習の内容】テキスト　大豆・油脂類の p.66～ p.79、p.276～ p.285を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】食品の衛生と食中毒
【計画内容】清潔な食環境のなかでも起きる食中毒の発生の特徴とその防止方法について学び、衛生観念の醸成に努めます。
【準備学習の内容】テキスト　食の衛生と食中毒の p.360～ p.361を熟読してくること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】食事と介護技法①嚥下とスマイルフード
【計画内容】嚥下機能との関連から、さまざまな介護食（スマイルフード）を理解します。
【準備学習の内容】プリントを熟読しておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】食事と介護技法②寒天ゼリーとゼラチンゼリーの実習
【計画内容】寒天とゼラチンの特徴を理解して、実際に2つのゼリーを実習し、その食管や嚥下状態を確認します。
【準備学習の内容】テキストを熟読しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】食生活のアセスメントとまとめ
【計画内容】自立した食生活を営むために必要な知識や技術について振り返り、本講義のねらいや目標が達成できたか、まと
めの最終確認をします。

【準備学習の内容】講義中の自筆ノートを完成させておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 食生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 小田嶋　政子

テキスト   2018年、『オールガイド食品成分表』、実教出版      
参 考 書 北海道 HP、『どさんこ食事バランスガイド』、実教出版、9784407340754    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   

補 足 自筆のノート
持ち込み可   読みやすく

記述のこと   事前学習を
しておくこと   

質問への対応 講義時に質問を受けます。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 理由のない欠席はしないこと。レポート作成（提出）が3回あります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

食生活を営む上で必要な食事の基礎知識から、実際の福祉現場で実践できる食に関する技術について学びしま
す。食事は誰にとっても大きな楽しみであり、QOL（生活の質）の大きな要素です。授業では現代の食生活の
問題点とその解決方法を探り、食事を｢おいしく｣作り、いただくために必要な技術と知識を身につけます。さ
らに加齢とともに起こる身体的変化と食事の関連を探り、自立に向けた食生活支援技術を習得します。

到
達
目
標

⑴基本的な調理用語や食品の保存方法について、理解し、食生活で実践できる。
⑵高齢化とともに現れる身体的変化（味覚・嚥下）と食事の関連を知り、｢おいしい｣食事を提供できる。
⑶現代の食生活の課題を認識し、問題解決を図ることができる。
⑷偏りのない食生活の方法を実践できる。
⑸スマイルフードと嚥下の関連を理解し、実践できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】本講義のねらいと到達目標、および授業の展開、評価基準について説明します。また、基本的な調理用語を説明し、
日常の調理に役立つよう理解を図ります。食品の表示や保存についても確認します。

【準備学習の内容】テキスト p.386︲p.391を熟読し、自己の知識について確認してくること。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】現代の食生活の問題点およびライフヒストリーと食事計画
【計画内容】最新の国民健康栄養調査結果（健康増進法）から、現代の食生活の問題点を探ります。食事はきわめて個人的なこ
とから、規則正しい食事計画について学びます。

【準備学習の内容】自らの食生活の課題点について整理をしてくること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】加齢に伴う｢おいしさ｣の要件と高齢者の食生活（低栄養について）
【計画内容】生涯を通して、食事を｢おいしく｣摂るために、｢おいしさ｣の要素、多彩な食感等、日本人（高齢者）がもつ食経験、培
われた食感覚と嗜好性を探ります。加えて加齢に伴う低栄養について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.8︲p.9を熟読してくること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】偏りのない食生活①食事バランスガイド（どさんこ食事バランスガイド）
【計画内容】食事バランスガイドを用いるようになった生活背景を考察し、年齢・生活活動に応じた食事バランスガイドの概
念について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.6︲p.7を熟読してくること。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】偏りのない食生活②食情報
【計画内容】年齢とともに食材の選択や嗜好の偏りがみられる現実（高齢者の低栄養や新栄養欠乏症）を把握し、偏りのない食
生活のいくつかの方法を学び、自らも食品群摂取状況などのレポートを作成します。また、マスメディアが発信するフード
ファディズムについても考えます

【準備学習の内容】マスメディアを通して発信される食情報について、この数日間の情報を収集してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】穀類と炭水化物について
【計画内容】日本人が食べてきたご飯（粥）や米粉の調理の特徴、麦類の特徴について学び、日常の食生活に応用できるように
します。

【準備学習の内容】テキスト　穀類の p.32～ p.49を概観してくること

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】野菜類・果物とビタミン・ミネラルについて
【計画内容】野菜類・果物は現代人に不足している食品群といわれています。さまざまな野菜を摂取することによって、身体
の機能を高めることを知り、｢おいしい｣調理方法を探ります。野菜（大根・キャベツ）を使用した料理（さまざまな切り方）のレ
ポートを作成します。

【準備学習の内容】テキスト　野菜・果物類の p.88～ p.159を概観してくること。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】牛乳・卵について
【計画内容】優等生といわれる食材の牛乳・卵の栄養的な特徴と調理について学び、日常の食生活に応用できるようにします。
【準備学習の内容】テキスト　牛乳・卵類 p.264～ p.274を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】肉・魚介類とたんぱく質について
【計画内容】高齢者に不足しているたんぱく源である肉類・魚介類の調理の特徴について学び、日常の食生活に応用できるよ
うにします。

【準備学習の内容】テキスト　肉・魚介類の頁を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】いも・まめ類の種類と特徴
【計画内容】加熱調理に強いビタミンを含有している｢いも類｣の種類と調理、豆類の特徴を学び、毎日1回摂取できるように調
理・工夫方法を探ります。じゃがいもを使用した料理のレポートを作成します

【準備学習の内容】テキスト　いも・豆類 p.50～ p.79を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】大豆・油脂の調理
【計画内容】日本人の食材といわれた大豆の調理と、さまざまな油脂の特徴と調理、見える油・見えない油について学び、日常
の食生活に応用できるようにします。

【準備学習の内容】テキスト　大豆・油脂類の p.66～ p.79、p.276～ p.285を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】食品の衛生と食中毒
【計画内容】清潔な食環境のなかでも起きる食中毒の発生の特徴とその防止方法について学び、衛生観念の醸成に努めます。
【準備学習の内容】テキスト　食の衛生と食中毒の p.360～ p.361を熟読してくること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】食事と介護技法①嚥下とスマイルフード
【計画内容】嚥下機能との関連から、さまざまな介護食（スマイルフード）を理解します。
【準備学習の内容】プリントを熟読しておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】食事と介護技法②寒天ゼリーとゼラチンゼリーの実習
【計画内容】寒天とゼラチンの特徴を理解して、実際に2つのゼリーを実習し、その食管や嚥下状態を確認します。
【準備学習の内容】テキストを熟読しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】食生活のアセスメントとまとめ
【計画内容】自立した食生活を営むために必要な知識や技術について振り返り、本講義のねらいや目標が達成できたか、まと
めの最終確認をします。

【準備学習の内容】講義中の自筆ノートを完成させておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 食生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 小田嶋　政子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   2018年、『オールガイド食品成分表』、実教出版      
参 考 書 北海道 HP、『どさんこ食事バランスガイド』、実教出版、9784407340754    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   

補 足 自筆のノート
持ち込み可   読みやすく

記述のこと   事前学習を
しておくこと   

質問への対応 講義時に質問を受けます。
資 格
そ の 他 理由のない欠席はしないこと。レポート作成（提出）が3回あります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

食生活を営む上で必要な食事の基礎知識から、実際の福祉現場で実践できる食に関する技術について学びしま
す。食事は誰にとっても大きな楽しみであり、QOL（生活の質）の大きな要素です。授業では現代の食生活の
問題点とその解決方法を探り、食事を｢おいしく｣作り、いただくために必要な技術と知識を身につけます。さ
らに加齢とともに起こる身体的変化と食事の関連を探り、自立に向けた食生活支援技術を習得します。

到
達
目
標

⑴基本的な調理用語や食品の保存方法について、理解し、食生活で実践できる。
⑵高齢化とともに現れる身体的変化（味覚・嚥下）と食事の関連を知り、｢おいしい｣食事を提供できる。
⑶現代の食生活の課題を認識し、問題解決を図ることができる。
⑷偏りのない食生活の方法を実践できる。
⑸スマイルフードと嚥下の関連を理解し、実践できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】本講義のねらいと到達目標、および授業の展開、評価基準について説明します。また、基本的な調理用語を説明し、
日常の調理に役立つよう理解を図ります。食品の表示や保存についても確認します。

【準備学習の内容】テキスト p.386︲p.391を熟読し、自己の知識について確認してくること。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】現代の食生活の問題点およびライフヒストリーと食事計画
【計画内容】最新の国民健康栄養調査結果（健康増進法）から、現代の食生活の問題点を探ります。食事はきわめて個人的なこ
とから、規則正しい食事計画について学びます。

【準備学習の内容】自らの食生活の課題点について整理をしてくること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】加齢に伴う｢おいしさ｣の要件と高齢者の食生活（低栄養について）
【計画内容】生涯を通して、食事を｢おいしく｣摂るために、｢おいしさ｣の要素、多彩な食感等、日本人（高齢者）がもつ食経験、培
われた食感覚と嗜好性を探ります。加えて加齢に伴う低栄養について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.8︲p.9を熟読してくること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】偏りのない食生活①食事バランスガイド（どさんこ食事バランスガイド）
【計画内容】食事バランスガイドを用いるようになった生活背景を考察し、年齢・生活活動に応じた食事バランスガイドの概
念について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.6︲p.7を熟読してくること。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】偏りのない食生活②食情報
【計画内容】年齢とともに食材の選択や嗜好の偏りがみられる現実（高齢者の低栄養や新栄養欠乏症）を把握し、偏りのない食
生活のいくつかの方法を学び、自らも食品群摂取状況などのレポートを作成します。また、マスメディアが発信するフード
ファディズムについても考えます

【準備学習の内容】マスメディアを通して発信される食情報について、この数日間の情報を収集してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】穀類と炭水化物について
【計画内容】日本人が食べてきたご飯（粥）や米粉の調理の特徴、麦類の特徴について学び、日常の食生活に応用できるように
します。

【準備学習の内容】テキスト　穀類の p.32～ p.49を概観してくること

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】野菜類・果物とビタミン・ミネラルについて
【計画内容】野菜類・果物は現代人に不足している食品群といわれています。さまざまな野菜を摂取することによって、身体
の機能を高めることを知り、｢おいしい｣調理方法を探ります。野菜（大根・キャベツ）を使用した料理（さまざまな切り方）のレ
ポートを作成します。

【準備学習の内容】テキスト　野菜・果物類の p.88～ p.159を概観してくること。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】牛乳・卵について
【計画内容】優等生といわれる食材の牛乳・卵の栄養的な特徴と調理について学び、日常の食生活に応用できるようにします。
【準備学習の内容】テキスト　牛乳・卵類 p.264～ p.274を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】肉・魚介類とたんぱく質について
【計画内容】高齢者に不足しているたんぱく源である肉類・魚介類の調理の特徴について学び、日常の食生活に応用できるよ
うにします。

【準備学習の内容】テキスト　肉・魚介類の頁を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】いも・まめ類の種類と特徴
【計画内容】加熱調理に強いビタミンを含有している｢いも類｣の種類と調理、豆類の特徴を学び、毎日1回摂取できるように調
理・工夫方法を探ります。じゃがいもを使用した料理のレポートを作成します

【準備学習の内容】テキスト　いも・豆類 p.50～ p.79を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】大豆・油脂の調理
【計画内容】日本人の食材といわれた大豆の調理と、さまざまな油脂の特徴と調理、見える油・見えない油について学び、日常
の食生活に応用できるようにします。

【準備学習の内容】テキスト　大豆・油脂類の p.66～ p.79、p.276～ p.285を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】食品の衛生と食中毒
【計画内容】清潔な食環境のなかでも起きる食中毒の発生の特徴とその防止方法について学び、衛生観念の醸成に努めます。
【準備学習の内容】テキスト　食の衛生と食中毒の p.360～ p.361を熟読してくること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】食事と介護技法①嚥下とスマイルフード
【計画内容】嚥下機能との関連から、さまざまな介護食（スマイルフード）を理解します。
【準備学習の内容】プリントを熟読しておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】食事と介護技法②寒天ゼリーとゼラチンゼリーの実習
【計画内容】寒天とゼラチンの特徴を理解して、実際に2つのゼリーを実習し、その食管や嚥下状態を確認します。
【準備学習の内容】テキストを熟読しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】食生活のアセスメントとまとめ
【計画内容】自立した食生活を営むために必要な知識や技術について振り返り、本講義のねらいや目標が達成できたか、まと
めの最終確認をします。

【準備学習の内容】講義中の自筆ノートを完成させておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 食生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 小田嶋　政子

テキスト   2018年、『オールガイド食品成分表』、実教出版      
参 考 書 北海道 HP、『どさんこ食事バランスガイド』、実教出版、9784407340754    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   30%   20%   

補 足 自筆のノート
持ち込み可   読みやすく

記述のこと   事前学習を
しておくこと   

質問への対応 講義時に質問を受けます。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 理由のない欠席はしないこと。レポート作成（提出）が3回あります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

食生活を営む上で必要な食事の基礎知識から、実際の福祉現場で実践できる食に関する技術について学びしま
す。食事は誰にとっても大きな楽しみであり、QOL（生活の質）の大きな要素です。授業では現代の食生活の
問題点とその解決方法を探り、食事を｢おいしく｣作り、いただくために必要な技術と知識を身につけます。さ
らに加齢とともに起こる身体的変化と食事の関連を探り、自立に向けた食生活支援技術を習得します。

到
達
目
標

⑴基本的な調理用語や食品の保存方法について、理解し、食生活で実践できる。
⑵高齢化とともに現れる身体的変化（味覚・嚥下）と食事の関連を知り、｢おいしい｣食事を提供できる。
⑶現代の食生活の課題を認識し、問題解決を図ることができる。
⑷偏りのない食生活の方法を実践できる。
⑸スマイルフードと嚥下の関連を理解し、実践できる。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】本講義のねらいと到達目標、および授業の展開、評価基準について説明します。また、基本的な調理用語を説明し、
日常の調理に役立つよう理解を図ります。食品の表示や保存についても確認します。

【準備学習の内容】テキスト p.386︲p.391を熟読し、自己の知識について確認してくること。

Ａ、Ｇ

第
2
回

【テーマ】現代の食生活の問題点およびライフヒストリーと食事計画
【計画内容】最新の国民健康栄養調査結果（健康増進法）から、現代の食生活の問題点を探ります。食事はきわめて個人的なこ
とから、規則正しい食事計画について学びます。

【準備学習の内容】自らの食生活の課題点について整理をしてくること。

Ａ

第
3
回

【テーマ】加齢に伴う｢おいしさ｣の要件と高齢者の食生活（低栄養について）
【計画内容】生涯を通して、食事を｢おいしく｣摂るために、｢おいしさ｣の要素、多彩な食感等、日本人（高齢者）がもつ食経験、培
われた食感覚と嗜好性を探ります。加えて加齢に伴う低栄養について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.8︲p.9を熟読してくること。

Ａ

第
4
回

【テーマ】偏りのない食生活①食事バランスガイド（どさんこ食事バランスガイド）
【計画内容】食事バランスガイドを用いるようになった生活背景を考察し、年齢・生活活動に応じた食事バランスガイドの概
念について学びます。

【準備学習の内容】テキスト p.6︲p.7を熟読してくること。

Ａ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】偏りのない食生活②食情報
【計画内容】年齢とともに食材の選択や嗜好の偏りがみられる現実（高齢者の低栄養や新栄養欠乏症）を把握し、偏りのない食
生活のいくつかの方法を学び、自らも食品群摂取状況などのレポートを作成します。また、マスメディアが発信するフード
ファディズムについても考えます

【準備学習の内容】マスメディアを通して発信される食情報について、この数日間の情報を収集してくること。

Ｂ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】穀類と炭水化物について
【計画内容】日本人が食べてきたご飯（粥）や米粉の調理の特徴、麦類の特徴について学び、日常の食生活に応用できるように
します。

【準備学習の内容】テキスト　穀類の p.32～ p.49を概観してくること

Ａ、Ｇ

第
7
回

【テーマ】野菜類・果物とビタミン・ミネラルについて
【計画内容】野菜類・果物は現代人に不足している食品群といわれています。さまざまな野菜を摂取することによって、身体
の機能を高めることを知り、｢おいしい｣調理方法を探ります。野菜（大根・キャベツ）を使用した料理（さまざまな切り方）のレ
ポートを作成します。

【準備学習の内容】テキスト　野菜・果物類の p.88～ p.159を概観してくること。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】牛乳・卵について
【計画内容】優等生といわれる食材の牛乳・卵の栄養的な特徴と調理について学び、日常の食生活に応用できるようにします。
【準備学習の内容】テキスト　牛乳・卵類 p.264～ p.274を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
9
回

【テーマ】肉・魚介類とたんぱく質について
【計画内容】高齢者に不足しているたんぱく源である肉類・魚介類の調理の特徴について学び、日常の食生活に応用できるよ
うにします。

【準備学習の内容】テキスト　肉・魚介類の頁を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
10
回

【テーマ】いも・まめ類の種類と特徴
【計画内容】加熱調理に強いビタミンを含有している｢いも類｣の種類と調理、豆類の特徴を学び、毎日1回摂取できるように調
理・工夫方法を探ります。じゃがいもを使用した料理のレポートを作成します

【準備学習の内容】テキスト　いも・豆類 p.50～ p.79を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
11
回

【テーマ】大豆・油脂の調理
【計画内容】日本人の食材といわれた大豆の調理と、さまざまな油脂の特徴と調理、見える油・見えない油について学び、日常
の食生活に応用できるようにします。

【準備学習の内容】テキスト　大豆・油脂類の p.66～ p.79、p.276～ p.285を概観してくること。

Ａ、Ｇ

第
12
回

【テーマ】食品の衛生と食中毒
【計画内容】清潔な食環境のなかでも起きる食中毒の発生の特徴とその防止方法について学び、衛生観念の醸成に努めます。
【準備学習の内容】テキスト　食の衛生と食中毒の p.360～ p.361を熟読してくること。

Ａ

第
13
回

【テーマ】食事と介護技法①嚥下とスマイルフード
【計画内容】嚥下機能との関連から、さまざまな介護食（スマイルフード）を理解します。
【準備学習の内容】プリントを熟読しておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】食事と介護技法②寒天ゼリーとゼラチンゼリーの実習
【計画内容】寒天とゼラチンの特徴を理解して、実際に2つのゼリーを実習し、その食管や嚥下状態を確認します。
【準備学習の内容】テキストを熟読しておくこと。

Ｂ

第
15
回

【テーマ】食生活のアセスメントとまとめ
【計画内容】自立した食生活を営むために必要な知識や技術について振り返り、本講義のねらいや目標が達成できたか、まと
めの最終確認をします。

【準備学習の内容】講義中の自筆ノートを完成させておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 食生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 小田嶋　政子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 間瀬清美他、2015年、『新版 衣生活の科学』、アイ・ケイコーポレーション、9784874920    
参 考 書 佐々井啓他、2009年、『家政学実習ノート〔第3版〕』、誠信書房、9784414609165    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   10% 20% 20%   
補 足 最終   中間 最終 平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 第16回に最終評価のための筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

衣服を着装することは人間に与えられた行動であり、健康的な現代生活を営むうえで身体の一部としての機能
を持っています。授業では衣生活についての基礎的知識を学び、より快適な衣生活への視点を養うとともに、
実践できる衣に関する技術について学びます。そして高齢者や、介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活
面での支援についても考えます。

到
達
目
標

⑴衣生活についての基礎知識（衣服素材・衣服管理・衣服と環境・衣服製作）を習得する。
⑵実践できる衣服製作に関する基礎的技術を習得する。
⑶高齢者や介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活面での支援について考えます。
⑷現代社会における衣服の社会性および衣服の消費と廃棄について学びます。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと衣生活学について
【計画内容】授業内容を紹介し15回の授業展開を説明します。なぜ衣生活学を学ぶのかを具体的に解説します。
高齢者や介護を必要とする人々の衣生活支援についても考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストを用意し、シラバスを一読する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】健康的な衣生活とは ︲ 衣服の機能と着装心理　　衣生活の設計ー衣服の選択
【計画内容】｢人間にとっての衣とは何か｣装いの起源と衣服の役割を説明し、現代社会と衣服の機能につい
て学びます。人体と衣服（体型）、既製服の選択と購入、品質表示について学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】衣服の素材について
【計画内容】衣服を構成する素材と繊維の種類と形態、染色・加工法について学びます。介護のための衛生用
品の種類と特徴を説明します。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】衣服素材基礎実験
【計画内容】衣服素材の天然繊維と化学繊維について実験を通して学びます。
【準備学習の内容】事前配付の担当者作成プリントを読んでおくこと。

Ｃ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】衣服と健康 ︲ 衣服環境と安全性
【計画内容】健康で快適な衣生活をめざして、人体の生理的メカニズムと衣服の役割について学びます。衣
服形態と安全性についても考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】衣服衛生と管理・保管～自立に向けた家事の介護
【計画内容】衣服の汚れと洗濯、衣服の日常的な手入れと保管・収納について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅴ章を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（1）　基礎縫い
【計画内容】衣服製作に必要な縫製器具の扱い方を学び基本的縫製技術（基礎縫い）を衣服製作のために必要
な縫製器具について学び、基本的縫製技術（基礎縫い）を習得します。

【準備学習の内容】配付プリントから縫製器具について正確に理解しておく。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（2）　実習作品の製作①
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）の習得と、応用として作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（3）　実習作品の製作②
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）の習得と、応用として作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術について正確に理解しておく。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（4）　実習作品の製作③
【計画内容】基本的縫製技術の復習と、作品を完成し提出します。
【準備学習の内容】配付プリントを復習し、時間内にできなかった作品を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】高齢者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】高齢者の体型と動作に適応する衣服について学び、高齢者にとって安全で快適な衣生活を考え
ます。衣服圧、寝床環境についても学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】障害者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】障害を持つ人々の障害と動作に適応する衣服について学び、個々の身体の状態に応じた安全で
快適な衣生活を考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】衣服の資源と消費
【計画内容】衣服の生産と流通、消費と廃棄、衣服のリサイクルについて学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅵ章を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】衣服と環境 ︲21世紀の衣生活と北方圏の衣文化について
【計画内容】高齢者と介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活支援について考えます。
地球環境と衣生活について、現代の衣生活と寒冷地で快適に過ごす衣生活について考えます。

【準備学習の内容】テキストと配付プリントを復習し、理解できているか確認すること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】衣生活学と衣服製作基本技術のまとめと確認
【計画内容】振り返りと考えの共有をします。
【準備学習の内容】テキスト、配付プリントについて理解を深めておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 衣生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 泉山　幸代

テキスト 間瀬清美他、2015年、『新版 衣生活の科学』、アイ・ケイコーポレーション、9784874923290    
参 考 書 佐々井啓他、2009年、『家政学実習ノート〔第3版〕』、誠信書房、9784414609165    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   10% 20% 20%   
補 足 最終   中間 最終 平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 第16回に最終評価のための筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

衣服を着装することは人間に与えられた行動であり、健康的な現代生活を営むうえで身体の一部としての機能
を持っています。授業では衣生活についての基礎的知識を学び、より快適な衣生活への視点を養うとともに、
実際の介護現場で実践できる衣に関する技術について学びます。そして高齢者や、介護を必要とする人々の自
立にむけた衣生活面での支援について考えます。

到
達
目
標

⑴衣生活についての基礎知識（衣服素材・衣服管理・衣服と環境・衣服製作）を習得する。
⑵介護現場で実践できる衣服製作に関する基礎的技術を習得する。
⑶高齢者や介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活面での支援について考えます。
⑷現代社会における衣服の社会性および衣服の消費と廃棄について学びます。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと衣生活学について
【計画内容】授業内容を紹介し15回の授業展開を説明します。なぜ衣生活学を学ぶのかを具体的に解説しま
す。
高齢者や介護を必要とする人々の衣生活支援について考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストを用意し、シラバスを一読する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】健康的な衣生活とは ︲ 衣服の機能と着装心理　　衣生活の設計ー衣服の選択
【計画内容】｢人間にとっての衣とは何か｣装いの起源と衣服の役割を説明し、現代社会と衣服の機能につい
て学びます。人体と衣服（体型）、既製服の選択と購入、品質表示について学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】衣服の素材について
【計画内容】衣服を構成する素材と繊維の種類と形態、染色・加工法について学びます。介護のための衛生用
品の種類と特徴を説明します。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】衣服素材基礎実験
【計画内容】衣服素材の天然繊維と化学繊維について、織物組織について実験を通して学びます。
【準備学習の内容】事前配付の担当者作成プリントを読んでおくこと。

Ｃ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】衣服と健康 ︲ 衣服環境と安全性
【計画内容】健康で快適な衣生活をめざして、人体の生理的メカニズムと衣服の役割について学びます。衣
服形態と安全性についても考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】衣服衛生と管理・保管～自立に向けた家事の介護
【計画内容】衣服の汚れと洗濯、衣服の日常的な手入れと保管・収納について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅴ章を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（1）
【計画内容】衣服製作に必要な縫製器具の扱い方を学び基本的縫製技術（基礎縫い）を衣服製作のために必要
な縫製器具について学び、基本的縫製技術（基礎縫い）を習得します。

【準備学習の内容】配付プリントから縫製器具について正確に理解しておく。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（2）
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い）の習得と、応用として小作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（手縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（3）
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（ミシン縫い）の習得と、応用として小作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（ミシン縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（4）
【計画内容】基本的縫製技術の復習と、作品を完成し提出します。
【準備学習の内容】配付プリントを復習し、時間内にできなかった作品を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】高齢者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】高齢者の体型と動作に適応する衣服について学び、高齢者にとって安全で快適な衣生活を考え
ます。衣服圧、寝床環境についても学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】障害者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】障害を持つ人々の障害と動作に適応する衣服について学び、個々の身体の状態に応じた安全で
快適な衣生活を考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】衣服の資源と消費
【計画内容】衣服の生産と流通、消費と廃棄、衣服のリサイクルについて学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅵ章を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】衣服と環境 ︲21世紀の衣生活と北方圏の衣文化について
【計画内容】高齢者と介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活支援について考えます。
地球環境と衣生活について、現代の衣生活と寒冷地で快適に過ごす衣生活について考えます。

【準備学習の内容】テキストと配付プリントを復習し、理解できているか確認すること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】衣生活学と衣服製作基本技術のまとめと確認をします。
【計画内容】振り返りと考えの共有をします。
【準備学習の内容】テキスト、配付プリントについて理解を深めておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 衣生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 泉山　幸代
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 間瀬清美他、2015年、『新版 衣生活の科学』、アイ・ケイコーポレーション、9784874920    
参 考 書 佐々井啓他、2009年、『家政学実習ノート〔第3版〕』、誠信書房、9784414609165    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   10% 20% 20%   
補 足 最終   中間 最終 平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 第16回に最終評価のための筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

衣服を着装することは人間に与えられた行動であり、健康的な現代生活を営むうえで身体の一部としての機能
を持っています。授業では衣生活についての基礎的知識を学び、より快適な衣生活への視点を養うとともに、
実践できる衣に関する技術について学びます。そして高齢者や、介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活
面での支援についても考えます。

到
達
目
標

⑴衣生活についての基礎知識（衣服素材・衣服管理・衣服と環境・衣服製作）を習得する。
⑵実践できる衣服製作に関する基礎的技術を習得する。
⑶高齢者や介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活面での支援について考えます。
⑷現代社会における衣服の社会性および衣服の消費と廃棄について学びます。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと衣生活学について
【計画内容】授業内容を紹介し15回の授業展開を説明します。なぜ衣生活学を学ぶのかを具体的に解説します。
高齢者や介護を必要とする人々の衣生活支援についても考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストを用意し、シラバスを一読する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】健康的な衣生活とは ︲ 衣服の機能と着装心理　　衣生活の設計ー衣服の選択
【計画内容】｢人間にとっての衣とは何か｣装いの起源と衣服の役割を説明し、現代社会と衣服の機能につい
て学びます。人体と衣服（体型）、既製服の選択と購入、品質表示について学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】衣服の素材について
【計画内容】衣服を構成する素材と繊維の種類と形態、染色・加工法について学びます。介護のための衛生用
品の種類と特徴を説明します。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】衣服素材基礎実験
【計画内容】衣服素材の天然繊維と化学繊維について実験を通して学びます。
【準備学習の内容】事前配付の担当者作成プリントを読んでおくこと。

Ｃ、Ｇ

第
5
回

【テーマ】衣服と健康 ︲ 衣服環境と安全性
【計画内容】健康で快適な衣生活をめざして、人体の生理的メカニズムと衣服の役割について学びます。衣
服形態と安全性についても考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】衣服衛生と管理・保管～自立に向けた家事の介護
【計画内容】衣服の汚れと洗濯、衣服の日常的な手入れと保管・収納について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅴ章を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（1）　基礎縫い
【計画内容】衣服製作に必要な縫製器具の扱い方を学び基本的縫製技術（基礎縫い）を衣服製作のために必要
な縫製器具について学び、基本的縫製技術（基礎縫い）を習得します。

【準備学習の内容】配付プリントから縫製器具について正確に理解しておく。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（2）　実習作品の製作①
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）の習得と、応用として作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（3）　実習作品の製作②
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い、ミシン縫い）の習得と、応用として作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術について正確に理解しておく。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（4）　実習作品の製作③
【計画内容】基本的縫製技術の復習と、作品を完成し提出します。
【準備学習の内容】配付プリントを復習し、時間内にできなかった作品を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】高齢者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】高齢者の体型と動作に適応する衣服について学び、高齢者にとって安全で快適な衣生活を考え
ます。衣服圧、寝床環境についても学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】障害者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】障害を持つ人々の障害と動作に適応する衣服について学び、個々の身体の状態に応じた安全で
快適な衣生活を考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】衣服の資源と消費
【計画内容】衣服の生産と流通、消費と廃棄、衣服のリサイクルについて学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅵ章を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】衣服と環境 ︲21世紀の衣生活と北方圏の衣文化について
【計画内容】高齢者と介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活支援について考えます。
地球環境と衣生活について、現代の衣生活と寒冷地で快適に過ごす衣生活について考えます。

【準備学習の内容】テキストと配付プリントを復習し、理解できているか確認すること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】衣生活学と衣服製作基本技術のまとめと確認
【計画内容】振り返りと考えの共有をします。
【準備学習の内容】テキスト、配付プリントについて理解を深めておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 衣生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 泉山　幸代

テキスト 間瀬清美他、2015年、『新版 衣生活の科学』、アイ・ケイコーポレーション、9784874923290    
参 考 書 佐々井啓他、2009年、『家政学実習ノート〔第3版〕』、誠信書房、9784414609165    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 50%   10% 20% 20%   
補 足 最終   中間 最終 平時   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 第16回に最終評価のための筆記試験を実施します。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

衣服を着装することは人間に与えられた行動であり、健康的な現代生活を営むうえで身体の一部としての機能
を持っています。授業では衣生活についての基礎的知識を学び、より快適な衣生活への視点を養うとともに、
実際の介護現場で実践できる衣に関する技術について学びます。そして高齢者や、介護を必要とする人々の自
立にむけた衣生活面での支援について考えます。

到
達
目
標

⑴衣生活についての基礎知識（衣服素材・衣服管理・衣服と環境・衣服製作）を習得する。
⑵介護現場で実践できる衣服製作に関する基礎的技術を習得する。
⑶高齢者や介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活面での支援について考えます。
⑷現代社会における衣服の社会性および衣服の消費と廃棄について学びます。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンスと衣生活学について
【計画内容】授業内容を紹介し15回の授業展開を説明します。なぜ衣生活学を学ぶのかを具体的に解説しま
す。
高齢者や介護を必要とする人々の衣生活支援について考えます。

【準備学習の内容】指定したテキストを用意し、シラバスを一読する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】健康的な衣生活とは ︲ 衣服の機能と着装心理　　衣生活の設計ー衣服の選択
【計画内容】｢人間にとっての衣とは何か｣装いの起源と衣服の役割を説明し、現代社会と衣服の機能につい
て学びます。人体と衣服（体型）、既製服の選択と購入、品質表示について学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】衣服の素材について
【計画内容】衣服を構成する素材と繊維の種類と形態、染色・加工法について学びます。介護のための衛生用
品の種類と特徴を説明します。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅲ章を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】衣服素材基礎実験
【計画内容】衣服素材の天然繊維と化学繊維について、織物組織について実験を通して学びます。
【準備学習の内容】事前配付の担当者作成プリントを読んでおくこと。

Ｃ、Ｋ

第
5
回

【テーマ】衣服と健康 ︲ 衣服環境と安全性
【計画内容】健康で快適な衣生活をめざして、人体の生理的メカニズムと衣服の役割について学びます。衣
服形態と安全性についても考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
6
回

【テーマ】衣服衛生と管理・保管～自立に向けた家事の介護
【計画内容】衣服の汚れと洗濯、衣服の日常的な手入れと保管・収納について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅴ章を読んでおくこと。

Ａ

第
7
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（1）
【計画内容】衣服製作に必要な縫製器具の扱い方を学び基本的縫製技術（基礎縫い）を衣服製作のために必要
な縫製器具について学び、基本的縫製技術（基礎縫い）を習得します。

【準備学習の内容】配付プリントから縫製器具について正確に理解しておく。

Ｄ

第
8
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（2）
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（手縫い）の習得と、応用として小作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（手縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
9
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（3）
【計画内容】衣服製作のための基本的縫製技術（ミシン縫い）の習得と、応用として小作品を製作します。
【準備学習の内容】配付プリントから基本的縫製技術（ミシン縫い）について正確に理解しておく。

Ｄ

第
10
回

【テーマ】衣服製作基礎演習（4）
【計画内容】基本的縫製技術の復習と、作品を完成し提出します。
【準備学習の内容】配付プリントを復習し、時間内にできなかった作品を進めておくこと。

Ｄ

第
11
回

【テーマ】高齢者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】高齢者の体型と動作に適応する衣服について学び、高齢者にとって安全で快適な衣生活を考え
ます。衣服圧、寝床環境についても学びます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
12
回

【テーマ】障害者の衣服と安全性～自立に向けた身支度の介護
【計画内容】障害を持つ人々の障害と動作に適応する衣服について学び、個々の身体の状態に応じた安全で
快適な衣生活を考えます。

【準備学習の内容】テキスト第Ⅳ章を読んでおくこと。

Ａ

第
13
回

【テーマ】衣服の資源と消費
【計画内容】衣服の生産と流通、消費と廃棄、衣服のリサイクルについて学びます。
【準備学習の内容】テキスト第Ⅵ章を読んでおくこと。

Ａ

第
14
回

【テーマ】衣服と環境 ︲21世紀の衣生活と北方圏の衣文化について
【計画内容】高齢者と介護を必要とする人々の自立にむけた衣生活支援について考えます。
地球環境と衣生活について、現代の衣生活と寒冷地で快適に過ごす衣生活について考えます。

【準備学習の内容】テキストと配付プリントを復習し、理解できているか確認すること。

Ａ

第
15
回

【テーマ】衣生活学と衣服製作基本技術のまとめと確認をします。
【計画内容】振り返りと考えの共有をします。
【準備学習の内容】テキスト、配付プリントについて理解を深めておくこと。

Ａ、Ｌ

科 目 名 衣生活学 授業形態 講義・演習 単 位 数 2
教 員 名 泉山　幸代
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領解説技術・家庭編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説家庭編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 授業では、住宅の平面図・スケッチ等を書くので、三角定規、0.3シャープペン、色鉛筆、消しゴムを必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

自立に向けた居住環境の整備（生活福祉空間づくり）についての生活支援技術を学ぶ。寒冷地での高齢者等の
住まいなどの相談に役立つバリアフリー・ユニバーサルデザイン等の基礎的な知識を学び、関係職種と連携し
て図面及びスケッチなどで打ち合わせができる基礎的な能力を身につける。

到
達
目
標

⑴自立に向けた居住環境の整備の理解。
⑵寒冷地での高齢者等の住まいなどの相談に役立つ基礎的な知識の理解。
⑶図面及びスケッチ等の基礎的な技術能力の理解。
⑷プレゼンテーション（作図・口頭発表）の理解。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション①
【計画内容】シラバスの内容について解説し、使用するテキストを紹介し各自が調べたバリアフリーの用語につい
てディスカッションをする。

【準備学習の内容】バリアフリーの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション②
【計画内容】再度、シラバスの内容について解説し、各自が調べたユニバーサルデザインの用語についてディス
カッションをする。

【準備学習の内容】ユニバーサルデザインの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索す
る。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】居住環境整備（生活福祉空間づくり）の意義と目的及び簡単な間取りの描き方
【計画内容】テキストを使用して、北国の生活福祉空間づくりとバリアフリーについて解説する。簡単な間取りの
書き方・製図記号を学ぶ。

【準備学習の内容】生活福祉空間づくりの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】人にやさしいすまい・高齢者配慮住宅
【計画内容】人にやさしいすまいの配慮について、実際に札幌市内に建設された高齢者配慮住宅・モデル住宅、等か
ら設計のポイント、基準寸法、各室の設計、設備計画について学ぶ。

【準備学習の内容】高齢者配慮住宅について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース①
【計画内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース②
【計画内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース③
【計画内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を完成させる。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】ユニバーサルデザインの住宅設計指針・モデル住宅、等（帯広市の実践）
【計画内容】実際に帯広市が推進したユニバーサルデザインのすまいの考え方について学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について帯広市のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】人にやさしいまちづくり・リフォームヘルパー制度、等（栗山町の実践）
【計画内容】福祉のまち、栗山町で推進されてきた人にやさしいまちづくりについて学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について栗山町のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画①
【計画内容】各自が家族と住んでいる住宅を図面及びスケッチ等で表現する。
【準備学習の内容】各自が家族と住んでいる住宅の資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画②
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画③
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・中間発表会
【計画内容】中間発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作成しプ
レゼンテーション（作図・口頭発表）をポルト内のモデル住宅見学を含め北方圏学術研究センターで行う。

【準備学習の内容】各自、中間発表の練習を行う。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画④
【計画内容】各自が中間発表で提案した内容について追加・訂正を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・最終発表会
【計画内容】最終発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作成しプ
レゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、最終発表の練習を行う。

Ａ、Ｂ、Ｆ

科 目 名 住生活学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領解説技術・家庭編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説家庭編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 授業では、住宅の平面図・スケッチ等を書くので、三角定規、0.3シャープペン、色鉛筆、消しゴムを必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

自立に向けた居住環境の整備（生活福祉空間づくり）についての生活支援技術を学ぶ。寒冷地での高齢者等の
住まいなどの相談に役立つバリアフリー・ユニバーサルデザイン等の基礎的な知識を学び、関係職種と連携し
て図面及びスケッチなどで打ち合わせができる基礎的な能力を身につける。

到
達
目
標

⑴自立に向けた居住環境の整備の理解。
⑵寒冷地での高齢者等の住まいなどの相談に役立つ基礎的な知識の理解。
⑶図面及びスケッチ等の基礎的な技術能力の理解。
⑷プレゼンテーション（作図・口頭発表）の理解。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション①
【計画内容】シラバスの内容について解説し、使用するテキストを紹介し各自が調べたバリアフリーの用語
についてディスカッションをする。

【準備学習の内容】バリアフリーの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション②
【計画内容】再度、シラバスの内容について解説し、各自が調べたユニバーサルデザインの用語についてディ
スカッションをする。

【準備学習の内容】ユニバーサルデザインの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検
索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】居住環境整備（生活福祉空間づくり）の意義と目的及び簡単な間取りの描き方
【計画内容】テキストを使用して、北国の生活福祉空間づくりとバリアフリーについて解説する。簡単な間
取りの書き方・製図記号を学ぶ。

【準備学習の内容】生活福祉空間づくりの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索
する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】人にやさしいすまい・高齢者配慮住宅・モデル住宅、等
【計画内容】人にやさしいすまいの配慮について、実際に札幌市内に建設された高齢者配慮住宅・モデル住
宅、等から設計のポイント、基準寸法、各室の設計、設備計画について学ぶ。

【準備学習の内容】高齢者配慮住宅について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース①
【計画内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース②
【計画内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース③
【計画内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を完成させる。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】ユニバーサルデザインの住宅設計指針・モデル住宅、等（帯広市の実践）
【計画内容】実際に帯広市が推進したユニバーサルデザインのすまいの考え方について学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について帯広市のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】人にやさしいまちづくり・リフォームヘルパー制度、等（栗山町の実践）
【計画内容】福祉のまち、栗山町で推進されてきた人にやさしいまちづくりについて学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について栗山町のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画①
【計画内容】各自が家族と住んでいる住宅を図面及びスケッチ等で表現する。
【準備学習の内容】各自が家族と住んでいる住宅の資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画②
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画③
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・中間発表会
【計画内容】中間発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作
成しプレゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、中間発表の練習を行う。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画④
【計画内容】各自が中間発表で提案した内容について追加・訂正を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・最終発表会
【計画内容】最終発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作
成しプレゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、最終発表の練習を行う。

Ａ、Ｂ、Ｆ

科 目 名 住生活学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領解説技術・家庭編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説家庭編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   

そ の 他 授業では、住宅の平面図・スケッチ等を書くので、三角定規、0.3シャープペン、色鉛筆、消しゴムを必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

自立に向けた居住環境の整備（生活福祉空間づくり）についての生活支援技術を学ぶ。寒冷地での高齢者等の
住まいなどの相談に役立つバリアフリー・ユニバーサルデザイン等の基礎的な知識を学び、関係職種と連携し
て図面及びスケッチなどで打ち合わせができる基礎的な能力を身につける。

到
達
目
標

⑴自立に向けた居住環境の整備の理解。
⑵寒冷地での高齢者等の住まいなどの相談に役立つ基礎的な知識の理解。
⑶図面及びスケッチ等の基礎的な技術能力の理解。
⑷プレゼンテーション（作図・口頭発表）の理解。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション①
【計画内容】シラバスの内容について解説し、使用するテキストを紹介し各自が調べたバリアフリーの用語につい
てディスカッションをする。

【準備学習の内容】バリアフリーの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション②
【計画内容】再度、シラバスの内容について解説し、各自が調べたユニバーサルデザインの用語についてディス
カッションをする。

【準備学習の内容】ユニバーサルデザインの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索す
る。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】居住環境整備（生活福祉空間づくり）の意義と目的及び簡単な間取りの描き方
【計画内容】テキストを使用して、北国の生活福祉空間づくりとバリアフリーについて解説する。簡単な間取りの
書き方・製図記号を学ぶ。

【準備学習の内容】生活福祉空間づくりの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】人にやさしいすまい・高齢者配慮住宅
【計画内容】人にやさしいすまいの配慮について、実際に札幌市内に建設された高齢者配慮住宅・モデル住宅、等か
ら設計のポイント、基準寸法、各室の設計、設備計画について学ぶ。

【準備学習の内容】高齢者配慮住宅について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース①
【計画内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース②
【計画内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース③
【計画内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を完成させる。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】ユニバーサルデザインの住宅設計指針・モデル住宅、等（帯広市の実践）
【計画内容】実際に帯広市が推進したユニバーサルデザインのすまいの考え方について学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について帯広市のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】人にやさしいまちづくり・リフォームヘルパー制度、等（栗山町の実践）
【計画内容】福祉のまち、栗山町で推進されてきた人にやさしいまちづくりについて学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について栗山町のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画①
【計画内容】各自が家族と住んでいる住宅を図面及びスケッチ等で表現する。
【準備学習の内容】各自が家族と住んでいる住宅の資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画②
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画③
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・中間発表会
【計画内容】中間発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作成しプ
レゼンテーション（作図・口頭発表）をポルト内のモデル住宅見学を含め北方圏学術研究センターで行う。

【準備学習の内容】各自、中間発表の練習を行う。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画④
【計画内容】各自が中間発表で提案した内容について追加・訂正を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・最終発表会
【計画内容】最終発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作成しプ
レゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、最終発表の練習を行う。

Ａ、Ｂ、Ｆ

科 目 名 住生活学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之

テキスト 佐藤克之、2008年、『人にやさしいまちづくり・住まいづくりフォトマニュアル』、ライフシステム研究所      

参 考 書 文部科学省、『中学校学習指導要領解説技術・家庭編  』
文部科学省、『高等学校学習指導要領解説家庭編      』

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     70%   30%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 授業では、住宅の平面図・スケッチ等を書くので、三角定規、0.3シャープペン、色鉛筆、消しゴムを必要とします。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

自立に向けた居住環境の整備（生活福祉空間づくり）についての生活支援技術を学ぶ。寒冷地での高齢者等の
住まいなどの相談に役立つバリアフリー・ユニバーサルデザイン等の基礎的な知識を学び、関係職種と連携し
て図面及びスケッチなどで打ち合わせができる基礎的な能力を身につける。

到
達
目
標

⑴自立に向けた居住環境の整備の理解。
⑵寒冷地での高齢者等の住まいなどの相談に役立つ基礎的な知識の理解。
⑶図面及びスケッチ等の基礎的な技術能力の理解。
⑷プレゼンテーション（作図・口頭発表）の理解。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション①
【計画内容】シラバスの内容について解説し、使用するテキストを紹介し各自が調べたバリアフリーの用語
についてディスカッションをする。

【準備学習の内容】バリアフリーの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
2
回

【テーマ】オリエンテーション②
【計画内容】再度、シラバスの内容について解説し、各自が調べたユニバーサルデザインの用語についてディ
スカッションをする。

【準備学習の内容】ユニバーサルデザインの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検
索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
3
回

【テーマ】居住環境整備（生活福祉空間づくり）の意義と目的及び簡単な間取りの描き方
【計画内容】テキストを使用して、北国の生活福祉空間づくりとバリアフリーについて解説する。簡単な間
取りの書き方・製図記号を学ぶ。

【準備学習の内容】生活福祉空間づくりの用語について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索
する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
4
回

【テーマ】人にやさしいすまい・高齢者配慮住宅・モデル住宅、等
【計画内容】人にやさしいすまいの配慮について、実際に札幌市内に建設された高齢者配慮住宅・モデル住
宅、等から設計のポイント、基準寸法、各室の設計、設備計画について学ぶ。

【準備学習の内容】高齢者配慮住宅について厚生労働省及び国土交通省のホームページから検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
5
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース①
【計画内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
6
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース②
【計画内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面をトレース（写す）する。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
7
回

【テーマ】高齢者配慮住宅のトレース③
【計画内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を完成させる。
【準備学習の内容】高齢者配慮住宅の1・2階平面図、1/100の図面を読み取る。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
8
回

【テーマ】ユニバーサルデザインの住宅設計指針・モデル住宅、等（帯広市の実践）
【計画内容】実際に帯広市が推進したユニバーサルデザインのすまいの考え方について学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について帯広市のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
9
回

【テーマ】人にやさしいまちづくり・リフォームヘルパー制度、等（栗山町の実践）
【計画内容】福祉のまち、栗山町で推進されてきた人にやさしいまちづくりについて学ぶ。
【準備学習の内容】居住環境整備について栗山町のホームページを検索する。

Ａ、Ｈ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画①
【計画内容】各自が家族と住んでいる住宅を図面及びスケッチ等で表現する。
【準備学習の内容】各自が家族と住んでいる住宅の資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
11
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画②
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画③
【計画内容】改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・中間発表会
【計画内容】中間発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作
成しプレゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、中間発表の練習を行う。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画④
【計画内容】各自が中間発表で提案した内容について追加・訂正を行う。
【準備学習の内容】各自が必要とする追加資料を入手する。

Ａ、Ｂ、Ｊ

第
15
回

【テーマ】自宅のバリアフリー改造計画・最終発表会
【計画内容】最終発表として各自が改造前の平面図を基にバリアとなる問題点を指摘し、改造後の提案を作
成しプレゼンテーション（作図・口頭発表）を行う。

【準備学習の内容】各自、最終発表の練習を行う。

Ａ、Ｂ、Ｆ

科 目 名 住生活学 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 佐藤　克之
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会編、2017年、『新・介護福祉士養成講座13　障害の理解』、中央法規      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%       40% 3100%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他   第16回に筆記試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

心身の様々な障害が、生活にどのような支障をきたしているか ICF の理念に則って理解し、その人らしく生き
ていくために必要な支援について考えていく。また、障害を持つ本人のみではなく家族を含めた周囲の環境に
も配慮する視点を習得する機会とする。

到
達
目
標

⑴障害のある人の生活を心理的・社会的側面から理解する。
⑵当事者の自己決定に基づいた支援計画の必要性を理解する。
⑶障害受容過程への支援について洞察する。
⑷家族支援のあり方を洞察する。
⑸地域における多職種連携及び協働について学びチームアプローチのあり方を洞察する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】本科目のガイダンス
【計画内容】障害の概念（ICF の視点から）を捉え、自分の障害者観を客観視しながら考えてみます。
【準備学習の内容】シラバスの内容をよく読んでおくこと

Ａ

第
2
回

【テーマ】障害者福祉の基本理念
【計画内容】ノーマライゼーション・リハビリテーション・インクルージョンについて、それぞれの意味や思
想潮流を学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
3
回

【テーマ】視覚に障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第2章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
4
回

【テーマ】聴覚に障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第2章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
5
回

【テーマ】肢体不自由のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
6
回

【テーマ】知的障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
7
回

【テーマ】重症心身障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第6節を読んでおくこと

Ａ

第
8
回

【テーマ】精神障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第3節を読んでおくこと

Ａ

第
9
回

【テーマ】内部障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第4章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
10
回

【テーマ】難病のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第4章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
11
回

【テーマ】障害のある人に対する介護の基本的視点
【計画内容】自己決定・エンパワメント・権利擁護について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第5章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
12
回

【テーマ】基本的視点に基づいた個別支援
【計画内容】事例を通し、サービス等利用計画を作成します。
【準備学習の内容】テキスト第5章第2節を読んでおくこと

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】社会資源の利用と開発
【計画内容】事例を通し、障害者が地域で生活するための社会資源の活用について考えます。
【準備学習の内容】テキスト第5章第3節を読んでおくこと

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】家族への支援・地域におけるサポート体制確立
【計画内容】事例のサービス等利用計画を発表し、｢障害を抱えた人に対する地域サポートの可能性｣を考え
ます。

【準備学習の内容】事例の家族状況についても把握しておくこと

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】サービス等利用計画案の発表と全体の振り返り
【計画内容】各回で学んだ内容を振り返ります。
【準備学習の内容】配付したプリントを確認しておくこと

Ａ

科 目 名 障害のある人の理解 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 山道　祐子

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     レジュメ・
レポート   発言や活動の

積極性   

質問への対応 初回講義時に各担当教員から具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅰ」では、1年次から学習してきた福祉・介護・健康に関する基礎知識並びにスタディスキルズをもと
に、それらに関連する専門分野の内容をより深め、研究の基礎を学習することを目的とします。福祉・介護・健康
分野へのより高い関心・問題意識を持つことができるように、少人数のゼミナール形式で展開します。教員・学
生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営し、学習を深めていきます。

到
達
目
標

⑴専門領域に関して専門的内容を理解する。
⑵ ゼミナール内での発表や質疑応答などのディスカッションの経験を通してコミュニケーション能力を高め

る。
⑶専門領域における問題意識・課題を見つける。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
第1回
　オリエンテーション : 指導教員ごとに少人数のゼミナール形式で行い、スケジュールや扱うテーマなどについ
て説明します。展開の詳細は指導教員によって異なるところがあります。

第2回～第7回
　専門領域を知る : ゼミナールでの学習の仕方を学び、専門領域に関する知識や技術を得る方法等を学びます。

第8回～第14回
　専門領域における興味・関心を高める : 専門領域に関する文献を読み、また実践活動に参加しながら、関心を高
め、理解を深めます。また文献から理解した内容や経験の振り返りをまとめ、発表・ディスカッションを行い、「書
く」スキルと「伝える」スキルを高めます。

第15回
　まとめと振り返り : これまでの学習やゼミナールでの活動を振り返り、後学期の「専門演習Ⅱ」に向けて方向性
を明確にします。　
  

提示された文献を事前に読み、レジュメを作成する。活動へ参加する際は、事前学習を行い、目的意識をもって参
加すること。

  
Ａ

Ｂ、Ｈ、Ｊ

Ｆ、Ｈ、Ｊ、
Ｍ

Ｌ

科 目 名 専門演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員
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目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会編、2017年、『新・介護福祉士養成講座13　障害の理解』、中央法規      
参 考 書   プリントを使用する      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 30%       40% 3100%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他   第16回に筆記試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

心身の様々な障害が、生活にどのような支障をきたしているか ICF の理念に則って理解し、その人らしく生き
ていくために必要な支援について考えていく。また、障害を持つ本人のみではなく家族を含めた周囲の環境に
も配慮する視点を習得する機会とする。

到
達
目
標

⑴障害のある人の生活を心理的・社会的側面から理解する。
⑵当事者の自己決定に基づいた支援計画の必要性を理解する。
⑶障害受容過程への支援について洞察する。
⑷家族支援のあり方を洞察する。
⑸地域における多職種連携及び協働について学びチームアプローチのあり方を洞察する。

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】本科目のガイダンス
【計画内容】障害の概念（ICF の視点から）を捉え、自分の障害者観を客観視しながら考えてみます。
【準備学習の内容】シラバスの内容をよく読んでおくこと

Ａ

第
2
回

【テーマ】障害者福祉の基本理念
【計画内容】ノーマライゼーション・リハビリテーション・インクルージョンについて、それぞれの意味や思
想潮流を学びます。

【準備学習の内容】テキスト第1章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
3
回

【テーマ】視覚に障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第2章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
4
回

【テーマ】聴覚に障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第2章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
5
回

【テーマ】肢体不自由のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
6
回

【テーマ】知的障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
7
回

【テーマ】重症心身障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第6節を読んでおくこと

Ａ

第
8
回

【テーマ】精神障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第3章第3節を読んでおくこと

Ａ

第
9
回

【テーマ】内部障害のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第4章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
10
回

【テーマ】難病のある人の理解
【計画内容】医学的・心理的・生活の視点から理解します。
【準備学習の内容】テキスト第4章第2節を読んでおくこと

Ａ

第
11
回

【テーマ】障害のある人に対する介護の基本的視点
【計画内容】自己決定・エンパワメント・権利擁護について学びます。
【準備学習の内容】テキスト第5章第1節を読んでおくこと

Ａ

第
12
回

【テーマ】基本的視点に基づいた個別支援
【計画内容】事例を通し、サービス等利用計画を作成します。
【準備学習の内容】テキスト第5章第2節を読んでおくこと

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】社会資源の利用と開発
【計画内容】事例を通し、障害者が地域で生活するための社会資源の活用について考えます。
【準備学習の内容】テキスト第5章第3節を読んでおくこと

Ａ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】家族への支援・地域におけるサポート体制確立
【計画内容】事例のサービス等利用計画を発表し、｢障害を抱えた人に対する地域サポートの可能性｣を考え
ます。

【準備学習の内容】事例の家族状況についても把握しておくこと

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】サービス等利用計画案の発表と全体の振り返り
【計画内容】各回で学んだ内容を振り返ります。
【準備学習の内容】配付したプリントを確認しておくこと

Ａ

科 目 名 障害のある人の理解 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 山道　祐子

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     レジュメ・
レポート   発言や活動の

積極性   

質問への対応 初回講義時に各担当教員から具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅰ」では、1年次から学習してきた福祉・介護・健康に関する基礎知識並びにスタディスキルズをもと
に、それらに関連する専門分野の内容をより深め、研究の基礎を学習することを目的とします。福祉・介護・健康
分野へのより高い関心・問題意識を持つことができるように、少人数のゼミナール形式で展開します。教員・学
生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営し、学習を深めていきます。

到
達
目
標

⑴専門領域に関して専門的内容を理解する。
⑵ ゼミナール内での発表や質疑応答などのディスカッションの経験を通してコミュニケーション能力を高め

る。
⑶専門領域における問題意識・課題を見つける。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
第1回
　オリエンテーション : 指導教員ごとに少人数のゼミナール形式で行い、スケジュールや扱うテーマなどについ
て説明します。展開の詳細は指導教員によって異なるところがあります。

第2回～第7回
　専門領域を知る : ゼミナールでの学習の仕方を学び、専門領域に関する知識や技術を得る方法等を学びます。

第8回～第14回
　専門領域における興味・関心を高める : 専門領域に関する文献を読み、また実践活動に参加しながら、関心を高
め、理解を深めます。また文献から理解した内容や経験の振り返りをまとめ、発表・ディスカッションを行い、「書
く」スキルと「伝える」スキルを高めます。

第15回
　まとめと振り返り : これまでの学習やゼミナールでの活動を振り返り、後学期の「専門演習Ⅱ」に向けて方向性
を明確にします。　
  

提示された文献を事前に読み、レジュメを作成する。活動へ参加する際は、事前学習を行い、目的意識をもって参
加すること。

  
Ａ

Ｂ、Ｈ、Ｊ

Ｆ、Ｈ、Ｊ、
Ｍ

Ｌ

科 目 名 専門演習Ⅰ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員
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テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     レジュメ・
レポート   発言や活動の

積極性   

質問への対応 初回講義時に各担当教員から具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅱ」では、「専門演習Ⅰ」で学習した福祉・介護・健康に関する専門分野の基礎知識や活動をもとに、それ
らに関連する内容をより深めます。個々の学生が専門領域における問題意識をもち、その解決のために必要な
基本的な知識・技術を学習します。教員・学生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営し、学習を深めて
いきます。

到
達
目
標

⑴専門領域に関して専門的内容を理解する。
⑵ ゼミナール内での発表や質疑応答などのディスカッションの経験を通してコミュニケーション能力を高め

る。
⑶専門領域における自分の興味・関心あることを見つけ、問題意識を持つ。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
第1回
　オリエンテーション :「専門演習Ⅱ」は基本的には「専門演習Ⅰ」と同じ指導教員のもとで展開します。少人数
のゼミナール形式で行い、スケジュールや扱うテーマなどについて説明します。展開の詳細は指導教員によって
ことなるところがあります。

第2回～第7回
　専門領域を深める :「専門演習Ⅰ」に引き続き、専門領域に関する自身の興味・関心を高め、理解を深めます。

第8回～第14回
　専門領域における問題意識を持つ : 専門領域に関する文献講読や実践活動への参加を通して、自ら問題意識を
持ち、そのことについて深く探求していきます。また、文献から理解した内容や経験の振り返りをまとめ、発表・
ディスカッションを行い、「書く」スキルと「伝える」スキルをさらに高めます。

第15回
　まとめと振り返り : これまでの学習やゼミナールの活動を振り返り、次年度の「専門演習Ⅲ」に向けて方向性を
明確にします。
  

提示された文献を事前に読み、レジュメを作成する。活動へ参加する際は、事前学習を行い、目的意識をもって参
加すること。

  
Ａ

Ｂ、Ｈ、Ｊ

Ｆ、Ｈ、Ｊ、
Ｍ

Ｌ

科 目 名 専門演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員

テキスト   講義時にプリントを配付します      
参 考 書   講義時に紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40% 20% 30%   10%   

補 足 確認テスト 実践発表 レク企画の
計画、発表   意欲、態度   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 グループワークの演習では主体的に学ぶ姿勢を期待します。
実践的な学びを取り入れるため、シラバス構成を変更する場合があります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、介護を必要とする人がどのような状態であっても、生を実感し、その人らしく生活することを支援
するための、考察力・実践力を身につける。
介護を必要とする対象者の年齢的特性・障がいの種類による特性を理解したうえで、生活を豊かにするための
支援方法を演習を交えて学ぶ。

到
達
目
標

⑴利用者の状況について共感的に理解するとともに、個別性のある生活支援とは何かを考えることができる。
⑵ ICF の概念に基づくアセスメントから、生活の豊かさを提供する介護サービスを理解する。
⑶支援を効果的に行うための、アプローチ、プロセスを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】ICF の概念に基づく豊かさの支援
【計画内容】｢生活の豊かさ｣について考えます。個人を対象にしたレクリエーション・アクティビティにつ
いて学びます。

【準備学習の内容】｢ICF の概念｣について1～2年次の学習を見直すこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】日常生活の再構築と活性化～ TR を活用した支援～
【計画内容】リハビリテーションと介護予防の視点からレクリエーション支援について考えます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】生活の豊かさを引き出すための支援～生活の3分割と支援～
【計画内容】生活の豊かさを引き出す支援について、介護福祉士の役割と可能性を考えます。
【準備学習の内容】配付した資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】介護レクリエーションの実際
【計画内容】高齢者福祉施設で活用できる、具体的なレクリエーション支援の取り組みを学びます。現場で
使えるレク財の作成。

【準備学習の内容】作成に使用する道具等を用意すること。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】対象者に合わせた支援～高齢者への豊かさの支援～
【計画内容】高齢者の歩まれた人生から個々人に合わせた豊かさの支援と支援時の配慮について学びます。
【準備学習の内容】配付した資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】対象者に合わせた支援～障がいや疾病に応じた豊かさの支援～
【計画内容】対象者の障がいや疾病に応じた豊かさの支援と支援時の配慮について学びます。
【準備学習の内容】障がいの特徴に関する文献、資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】目的に合わせた支援～アセスメントからアレンジまでのプロセス～
【計画内容】｢生きがい｣ ｢その人らしさ｣を支援するレクリエーションアクティビティを学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】高齢者の豊かさの支援（1）～在宅サービス系施設での支援～
【計画内容】介護を必要とされている、在宅高齢者の生活支援について、地域社会とのつながり、生活空間の
維持、拡大するための方法につい学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】高齢者の豊かさの支援（2）～高齢者福祉施設での支援～
【計画内容】高齢者福祉施設でのレクリエーション支援についてのアプローチ、プロセスを、演習を通して学
びます。

【準備学習の内容】配付したプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】野外学習～北海道埋蔵文化財センター～
【計画内容】介護福祉士の視点から、地域の資源、施設設備を考察します。
【準備学習の内容】配付した資料・文献を熟読して、質問などを整理しておくこと。

Ｍ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】豊かさの支援 : プランニング（1）
【計画内容】生活の豊かさの視点から、高齢者福祉施設におけるレクリエーションの実施計画を作成します。
【準備学習の内容】高齢者福祉施設でのレクリエーションの資料・文献に目を通すこと。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】豊かさの支援 : プランニング（2）
【計画内容】生活の豊かさの視点から、高齢者福祉施設におけるレクリエーションの実施計画書を作成しま
す。

【準備学習の内容】計画書、企画書の作成に向けて、資料などの準備をしておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】豊かさの支援 : 企画発表
【計画内容】グループごとに立案したレクリエーションの実施計画を発表し、学びます。
【準備学習の内容】発表の準備をしておくこと。

Ｈ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】半期の学びを振り返り、介護福祉士の役割について考察します。
【準備学習の内容】これまでに配付付したプリント、学習記録を復習し理解を深めること。

Ｌ

科 目 名 介護技術演習Ⅳ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 笹木　笑子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト   講義時に説明します          
参 考 書   講義時に説明します          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     50%   50%   

補 足     レジュメ・
レポート   発言や活動の

積極性   

質問への対応 初回講義時に各担当教員から具体的に説明します。
資 格   

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

「専門演習Ⅱ」では、「専門演習Ⅰ」で学習した福祉・介護・健康に関する専門分野の基礎知識や活動をもとに、それ
らに関連する内容をより深めます。個々の学生が専門領域における問題意識をもち、その解決のために必要な
基本的な知識・技術を学習します。教員・学生双方の協力によって積極的なゼミナールを運営し、学習を深めて
いきます。

到
達
目
標

⑴専門領域に関して専門的内容を理解する。
⑵ ゼミナール内での発表や質疑応答などのディスカッションの経験を通してコミュニケーション能力を高め

る。
⑶専門領域における自分の興味・関心あることを見つけ、問題意識を持つ。    

授 業 の
計 画

【計画内容】
第1回
　オリエンテーション :「専門演習Ⅱ」は基本的には「専門演習Ⅰ」と同じ指導教員のもとで展開します。少人数
のゼミナール形式で行い、スケジュールや扱うテーマなどについて説明します。展開の詳細は指導教員によって
ことなるところがあります。

第2回～第7回
　専門領域を深める :「専門演習Ⅰ」に引き続き、専門領域に関する自身の興味・関心を高め、理解を深めます。

第8回～第14回
　専門領域における問題意識を持つ : 専門領域に関する文献講読や実践活動への参加を通して、自ら問題意識を
持ち、そのことについて深く探求していきます。また、文献から理解した内容や経験の振り返りをまとめ、発表・
ディスカッションを行い、「書く」スキルと「伝える」スキルをさらに高めます。

第15回
　まとめと振り返り : これまでの学習やゼミナールの活動を振り返り、次年度の「専門演習Ⅲ」に向けて方向性を
明確にします。
  

提示された文献を事前に読み、レジュメを作成する。活動へ参加する際は、事前学習を行い、目的意識をもって参
加すること。

  
Ａ

Ｂ、Ｈ、Ｊ

Ｆ、Ｈ、Ｊ、
Ｍ

Ｌ

科 目 名 専門演習Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 担当教員

テキスト   講義時にプリントを配付します      
参 考 書   講義時に紹介します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40% 20% 30%   10%   

補 足 確認テスト 実践発表 レク企画の
計画、発表   意欲、態度   

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格   ［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 グループワークの演習では主体的に学ぶ姿勢を期待します。
実践的な学びを取り入れるため、シラバス構成を変更する場合があります。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

本講義では、介護を必要とする人がどのような状態であっても、生を実感し、その人らしく生活することを支援
するための、考察力・実践力を身につける。
介護を必要とする対象者の年齢的特性・障がいの種類による特性を理解したうえで、生活を豊かにするための
支援方法を演習を交えて学ぶ。

到
達
目
標

⑴利用者の状況について共感的に理解するとともに、個別性のある生活支援とは何かを考えることができる。
⑵ ICF の概念に基づくアセスメントから、生活の豊かさを提供する介護サービスを理解する。
⑶支援を効果的に行うための、アプローチ、プロセスを理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション
【計画内容】講義の紹介をし、15回の講義展開を説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】ICF の概念に基づく豊かさの支援
【計画内容】｢生活の豊かさ｣について考えます。個人を対象にしたレクリエーション・アクティビティにつ
いて学びます。

【準備学習の内容】｢ICF の概念｣について1～2年次の学習を見直すこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】日常生活の再構築と活性化～ TR を活用した支援～
【計画内容】リハビリテーションと介護予防の視点からレクリエーション支援について考えます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
4
回

【テーマ】生活の豊かさを引き出すための支援～生活の3分割と支援～
【計画内容】生活の豊かさを引き出す支援について、介護福祉士の役割と可能性を考えます。
【準備学習の内容】配付した資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】介護レクリエーションの実際
【計画内容】高齢者福祉施設で活用できる、具体的なレクリエーション支援の取り組みを学びます。現場で
使えるレク財の作成。

【準備学習の内容】作成に使用する道具等を用意すること。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】対象者に合わせた支援～高齢者への豊かさの支援～
【計画内容】高齢者の歩まれた人生から個々人に合わせた豊かさの支援と支援時の配慮について学びます。
【準備学習の内容】配付した資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
7
回

【テーマ】対象者に合わせた支援～障がいや疾病に応じた豊かさの支援～
【計画内容】対象者の障がいや疾病に応じた豊かさの支援と支援時の配慮について学びます。
【準備学習の内容】障がいの特徴に関する文献、資料を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
8
回

【テーマ】目的に合わせた支援～アセスメントからアレンジまでのプロセス～
【計画内容】｢生きがい｣ ｢その人らしさ｣を支援するレクリエーションアクティビティを学びます。
【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
9
回

【テーマ】高齢者の豊かさの支援（1）～在宅サービス系施設での支援～
【計画内容】介護を必要とされている、在宅高齢者の生活支援について、地域社会とのつながり、生活空間の
維持、拡大するための方法につい学びます。

【準備学習の内容】配付したプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
10
回

【テーマ】高齢者の豊かさの支援（2）～高齢者福祉施設での支援～
【計画内容】高齢者福祉施設でのレクリエーション支援についてのアプローチ、プロセスを、演習を通して学
びます。

【準備学習の内容】配付したプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ａ、Ｂ

第
11
回

【テーマ】野外学習～北海道埋蔵文化財センター～
【計画内容】介護福祉士の視点から、地域の資源、施設設備を考察します。
【準備学習の内容】配付した資料・文献を熟読して、質問などを整理しておくこと。

Ｍ、Ｎ

第
12
回

【テーマ】豊かさの支援 : プランニング（1）
【計画内容】生活の豊かさの視点から、高齢者福祉施設におけるレクリエーションの実施計画を作成します。
【準備学習の内容】高齢者福祉施設でのレクリエーションの資料・文献に目を通すこと。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】豊かさの支援 : プランニング（2）
【計画内容】生活の豊かさの視点から、高齢者福祉施設におけるレクリエーションの実施計画書を作成しま
す。

【準備学習の内容】計画書、企画書の作成に向けて、資料などの準備をしておくこと。

Ｂ

第
14
回

【テーマ】豊かさの支援 : 企画発表
【計画内容】グループごとに立案したレクリエーションの実施計画を発表し、学びます。
【準備学習の内容】発表の準備をしておくこと。

Ｈ、Ｎ

第
15
回

【テーマ】まとめと振り返り
【計画内容】半期の学びを振り返り、介護福祉士の役割について考察します。
【準備学習の内容】これまでに配付付したプリント、学習記録を復習し理解を深めること。

Ｌ

科 目 名 介護技術演習Ⅳ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 笹木　笑子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2014年、『生活支援技術Ⅲ第3版』、中央法規出版、9784805839423    
参 考 書 野村豊子、2010年、『コミュニケーション技術』、ミネルヴァ書房、9784623052929    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   

補 足     レポート・
プレゼンテーション       

質問への対応 各授業内容に関しては授業終了時に各担当者へ。それ以外は梶のオフィスアワーに765梶研究室へ直接またはメー
ル（E-Mail：hkaji@hokusho-u.ac.jp）で。

資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

情報器官に障害ある方の情報保障の意義とコミュニケーション方法および生活支援についてを学び、自立を目
指した生活支援の基本を理解する。手話や点字の基本を実際に学ぶことにより、情報保障とその支援について
考える。

到
達
目
標

⑴情報器官に障がいのある人の情報保障の意義とコミュニケーション方法を理解する。
⑵ 視覚障がいと視覚障がい者の生活を理解し、点字の基本・ガイドヘルプおよび自立を支える制度・支援の概要

がわかる。
⑶聴覚障がいと聴覚障がい者の生活を理解し、手話の基本および自立を支える制度・支援の概要がわかる。
⑷盲ろう障がいを理解し、盲ろう者の生活課題とコミュニケーション方法がわかる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション、視覚障がいとは？
【計画内容】授業を紹介し、15回の授業展開を説明する。
視覚障がいの概要について学ぶ。（梶晴美・吉田重子）

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】視覚障がいの理解　障がいに伴う情報の不足を補う支援の在り方
【計画内容】視覚障がい者とのコミュニケーションの取り方、暮らしやすく安全な環境作りを学ぶ。
（吉田重子）
【準備学習の内容】テキストの指定個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】視覚障がいの理解　障がいに伴う移動の不便さを補う支援の在り方
【計画内容】ガイドヘルプを中心に学び、ガイド体験を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前時に配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
4
回

【テーマ】視覚障害者（児）の生活を支える制度について
【計画内容】日常生活用具、同行援護等の福祉制度、および、教育や他施設・他職種との連携について学ぶ。
（吉田重子）
【準備学習の内容】これまでの授業感想を簡単なレポートにまとめておくこと、授業前半のまとめとして提
出を求めます。

Ａ

第
5
回

【テーマ】コミュニケーション手段としての点字
【計画内容】点字の基本を学び、点字を書く体験を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前時に配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】体験演習
【計画内容】まとめとして、グループワークにより学生各自が体験し、発表を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前回までの学習内容を復習し、レポート作成の準備とする。

Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】盲ろう者の理解
【計画内容】盲ろう障害の当事者による講義を通して、盲ろうという障害について学び、その生活課題および
その支援とコミュニケーション方法の実際について学ぶ。授業後レポート課題を課す。（梶晴美）

【準備学習の内容】盲ろう障がいについて調べ、質問・疑問を整理してくること。

Ａ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】聴覚障がいとは？
【計画内容】聴覚障がいについての基礎知識を学ぶ。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】テキストの指定個所を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】聴覚障がい者の生活
【計画内容】聴覚障がい当事者から日常生活における課題を聞き、その対応方法を理解する。
（聴覚障がい者講師・菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】手話の基礎知識
【計画内容】手話の基礎を学び、簡単な挨拶等体験的に学習する。（聴覚障がい者講師・菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｅ

第
11
回

【テーマ】聴覚障がい者のコミュニケーション～手話・もう一つの言語～
【計画内容】聞こえない人のコミュニケーション方法及び日本の手話の歴史や特徴を学ぶ。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
12
回

【テーマ】聴覚障がい者福祉制度
【計画内容】聴覚障がい者活動の歴史を学習し、関連する聴覚障がい者福祉施策を理解する。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
13
回

【テーマ】体験演習
【計画内容】学生自身が学習し、体験したことを手話で発表する。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】視覚障害のある人の生活支援の実際1︲ 施設見学
【計画内容】盲人養護老人ホームの見学を通して、生活支援を学ぶ。（梶晴美）
【準備学習の内容】盲人養護老人ホームについて事前に調べておくこと。

Ｍ

第
15
回

【テーマ】視覚障害のある人の生活支援の実際2︲ 振り返り
【計画内容】盲人養護老人ホームの見学を通して、生活支援を学ぶ。
見学後に振り返りのレポート課題を課す。（梶晴美）

【準備学習の内容】見学を振り返り、学びをレポートにまとめる。

Ｇ、Ｍ

科 目 名 介護技術演習Ⅴ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 梶　晴美、菅原　ひとみ、吉田　重子

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2014年、『生活支援技術Ⅲ第3版』、中央法規、9784805839423
  プリントを使用します      

参 考 書
介護福祉士養成講座編集委員会、2015年、『介護過程第3版』、中央法規、9784805851128
谷口敏代、2013年、『障害の理解』、メヂカルフレンド社、9784839231989
介護福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『障害の理解第4版』、中央法規、9784805851159

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     80%   20%   
補 足     課題提出・発表       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護過程Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

個人の生活をとらえ支援方法を考える介護過程について、今までの学習及び実習を基に、理解を深めていく。
特に｢介護過程Ⅳ｣では、利用者の生活及び年齢とともに心身に障害をもつことによる生活への影響をとらえ、
生活支援のための介護過程を展開することを目的とする。

到
達
目
標

⑴心身の障害について特徴を介護の視点で述べることができる。
⑵個人の生活や思いを重視した介護過程を展開する。
⑶事例について個別性を考慮した介護計画を立てることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業を紹介し、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】｢介護過程Ⅰ｣の内容を復習する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】受け持ち利用者の紹介
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣における受け持ち利用者の障害の状況を説明し、障害の種類・生活状況を相互に学ぶ。
【準備学習の内容】説明するための資料整備。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】内部障害の基礎知識と介護
【計画内容】内部障害のある人の現状と内部障害の種類を説明する。
【準備学習の内容】内部障害の統計的な推移に目を通しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】内部障害のある人の理解1︲ 心臓機能障害、呼吸機能障害
【計画内容】心臓機能障害及び呼吸機能障害の説明を行い、日常生活上の困難さと生活支援上の留意点を述べる。
【準備学習の内容】心機能、呼吸機能について復習する。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】内部障害のある人の理解2︲ 腎臓機能障害、排泄機能障害
【計画内容】腎機能障害、排泄機能障害について説明し、生活に必要な用具などについても説明する。社会生活を継続す
るための支援についても言及する。

【準備学習の内容】腎機能、排泄機能について復習する。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】内部障害のある人の理解3︲ 免疫機能障害
【計画内容】HIV 感染者の現状と疾病を理解し、社会生活を送るための支援を考える。
【準備学習の内容】医学知識の該当する分野を復習する。

Ａ

第
7
回

【テーマ】難病のある方への理解
【計画内容】難病について説明し、介護保険法との関連等サービス体系にも言及する。難病のある方への支援、家族への
支援について考える。

【準備学習の内容】介護保険の特定疾患を把握しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】精神障害のある方への理解
【計画内容】精神障害のある方の現状と介護における生活支援について述べる。
【準備学習の内容】テキストからの予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】知的障害ある方への理解
【計画内容】知的障害のある方の生活の実際と介護における生活支援について述べる。
【準備学習の内容】テキストからの予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】中間のまとめと確認
【計画内容】障害のある方の生活についての理解を専門的な語句を用いて確認する。
【準備学習の内容】9回までの講義の内容を復習しておくこと。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】自立に向けた年齢特徴に応じた課題
【計画内容】心身の障害と年齢特性に応じた課題を、生活上の課題としてとらえる。
【準備学習の内容】各年代の特徴と社会参加の状況を確認する。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】介護過程の実践的展開1︲ 障害の理解・個人生活の理解を踏まえたアセスメント
【計画内容】内部障害・精神障害のある方の事例をグループワークにより検討する。利用者の思い、介護の視点で考える
ことを中心に議論する。

【準備学習の内容】事例の検討課題を各自取り組む。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】介護過程の実践的展開2︲ 事例検討を発展させる
【計画内容】各自の課題検討を基にグループワークにより議論する。利用者の思い、大事にしていること、医学的身体的
状況も組み入れる。

【準備学習の内容】課題の根拠等、各自が説明する準備をする。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】介護過程の実践的展開3︲ 障害のある方の介護計画立案
【計画内容】アセスメントに基づき介護計画を立案する。グループごとに発表し目標・具体策の設定の根拠を話し合う。
【準備学習の内容】生活上の課題設定の根拠を振り返る。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】介護過程の実践的展開4︲ 事例検討を発展させる
【計画内容】立案した介護計画を利用者視点で考察する。
【準備学習の内容】利用者の思い、介護者の役割について考察する。

Ｂ、Ｈ

科 目 名 介護過程Ⅳ（知的 ･精神障害者、内部疾患者） 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 藤原　素子
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福
祉
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学
科
専
門
科
目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2014年、『生活支援技術Ⅲ第3版』、中央法規出版、9784805839423    
参 考 書 野村豊子、2010年、『コミュニケーション技術』、ミネルヴァ書房、9784623052929    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     60%   40%   

補 足     レポート・
プレゼンテーション       

質問への対応 各授業内容に関しては授業終了時に各担当者へ。それ以外は梶のオフィスアワーに765梶研究室へ直接またはメー
ル（E-Mail：hkaji@hokusho-u.ac.jp）で。

資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他   

授 業 の
目 的

ね
ら
い

情報器官に障害ある方の情報保障の意義とコミュニケーション方法および生活支援についてを学び、自立を目
指した生活支援の基本を理解する。手話や点字の基本を実際に学ぶことにより、情報保障とその支援について
考える。

到
達
目
標

⑴情報器官に障がいのある人の情報保障の意義とコミュニケーション方法を理解する。
⑵ 視覚障がいと視覚障がい者の生活を理解し、点字の基本・ガイドヘルプおよび自立を支える制度・支援の概要

がわかる。
⑶聴覚障がいと聴覚障がい者の生活を理解し、手話の基本および自立を支える制度・支援の概要がわかる。
⑷盲ろう障がいを理解し、盲ろう者の生活課題とコミュニケーション方法がわかる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】オリエンテーション、視覚障がいとは？
【計画内容】授業を紹介し、15回の授業展開を説明する。
視覚障がいの概要について学ぶ。（梶晴美・吉田重子）

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。

Ａ、Ｂ

第
2
回

【テーマ】視覚障がいの理解　障がいに伴う情報の不足を補う支援の在り方
【計画内容】視覚障がい者とのコミュニケーションの取り方、暮らしやすく安全な環境作りを学ぶ。
（吉田重子）
【準備学習の内容】テキストの指定個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
3
回

【テーマ】視覚障がいの理解　障がいに伴う移動の不便さを補う支援の在り方
【計画内容】ガイドヘルプを中心に学び、ガイド体験を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前時に配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
4
回

【テーマ】視覚障害者（児）の生活を支える制度について
【計画内容】日常生活用具、同行援護等の福祉制度、および、教育や他施設・他職種との連携について学ぶ。
（吉田重子）
【準備学習の内容】これまでの授業感想を簡単なレポートにまとめておくこと、授業前半のまとめとして提
出を求めます。

Ａ

第
5
回

【テーマ】コミュニケーション手段としての点字
【計画内容】点字の基本を学び、点字を書く体験を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前時に配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】体験演習
【計画内容】まとめとして、グループワークにより学生各自が体験し、発表を行う。（吉田重子）
【準備学習の内容】前回までの学習内容を復習し、レポート作成の準備とする。

Ｆ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】盲ろう者の理解
【計画内容】盲ろう障害の当事者による講義を通して、盲ろうという障害について学び、その生活課題および
その支援とコミュニケーション方法の実際について学ぶ。授業後レポート課題を課す。（梶晴美）

【準備学習の内容】盲ろう障がいについて調べ、質問・疑問を整理してくること。

Ａ、Ｅ

第
8
回

【テーマ】聴覚障がいとは？
【計画内容】聴覚障がいについての基礎知識を学ぶ。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】テキストの指定個所を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】聴覚障がい者の生活
【計画内容】聴覚障がい当事者から日常生活における課題を聞き、その対応方法を理解する。
（聴覚障がい者講師・菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】手話の基礎知識
【計画内容】手話の基礎を学び、簡単な挨拶等体験的に学習する。（聴覚障がい者講師・菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｅ

第
11
回

【テーマ】聴覚障がい者のコミュニケーション～手話・もう一つの言語～
【計画内容】聞こえない人のコミュニケーション方法及び日本の手話の歴史や特徴を学ぶ。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
12
回

【テーマ】聴覚障がい者福祉制度
【計画内容】聴覚障がい者活動の歴史を学習し、関連する聴覚障がい者福祉施策を理解する。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントを読んでおくこと。

Ａ、Ｅ

第
13
回

【テーマ】体験演習
【計画内容】学生自身が学習し、体験したことを手話で発表する。（菅原ひとみ）
【準備学習の内容】配付するプリントに示す予習課題に取り組むこと。

Ｆ

第
14
回

【テーマ】視覚障害のある人の生活支援の実際1︲ 施設見学
【計画内容】盲人養護老人ホームの見学を通して、生活支援を学ぶ。（梶晴美）
【準備学習の内容】盲人養護老人ホームについて事前に調べておくこと。

Ｍ

第
15
回

【テーマ】視覚障害のある人の生活支援の実際2︲ 振り返り
【計画内容】盲人養護老人ホームの見学を通して、生活支援を学ぶ。
見学後に振り返りのレポート課題を課す。（梶晴美）

【準備学習の内容】見学を振り返り、学びをレポートにまとめる。

Ｇ、Ｍ

科 目 名 介護技術演習Ⅴ 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 梶　晴美、菅原　ひとみ、吉田　重子

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2014年、『生活支援技術Ⅲ第3版』、中央法規、9784805839423
  プリントを使用します      

参 考 書
介護福祉士養成講座編集委員会、2015年、『介護過程第3版』、中央法規、9784805851128
谷口敏代、2013年、『障害の理解』、メヂカルフレンド社、9784839231989
介護福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『障害の理解第4版』、中央法規、9784805851159

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     80%   20%   
補 足     課題提出・発表       

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護過程Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

個人の生活をとらえ支援方法を考える介護過程について、今までの学習及び実習を基に、理解を深めていく。
特に｢介護過程Ⅳ｣では、利用者の生活及び年齢とともに心身に障害をもつことによる生活への影響をとらえ、
生活支援のための介護過程を展開することを目的とする。

到
達
目
標

⑴心身の障害について特徴を介護の視点で述べることができる。
⑵個人の生活や思いを重視した介護過程を展開する。
⑶事例について個別性を考慮した介護計画を立てることができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】授業を紹介し、15回の授業展開を説明する。
【準備学習の内容】｢介護過程Ⅰ｣の内容を復習する。

Ａ

第
2
回

【テーマ】受け持ち利用者の紹介
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣における受け持ち利用者の障害の状況を説明し、障害の種類・生活状況を相互に学ぶ。
【準備学習の内容】説明するための資料整備。

Ｂ

第
3
回

【テーマ】内部障害の基礎知識と介護
【計画内容】内部障害のある人の現状と内部障害の種類を説明する。
【準備学習の内容】内部障害の統計的な推移に目を通しておくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】内部障害のある人の理解1︲ 心臓機能障害、呼吸機能障害
【計画内容】心臓機能障害及び呼吸機能障害の説明を行い、日常生活上の困難さと生活支援上の留意点を述べる。
【準備学習の内容】心機能、呼吸機能について復習する。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】内部障害のある人の理解2︲ 腎臓機能障害、排泄機能障害
【計画内容】腎機能障害、排泄機能障害について説明し、生活に必要な用具などについても説明する。社会生活を継続す
るための支援についても言及する。

【準備学習の内容】腎機能、排泄機能について復習する。

Ａ、Ｂ

第
6
回

【テーマ】内部障害のある人の理解3︲ 免疫機能障害
【計画内容】HIV 感染者の現状と疾病を理解し、社会生活を送るための支援を考える。
【準備学習の内容】医学知識の該当する分野を復習する。

Ａ

第
7
回

【テーマ】難病のある方への理解
【計画内容】難病について説明し、介護保険法との関連等サービス体系にも言及する。難病のある方への支援、家族への
支援について考える。

【準備学習の内容】介護保険の特定疾患を把握しておくこと。

Ａ

第
8
回

【テーマ】精神障害のある方への理解
【計画内容】精神障害のある方の現状と介護における生活支援について述べる。
【準備学習の内容】テキストからの予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】知的障害ある方への理解
【計画内容】知的障害のある方の生活の実際と介護における生活支援について述べる。
【準備学習の内容】テキストからの予習課題に取り組むこと。

Ａ

第
10
回

【テーマ】中間のまとめと確認
【計画内容】障害のある方の生活についての理解を専門的な語句を用いて確認する。
【準備学習の内容】9回までの講義の内容を復習しておくこと。

Ｂ

第
11
回

【テーマ】自立に向けた年齢特徴に応じた課題
【計画内容】心身の障害と年齢特性に応じた課題を、生活上の課題としてとらえる。
【準備学習の内容】各年代の特徴と社会参加の状況を確認する。

Ａ、Ｂ

第
12
回

【テーマ】介護過程の実践的展開1︲ 障害の理解・個人生活の理解を踏まえたアセスメント
【計画内容】内部障害・精神障害のある方の事例をグループワークにより検討する。利用者の思い、介護の視点で考える
ことを中心に議論する。

【準備学習の内容】事例の検討課題を各自取り組む。

Ｂ

第
13
回

【テーマ】介護過程の実践的展開2︲ 事例検討を発展させる
【計画内容】各自の課題検討を基にグループワークにより議論する。利用者の思い、大事にしていること、医学的身体的
状況も組み入れる。

【準備学習の内容】課題の根拠等、各自が説明する準備をする。

Ｂ、Ｈ

第
14
回

【テーマ】介護過程の実践的展開3︲ 障害のある方の介護計画立案
【計画内容】アセスメントに基づき介護計画を立案する。グループごとに発表し目標・具体策の設定の根拠を話し合う。
【準備学習の内容】生活上の課題設定の根拠を振り返る。

Ｂ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】介護過程の実践的展開4︲ 事例検討を発展させる
【計画内容】立案した介護計画を利用者視点で考察する。
【準備学習の内容】利用者の思い、介護者の役割について考察する。

Ｂ、Ｈ

科 目 名 介護過程Ⅳ（知的 ･精神障害者、内部疾患者） 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 藤原　素子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2015年、『新・介護福祉士養成講座9介護過程』、中央法規出版、9784805851128    
参 考 書   講義時に必要に応じて資料を配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護過程Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

介護過程の理論と実習体験を関連付けながら、介護過程を展開する能力を養います。特に ICF の概念を取り入
れ目標指向介護を目指すとともに、在宅介護での事例を中心にその展開方法を学びます。いままでの介護過程
の学びを深め、実践的かつ自発的に学ぶことができるように講義を展開したいと思います。

到
達
目
標

⑴ ICF の概念に基づき、生活場面でのアセスメントの視点を理解できる。
⑵利用者の能力を引き出すアセスメントやニーズについて理解を深める。
⑶在宅における多様な支援について、根拠に基づき記録することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】講義の紹介、15回の展開内容や方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておいて下さい。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生活場面におけるアセスメントについて
【計画内容】ICF の概念を振り返り、生活場面におけるアセスメントの視点を事例から考察します。
【準備学習の内容】ICF の概念について復習しておいて下さい。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例1︲1
【計画内容】在宅で生活する高齢者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例1︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例2︲1
【計画内容】在宅で生活する障害者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例2︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例3︲1
【計画内容】グループホームで生活する高齢者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例3︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例4︲1
【計画内容】グループホームで生活する障害者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例4︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例5︲1
【計画内容】家族との関係調整を必要とする事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本授業を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例5︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例6︲1
【計画内容】医療ニーズを必要とする事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例6︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで検討を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ・補足説明
【計画内容】いままでの学びを振り返り、各自の介護過程実践における課題を共有します。
【準備学習の内容】授業時に配付時した課題を作成、確認して参加して下さい。

Ａ、Ｋ

科 目 名 介護過程Ⅴ（在宅支援） 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 佐藤　郁子

テキスト 白井孝子編、2014年、『介護福祉士養成テキストブック9 介護総合演習』、ミネルヴァ書房、9784623070251
  適宜レジュメを配付します      

参 考 書   介護概論及び介護過程、介護技術演習のテキスト      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   50% 20%

補 足     事前学習、提出物、
報告集     口頭発表、GW

質問への対応 初回講義時に周知します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他
2年後学期（集中）の｢介護実習Ⅰ｣と3年前学期（集中）の｢介護実習Ⅱ｣を連続・並行で履修すること。

『介護実習要項』に定める履修要件を満たしていること。
本科目の受講状況その他により介護実習への準備不足と評価した場合は｢介護実習Ⅱ｣の履修を延期する場合がある。
｢介護実習指導Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢介護実習Ⅰ｣のまとめ、｢介護実習Ⅱ｣の事前、事後指導を行う。利用者を理解し、介護過程の展開に必要な能力
を養い、介護福祉士を目指すための個別ケア実践の学習を深める。あわせて福祉施設におけるレクリエーショ
ンの実践的な展開方法を学ぶ。
グループ学習やロールプレイを通し、より実践的な学習を行う。事例学習により、より具体的な介護過程の展開
方法を理解できるようにする。

到
達
目
標

⑴学内で習得する講義と演習の統合をはかりながら、利用者を理解し、個別介護の必要性を理解する。
⑵利用者主体の介護過程を展開する方法を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣の学びの報告と自己評価
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣の振り返りと自己評価をします。実習後の事後学習
について説明します。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】｢介護実習Ⅰ｣の記録物を整理し、報告集原稿作成の準備を
しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ
第
14
回

【テーマ】実習カンファレンスの学び方、｢介護実習Ⅱ｣における記録について
【計画内容】実習カンファレンスの意義と目的、実習日誌をはじめとする記録
物の情報整理から｢介護実習Ⅱ｣における学び方を考えます。

（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｎ

第
2
回

【テーマ】介護過程の展開①総合アセスメントから介護計画立案
【計画内容】｢ケーススタデイ｣（アセスメント表）から介護計画立案の展開を学
びます。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】テキスト『介護過程』の必要な個所を見直すこと。

Ａ、Ｈ 第
15
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣激励会、諸注意
【計画内容】激励会と｢介護実習Ⅱ｣に係る諸注意の説明により、実習への意識
を高めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】配付したレジュメなどを見直し、実習の準備状況を確認す
ること。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】アセスメント表から介護計画立案へ
【計画内容】グループワーク : 受け持ち事例の学びから介護計画立案に向けて
事例検討を行います。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】前回の授業を踏まえて、自己の｢ケーススタデイ｣を見直すこ
と。

Ｂ、Ｈ
第
16
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣帰校日
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の折り返し時点で大学に戻り、実習での学びを振り
返るとともに実習課題達成状況の確認や記録指導を行います。

（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】実習前半の記録を見直し、自己の実習状況について振り返
ること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】受け持ち事例のケアカンファレンス
【計画内容】グループワーク : 受け持ち事例の学びからケアカンファレンス形
式の事例検討を行います。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】受け持ち事例の介護過程を振り返り事例報告の準備をす
ること。

Ｂ、Ｈ、Ｊ 第
17
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣の学びの報告と事後学習のガイダンス
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の振り返りをし自己評価を行います。｢介護実習Ⅱ｣の
事後学習について説明をします。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】実習期間中の記録を見直し、自己の実習状況について考察
をすること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】実習報告会の学び方
【計画内容】実習報告会の意義と学びを深めるための参加態度を考え、｢介護
実習Ⅰ｣報告会への準備をします。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】｢介護実習Ⅰ｣の記録物を整理し提出をすること。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
18
回

【テーマ】介護過程の展開（個別介護計画と実践・評価）①
【計画内容】介護過程の実施記録と評価の視点を中心に学びます。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】｢受け持ち利用者の記録｣を整理し、報告集原稿作成の準備
をすること。

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】実習報告会の準備
【計画内容】実習報告会に向けて、報告原稿を精査し実践的な準備をするとと
もに、有意義な報告会となるよう運営について検討をします。

（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）
【準備学習の内容】報告原稿を作成し、報告の準備をすること。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
19
回

【テーマ】介護過程の展開（個別介護計画と実践・評価）②
【計画内容】グループワーク : 各自、受け持ち利用者の事例を通して、介護過程
の学びをまとめます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】前回の授業を踏まえて、自己の｢受け持ち利用者の記録｣を
見直すこと。

Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣報告会
【計画内容】『介護実習Ⅰ報告集』に基づく実習報告プレゼンテーション及び質
疑応答により、｢介護実習Ⅰ｣の学びを深める。（全教員）

【準備学習の内容】『介護実習Ⅰ報告集』を熟読すること。

Ｆ 第
20
回

【テーマ】楽しみの支援②～レクリエーション計画実践の評価
【計画内容】レクリエーション計画と実践の記録を整理し、評価の視点を学び
ます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】レクリエーション実践の記録を整理し発表の準備をしてお
くこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣個人面談
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣の実習評価に関する個人面談を行います。
（佐藤郁子・小川好子）
【準備学習の内容】授業資料・実習記録の整理をし、｢介護実習Ⅱ｣に向けて自己
の課題を明確にすること。

Ｌ 第
21
回

【テーマ】事例検討会1（レクリエーション）
【計画内容】グループワーク : レクリエーション計画と実践の報告を行い学び
を共有します。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】レクリエーションの記録を整理し発表の準備をすること。

Ｂ、Ｆ

第
9
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣ガイダンス
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣への必要な準備を説明し、事前学習に何が必要かを
考えます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】介護実習要項を熟読すること。

Ａ、Ｈ 第
22
回

【テーマ】事例検討会2（介護過程）
【計画内容】グループワーク : 個々に取り組んだ介護過程による事例検討で、
学びを深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】｢受け持ち利用者の記録｣を整理し発表の準備をすること。

Ｂ、Ｆ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】介護過程の展開②～実施と評価について
【計画内容】介護計画実践の留意点、評価の視点を理解します。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】テキスト『介護過程』の必要な個所を見直すこと。

Ａ、Ｈ 第
23
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣報告会の準備、訪問介護実習に向けて
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣報告会の準備とともに訪問介護実習に向けたガイダ
ンスを行います。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】『介護実習Ⅱ報告集』、介護実習要項を熟読すること。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】楽しみの支援①～レクリエーション計画について
【計画内容】レクリエーション計画の立案、企画の実施方法について学びます。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】レクリエーション活動援助法のテキスト・資料などを見直す
こと

Ａ、Ｈ 第
24
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣報告会
【計画内容】代表学生による介護過程実践報告および意見交換を行います。
（全教員）
【準備学習の内容】『介護実習Ⅱ報告集』を熟読すること。

Ｆ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】事前学習発表
【計画内容】各自のテーマに沿った事前学習の発表・質疑応答を行い、個々の
事前学習の学びを共有し深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】事前学習の発表内容をレジュメにまとめ、発表の準備をし
ておくこと。

Ｆ 第
25
回

【テーマ】介護実習指導Ⅲに向けて
【計画内容】模擬ケアカンファレンスを実施し、多職種連携による介護支援の
理解を深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読み支援方法について検討しておく
こと。

Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】特別講義｢実習指導者の講義｣～介護老人保健施設の役割と機能・介
護福祉士のはたらき

【計画内容】介護老人保健施設の実習指導者の講義から、実習について学びま
す。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】テキスト・参考書の関連項目を読み、施設種別について調
べること。

Ａ
第
26
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣個人面談
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の実習評価に関する個人面談を行います。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】授業資料・実習記録の整理をし、今後の学習への課題を明
確にすること。

Ｌ

科 目 名 介護実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 本間　美幸、梶　晴美、佐藤　郁子、八巻　貴穂、小川　好子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 介護福祉士養成講座編集委員会、2015年、『新・介護福祉士養成講座9介護過程』、中央法規出版、9784805851128    
参 考 書   講義時に必要に応じて資料を配付します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     40%   60%   
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護過程Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

介護過程の理論と実習体験を関連付けながら、介護過程を展開する能力を養います。特に ICF の概念を取り入
れ目標指向介護を目指すとともに、在宅介護での事例を中心にその展開方法を学びます。いままでの介護過程
の学びを深め、実践的かつ自発的に学ぶことができるように講義を展開したいと思います。

到
達
目
標

⑴ ICF の概念に基づき、生活場面でのアセスメントの視点を理解できる。
⑵利用者の能力を引き出すアセスメントやニーズについて理解を深める。
⑶在宅における多様な支援について、根拠に基づき記録することができる。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】講義のガイダンス
【計画内容】講義の紹介、15回の展開内容や方法について説明します。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておいて下さい。

Ａ

第
2
回

【テーマ】生活場面におけるアセスメントについて
【計画内容】ICF の概念を振り返り、生活場面におけるアセスメントの視点を事例から考察します。
【準備学習の内容】ICF の概念について復習しておいて下さい。

Ａ、Ｋ

第
3
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例1︲1
【計画内容】在宅で生活する高齢者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
4
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例1︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
5
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例2︲1
【計画内容】在宅で生活する障害者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
6
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例2︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例3︲1
【計画内容】グループホームで生活する高齢者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
8
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例3︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
9
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例4︲1
【計画内容】グループホームで生活する障害者の事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
10
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例4︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】授業時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例5︲1
【計画内容】家族との関係調整を必要とする事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本授業を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
12
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例5︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで理解を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
13
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例6︲1
【計画内容】医療ニーズを必要とする事例を通してアセスメントの視点について学びます。
【準備学習の内容】本講義を踏まえ、事例の理解を深めて次回参加するようにして下さい。

Ａ、Ｋ

第
14
回

【テーマ】介護過程の実践的展開事例6︲2
【計画内容】前回の講義を踏まえ、事例のニーズや支援を中心にグループで検討を深めます。
【準備学習の内容】講義時に配付時したワークシートを作成してグループワークに参加して下さい。

Ａ、Ｈ

第
15
回

【テーマ】まとめ・補足説明
【計画内容】いままでの学びを振り返り、各自の介護過程実践における課題を共有します。
【準備学習の内容】授業時に配付時した課題を作成、確認して参加して下さい。

Ａ、Ｋ

科 目 名 介護過程Ⅴ（在宅支援） 授業形態 演習 単 位 数 1
教 員 名 佐藤　郁子

テキスト 白井孝子編、2014年、『介護福祉士養成テキストブック9 介護総合演習』、ミネルヴァ書房、9784623070251
  適宜レジュメを配付します      

参 考 書   介護概論及び介護過程、介護技術演習のテキスト      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     30%   50% 20%

補 足     事前学習、提出物、
報告集     口頭発表、GW

質問への対応 初回講義時に周知します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他
2年後学期（集中）の｢介護実習Ⅰ｣と3年前学期（集中）の｢介護実習Ⅱ｣を連続・並行で履修すること。

『介護実習要項』に定める履修要件を満たしていること。
本科目の受講状況その他により介護実習への準備不足と評価した場合は｢介護実習Ⅱ｣の履修を延期する場合がある。
｢介護実習指導Ⅰ｣を履修済みであること。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢介護実習Ⅰ｣のまとめ、｢介護実習Ⅱ｣の事前、事後指導を行う。利用者を理解し、介護過程の展開に必要な能力
を養い、介護福祉士を目指すための個別ケア実践の学習を深める。あわせて福祉施設におけるレクリエーショ
ンの実践的な展開方法を学ぶ。
グループ学習やロールプレイを通し、より実践的な学習を行う。事例学習により、より具体的な介護過程の展開
方法を理解できるようにする。

到
達
目
標

⑴学内で習得する講義と演習の統合をはかりながら、利用者を理解し、個別介護の必要性を理解する。
⑵利用者主体の介護過程を展開する方法を理解する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣の学びの報告と自己評価
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣の振り返りと自己評価をします。実習後の事後学習
について説明します。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】｢介護実習Ⅰ｣の記録物を整理し、報告集原稿作成の準備を
しておくこと。

Ａ、Ｈ、Ｌ
第
14
回

【テーマ】実習カンファレンスの学び方、｢介護実習Ⅱ｣における記録について
【計画内容】実習カンファレンスの意義と目的、実習日誌をはじめとする記録
物の情報整理から｢介護実習Ⅱ｣における学び方を考えます。

（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ、Ｎ

第
2
回

【テーマ】介護過程の展開①総合アセスメントから介護計画立案
【計画内容】｢ケーススタデイ｣（アセスメント表）から介護計画立案の展開を学
びます。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】テキスト『介護過程』の必要な個所を見直すこと。

Ａ、Ｈ 第
15
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣激励会、諸注意
【計画内容】激励会と｢介護実習Ⅱ｣に係る諸注意の説明により、実習への意識
を高めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】配付したレジュメなどを見直し、実習の準備状況を確認す
ること。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】アセスメント表から介護計画立案へ
【計画内容】グループワーク : 受け持ち事例の学びから介護計画立案に向けて
事例検討を行います。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】前回の授業を踏まえて、自己の｢ケーススタデイ｣を見直すこ
と。

Ｂ、Ｈ
第
16
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣帰校日
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の折り返し時点で大学に戻り、実習での学びを振り
返るとともに実習課題達成状況の確認や記録指導を行います。

（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】実習前半の記録を見直し、自己の実習状況について振り返
ること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
4
回

【テーマ】受け持ち事例のケアカンファレンス
【計画内容】グループワーク : 受け持ち事例の学びからケアカンファレンス形
式の事例検討を行います。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】受け持ち事例の介護過程を振り返り事例報告の準備をす
ること。

Ｂ、Ｈ、Ｊ 第
17
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣の学びの報告と事後学習のガイダンス
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の振り返りをし自己評価を行います。｢介護実習Ⅱ｣の
事後学習について説明をします。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】実習期間中の記録を見直し、自己の実習状況について考察
をすること。

Ａ、Ｈ、Ｌ

第
5
回

【テーマ】実習報告会の学び方
【計画内容】実習報告会の意義と学びを深めるための参加態度を考え、｢介護
実習Ⅰ｣報告会への準備をします。（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）

【準備学習の内容】｢介護実習Ⅰ｣の記録物を整理し提出をすること。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
18
回

【テーマ】介護過程の展開（個別介護計画と実践・評価）①
【計画内容】介護過程の実施記録と評価の視点を中心に学びます。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】｢受け持ち利用者の記録｣を整理し、報告集原稿作成の準備
をすること。

Ｂ、Ｈ

第
6
回

【テーマ】実習報告会の準備
【計画内容】実習報告会に向けて、報告原稿を精査し実践的な準備をするとと
もに、有意義な報告会となるよう運営について検討をします。

（本間美幸・佐藤郁子・小川好子）
【準備学習の内容】報告原稿を作成し、報告の準備をすること。

Ａ、Ｂ、Ｈ 第
19
回

【テーマ】介護過程の展開（個別介護計画と実践・評価）②
【計画内容】グループワーク : 各自、受け持ち利用者の事例を通して、介護過程
の学びをまとめます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】前回の授業を踏まえて、自己の｢受け持ち利用者の記録｣を
見直すこと。

Ｂ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣報告会
【計画内容】『介護実習Ⅰ報告集』に基づく実習報告プレゼンテーション及び質
疑応答により、｢介護実習Ⅰ｣の学びを深める。（全教員）

【準備学習の内容】『介護実習Ⅰ報告集』を熟読すること。

Ｆ 第
20
回

【テーマ】楽しみの支援②～レクリエーション計画実践の評価
【計画内容】レクリエーション計画と実践の記録を整理し、評価の視点を学び
ます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】レクリエーション実践の記録を整理し発表の準備をしてお
くこと。

Ａ、Ｂ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】｢介護実習Ⅰ｣個人面談
【計画内容】｢介護実習Ⅰ｣の実習評価に関する個人面談を行います。
（佐藤郁子・小川好子）
【準備学習の内容】授業資料・実習記録の整理をし、｢介護実習Ⅱ｣に向けて自己
の課題を明確にすること。

Ｌ 第
21
回

【テーマ】事例検討会1（レクリエーション）
【計画内容】グループワーク : レクリエーション計画と実践の報告を行い学び
を共有します。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】レクリエーションの記録を整理し発表の準備をすること。

Ｂ、Ｆ

第
9
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣ガイダンス
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣への必要な準備を説明し、事前学習に何が必要かを
考えます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】介護実習要項を熟読すること。

Ａ、Ｈ 第
22
回

【テーマ】事例検討会2（介護過程）
【計画内容】グループワーク : 個々に取り組んだ介護過程による事例検討で、
学びを深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】｢受け持ち利用者の記録｣を整理し発表の準備をすること。

Ｂ、Ｆ、Ｊ

第
10
回

【テーマ】介護過程の展開②～実施と評価について
【計画内容】介護計画実践の留意点、評価の視点を理解します。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】テキスト『介護過程』の必要な個所を見直すこと。

Ａ、Ｈ 第
23
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣報告会の準備、訪問介護実習に向けて
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣報告会の準備とともに訪問介護実習に向けたガイダ
ンスを行います。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】『介護実習Ⅱ報告集』、介護実習要項を熟読すること。

Ａ、Ｈ

第
11
回

【テーマ】楽しみの支援①～レクリエーション計画について
【計画内容】レクリエーション計画の立案、企画の実施方法について学びます。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】レクリエーション活動援助法のテキスト・資料などを見直す
こと

Ａ、Ｈ 第
24
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣報告会
【計画内容】代表学生による介護過程実践報告および意見交換を行います。
（全教員）
【準備学習の内容】『介護実習Ⅱ報告集』を熟読すること。

Ｆ、Ｊ

第
12
回

【テーマ】事前学習発表
【計画内容】各自のテーマに沿った事前学習の発表・質疑応答を行い、個々の
事前学習の学びを共有し深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】事前学習の発表内容をレジュメにまとめ、発表の準備をし
ておくこと。

Ｆ 第
25
回

【テーマ】介護実習指導Ⅲに向けて
【計画内容】模擬ケアカンファレンスを実施し、多職種連携による介護支援の
理解を深めます。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】事前に配付する資料を読み支援方法について検討しておく
こと。

Ｂ、Ｊ

第
13
回

【テーマ】特別講義｢実習指導者の講義｣～介護老人保健施設の役割と機能・介
護福祉士のはたらき

【計画内容】介護老人保健施設の実習指導者の講義から、実習について学びま
す。（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）

【準備学習の内容】テキスト・参考書の関連項目を読み、施設種別について調
べること。

Ａ
第
26
回

【テーマ】｢介護実習Ⅱ｣個人面談
【計画内容】｢介護実習Ⅱ｣の実習評価に関する個人面談を行います。
（本間美幸・八巻貴穂・小川好子）
【準備学習の内容】授業資料・実習記録の整理をし、今後の学習への課題を明
確にすること。

Ｌ

科 目 名 介護実習指導Ⅱ 授業形態 演習 単 位 数 2
教 員 名 本間　美幸、梶　晴美、佐藤　郁子、八巻　貴穂、小川　好子
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 白井孝子編、2014年、『介護福祉士養成テキストブック9　介護総合演習』、ミネルヴァ書房、9784623070251        
参 考 書   介護概論及び介護過程、介護技術演習のテキスト          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 20% 20% 40%
補 足     実習上の記録 ケーススタデイ 取り組み姿勢 施設による評価

質問への対応 ｢介護実習指導Ⅱ｣の授業時に具体的に説明します
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他

｢介護実習指導Ⅰ｣ ｢介護実習指導Ⅱ｣と連続・並行で履修すること。
「介護基礎演習｣を修得済みであること。
｢介護技術演習Ⅰ｣ ｢介護技術演習Ⅱ｣ ｢介護技術演習Ⅲ｣を履修していること。
｢介護実習指導Ⅱ｣の受講状況や3年次開講の『介護福祉士受験資格取得の指定科目』の修得状況から判断して、介護
実習への準備不足と判断した場合は、履修を認めない場合がある。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢介護実習Ⅰ｣で習得した技術・知識・態度を基に、個別的なアセスメント・介護計画の作成・実施・評価を行い、個
人に即した介護を実践する能力を養う。また、介護過程の実践を通して、利用者とともに生活環境を整えること、
社会参加等、多角的な生活支援のあり方を学ぶ。

到
達
目
標

⑴利用者の生活を尊重し、人間関係を形成するとともに個別的介護技術の考察と実践ができる。
⑵介護過程を展開し利用者のニーズに即した援助方法を学び、介護理念を考察できる。
⑶レクリエーションの実施等、様々な角度からの生活支援を考える。
⑷介護職員チームとしての支援を理解し、報告・相談ができる。また他職種との連携を考える。
⑸地域で生活する利用者をとらえ、家族・地域社会とのつながりを考える。

授 業 の
計 画

【テーマ】
6週間の集中実習であり実習は障害者支援施設・介護老人保健施設・特別養護老人ホームから一箇所を選択して実
習します。

【計画内容】
・第1段階（1～3週目）（全教員）
施設の特徴を理解します。受け持ち利用者に対してアセスメントを行い、介護計画の立案を行います。（全教員）

・第2段階（4～6週目）
受け持ち利用者に対して、介護計画に基づいた介護を実践し評価します。様な角度からの生活支援を考え、実践・
評価・再アセスメントを行い、利用者の希望に沿った援助であるか考察します。施設で行われている行事等に参
加し、家族・地域社会とのつながりを考えます。（全教員）
  
｢介護実習指導Ⅱ｣の授業にて準備学習に取り組むこと。

Ｄ

Ｄ

  

科 目 名 介護実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 6
教 員 名 本間　美幸、八巻　貴穂、小川　好子

テキスト 川井太加子編、最新版、『最新介護福祉全書13医療的ケア』、メヂカルフレンド社、9784839231675    

参 考 書（社）全国訪問看護事業協会編、2012年、『介護職員等による喀痰吸引・経管栄養研修テキスト』、中央法規出版、9784805852507
介護福祉士養成講座編集委員会（編）、2014年、『医療的ケア、新・介護福祉士養成講座15』、中央法規出版、9784805853108    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       20% 40%
補 足             

質問への対応 授業終了後（竹内・梶）、または梶のオフィスアワー
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護実習Ⅱ｣を履修予定であること。第23回に試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

介護福祉士が医療的ケアを行う意義と制度を理解し、｢たんの吸引｣と｢経管栄養｣を安全に実施するための知識・
技能の基本的知識を身につけます。医行為に関する法律を理解した上で、医療的ケアに伴う感染予防の知識、
リスクマネジメントを正しく理解します。また、安全な｢たんの吸引｣実戦に向けて、利用者・家族の立場に立ち、
介護福祉士の専門性をいかした技術提供の基礎および留意点を修得することを目的とします。

到
達
目
標

⑴利用者・家族の立場に立ち、医療的ケア実施の意義が理解できる。
⑵ 医療的ケア実施に必要な制度、感染予防の知識を持ち、介護福祉士の専門性を活かした技術提供の基礎を身

につける。
⑶安全な｢たん吸引｣実践に向けて、その技術や留意点を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス、個人の尊厳・医療の倫理
【計画内容】｢医療的ケア｣を学習する全体構成を説明しま
す。介護福祉士が医療的ケアを学ぶに当たり、個人の尊厳と
自立、医療の倫理について確認します。（梶晴美）

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。テキスト
の該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
12
回

【テーマ】喀痰吸引とは②
【計画内容】喀痰吸引が必要な状態、人工呼吸器が必要な状
態、人工呼吸器について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保健医療に関する制度・医行為に関する法律につ
いて

【計画内容】保健医療、医行為についての法律を理解します。
（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
13
回

【テーマ】利用者や家族の気持ちと対応について
【計画内容】子どもの吸引について、利用者や家族の気持ち
について理解を深め、対応の仕方、説明の仕方について学び
ます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】チーム医療と介護職の役割・感染予防の知識
【計画内容】チームとしての生活支援を行うための、介護職・
医療職の連携を理解します。また、安全な生活環境としての
感染予防の知識を学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
14
回

【テーマ】喀痰吸引の器具の説明と使用方法
【計画内容】吸引に必要な物品と起坐位のしくみについて学
びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
4
回

【テーマ】生活環境の清潔と消毒法について・消毒と滅菌
【計画内容】日常の介護場面における清潔管理について学び
ます。消毒と滅菌の違いを理解し、介護者自身の健康管理と
ともに利用者の安全を守る方法を学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
15
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点①
【計画内容】必要物品の清潔保持を感染対策の視点から理解
し、準備をする上での留意点について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
5
回

【テーマ】たん吸引及び経管栄養の安全な実施について
【計画内容】たん吸引及び経管栄養を安全に実施することの
意味を理解し、リスクマネジメントの考え方を学びます。

（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
16
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点②
【計画内容】安全に実施するために利用者の状態観察の視点
を理解します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
6
回

【テーマ】健康状態の把握①
【計画内容】普段の状態を知ること、顔色、食欲、行動、バイタ
ルサインの測定など、健康観察の意義と方法について学びま
す。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
17
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点③
【計画内容】感染予防の視点に立って、実施する手順と留意
点を理解する。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
7
回

【テーマ】健康状態の把握②
【計画内容】顔色、食欲、行動、バイタルサインの測定など、健
康観察の意義と方法について学びます。また急変状態とそ
の対処方法についても学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
18
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点④
【計画内容】利用者の状態を理解したうえで、適切な報告と
後片付けを理解します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
8
回

【テーマ】ヒヤリハット、アクシデント報告
【計画内容】ヒヤリハット、アクシデント報告の必要性と報
告書の記入について学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
19
回

【テーマ】喀痰吸引により生じる危険と安全確認
【計画内容】喀痰吸引の技術と留意点を振り返りながら、危
険の種類について理解を深める。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。
第15回～18回までの授業内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｌ

第
9
回

【テーマ】呼吸のしくみとはたらき①
【計画内容】生命維持における呼吸の重要性を理解し、呼吸
のしくみと主な呼吸機器株の名称、機能について学びます。

（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
20
回

【テーマ】急変・事故発生時の対応と事前対策
【計画内容】ヒヤリハット・アクシデントの実際と報告、報告
書の書き方について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｈ

第
10
回

【テーマ】呼吸のしくみとはたらき②
【計画内容】呼吸器のはたらき（換気とガス交換）について学
び、いつもと違う呼吸、呼吸の苦しさがもたらす苦痛と障害
について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ 第

21
回

【テーマ】喀痰吸引に伴うケアと報告と記録
【計画内容】痰を出しやすくするケアと体位について学び、
職員間の連携や緊急時を含めた報告連絡方法について確認
します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
11
回

【テーマ】喀痰吸引とは①
【計画内容】痰を生じて排出する仕組み、痰の貯留を示す状
態
喀痰吸引とは何かを学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ
第
22
回

【テーマ】喀痰吸引のまとめ
【計画内容】たん吸引の必要な事例の呼吸状態を把握し、実
際のたん吸引技術を総合的にシュミレーターで確認します。

（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。
マニュアルの要点を DVD で確認しておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｌ、Ｎ

科 目 名 医療的ケアⅠ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 梶　晴美、竹内　美幸
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健
康
福
祉
学
科

学
科
専
門
科
目

テキスト 白井孝子編、2014年、『介護福祉士養成テキストブック9　介護総合演習』、ミネルヴァ書房、9784623070251        
参 考 書   介護概論及び介護過程、介護技術演習のテキスト          

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分     20% 20% 20% 40%
補 足     実習上の記録 ケーススタデイ 取り組み姿勢 施設による評価

質問への対応 ｢介護実習指導Ⅱ｣の授業時に具体的に説明します
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他

｢介護実習指導Ⅰ｣ ｢介護実習指導Ⅱ｣と連続・並行で履修すること。
「介護基礎演習｣を修得済みであること。
｢介護技術演習Ⅰ｣ ｢介護技術演習Ⅱ｣ ｢介護技術演習Ⅲ｣を履修していること。
｢介護実習指導Ⅱ｣の受講状況や3年次開講の『介護福祉士受験資格取得の指定科目』の修得状況から判断して、介護
実習への準備不足と判断した場合は、履修を認めない場合がある。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

｢介護実習Ⅰ｣で習得した技術・知識・態度を基に、個別的なアセスメント・介護計画の作成・実施・評価を行い、個
人に即した介護を実践する能力を養う。また、介護過程の実践を通して、利用者とともに生活環境を整えること、
社会参加等、多角的な生活支援のあり方を学ぶ。

到
達
目
標

⑴利用者の生活を尊重し、人間関係を形成するとともに個別的介護技術の考察と実践ができる。
⑵介護過程を展開し利用者のニーズに即した援助方法を学び、介護理念を考察できる。
⑶レクリエーションの実施等、様々な角度からの生活支援を考える。
⑷介護職員チームとしての支援を理解し、報告・相談ができる。また他職種との連携を考える。
⑸地域で生活する利用者をとらえ、家族・地域社会とのつながりを考える。

授 業 の
計 画

【テーマ】
6週間の集中実習であり実習は障害者支援施設・介護老人保健施設・特別養護老人ホームから一箇所を選択して実
習します。

【計画内容】
・第1段階（1～3週目）（全教員）
施設の特徴を理解します。受け持ち利用者に対してアセスメントを行い、介護計画の立案を行います。（全教員）

・第2段階（4～6週目）
受け持ち利用者に対して、介護計画に基づいた介護を実践し評価します。様な角度からの生活支援を考え、実践・
評価・再アセスメントを行い、利用者の希望に沿った援助であるか考察します。施設で行われている行事等に参
加し、家族・地域社会とのつながりを考えます。（全教員）
  
｢介護実習指導Ⅱ｣の授業にて準備学習に取り組むこと。

Ｄ

Ｄ

  

科 目 名 介護実習Ⅱ 授業形態 実習 単 位 数 6
教 員 名 本間　美幸、八巻　貴穂、小川　好子

テキスト 川井太加子編、最新版、『最新介護福祉全書13医療的ケア』、メヂカルフレンド社、9784839231675    

参 考 書（社）全国訪問看護事業協会編、2012年、『介護職員等による喀痰吸引・経管栄養研修テキスト』、中央法規出版、9784805852507
介護福祉士養成講座編集委員会（編）、2014年、『医療的ケア、新・介護福祉士養成講座15』、中央法規出版、9784805853108    

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       20% 40%
補 足             

質問への対応 授業終了後（竹内・梶）、または梶のオフィスアワー
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他 ｢介護実習Ⅱ｣を履修予定であること。第23回に試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

介護福祉士が医療的ケアを行う意義と制度を理解し、｢たんの吸引｣と｢経管栄養｣を安全に実施するための知識・
技能の基本的知識を身につけます。医行為に関する法律を理解した上で、医療的ケアに伴う感染予防の知識、
リスクマネジメントを正しく理解します。また、安全な｢たんの吸引｣実戦に向けて、利用者・家族の立場に立ち、
介護福祉士の専門性をいかした技術提供の基礎および留意点を修得することを目的とします。

到
達
目
標

⑴利用者・家族の立場に立ち、医療的ケア実施の意義が理解できる。
⑵ 医療的ケア実施に必要な制度、感染予防の知識を持ち、介護福祉士の専門性を活かした技術提供の基礎を身

につける。
⑶安全な｢たん吸引｣実践に向けて、その技術や留意点を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業のガイダンス、個人の尊厳・医療の倫理
【計画内容】｢医療的ケア｣を学習する全体構成を説明しま
す。介護福祉士が医療的ケアを学ぶに当たり、個人の尊厳と
自立、医療の倫理について確認します。（梶晴美）

【準備学習の内容】シラバスを熟読しておくこと。テキスト
の該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
12
回

【テーマ】喀痰吸引とは②
【計画内容】喀痰吸引が必要な状態、人工呼吸器が必要な状
態、人工呼吸器について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ

第
2
回

【テーマ】保健医療に関する制度・医行為に関する法律につ
いて

【計画内容】保健医療、医行為についての法律を理解します。
（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
13
回

【テーマ】利用者や家族の気持ちと対応について
【計画内容】子どもの吸引について、利用者や家族の気持ち
について理解を深め、対応の仕方、説明の仕方について学び
ます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
3
回

【テーマ】チーム医療と介護職の役割・感染予防の知識
【計画内容】チームとしての生活支援を行うための、介護職・
医療職の連携を理解します。また、安全な生活環境としての
感染予防の知識を学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
14
回

【テーマ】喀痰吸引の器具の説明と使用方法
【計画内容】吸引に必要な物品と起坐位のしくみについて学
びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
4
回

【テーマ】生活環境の清潔と消毒法について・消毒と滅菌
【計画内容】日常の介護場面における清潔管理について学び
ます。消毒と滅菌の違いを理解し、介護者自身の健康管理と
ともに利用者の安全を守る方法を学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
15
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点①
【計画内容】必要物品の清潔保持を感染対策の視点から理解
し、準備をする上での留意点について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
5
回

【テーマ】たん吸引及び経管栄養の安全な実施について
【計画内容】たん吸引及び経管栄養を安全に実施することの
意味を理解し、リスクマネジメントの考え方を学びます。

（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
16
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点②
【計画内容】安全に実施するために利用者の状態観察の視点
を理解します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
6
回

【テーマ】健康状態の把握①
【計画内容】普段の状態を知ること、顔色、食欲、行動、バイタ
ルサインの測定など、健康観察の意義と方法について学びま
す。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
17
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点③
【計画内容】感染予防の視点に立って、実施する手順と留意
点を理解する。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
7
回

【テーマ】健康状態の把握②
【計画内容】顔色、食欲、行動、バイタルサインの測定など、健
康観察の意義と方法について学びます。また急変状態とそ
の対処方法についても学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
18
回

【テーマ】喀痰吸引の技術と留意点④
【計画内容】利用者の状態を理解したうえで、適切な報告と
後片付けを理解します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
8
回

【テーマ】ヒヤリハット、アクシデント報告
【計画内容】ヒヤリハット、アクシデント報告の必要性と報
告書の記入について学びます。（梶晴美）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ、Ｈ
第
19
回

【テーマ】喀痰吸引により生じる危険と安全確認
【計画内容】喀痰吸引の技術と留意点を振り返りながら、危
険の種類について理解を深める。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。
第15回～18回までの授業内容を復習しておくこと。

Ａ、Ｈ、
Ｌ

第
9
回

【テーマ】呼吸のしくみとはたらき①
【計画内容】生命維持における呼吸の重要性を理解し、呼吸
のしくみと主な呼吸機器株の名称、機能について学びます。

（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでくること。

Ａ
第
20
回

【テーマ】急変・事故発生時の対応と事前対策
【計画内容】ヒヤリハット・アクシデントの実際と報告、報告
書の書き方について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｈ

第
10
回

【テーマ】呼吸のしくみとはたらき②
【計画内容】呼吸器のはたらき（換気とガス交換）について学
び、いつもと違う呼吸、呼吸の苦しさがもたらす苦痛と障害
について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ 第

21
回

【テーマ】喀痰吸引に伴うケアと報告と記録
【計画内容】痰を出しやすくするケアと体位について学び、
職員間の連携や緊急時を含めた報告連絡方法について確認
します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ

第
11
回

【テーマ】喀痰吸引とは①
【計画内容】痰を生じて排出する仕組み、痰の貯留を示す状
態
喀痰吸引とは何かを学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの該当個所を読んでおくこと。

Ａ
第
22
回

【テーマ】喀痰吸引のまとめ
【計画内容】たん吸引の必要な事例の呼吸状態を把握し、実
際のたん吸引技術を総合的にシュミレーターで確認します。

（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの該当箇所を読んでおくこと。
マニュアルの要点を DVD で確認しておくこと。

Ｂ、Ｅ、
Ｌ、Ｎ

科 目 名 医療的ケアⅠ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 梶　晴美、竹内　美幸
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科

学
科
専
門
科
目

テキスト 川井太加子編集、『最新版、医療的ケア』、メヂカルフレンド社      
参 考 書   講義時に説明します      

成績評価
の 方 法

筆記試験 実技試験 課題評価 作品評価 受講態度 その他
配 分 40%       20% 40%
補 足             

質問への対応 初回講義時に具体的に説明します。
資 格［健］介護福祉士 _ 必修

そ の 他「医療的ケアⅠ」を履修していること。第16回に筆記試験を行います。

授 業 の
目 的

ね
ら
い

介護福祉士が医療的ケアを行う意義と制度を理解し、安全に実施するための知識・技能の基本的知識を身につ
ける。医行為に関して医療スタッフからの指示連携の下に実施することの基本、医療的ケアに伴う感染予防の
知識、リスクマネジメントを正しく理解する。

到
達
目
標

⑴利用者・家族の立場に立ち、医療的ケア実施の意義が理解できる。
⑵ 医療的ケア実施に必要な制度、感染予防の知識を持ち、介護福祉士の専門性を活かした技術提供の基礎を身

につける。
⑶安全な｢経管栄養法｣の実施に向けて、その技術や留意点を修得する。  

授 業 の
計 画

第
1
回

【テーマ】授業ガイダンス   食事介助の技術と留意点
【計画内容】授業の紹介、15回の展開内容や方法について説明します。食事支援での学びを復習し、食事の基本的知識や
その留意点を確認します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。　食事に関する介護実習での経験を整理しておく

Ａ

第
2
回

【テーマ】消化器系のしくみと働きについて
【計画内容】｢こころとからだのしくみ｣の復習とともに、経管栄養法を行うための必要な知識として消化器管の役割・機
能について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
3
回

【テーマ】消化吸収のしくみとよくある消化器系の症状について
【計画内容】｢こころとからだのしくみ｣の復習とともに、経管栄養法を行うための必要な知識として消化、吸収、嚥下の
しくみ、よくある消化器系の症状などについて学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
4
回

【テーマ】経管栄養法とは　経管栄養法で注入する内容について
【計画内容】経管栄養法が必要とされる状態、そのしくみや種類について基本的な内容を学びます。栄養剤の種類、栄養
剤の条件、保存方法、使用方法の留意点を学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ

第
5
回

【テーマ】経管栄養法の安全な実施について
【計画内容】経管栄養法を安全に実施することの意味、リスクマネジメントの考え方やその方法、実施にあたっての留意
点を学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
6
回

【テーマ】経管栄養法に関連する消化器系の感染と予防について
【計画内容】消化器系の感染の可能性を示す状態について理解し、予防方法及び感染の疑いのあるときの対応について
学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
7
回

【テーマ】経管栄養法を受ける利用者や家族の対応について　子どもの経管栄養について
【計画内容】経管栄養法を受ける利用者や家族の気持ちや実施にあたっての対応方法、説明と同意の重要性について学
びます。経管栄養法を必要とする子どもの理解と、子どもの経管栄養法の留意点について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｈ

第
8
回

【テーマ】経管栄養法により生じる危険・事後の安全確認
【計画内容】経管栄養法によって生じる危険・事故について理解し、事前・事後の安全確認について学びます。ヒヤリハッ
ト・アクシデントの対応と報告について学びます。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
9
回

【テーマ】経管栄養法の技術と留意点（1）
【計画内容】経管栄養法に必要な物品とそのしくみ、清潔保持方法について学びます。（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、Ｅ

第
10
回

【テーマ】経管栄養法の技術と留意点（2）
【計画内容】経管栄養法に必要な物品の準備と留意点、利用者の観察内容等について学びます。（準備～利用者への説明
と同意、実施前の観察、確認事項）（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｌ

第
11
回

【テーマ】経管栄養法の技術と留意点（3）
【計画内容】前回までの手順を確認するとともに、実施終了までの観察と確認について学びます。（準備から終了までを
確認）（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｌ

第
12
回

【テーマ】経管栄養法の技術と留意点（4）
【計画内容】前回までの手順を確認するとともに、報告から後片付けまでについて学びます。（準備から記録までを確認）
（竹内美幸）
【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ、Ｂ、
Ｅ、Ｌ

第
13
回

【テーマ】｢医療的ケア演習｣に向けて
【計画内容】｢医療的ケア｣で学んできたことを振り返り、｢医療的ケア演習｣に向けて必要な準備や介護福祉士の役割を
考察します。（竹内美幸）

【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ｅ、Ｈ、Ｌ

第
14
回

【テーマ】救急蘇生①胸骨圧迫
【計画内容】救急蘇生法の胸骨圧迫の手順と留意点について学びます。（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

第
15
回

【テーマ】救急蘇生②ＡＥＤ
【計画内容】AED の使用手順と留意点について学びます。（梶晴美）
【準備学習の内容】テキストの指定箇所を読んでおくこと。

Ａ

科 目 名 医療的ケアⅡ 授業形態 講義 単 位 数 2
教 員 名 竹内　美幸、梶　晴美





平成30年 4 月　発行





講
義
要
綱

SYLLABU
S

北
翔
大
学
生
涯
ス
ポ

ツ
学
部

年
次

2018

2 0 1 8
講義要綱




